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この事業 は、競輪の補助金を受 けて実施 した ものです。
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デ ー タベー ス は、わ が国 の情報 化 の進 展上 、重 要 な役割 を果 たす もの と期 待 されて い る。

今後 、デ ー タベ ー スの普 及 によ り、わ が国 にお いて健全 な高度情 報化社 会 の形 成 が期待 さ

れ る。 さ らに海 外 に対 して提供 可能 なデ ー タベー スの整備 は、 国際的 な情 報化 へ の貢 献お

よび 自由な情報 流通 の確保 の観点 か らも必 要で ある。 しか しな が ら、現在 わが 国 で流通 し

てい るデ ー タベ ース の中 でわが国独 自の ものは1/3に す ぎな いのが現状 で あ り、わが 国

デ ー タベー スサ ー ビスひ いてはバ ランス あ る情報産 業の健全 な発展 を図 るた めには 、わが

国独 自のデ ー タベ ー スの構築 お よび デー タベ ース関連技 術の研 究 開発 を強力 に促 進 し、デ

ー タベ ー スの拡充 を 図る必要 があ る
。

この よ うな要請 に応 え るため、(財)デ ー タベ ース振興 セ ンターで は 日本 自転 車振興会

か ら機 械 工業振 興資 金の 交付 を受 けて 、デー タベ ースの構築 及 び技術 開発 につ いて民間企

業 、団体 等 に対 して委 託 事業 を実施 してい る。委託 事業 の内容 は、社 会 的、経 済 的、国際

的 に重 要 で、 また地域 お よび産業 の発展 の促 進 に寄 与す る と考 え られ て い るデ ー タベ ー ス

の構 築 とデ ー タベー ス作成 の効率化 、流通 の促 進 、利 用の 円滑化 ・容 易化 な どに関係 した

ソフ トウエ ア技 術 ・ハ ー ドウエア技 術で ある。

本 事 業 の推 進 に 当って 、当財 団 に学識経験者 の方 々で構成 され るデ ー タベ ー ス構 築 ・技

術 開発促 進委 員会(委 員 長 前 山梨 学院大学教授 蓼 沼良一氏)を 設 置 してい る。

この 「電子 デバ イス情 報 の電子 化 ドキ ュメン トのプ ロ トタイ プ構 築」 は平成6年 度のデ

ー タベー ス の構 築促進 お よび技術 開発促進 事業 として 、当財 団が 電子デ バイ ス情報 サー ビ

ス株式 会社 に対 して委 託 実施 した 課題 の一つで ある。 この成 果がデ ー タベ ー ス に興 味をお

持 ちの方 々や諸 分野 の皆様 方のお役 に立 てば幸い であ る。

なお 、 平成6年 度デ ー タベース の構築促進 お よび 技術開発促 進事業 で 実施 した課題 は次

表 の とお りで あ る。

平成7年3月

財 団 法 人 デ ー タベ ー ス振 興 セ ン ター



平成6年度 データベース構築・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1報 道 ニュースのマ1けメデ ィアテ㌧ タへ㌧ ス構 築 日本電子計算(株)名 古屋支店

2携 帯型電子新 聞フ.ロトタイプの 開発 (株)日 本経 済新 聞社/(株)日 経テ㌧タ

社 会 3SPORTSPOWERINDEXの ハ.イロット版 テ㌧ タへ"一スの 構 築 (株)ビ デ オ・リサーチ

4画 像 付 き 地 図 資 料 テ㌧タへ㌧ スのフ.ロトタイフ.の 作 成 (財)地 図情 報センター

5パ ソコンを利 用 した副作用 症例テ㌧タへ㌧スの構築調査 協立医師協同組合

6関 西 イベ ント&フ。ロジ ェ外テ㌧ タへ"一ス構 築 (株)京都新聞社

中小企業振興 7ハ イビジ ョン大型映像 ソフト流通促進 用テ㌧タへ㌧ス構築← (財)大 阪科 学技術センター

地域活性化 8分 散 協調型テ㌧タへ㌧スのた めの高度運用システムの開発 (株)エ マーズ

と学習支援環境への応用

9電 子 デ バ イス情 報 の 電 子 化 ドキ・メントの フ.ロトタイフ.作成 電 子 テ"ハ"イス情 報 サービス(株)

海 外 10海 外ユーザ 向け国産テ㌧タへ㌧ス検索支援用端末 ソフトウエア カテナ(株)

の開発

11連 想 検 索 写 真 テ㌧ タへ㌧ スの フ.ロトタイフ.作 成 シヤーフ.(株)

12レ ーサ㌧ 研 究 テ㌧ タへ㌧ スの 構 築 (財)応用光学研究所

技 術 13砂 漠 化防止技術 テ㌧タへ㌧ス (株)新 産業創造センター

14メ デ ィア変換型感性 データへ㌧スの構 築方法 の研 究 (財)イメージ情報科学研 究所

15フ ォールトトレランスな 多 テ㌧ タへ㌧ スサーバ システムに 関す る調 査 研 (株)シ ネジ ャーナルフ.ロダ クション

究

16創 出キーワードの 自動付与 に関す る調査研 究 (株)エ レクトロニック・ライブ ラリー



電 子 デ バ イス ドキュメン トの電 子化 に 関 す る

研 究 調 査 活 動 に よせ て

コン ピュー タに よ る情 報管 理 ・処 理 技術 の進 歩 に伴 い 、従 来紙 に書 い た形 で作 成 され て き

た各 種 の 文書(ド キュメン ト)は 、現 在 で は機 械処 理 の可能 な 「電 子 化文 書 」 と呼 ばれ る形

態 の もの と して急 速 に増 えて き てい る。そ れ と ともに 、長 ら く紙 の 形 で存 在 して い た情 報

が 、機 械 処 理 可 能 な デ ー タベ ー ス と して再 組 織 され 、コ ン ピュー タ に よ る迅 速 に して正確

な検 索 を許 す、デ ー タベ ー ス サー ビス が大 幅 に普 及 しつつ あ る。

加 え て 、最 近 にい たって新 しい要 素 が 二つ加 わって きた。す な わ ち 、機 械処 理 向 きに加 工

され る情 報 の 、いわ ゆるマ ル チ メデ ィア化 と、通信 用 ネットワー クに よる情 報伝 達 利 用 の普

及 で あ る。

発 端 にお い て 、文 章 の 単な る文 字 コー ド化 に よって始め られ た デー タベ ー ス構 築 は 、情 報

機 器 の 進 展 に支 え られ 、現 在 で は文 字情 報 の電子 化 に加 えて 、音 声 、静 止 画 、動 画 、さ らに

は画 像 の カ ラー 化 ・立 体 的表現 化 と、多様 化 され た情報 を扱 うこ とが可 能 に な り、しか も経

済的 に実 現 され るよ うにな り、そ れ らを扱 う多様 なマルチ メデ ィア機器 が製 品 化 され 、普 及

しつ つ あ る。

そ の 一 方 にお いて 、1970年 代 の初 頭 に 実験 的 に始 まった 、研 究 情 報 交 換 の 目的 で研 究者

間 を弾 力 的 に 自 由に 接続 可能 に す る 、多 重 に構 造化 され た通 信 回 線 に よ る情 報 利 用 のネ ッ

トワー ク化 が 、まず ア メ リカ 国 内に 始 ま り、つ いで ヨー ロッパ に延 び 、その 後急 速 に世界 化

しつ つ あ る。そ れ が情 報 機 器 の最 近 の大 記憶 容 量化 ・マル チ メデ ィア化 に よって 、使 い勝 手

の 良 いグ ラ フィカル ・ユ ー ザ ・イ ン タフェー ス化 お よび大量 の画 像情 報 の デー タベ ー ス化 を

実 現 す るに いた り、この 数年 に急 激 な 国際 的発 展 を見せ 、現 時点 にお い て 、推 定約5千 万人

と もいわ れ る相 互 接 続 利 用者 を誇 る イ ン ター ネ ット ・サー ビス となった 。

そ の結 果 、は じめ は 文字 情 報 、そ れ も主 と して学 術研 究文 献 の書 誌 情 報 な どを通 信 回線

に よって オ ン ラ インサ ー ビス をす る こ とか ら始 まったデー タベー スサ ー ビス も、現 在 では画

像 情 報 な ど を含 め た 、文 献 の 全文 を オ ンラ インサー ビスす る電 子 図書 館(digitallibrary)へ

と移 行 しつ つ あ る 。また それ と並 ん で 、世 界の 各地 ・各機 関 に分散 蓄積 され た各 種 各様 のマ

ル チ メデ ィア 化 され た情 報 が 自由に 利用 で き る ワー ル ド・ワ イド ・ウエ ブ(WWW)な どが イ

ン ター ネ ット上 で組 織 され 、い ま で はMosaicと 呼ば れ る、はな は だ使 い 勝 手 の 良 い 、検 索

用 ユ ー ザ イン タフェー ス な どを通 して 国際 的 に活 用 され て い る。

こ う した 技術 を支 えて い る のは 電子 工 業 で あ る こ とはい うまで もな いが 、そ の また背 景

に あって それ を支 えて い るの が 、ICチ ップ な どの 半導 体デ バ イスで あ る。電 子 機 器 の 多様

化 ・多品種 生産 化 に伴 い 、これ ら半導 体 デバ イス も多様化 ・多 品種 化 し、それ と と もにそれ

らデバ イスの メー カ も世 界 的 には数 え切れ ない数 とな り、常 時生産 され て い るデバ イス も 、

世 界 的 に は何 万 を もって 数 える品種 に達 して い る。

こ う した 半 導体 デバ イ ス製 品 に関 す る情 報 は 、基 本仕様 か ら応 用 の 例 示 ま で を含 め、今

ま で は 冊 子 体 の ドキ ュメン トと して各 メー カ か ら供 給 され 、メー カ に よって は そ れ が何 十

冊 、積 み 上げ て数 メー トル に達 す る と ころが あ るま でに なった。 こ う した現 状 は 、デバ イ

ス 供給 側 お よび 製 品 の流 通機 構 側 か らみ る と、常 に 新 しい情 報 を載 せ た ド キュメ ン トを整

備 す る の に大変 な手 間 とコス トが かか る よ うに な り、またデバ イス のユ ーザ 側 か らす る と、



設 計 に あ たって 常 に新 しい 情報 を入 手 し、 しか も使 用 目的 に最 適 の デバ イス や そ の供 給 状

況 まで を把 握 しつつ 、最 適 の製 品 を選 び 出 す こ とが はな は だ難 し くなって きて い る。

そ う した 市場 の状 況 の 中に あって 、既 に ア メ リカ では 半 導体 デ バ イス の メー カ とユ ー ザ

な どの 有 志 に よって 、半導 体 デバ イ スの 技術 情 報 の相 互 交 換 基準 の 策 定 を 目指 す調 整 組 織

Pinnacleslnitiativeが1993年4月 に結 成 され 、こ うした問題 の緩 和の 一端 に取 り組 ん で き て

い る。

半 導体 デ バ イス は 、高 度 情報 化 社 会 を支 え るの に不 可欠 の 工業製 品 で あ る。 しか も世 界

にお いて 、 日本 は一 、二 を争 うそ の 供給 国で あ る 。半 導 体デ バ イス の製 造 にお い て 世界 の

最 先端 の地位 を失 す る こ とは 、 と りもな お さず、 日本 が 先進 国 と して の座 か ら滑 り落 ち る

こ とを意 味 す る。

そ う した認 識 にた って 、IP(lnformationProvider)の 専 門 家 、CAD(ComputerAidedDesign

)の 専 門家 、そ の他 中 立系 の デバ イス専 門家 お よび 学識 経験 者 が結 集 し、こ う した 半導 体 デ

バ イス情 報 の電 子 化 問題 の検 討 す る こ とは 時宜 に か なって い る。

活動の意義

本 調査 研 究 の広 義 の 目的 は 、マル チ メデ ィア化 し、分 散配 置 され た技 術情 報 デ一 夕ベ ー ス

一般 の 管理 お よび 流通 を 、それ らの デー タベー ス間 で共 通 化 され た手 続 きを通 して行 う と

同 時 に、そ の結 果 得 られ た情 報 の加 工利 用 につ いて も標 準的 な 手続 き を もって行 え る よ う

に し、それ ら手 続 き 自体 を オー プ ン シス テ ム化 して 、異種 シス テ ム間 で の利 用 を可能 にす

る技術 の 開発 に資 す る との こ とで あ る。

そ の具 体 的選 考事 例 と して今年 度 は 、前 節 に述 べた よ うに 、現在 緊 急性 が 高 く、しか も成

果 物 の実 用 性 の評 価 が比 較 的 に楽 で あ る と予 想 され る 、半 導体 デ バ イス に関 す る ドキュメ

ン トを電 子 化 した 電 子 ブ ックを取 りあげ て い る。そ の場 合 、次 の テー マ を検 討 す る必 要 が

あ ろ う。

(1)現 在 、 メー カ か ら冊 子 体 と して 供 与 され て い る半導 体 デバ イス情 報 の 作成 ・流通 ・メ

ン テナ ンス に お け る技 術 的経 済 的 現状 の調 査 と、そ の評価 に 基づ い た 、そ れ ら情 報 の

電 子 化 の ニー ズお よび 課題 の確認

(2)ユ ー ザ側 にお け るそれ ら半導 体 デバ イス 関連 冊子 体 の利用 形態 と問題 点 、お よび電 子

化 に あた って の 要望 の調 査 と課 題 の確 認

(3)諸 外 国 、特 に ア メ リカお よび ヨー ロッパ にお け る情報 の電子 ブ ック化 の進 捗 お よび利

用状 況 の調 査

(4)情 報 の電 子 化(デ ィジ タル 化)に お け る 、デ ー タの構 造形 式 のモ デ ル 化 、お よび そ の

仕様 の設 計

(5)電 子 化情 報 記 述 を異 種 シ ス テ ム間 で整 合 化 す るた めの 、例 えばSGML(StandardGen-

eralizedMark-upLanguage)の よ うな 、記述 手 法 の策 定 と、それ に基 づ いた デ ー タの試

験 的 実装 に よる 、記 述 手 法の 評価

(6)ネ ットワー クに よる電 子 ブ ックサー ビス にお い て課 題 とな る、デ ー タベ ー ス の集 中化

対 分 散 化 、異種 シ ステ ム間 の相 互 結 合 、付加 価 値ネ ットワー ク(VAN)サ ー ビス 化 な ど

にお け る問題 の 確認 と、そ のデ ー タベー ス 化 作業 へ のそ の フ ィー ドバ ック
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(7)サ ー ビス の 国際 化 な ど、将 来構 想 の策 定 と、そ れ に伴 って生 じる課 題 の 、電 子 化 手 法

への フィー ドバ ックが あ る。これ らの特 定課題 は相互 にかか わ り合 って お り、各 項 の 作

業 に 当た って は 、それ らの 間 の調整 が必 要 とな る。

調査活動 に必要 と思われ る点

現 在 の 技術 的課 題 や 、諸 外 国 の 関係 す る活動 を考慮 した ば あい 、本研 究活 動 で は 、特 に

下記 に留 意 す べ き で あ る と考 え られ る。

(1)現 在 、画 像 情 報 に 関す る技術 の 動 きが激 しいの で 、3年 、5年 、10年 先 にお け る コ ン

ピュー タ、ネ ッ トワー ク、マル チ メデ ィア な どの技術 の 進歩 を見越 し、そ の 時点 にお い

て陳腐 化 す る こ とを避 け る こ とを志 向 すべ きであ る 。

(2)現 状 の冊 子 体 な ど、紙 に記録 され た情 報 をそ の まま電 子化 す る とい うの では 、電 子 化

技 術 の利 点 を十分 に活 用 す る こ とには な らない。電子 化 す る こ とに よって 、 どの よ う

な新 しい価 値 を付 加 した デー タベ ー ス サー ビス と して利 用 で き るか を 考 え合 わせ て

作 業 をす るべ き で あ る。例 え ば、一 定の制 限 をつ け る必 要 はあ る と して も、製 品 の在

庫 状況 、流通 期 間 の 将来 計 画 な どが ユー ザ に分 か る とか 、ま た逆 に 、ユ ーザ の 望 む 仕

様 が メー カ に フィー ドバ ックで きる とか の機能 で あ る 。

(3)現 状 で は 半導 体 デ バ イスに分 野 を限定 した調 査 お よび基 準策 定 と取 り組 むが 、そ こで

得 られ る知見 や 技術 は 、将来 他の製 品 分野 に も使 える拡 張性 を十分 考 慮 して作 業 を進

め る こ とが 望 ま しい。

(4)技 術 の 現 状 、機 能 に 関す る要 望 な どの 調査 にあた っては 、既存 の収集 と、新 し く委 員

会 主催 の ア ンケー ト調 査 の両 面か ら詰 め る こ と とす る。

(5)他 の 工 業 製 品の 規格 化活 動 の場合 と異 な り、本 件 に関 して は メーカ 間お よびユ ー ザ 側

とのデ ー タの整 合性 が誰 に とって も有利 とな るか ら、作 業 にお け る協 調 性 につ い て は

さ した る 問題 は な い こ と と考 え られ る。この 点 は国際 間 におい て も同 じよ うな事 情 に

あ る。 した がって 、国 際的 に も、例 えばPinnacleslnitiativeの 作業 内容 とで き るだ け 整

合 性 を図 り、かつ 補 完 的 に作 業 を進 め る よ うに努 力 す る。

(6)メ ー カ お よび ユ ーザ 間 にお いて電 子化 の 規格や 基 準 の整合 性 を図 る とい って も、各 社

にお い て既 にか な りの 電子 化作 業 が進 み 、資本 投 下 も行 われ てい る 。 した が って 、近

い将 来 の 実状 と して は 、い くつ か の異 なった構 造 の デー タベ ー ス化 の併 立 を許 す 必 要

性 は 十分 考 え られ る 。その 場合 、時間 をか けて順 次 統一 して い くこ とは 望 ま しい で あ

ろ うが 、そ こに い た る途 上 にお いて は 、複 数 の イン タフェー ス も認 め られ るべ きで あ

ろ う。

(7)ま た 、デ ー タベ ー スそ の もの も、各 メーカ に分 散 した もの が存在 す る可 能性 が高 い か

ら、当然 ネ ットワー クに よるユ ーザへ の サー ビス が有効 に な る。こ うした多 基準 ・分 散

デー タベ ー ス群 の使 用 にお け る利便性 を高 める ため には 、情報 提供者 と利 用者 との 間

の イン タ フェー ス を簡便 化 し、かつ デ ー タベ ー ス と利 用者 間 のネ ッ トワー ク接 続 サ ー

ビス を提 供 す るVAP(ValueAddedInformationProvider)の 介 在 を容 易 にす る よ うな シ

ス テ ム構 成 へ の配 慮 を してお くべ きであ ろ う。

本調査研究の成果

iii



幸 い 本研 究 調 査 活動 に与 え られ た課 題 が 、半 導 体デ バ イス メー カお よび ユ ー ザ に とって

緊 急 に対 策 を迫 られ てい る問 題 で あ る との意 識 がす で に一般 化 して い た こ と もあって 、作

業 に参 加 をいた だ いた委 員 に は専 門知 識 の造 詣 に深 い方々が揃 ってお り、か つ 作業 に対す る

使 命感 も旺 盛 で あったの で 、作 業 に は活 気 が あ り、進捗 も順調 で 、本委 員 会 の 作業 期 間 はわ

ず か 半年 で あった に もか か わ らず、予 期 以 上の 成果 を挙 げ た もの と思 わ れ る。

そ の詳 細 につ い て は、以 下 の本 文 を ご覧 いた だ くこ とにす るが 、要 点 と して は

(1)ネ ットワー クサ ー ビス の確 立 され た情 報社 会 にお いて は 、数 多 い 供給 者 に よる多 品種

少 量な い し大 量生産 製 品に 関す るデ ー タは 、分散 設置 され たデー タベ ー ス をネ ットワー

クに よって利 用 す る形 態 が ます ます 日常 化 す るで あろ うこ とが確認 され た。

(2)そ の認 識 にた って 、半 導 体デ バ イスの デー タブ ックを電 子 化 す る場 合 、現 状 にお い て

す で に何 が な され 、また ユ ーザ と して は今 後 その 内容 と して 何 が望 まれ て い るか が 、

ア ン ケー ト調 査 に よって確 認 され た 。

(3)そ うした 要望 に応 えるた め に 、デ ー タベ ー ス、お よびネ ットワー クの よって それ をサー

ビス す る ときのデー タベ ー ス シス テムや ネットワー クシス テム のあ り方 が考 究 された 。

(4)そ う した需 要 と供 給 の 間 を 結 ぶ シス テ ム につ い て 、情 報 の 提 供 者 と利 用者 、それ に

VAPめ モ デル 化 がな され 、さ らにそれ を実現 す るに必 要 な ソフ トウェア ツール お よび

それ らの 間 の整 合性 の有 無 の調 査 が な され た。

(5)そ れ ら調査 の結 果 の妥 当性 を検 証 す る 目的 で 、現在 冊子 体 で提 供 され て い る半導 体 デ

バ イス のデv-・一タブ ックの サ ンプ ル を入 力 し、SGML化 して版 下 を作成 し、モ デル の健

全 性 の確 認 を行 った 。 さ らに 、そ れ を学 術情 報 セ ン ター の 電子 図書館 実験 シス テ ム上

に実 装 して動 か し、か つWWWに も載 せ て動 か してみ て 、特 に問 題 の な い こ とを確

か めた 。

今後の課題

今 回 の調 査 に お いて は 、と りあ えず デー タブ ックの電 子化 の可 能性 お よび 実 用性 の調 査

検 証 に重 きを お いて い る もの の 、そ の早 期 実用 化 こそ今 後 の課 題 で あ ろ う。今 後 も更 に活

動 を継 続 し、下 記 の よ うな実 用 的課 題 を満 たす システ ム を構 築 す べ きで あ る と思 わ れ る。

(1)ICに つ いて電 子 化 され たデ ー タブ ック を作成 す るの であ るか ら、例 えばICを 使 うボ ー ド

な どの 回路 設 計CADシ ス テ ム にお い て 、検 索 され たICデ ー タは そ の ま まCADシ ス テ

ム に受 け 渡 しで き る よ うに、デ ー タブ ックサ ー ビス シス テム とCADシ ス テ ム との イ ン タ

フェー ス の基 準化 を 図れ ば 、設 計 の効 率化 に有 効 にな る こ とな どが 考 え られ る。ま たそ の

後 の ボー ドの レイア ウ ト設 計 シス テ ム にお い て も、数 百本 に も及 ぶ ピン情 報 を、い ちい

ち人手 で入 力 す る こ とをせ ず、デ ー タブ ックか ら直接入 力 で き るよ うにす るべ き こ とは も

ち ろん で あ ろ う。

(2)ICの カ ス タム 製造 が普 及 して き た今 日、例 えばASIC(専 用 用途IC)に ご く近 い ところ ま

で多様 化 したIC製 品 が出 回 って い る。 した が って 、将来 、回 路設 計CADに お いて 要 求 さ

れ るICの 仕様 定義 にぴった り合 うICを 自由 に検 索で き るこ とは もち ろん 、将 来 はそ れ ら

を 自動 的 に選 び 出せ る機 能 はか な り有効 な支援 を提供 で き る よ うに な る と思 われ る。 さ

らに先 の将 来 で は 、そ の よ うな要 求仕 様 に近 似 的 に合 うICを 選 び 出 し、かっ それ に合 わ



せ て設 計 の 変更 を支援 す るよ うな使 い 方が で きる ことも望 ま しい で あ ろ う。 したが って 、

電子 化 デ ー タブ ックは 、ゆ くゆ くは そ う した将 来 の要求 に も応 え られ る よ うな 基 準 化 ま

で も考 え るべ きで は な か ろ うか。

今 回 の本 調 査研 究 の 理 念 とPinnaclesInitiativeの 理念 とを比 較 してみ る とPinnaclesに お

い ては 、デ ー タ電子 化 の基 準 をデバ イス供給者 間 で整合性 を持 たせ る こ とに限って い る よ う

で あ る。そ れ に対 し本 委 員 会 で は 、Pinnaclesよ りも後発 で あ る こ と、お よび 日本 文 化 の特

長 で あ る集 団 思考 の強 み を発揮 して 、供 給側 か ら利 用者側 まで へ のデ ー タの 開示 を 一 貫 し

て 考慮 の対 象 としてい るのみ な らず、そ の過 程 のネ ットワー ク化 、しか も共通 イ ン タフェー

ス を用 い たVAN化 の可 能性 に も意 を配 って い る点 に置い て 、考 究 の対 象 の範 囲 がPinnacles

よ りも広 い もの となって お り、両者 が補 完的 な協 力 関係 を結 ぶ こ とに よ り、今 後 さらに進 ん

だ シス テ ム を展 開 で き る可能 性 が あ る と考 え られ る。

本 調 査 活 動 は 、始 まってか らまだ わず か6か 月足 らず にす ぎな い。今 後 作 業 をお お よそ1

年 間続 行 で きれ ば 、さ らに組織 が固 ま り、さ らに2年 ほ どか け て シス テ ム構 築 を行 え ば 、ほ

ぼ満 足 の い くシス テ ムが 稼働 で きる よ うに な る と思 われ る。

そ して 本 調 査研 究 の成 果 が 、今 後 半 導体 デ バ イス 情報 デー タの み な らず 、類 似 デ ー タの

電 子 ハ ン ドブ ック化 の促 進 に 、寄与 す るこ とを念願 す る次 第 であ る 。

平成7年3月20日

学術情報セ ンター副所長

東京大学名誉教授

山 田 尚 勇
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1EDSCの 活動

1.1背 景

1.1.1半 導 体 の技 術 情 報

本 研 究会 は 、電子 デ バ イス技術 情報 、特 に半 導体 デバ イス情 報 を 、近未 来 の通信 媒 体 を含

めた 手段 で配 布す るた めの シス テ ムを検 討す る こ とを 目的 と して い る。この研 究 会 をEDSC

(ElectronicDocumentationStudyCommittee)と 呼 ぶ。

EDSCで 扱 お う と して い る半 導 体デ バ イス情報 とは 、何 で あ ろ うか。

半導 体 デバ イス は我々の 日々の生活 を可能 に して い る、電子 技 術 の主役 で あ る。半 導 体 に

よ り、五感 の と どか な い宇 宙 の裏側 と通信 し、大都 市 全体 のエ ネ ル ギー の流れ を制御 し、ま

た一 瞬 の 間 に人 間一 生 の 間 に で き る計算以 上 の演算 を達成 す るの で ある。今 日の文 明 社 会

に生 活 して 、この よ うな 半 導体 の 恩恵 に浴 してい ない者 は い な い。

半 導体 は 時 と して政 府 間 の 交 渉の 主題 ともな り、また戦 略 物 資 と もな り うる こ とが 知 ら

れ る につれ て 、世 間 で 「半導 体 」自体 へ の認 識 は よ うや く深 まって きた。それ で も、身 のま

わ りに い くらで も存 在 す るはず の半導 体 デバ イスに 、それ と意 識 して係 わ った経 験 の あ る

者 は少 数 で あ る。ま してや 、半 導 体デ バ イス のた めの デー タブ ック、デ ー タシー ト、我 々が

一括 して 、半導 体 デ バ イス ドキュメン トと呼ん でい る もの に つ い て は 、そ の実 態 は も と よ

り、それ が抱 え る課 題 、意 義 等 につ いて 考 えた経 験 を もつ 者 は 、ご く少 数 で あ ろ う。EDSC

の報 告 書 を始 め るに あ た り、ま ず それ につ いて触 れ なけれ ば な らな い。

1.1.2デ ー タ シー トは どん な も のか

図1.1に 示 した 、米 っ ぶ く らい の大 き さの デバ イス は 、い わ ゆ る トラ ンジス タで あ る。今

日はIC(集 積 回 路)が 発 達 して お り、小 型化 、量産 化 、低価 格 化 を考慮 した 装 置 開発 で は 、

そ れ を使 うの が有 利 なの で 、 この よ うな個 々の トラン ジス タを電 子 回路 の 中 で使 用 す る場

面 は少 な くなった 。 しか し、先進 的な 装置 で は、ICで は困難 で 、個別 の トラン ジ ス タ を使

わ ざる を得 な い場 面 も多 い 。図 の ものはマ イク ロ波 受信 の 初段 用 で 、衛 星 放 送 のパ ラ ボ ラ

ア ンテ ナの 中 に必 ず 一つ ず つ 搭載 され てい るデバ イスで あ る。

図1.2は 、この デ バ イス(NE76083A)の デー タシー トで あ る。何倍 に も拡 大 され た外 形 図

と共 に 、数 ペー ジに わ たって 各種 のグ ラ フ、数表 な どが記 載 され て い る。この情 報 を必 要 と

して い る人 は、ほ んの ひ と握 りの設 計者 で ある。世界 で も数 百人 で あ ろ う。しか し、彼 らに

的確 に この 情報 を伝 えな け れ ば 、製 品 にこの デバ イス が採 用 され る機 会 は消 失 し、何 千 万

個 に のぼ るデ バ イスの生 産 もな されず、また 、デバ イスの優 れ た性 能 を搭載 した製 品 も、世

に出 な いの で あ る。

設 計者 に とって デー タシー トに盛 られ た情報 は、実物 のデ バ イス以 上 に実在感 が あ る。ラ

セ ン を描 く曲線 、ペー ジ を埋 め る数 字 の羅列 、エ ン ジニ ア は こ こか ら、心 の なか に デ バ イ

ス の容貌 を描 く。目はバ ッチ リして い る、こ こにホ ク ロが あ る。こ う して イメー ジをつ か ん

だ あ と、その デバ イス の住 む べ き部屋 、つま り、周 りの 回路 を 、そ して装 置全 体 の動 き を書

い て い く。エ ンジ ニ アが デ ー タ シー トで イ メー ジ した デバ イスの 特性 と、実 際 のデ バ イ ス

の動 作 が一 致 した とき 、は じめて 高性能 の 、信 頼性 の 高 い装置 が 完成 す る。だ か ら、この よ

うな個 別 デ バ イス の デ ー タシー トに は、情報 の 精度 に加 えて 、それ を設 計 者 に ダ イ レ ク ト
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図1.2:デ ー タ シ ー ト

に伝 え るた めの レイア ウ ト上 の工 夫 を必 要 と され る。

1.1.3紙 媒 体 の限 界

代 わって 図1.3で は 、ICを 代 表 して最 近 の高性 能 マ イ クロプ ロセ ッサ を取 りあげ た。一 世

代 前 の大 型計 算 機 シス テ ムに 相 当す る性 能 と機 能 が 、一 個 の チ ップ に凝 縮 して い る。関連

ドキュメン トを集 めれ ば 、そ の よ うな大 きな装 置 に付随 してい る もの と同 じ く、山の よ うな
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図1.3-1:マ イ ク ロプ ロセ ッサ

図13-2:マ イ ク ロプ ロセ ッサ 関 連 の マ ニ ュア ル

マ ニュアル 群 とな る。図 に は ほん の一 部 を載せ たに す ぎない 。

最 近 のICは 、大 型 シ ス テ ム と等 価 な もの に な る傾 向が あ る。汎 用 マ イ ク ロプ ロセ ッサ、

ASIC(特 定 用途IC)な どが その 例 で あ る。

シ ス テム 的 なICの ドキ ュメ ン トは 、必ず 長大 な ものに な る。ま たそ れ は 、単 に 回 路設 計
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者 のみ な らず、装 置 ソ フ トのプ ログ ラマ 、製 造技 術者 、検 査担 当者 、保 守 責任 者 、装 置 ユ ー

ザ な ど、多種 多様 な人 々に 、装 置寿 命 の続 くか ぎ り、い ろい ろ な局面 で 使用 され る ものに な

る。シス テ ムICの ドキュメ ン トの特 色 を この よ うにま とめ る とき 、これ らを紙 媒 体 に印刷

し、デ ー タブ ック として綴 じて い る現 在 の手 法 の困難 が 実感 され る 。

図1.4は 電 子機 器 の プ リン ト基 板 をデザ イン して い る光 景 で あ る。 この設 計段 階 で は 、

デ バ イス の外 形 図 、ピ ン配 置 、発 熱 デ ー タ、保 存特 性 、ハ ンダづ け特 性 な どが参 照 され る。

従 来 のデ ー タシー トに も もち ろん これ らの情 報 は盛 られ て い た が 、設 計 工程 が高 度 に 自動

化 され 、ま た分 業 の結 果 、回 路設 計 者 とは別 のセ クシ ョンで 担 当 され るよ うに なった結 果 、

デー タシー トそ の もの で は不 完 全 で あ るこ と、ま た、そ のCADの ワー クス テー シ ョン のた

め にあ らた め て図面 情 報 を入 れ なお さね ばな らな いな ど、問題 も多 くな って い る。これ も、

デー タシー ト/デ ー タブ ックを紙 媒 体 に綴 じる こ との 限界 で あ る。
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図1.4:CR-3000プ リ ン ト基 板CADシ ス テ ム

1.1.4氾 濫 す る部 品情報

国産 の もの 、外 国 製 の もの を含 め、半導 体 デバ イス の種 類 は い くつ あ るで あ ろ うか 。正

式 な統 計 は な い。 しか し、主 と して 国産 の 半導 体情 報 を収集 し、サ ー ビス して い る会 社 で

あ る電 子 デバ イス情報 サー ビス株 式 会社(EHSNET)は 、現在65,000品 目の デバ イス情 報 を
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集 め て い る。ま た 、こ この集 計 で は 、昨 年(1994年)に 新 規 に追 加 され た情 報 は20,000件

で あ る。ま た一 方 で 、多 くのデ バ イスが 、生 産 中止 となってい る 。

最 先端 の装 置 を最 適 に設 計 しよ うと志 す技 術 者 は 、これ らす べ て の知 識 を もち 、ま た追

跡 しよ う と、一 生 懸命 で あ る。同時 に 、ほ ぼ 不可 能 な行 為 で あ ろ うと認 識 して い るが 。ま

た 、半導 体 メー カ も、新 しいデバ イス の開発 に努 め るの と同様 の 意欲 を もって 、そ の新 デバ

イス を広 報 しよ う と懸 命 で あ る。両者 は、半導 体情 報 の フ ロー の 両端 か ら、お 互 い に 歩み

よろ う と努 力 して い るの で ある。

と ころ が 、これ ま で に述 べ て き た よ うに 、両者 の 関係 を困難 に して い る要 因 も多 い 。そ

れ を列 挙 すれ ば 、

(1)ご く少 数 の情 報 消 費者 に、的確 に情 報 を とどけ る こ と。

(2)消 費者 の必 要 とす る情報 を、精 度 高 くと どけ る こ と。

(3)大 量 の情 報 ス トックを可 能 とす るこ と。

(4)情 報 の追加 ・削除 ・修 正 の メ ンテ ナ ンス を迅 速 に で きる こ と。

(5)数 値 ・画像 情 報 な どを含 め られ る こ と。

(6)一 覧 性 の 高 い 、横 断 的な検 索が 可能 な こ と。

(7)設 計 、製 造 、検 査 、保 守 な ど各 作業 ス テ ップ に適 した情 報 を提 供 で きる こ と。

な どであ る 。この よ うな困難 を解決 す る、す ぐれ た メデ ィアは ない で あ ろ うか 。

1.1.5あ た ら しい メデ ィア の模 索

これ ま で 、半導 体 デバ イス情報 は 主 に紙 に印刷 され 、流通 して きた。他 の 多 くの ドキュメ

ン トと同様 で あ る。紙 媒 体 は 、あ る意 味 で満 足 の行 く、良 い メデ ィアで あった 。例 えば 、紙

とい うメデ ィアの利 点 と して、

(1)視 認 性 にす ぐれ る

(2)利 用 に特別 な機 器 を必 要 と しな い

(3)単 位 面 積 あ た りの解 像 度 が高 い

(4)制 作 、流通 の プ ロセ スが確 立 してい る

な どを挙げ る こ とがで き る。

一 方 、前 節 に ま とめ た 半導 体 デ バ イス ドキュメン トに望 まれ る メデ ィア特 性 とい う面 で

は 、欠 点 も多 い こ とは明 らかで あ る。そ れ は主 に 、か さば り、重 く、また 一度 作 る と改 定 が

困難 等 、紙 の 物理 的 な 特性 自体 に負 う もの で あ る(図1.5)。

紙 に よ る流通 を越 えて 、よ り適 した 半導 体 デバ イス情報 流 通 を指 向す る例 と して 、FAX

流 通 とCD-ROMを 挙 げ よ う。

先 に例 と して 引 い たデ バ イス情 報 提 供 会社ELISNETで は 、各社 の デー タ シー トを コン

ピュー タ画像 と して 蓄積 し、情 報検 索 用 の インデ ックスデ ー タ を付 加 してユ ー ザ に 検 索 さ

せ 、ユー ザ の指 定 したFAXに 出力 す るサ ー ビス を行ってい る 。画像 の 精度 は200dpi(1mm

あた り8ド ット)で あるが 、多 くの 用途 には十 分 な画像 品質 を もつ 。ユー ザ に とって 、各 メー

カ のデ ー タブ ック を 自分 の本 棚 に 並べ て お くよ り、格 段 に優 れ たデ バ イス情 報 と して利 用

が で き る。

情報 提 供 会 社 や 半 導 体 各社 で 、デ ー タシー トをCD-ROMで 提供 す る動 き も盛 ん で あ る

(図1.6)。 ユ ーザ に と り、紙 の よ うに か さば る物 体 を保 存 しな くて も済 む メ リットは太 き
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図1.6:デ ー タ シ ー トを 収 容 したCD-ROM

い 。また 、オ フ ラ インで使 用 で き るので 、ネ ットワー クの 準備や 利 用登録 な ど従 来 の オン ラ

イ ンサー ビス で最 初 に ク リア しな けれ ばな らない ハー ドル の ない こ とも利 点 で 、 した が っ

て 、世界 の ど こに も持 ち運 べ る、ポー タブル な提 供形 態 とな る。一 方 、情 報 の改 訂 な どは 、

紙 と同様 に 困難 なの が欠 点 で あ る。

い ずれ にせ よ 、この段 階 で はFAX、CD-ROMと もに 、紙 媒体 を置 き換 え る媒 体 とは考 え

られ ず、む しろ紙 を補 完 す る役割 を もつ もの 、と とらえ られ て い る。 した がって 、情 報 生 産

者 の 各 メー カ で は 、依 然 と して紙 媒 体 での 情報 提 供 を 主体 と した ドキュメ ン ト制 作 工 程 を
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とってお り、 ドキュメン トの ソー スデ ー タの流れ も、傍 流 と してFAXやCD-ROMに 向 か う

にす ぎ ない 。

1.2イ ン ター ネ ットで の情 報提 供

1.2.1イ ン ター ネットの普 及

イ ン ター ネ ットは1964年 に米 国 国防省 の コ ンピュー タネ ットワー ク と して 開始 され た もの

で あ るが 、これ ま で 主 に研 究 者 用 の研 究 情報 流 通ネ ットワー ク と して 使 用 され て きた 。 と

こ ろが こ こ数 年 、に わか に世 界最 大 の汎 用の コン ピュー タネ ットワー ク として注 目 され 始 め

てい る。

イン ターネ ットの最 大 の 特徴 は、そ こへ の参加 が容 易 で あ る点 であ る。

通 常 の コン ピュー タネ ットワー クで は 、まず参加 の た めの参 加 登録 、また 、毎 回 の使 用 に

際 してIDチ ェックや料 金 チェックな どがな され る。ところ が 、研 究者 用 の無 料ネ ットワー ク

と して発 展 して きた イン ター ネ ットには 、これ らの必 要が な い。結 果 と して 、コン ピュー タ

をネ ットワー クに接 続 さえすれ ば 、そ の時点 か ら使 用 開始 で き る。この、際 立った簡 便 性 が 、

イン ターネ ットの最 大 の 魅 力 と してユ ーザ を ひ きつ け て い る。

イン ター ネ ットは 通信 が 無料 だ けで な く、そ の上 の各種 サ ー ビスや デ ー タ も無 料 を原 則 と

してい る(少 な くと も、従 来 は そ うで あった)。 この た め 、イン ターネ ット利 用 のた めの 各

種 ソ フ トウェアはハ ー ドウェア と しての ワー クス テー シ ョンやPCを 販 売 す る とき、無 料 ソ

フ トウェア と して付 属 してお り、これ も イン ター ネ ットの普 及 に一 役 かって い る。

図1.7は 、現 在 イン ターネ ットで通 信 で きる国々をま とめ た もの で あ る。国 に よ り、も ち

ろん 「使 える」こ との程 度 の差 は あ るが 、旧東欧 圏 を含 め、世 界 の多 くの部分 をカバ ー して

い る。

圏BitnetbUtn。ttnternet

図EM。il。.!y(VUCP,Fid。N。t,。,。Sl}

口N。c。nnecti・ity

ノ

図1.7:現 在 イン ター ネ ットで通信 で き る国々
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特筆 す べ きな の は、東 南 ア ジア な どの新 興 工業 国の イン ター ネ ットへ の傾 倒 で あ る。これ

らの 国で は 、国 内 の公 衆通 信 網 自体 の整 備 を課題 と して抱 え て い る場 合 が あ る に もか か わ

らず、イン ター ネット整 備 を む しろ優 先 してい る傾 向 もあ る。これ は 、国 内 の工 業近 代 化 に

イ ン ター ネ ットが有 効 な 手段 とな る と考 えてい る ため で あ る。

ヨー ロッパ 諸 国 は情 報 産 業 の振 興 、ま たEC統 合 を共 通 の課題 と して抱 え る。米 国の 影響

の強 い イン ター ネ ットにつ い ては 、む しろ警戒 して か か る風 潮 も見 られ 、電 子 通 信 の た め

には イン ターネ ットな らぬOSI方 式 を採 用 す る、とい う意 思表 明 を これ まで何 度 も行 って き

た。 しか し、趨 勢 が イン ター ネ ットに収 束 す る情勢 を鑑 み て 、ここ2年 ほ どは イン ター ネ ッ

トへ の傾 斜 を 強 めて い る。 ヨー ロッパ に お い て も、学術 、商 業 な どの 通信 は 当面 イ ン ター

ネ ットに依 存 す る と考 えて 間違 い な か ろ う。

この よ うな 中で 、日本 は イン ター ネットの中進 国 であ る。ノー ド数 で は か ろ う じて世 界 の

10傑 に入 るが 、これ をGNPで 除 す な ど して産 業 活動 あ た りの 指標 に直 す と、世 界50位 程

度 にな り、ア ジア の主要 工業 国 の後 塵 を拝 す。

この 事態 は、 日本 の 通信 政 策 の機 動性 のな さに よる。5年 ほ ど前 、イン ターネ ットの 主流

化 の はっき りした段 階 で 、デ ファク トス タン ダー ド(事 実上 の標 準)で あ る イン ターネ ット

採 用 を真 剣 に考 慮す べ きだった の に 、国 際標 準 の遵 守 とい う硬 直化 した公 式 見解 に安住 し

たた め で あ る。さすが に昨 年(1994年)頃 か ら企業 にお い て も イン ターネ ットの導入 が 普通

に な り、ま たマ ス メデ ィア も こぞ って それ を宣伝 す るよ うに なった が 、肝心 の イ ン ター ネ ッ

ト対応 の通 信 イン フラ ス トラ クチャー整 備 は まだ混 乱 した ま ま であ る 。

1.2.2通 信 か らデ ー タ ベ ー ス へ

この よ うに、わ が国 は よ うや くキ ャッチ アップ の態 勢 にはい った イン ターネ ットで あ るが 、

その 国 際的 な利 用形 態 が こ こ数 年 で 目だって 変化 して い る。メッセー ジ通 信 か らデ ー タベ ー

スへ の移 行 であ る。

イン ター ネ ットはそ の発 展過 程 にお い て 、分散 国 防ネ ットワー ク、計 算機 共有 ネ ットワー

ク、情報 資 源共 有ネ ットワー クな ど種々の 目的 を名のって きた が、実 態 は研 究者 間 の電子 メー

ル 交 換 用ネ ットワー クで あった。そ れ は 、電子 メール とい う応 用 を担 う媒 体 が他 に な く、ま

た一 方 で それ を越 える用 途 に は通 信 速度 が 不 足 して いた た めで あ る。

米 国 にお い て 、1990年 前 後 か ら 、イン ターネ ット基 幹網 の通 信 速度 を 、3Mbpsか ら順 次

45Mbpsに 向上 させ る動 きが は じまった。これ は電子 メー ル の変形 で あ るネ ットワー クニュー

ス ・サ ー ビス の普及 で 通信 量 が大 幅 に増 え、3Mbpsで は支 障 を きたす よ うになった た め であ

る 。そ れ と同時 に 、拡大 した通信 速度 を活用 した新 しいネ ットワー ク利 用 の 可能 性 も次 々に

試 み られ た 。

まず、Anonymous(匿 名)FTPが 挙 げ られ る。不思議 な名 称 だが 、フ リー ソ フ トウェアや

研 究デ ー タを配布 す るた めの サー ビス と理 解 すれ ば よい。AnonymousFTPサ イ トが 世界 に

数 千箇所 に広 ま る と、自分 の必 要 とす るプ ログ ラムや デー タを保 管 してい るFTPサ イ トを

検 索す る機 構 が 必要 となって きた。

それ で生 まれ たの が、Archie(ア ー チ ー)と い うサー ビスで あ る。これ は各AnonymousFTP

サ イ トの イ ンベ ン トリー を記録 したArchieサ イ トをネ ッ トワー ク上 に分 散 設 置 し、ユ ーザ

の 検 索 を許 す よ うな機 構 で あ る。 イン ター ネ ット初 の大 規 模 分散 デ ー タベ ー スサ ー ビス と

な った 。
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ネ ットワー ク上 に文書 を登録 して お き 、必要 に応 じて検索 、参 照 した りファイル転 送 で取

り寄 せ た りす るサ ー ビス も次 々と試 み られ た。

gopher(ゴ ー ファー 、砂漠 に住 む ネ ズ ミの名前 だ が 、"goforit"の も じ りだ ろ う とい われ

て い る)は ミネ ソ タ大 学 で は じま った オン ラ イン学 内掲 示板 の よ うなサ ー ビス だが 、FTP

よ り簡 便 に遠 隔 地 の文 書 を参 照 で き 、ま た画像 や コン ピュー タデ ー タを含 め て各 種 の形 態

の デー タを取 り寄 せ られ る ことか ら、一大 学 を越 えて急 速 に 普及 した 。

WAIS(ウ ェイズ)はWallStreetJournalを オ ン ラ イン参 照 す る試 行 サ ー ビスか ら派 生 し

た 、いわ ゆ る全文 検 索 デ ー タベ ー スで あ る。

1990年 か ら、イン ター ネ ット概 念 のデ ー タベ ー スへ の拡 大 が急 速 に進 ん でい る 。

1.2.3Mosaicに よ る統 合

以 上の よ うに 、イ ン ター ネ ット上 の情 報提 供形 態 は 、あ る意 味 で無 秩序 に展 開 した。そ の

リス トには 、も う一 つ 付 け加 えな けれ ば な らない。httpで あ る。

httpは1989年 にCERN(ヨ ー ロ ッパ 素 粒子 科学 研 究 施設)で 着想 され た 、ハ イパ ー テ キ

ス トを使 用 した研 究情 報 記録 、発 表 の た めの テ クニ ックで あ る 。そ の実 例 は5.2章 に譲 る

が 、情 報 を相 互 に 関連 させ るハ イパ ー テ キス トとい う技 術 、特 に文 字情 報 以 外 の情 報 も関

連 させ るハ イパ ー メデ ィア とい う技 術 を採用 した ことで注 目され た。http(hypertexttransfer

protocol)は 、ハ イパ ・・一ーーテ キス トで 記述 された情 報 を伝 達 す るた め の通 信 規約 で あ る 。

ハ イパ ー テ キス ト(メ デ ィア)文 書 を表示 す るた め には 、高度 な ビュー アソ フ トウェアが

必 要 とな る。これ はCERNで 開発 され た他 、ア メ リカ の スーパ ー コ ン ピュー タセ ン ター で

あ るNCSAで も開発 され た 。後 者 の名 称 をMosaic(モ ザ イク)と 呼び 、今 日非 常 に普 及 し、

使 用 され て い る。

Mosaicに は二つ の意 義 が ある。まず、httpの 標準 的 な ビュー ア と しての役割 であ る。Mosaic

に よ り、文書 、静止 画 像 、動画 像 な ど各種 形 態の ハ イパー テ キス ト情 報 を表 示 で きる 。

次 に 、多種 のネットワー クサー ビスへ の万能 の イン タフェー ス と しての役 割 であ る。Mosaic

はhypermediaの ビュー ア として 各種 形 態 の情報 を扱 えるの み な らず、FTP,gopher,WAISな

ど各種 のネ ットワー クサ ー ビス へ の共 通 イ ン タフ土一 ス と して も使 用 で き る。

この よ うな万 能性 に よ り、イン ター ネ ット・サー ビスの ア プ リケー シ ョン とい えば 、今 日

で は まずMosaicが 挙 げ られ る状 況 となって い る。

1.2.4電 子デ バ イ ス情 報 メデ ィア と しての イン ター ネ ット

以 上 で概 観 した よ うに 、研 究 ・商 用ネ ットワー ク と して イ ン ターネ ットは そ の地盤 を 固 め

つ つ あ る。また 、Mosaicに 代 表 され るよ うに 、イン ター ネ ットな らで はの 通信応 用 も出 て

きた 。それ で は 、果 た して イ ン ター ネ ットは電子 デ バ イス情 報 の提 供 メデ ィア と して 、可能

性 は あ るで あ ろ うか 。

電 子 デバ イス情 報 提供 に必要 な メデ ィア特性 は1.1.4に ま とめた とお りだが 、イン ターネ ッ

トに各種 の デー タベー ス技 術 を付 加 した もの は、これ らを理 想 的 に満 た しうる こ とに 気 づ

く。大 い に有 望 なの で あ る。

イン ター ネ ットで の情 報 提供 を考 え る とき、は じめて紙 媒 体 を脱 却 す る電子 化 ドキュメ ン

トを構 想す べ き必 然性 が生 じる。従 来の紙 メデ ィアを指 向 す る情 報 の 作成 ・流通 を越 えて 、

あ らか じめ イン ター ネ ットで の情報 提 供 を主流 にす えた 、ドキュメ ン ト構 築法 、流 通法 を開
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発 しな けれ ば な らな い 。

本 研 究 会 、EDSCは 以 上 の よ うな認識 にた ち、約 半年 間 の活動 を行 い 、こ こに報告 書 を ま

とめ る もの であ る。

イン ターネ ットに は 、まだ負 の未 知 数 、す なわ ち不 安材 料 もある。特 に、そ れが 通信 料 金 、

使用 料 金 と もに無料 をた て まえ とす る研 究 ネ ットワー ク と して 育って きた た め 、商 業 活 動 、

産業 活 動 に ど う根付 くか 、不明 で あ る点 で あ る。

有 料 の イ ン ターネ ットサー ビス を提 案 す るのは容 易 であ る。 しか し、現 在 の イン ター ネ ッ

トを他 の もの か ら区別 す る最 大 の特 徴 は 、そ の無 料性 で あ る。は た して 有料 サ ー ビス は イ

ン ターネ ットた りうるか 、とい う根 源 的 な問題 が あ る。 イン ター ネ ットとい え ど も資本 主義

の 中の 、適 当 な位 置 に 分類 され るべ き もので あ るか 、それ とも資 本 主義 の枠 組 を壊 す、ポ ス

トモ ダー ンの 可能 性 を秘 めた 媒 体 で あ るか 、統 一 した 見解 は ない 。 イン ターネ ット上 の電

子デ バ イス情 報提 供 も、そ の 両方 の可 能性 を睨 みっ つ 、試 み る こ とに な る。

L2.5EDSCの 目的

あ らた めて 、EDSCの 活 動 の 目標 を述べ る。

EDSCは 、全世 界 の電 子機 器 設計 者 が必 要 とす る設 計 情報 を、タイム リー に 、安価 に提 供

で き る シ ステ ムで あ る こ とが 要求 され て い る。利用 者 をEDSC構 築 の 過程 で複数 の選 択 肢

か ら特 定 の もの を選 ぶ 必 要 が生 じた場 合 は 、機 器 設計 者 の利 便 をまず 優 先 して 決 定す る。

上 記 の 達成 の た め に は 、同 時 に 、情 報提 供者 も最新 情 報 を タ イム リー に 、安価 に入 力 で

き る仕 組 み が成 立 して い なけ れ ば な らな い。した がって 、意志 決 定 の場 合 に 、2番 目に 考慮

す る事項 は情報 提 供者 の利便 で あ る。

機 器 設 計者(電 子デ バ イス情 報 の 消 費者)が 迅速 に情 報 を入 手 す るため の シス テ ム

電 子 デ バ イス メー カ(電 子デ バ イス情 報 の提 供者)が 迅 速 に情 報 を発信 す るた め の シス

テム

上記 の2点 の充 足 が 、EDSCに 課せ られ た設 計課題 で あ る。また 、イン ター ネ ットの 電子 化

ドキュメン ト流通 にお いて 、これ は 実現 され う ると認 識 して い る。

EDSCで は、イン ターネ ットに即 した情 報提 供形 態 を中心 に 、そ の他 の メデ ィア も含 め て 、

近未 来 の 電子 化 ドキ ュメン ト流通 形 態 を検討 す るもの で あ る。

L2.6Pinnaclesと の協 調

米国 に お いて 、半導 体 ドキュメ ン トをSGML形 式 で作成 、蓄積 、共 有 しよ う とい う計 画 が

進 行 して お り、Pinnaclesと 呼 ばれ てい る(2.2.6参 照)。EDSCは 、この 活 動 と互 い に相 補 う

こ とで 、協調 す る もので あ る。そ れ は 、EDSCとPinnaclesと は 、下記 の よ うな類 似 点 が あ

り、ま た相違 が ある こ とに よる。

EDSCとPinnacles両 者 に共通 の 要素 と して 、電子 デバ イス(半 導 体 、そ の他デ バ イス)の

技術 ドキュメン トを電 子 媒体 に移 そ うとい う、具 体的 な活 動 自体 を挙 げ るこ とがで き る。そ

の際 に両者 と も、CAD情 報 な ど、これ ま での ドキュメン トに含 め られ な かった コン ピュー タ

デ ー タ も電 子 化 デー タブ ック と して 統合 す る こ とを 考慮 して お り、そ の た めの技 術 開発 を

指 向す るな ど、同様 の 方 向性 を もっ 。

一 方異 な る要素 もあ る。Pinnaclesの 目的 とす る ところ は、主 と して 参加 者(メ ーカ 間)相

互 の電 子 デ バ イス情 報共 有 で あ り、それ をエ ン ドユ ーザ のた めに検 索 した り配 布 した りす
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る こ とにつ い て は 、一応 ス コー プ の外 に置 い て い る。

ま た 、設 計 担 当者 な どの技 術情 報 消 費者 へ 情 報 を届 ける た めに は 、そ の 消 費者 の抱 え る

問題 に即 した検 索 技 法や 、特 に紙 媒 体 に よる提 供が 不可欠 で あ る。そ の た め 、EDSCで は文

書 内容 に即 した検 索 技 法 の 開発 とあ いま って 、最 初 か ら レイ ア ウ ト化 され た 部 品情 報 を蓄

積 し、消費 者 に は レイア ウ ト後 の画 面(紙 に印刷 で きる もの)を 届 け られ る よ うに配 慮 し

て い る。一 方 、Pinnaclesに お いて は 、紙 媒 体へ の配 慮 は検討 の対 象外 で 、そ の 設 計 は行 わ

な い こ とに な る。

PinnaclesとEDSCの 目的 の相 違 は 、そ の達成 の ため に とる手段 の相 違 となって現 れ る。す

なわ ち 、前者 で は機械 処理 によ る文書 の共 有 を主た る目標 とす るた め 、メー カ間 で の情報 記

述形 式 の統 一 が主 た る興味 となる。そ こで、具 体的 な技術 と してSGML(StandardGeneralized

Mark-upLanguage)を と りあげ、それ を 中心 とす る作業 を展 開 して い る。一 方 、EDSCの 目

的 は 、完成 した 文 書 の配 布 で あ る 。 した がって 、そ の元 文書 の 記 法 を統 一 す る こ とは第 一

義 的 な 目的 で は ない 。む しろ コン ピュー タを利 用 して、い か に合 理 的 に文 書 入 力 、整 形 、蓄

積 、配 布 を行 うか の観 点 か ら技術 要 素 を選択 す る。各 種AuthoringSystem、 市販 の もの も含

め た 文書 整 形 シ ス テム の 実態 把握 、配布 に適 した情 報 フォー マ ント(PostScriptな ど)の 検

討 、検 索 シ ス テム(Mosaicな ど)の 検 討 を行 う。

以 上 の よ うに 、EDSCとPinnaclesは 相補 的 な性格 が 強いた め 、将 来 にわ たって連 係 を保 っ

て い く必 要 が あ る。

1.2.7文 書 の 構 造 化

EDSCは 上述 の よ うに電 子化 ドキュメ ン トの全 過 程 を扱 うた め、電子 化 ド キュメ ン ト構造

化 の技 術 は通 常 のSGMLを 越 え た範 囲 を とる。

まず 文 書 作成 にお いて は 、他 のSGMLプ ロジェク トに見 られ る よ うな 、文 書 構 造 に着 目

した設 計 も行 うが 、それ よ りむ しろMosaicで 使 用 され るHTMLな ど、多 種 の デ ー タ形式

へ の親 和 性 、融 通 性 が 問題 にな る。 この よ うな用 途 にSGMLを 採 用す べ きか 、 と問われ れ

ば 、そ れ も候 補 の一 つ だ が 、他 に も可能 性 は あ る、 と答 え るべ き であ る。

半導 体 デバ イス情 報 を 主 と して 消費 す る設 計エ ン ジニ アは 、現 在 の と ころ 、引 き あて た

情 報 をお そ ら く紙 に 印字 して か ら使 用 す るで あ ろ うか ら、他 の電 子 化 ドキュメ ン トの プ ロ

ジェク トと違 い 、文書 は必 ず 紙 の上 に レイア ウ トされ るこ と 、ま た 、 レイア ウ トされ た時

に効 果 を発 揮 す る よ うに設 計 す る こ とを念頭 にお く。他 の電子 化 プ ロ ジェク トで は 、SGML

でデ ー タベ ー ス化 され た 後のDSSSLの 機 能 等 が比較 的小 さ く扱 われ てい るの と、大 き く異

な る。

も し、文書 機 械 化 の多 くの プ ロ ジェク トで 、文 書 は内容 よ り構 造 が重 要 だ と認 識 され てい

る とす れ ば 、EDSCは これ とは異 な る。これ は 、半導 体デバ イス情 報 は 、大 量 情報 の集 積 ・

検 索 の場 面 よ り、あ る一 件 の ドキュメ ン トの 内容 がエ ンジニ アに読 まれ 、結 果 と してそ のデ

バ イス が採 用 され る こ とが 重大 だか らで あ る。

なお 、本 件 の よ り詳 しい検討 は2章 で行 ってい る。

1.2.8委 員会 の構 成 と検 討 内容

EDSCで は 、そ の提案 プ ロ トタ イプ設 計 と評価 を 、下記 の三 つ の グルー プ に よ り進 めた 。

WGO全 体 の調 整 、情 報 提供 メデ ィアの選 定 ・実験
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WG1情 報提 供 者 か ら見 たEDSCシ ステ ム の検討

WG2情 報 の 消費者 か ら見 たEDSCシ ス テム の検 討

まず、WG2に お い て 、現 在 の利 用者 の 望ん で い る半導 体 デバ イス情報 提供 形 態 を検 討 し

た 。この結 果 は3.2章 に ま とめ てい る 。この段 階で は必 ず し もネ ットワー クに よ る情 報提 供

に こだ わ らず、利 用者 の率 直 な意 見 を収集 す る こ とに留 意 した 。

WG1に お い て は 、逆 に情 報 提供 者 の メー カ の 立場 か ら、現 在 の情 報生 産 工 程 を前提 に 、

将 来 の電 子化 ドキュメン トの あ り方 を解析 した 。その 結果 は3.1章 に あ る。

以 上 の検 討 を も とに 、WG1,2合 同で 、今 後 の電 子 化 文書 の 方策 を検 討 した もの が第4章

で あ る。

WGOで は 、4章 の よ うな 近未 来 の提 供者 シ ス テム を検 討 す る と共 に 、特 にネ ットワー ク

に よる流 通 に む けて 、そ のプ ロ トタイプ シ ス テ ムを構 想 し、実験 した 。それ が第5章 で あ

る。SGMLに も とつ く情 報 記述 法 の検 証 と、ネ ットワー クに よる流通 実験 を行 って い る。

最後 に提言 を6章 に ま とめ た。
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2ド キュメ ン ト電子 化 の 現 状 と課 題

2.1電 子化 の 現状

電子 化 ドキュメン ト規格 調 査委 員 会(EDSC)で は 、現 在 の半 導体 メー カ各 社 の ドキュメン

ト作 成 の現 状 と、今 後 の各 社 の電 子化 ドキュメン トに 対す る方針 につ いて把 握 す るた め、次

の二 つ の調 査 を行 った 。

(1)ド キュメン ト電子 化 の取組 み 状 況

(H6年9月 下旬 実 施 、表2.1、 表2.2を 参 照願 い た い。)

a)調 査 内容

・ 電 子化 ドキュメ ン トの取組 み 状況(現 状 と将 来)

・ 電 子デ バ イス情 報 の電 子 化 ドキュメン トの必 要性

・ 電 子化 ドキュメ ン トの本格 導 入 に 向け て 、障害 とな る もの は何 か。

・ 電 子 化 ドキュメン トの 実 現 を進 め る上 で 、電 子 デ バ イス情 報 サ ー ビス業 界 に期

待 す る もの は何 か 、また そ の進 め方 は どうあ るべ きか 。

b)ア ン ケー ト実施 要領

EDSCメ ンバー で ある 半導 体 メー カ11社 お よびEDAベ ン ダ1社 、SIベ ンダ1社 に、

上記 の設 問 に対 して 自由に記 述 してい た だい た。

c)ア ン ケー ト分 析

・ 現 状 では 、DTPを 使 用 して ドキュメン トを作成 し、紙 で ユー ザ に提 供 して い る。

・ 紙情 報 での 製作 、配 布 が難 し くなってお り、また製本 コス トも年々増大 して い る。

ユ ーザ も保 管 場所 や検 索 、またCADデ ー タを再利 用 のた め の電 子化 を望 ん でい

る と判 断 して い る。

・ 今 後 は、イ ン ターネ ット、CD-ROMな どで提供 す る こ とが必 要 と認 識 して お り、

ドキュメ ン ト情 報 をデー タベー ス化 し、異 機 種 シス テ ム との情 報 交換 を可 能(再

利 用 可能 デー タ)に した い。

・ 将 来 の技 術 予 測 に基 づ く、デバ イス メー カ お よび ユー ザ の 要 求 を満 たす 標 準 化

が 必要 で あ る。

・ イ ン ターネ ット等 を利 用 し、World-wideに 情報 提供 で きる こ とが必 要 で あ る。
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」
吟

電子化ドキュ"}の 取 り組み状況 作成体制 ・使用ツール

・

提供媒体

A社 T●clm㎞ID血 《r㎏bBookの 版 下を含む}の 制作 は電子的 に行われている。今後
はそれ らをテ㌔タ^㌔スあるいは■客 への適切な配布 媒体 と していかに活用 して

い くか、 その方法が検討課題 となっている.
T6c㎞i領IDぬ(t㌔ 匂Bookの 版 下を含む}の 制作 は電子的 に行われている。
SOML化 についてもその一環 として位 置付 けていきたい.

経籍糟L酬 綴 戸綿門)
使 用 ソ7}「 グ ロ一八'ルピ ェー』

テ㌔タシートは印刷 のみ。SPICEデ →はFDで 提供中。

鷲 難 晋品鷲i鰹 遠 ㌫r・回路シ城

B社 当社の全製品'如ダ であるr分 一ト7オー"如 グ」についてm?ぬ 技 を導入済み オ'ジ抄 情 報 作成:手 書 き原 稿 、一 太 郎 ・花 子

情 報加 工:」 αLS、 イラストレ→ 、 タオ一夕エタスプ レス

現 在は印刷物のみユーザに提供

C社 DrPに てDoc頭 部 をノインに作成 しているが、一部写植べ噛 で作成 されているもの も
SGMLに ついて はテスト中..あ る.

オ,ジナρ情 報 作成=手 書 き、 ワー7'ロ情
報 加 工=P昭 ㎝akむr、 行 スル→ 、Pho蜘 ㎞p

D社 発行 済 「ディXタ'一ト版1FDD2枚 組 、 「汎用IC版 」FDD2枚 組検索プ
ロダ弘 品名、特性値、用途 、特徴 、〆,ケージな どか ら。

環境 ← ド:1.ハ棚 一ズ・ 氾 綱 一ズ,匪 ㎜ 螂
2.田MP"5,DO鉗v互 換機

OS:MS-DOS声 一ジョン3.1以上 メモ,:640kバ イト
配布対象 社内各事業部、営業所 、代行店

一般似打一には、営業所、代行店 よ り配布

オ'ジ抄情報 作成=手 書 き、仕様書 、規格
書の形態
(事案部、 市場開発
設計開発部門)

榊 加工:
イ聯 テ鴇 声

テ㌔タブ,タは、特定無知へ のPRの ため
一 部をFDで 提供中

(取 り組み状況欄参 照)

彦際 晶 イ腰 鵠}.鴇 望跳 回路シンポ

E社 テ㌔タプが等技術質料に関 し、印刷外注会社におい て電算写植からm予《部門A)
へ大半移行済み.殴 針部 門での原稿作成 は、バカン、ワープロ等を使用 し

既存版には赤字をいれ る程度 で手書 きはほとんどなくなっている.
《部門B)電 子化は、設計情報等の部分 的導入に とどまってお り、本格導入 に

向けプロブェ外を起こ しつ つある.

オ蓼ジ蜥 讐9
ラ)㌍糖 二吉 野 叢温

情 報 加 工:一 太 郎(5〔既)

社外,噂 瓢 弊 聯 盟 縞膿 、写植

諜 騒在、}噺v雰齢1還i認i撫 蚕齢

F社 昨年か らMぬ ㎞hを 使用 した製品仕 様書 の完全DIP化 を実施 している。
新規タイプは†べて 団rP化 する方針 で行 っているが、既存の州プについては、
再版、増刷 の依頼等があ った場合に行 うよ うに している.

オ'プ怜情報作成:各 事業部設 計担 当者
ワープロで提供

情報加工:MACD㎞wPm、(岬 《μ鵠

テ.一夕シート.テ◎一タフ.,タ、マニェアカ
バ,ケ ージ 、飼 醇 ンポ ル、 実 装情 報 一

信 頼 性 情 報 は 紙 ・FDで 提 供 中

G社 ドキュ〃トの情報を電子化 し、フロ,ピーやMOで 提供 可能な形 とす る。 右脚 情報械
(=殴織 鵠錨 之依頼)情襖 那 鵯耀
鷲 鼻㍗ 劉 外鮫 醐

SPICEテ'一 夕:ASICへ'ン ダ7オ ーマ,ト

鴛 鯨 薯}霧};げ…・一
回 路シンボル=EDAベ ンダ 乃 〔7,`

H社 現在、紙'デ ィアでの支給がまだ中心だが、印刷 の元デークを写植等の形態から電子
テ㌔タ 《1n愉㎞f)へ 順次移行 させてい る.

洲 ジ ナル情 報 作 成:手 書 き 、ワーフ'ロ、
ワード、1n回 ㎝町製 品企 画 璽)

イ7ストレ一夕情 報 加 工=b垣 ㎝f、Pb8dMabr、

デ ータシート、 マ≒"は 、CDROMで 提 供
SP1(Eデ ータは 、FDで 提 供
バ,ケーヅ は 、AurOCADで 作 成 しFAXで 提 供

1社 国内向のデータプ,タは漸次廃止の方向で、製品仕様の電子フ7仲化 を推進 している。
(これは、当社販売員用の もので、顧 客に対 して公開 しているものではない。)
海外向けでは、現在 は、テ㌔タプ,クによ る対応を している.
米国の販売関係者 より、早急にテ㌔タブ,クの電子化の要望が出ている。

縦 甲灘竃欝欝き灘
EPS77イ ルで提 供 可

殿 摺 習ラ、」締 ラσ ラ,・同齢 ポル`まMTで
テ㌔タシート、力如グ 、新製 品情 報、実装情報 、信頼性
情報はFAXサ ービスを提 供中

」社 昔なが らの切 り張 りか らDTPソ 升利用に よる電子化を進めているが、ドキュメントそ
の ものが電子化され て提供 されていない.ド キェメントを補 うもの として、製品情報 、
ドキュメント情報 を‡,ト9一タで提供 している。

胡ジナβ情報作成:手 書き、ワープロ
情報加工:P{、 行川レ一夕

パ ソコン通 信 を通 じて デ 一夕ナ ト、マニュア戸.,如 ダ を提 供 中

HDレVed1㎎ 、Lo8icラ イブ"、 回 路 シンズ 糾まFDで

提 供 中

K社 オハジ ナル情 報 作 成:9一 フ'ロ(設 計 部 門)

情報 地回=[:P{(ト タキェメント部F¶

デ ータシートを1SDNを 通 じ提 供 中(一 部}
マニュアルをCD,ROMで 提 供 中(一 部)

L社

EDA

メーカ

回路国用シンポ'、 シミュレ一泊ン用モデル《ディジ抄、7加 ダ}.解 析用データ(熟 解析 、信号波形解析
、EMC}、PCB用7,""ン ト、BOM等 の情報が必要であ る。

現状では、テ㌔クプ,タ等か らの手動で作成 を余儀な くされている.

罐,認 シ,膳部識の㍑ 副題闘cω
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電子化 ドキ ュメン トへの対応計画 電子化 ドキュメン トの必要性 についての見解 電子化 ドキ ュメ ン ト導入 の障 害となる問題点 今後の進 め方について

A社 ■客に対する効果的な情 報提供の手段 として何
が適 当なのか、例えばCD飛OM化 につい
て具体 的な方法を検討 中.

省力化 によるコ川 面でのメ',トが大いに期待 さ
れ るところであ り、積極的に取り組んでいき
たい.

Φ初期投資 として必要 とされ るコ朴負担 と右
フラの普及
…使 う側(顧 客側) .情 報提供側 を含む②各 種情報
の互換性.現 在各 社の情 報は

独 自の,一ルにて制作 され てい るはずであ リ
デ→ベ一入として活用 してい く場合 に障害
となることが予想 され る.
…&GMLに 期待され る部分

8翻c壽i、棄鶴競鑛翻魏縮
開示†ること③特定
の利益団体の思惑 に左右されず、常

に半導体業界及 びその顧客にとっての
最適解 を求めていくこと

B社 来春までにSOMLに よるデータブ,タの7'叶 〃
7'を制 作す る予 定.

媒体の多様化に伴い電子デバ枢情報の電子化ドキ
ュメントは早急に実施すべ き展■である。

①将 来の技術予測に基づ く標 準フォー7,トの
決 定に慎重かつ充分な検討が必要
であると思われ るこ と
②利用者の立場か ら見て使い易い汀テムを
検討† る必要があるこ と

情報9一ビスに関† る利用者のニーズ等充分 な
情報収集 を行ってほ しい.

C社 SGMLに て 【㎞ を作成 し、OFF↓ 酬E

(CD兵OM等)又 はON・LmEに て運用 して
い く予定.

Imロ1垣等のN頃 轍 を利用 し、Wor随.Wi也
へDo6㎜tのu陣 ㎏を行いたい.

Φos噛識灘 謬 ～偲 認、㎜
②電話線の開放
③各社間での差別化

Φ半導体サブラ什と してドキ3〃`を口 客が使用

嚇 蕩 理 讐 馨韓 転端 端 の,,.マ,
ト(含 む用語)で 提出†る●

D社 1年 以内 に、メ剖 版、マ和ン版 のFDサ ービスを開
始.年 内に は社 内VANに よる⇔ライ万一ピxを
開 始.デ ータ〃テナ痂 も含 めてオンラ白化。
Wi㎞ 版 も発行予定.
3年 以内に は、CI工ROM9一 ピXを 開始予定.

①年 々、対象品種が増加 し製本での制作、配布が難 しくな
ってきてい る.

竃鰯鱗鐵鰯1鷲蕊雰
電子化に よる保管 ・検案 ・αD連 結要望

飾 面:8羅登輯翻字麗麗 蒜
との連携が未 完成.
③業界統一の汀 テムが なく、各社別の
炉}'対 応が必 要.

環境:騰 灘 ξ憲
芒蹴

社内問題1ヅ ア}開発の要員確保

Φ加,7の 真に要望 している内容はどのよ うな
のか.デ ータ内容、システム
外 のサービス現状 と今後の展開の田査
外へのオンラ右サービスの推進
加 力の費用負担の低減

似貯の使い易 さ、検 索の し品 さから考えても
ドキェメントの書式の統一が必要である.

E社 (部門A)設 計部門の原稿 作成に使用す る
炉 ドの統一化 、デ ータ受 け渡 しの

伝送化 を検討 中.
(部門B)ド キェρ トの電子化 だけ でなくΦ電

子メー'、② 電子77祐 プ 、③ 設計、
技術 、製造、販 売情報 のデ→A㌔X
化の観点か ら独 自の泊テム化 を推連中
.

(部門A}電 子デバイX情報活用の拡大、関連
会社間における情報‡,トワ一夕の充実針部門

での省力化な どに対 して
子化は必要と考 える。《部門

B)導 体事案 の規模拡大、グ ローバル
に対応す るためには、コンピュークシ
対ムを^㌔スとした抱合管理シX弘の
構築が必須 であり、その1つ の
7行 ムとして坤ヅニ7の生産性 向上対

策にドキュメントの電子化は重(部門
C)ピ ジ 叙の国瞭化が進む半 集界
として世界標準に準拠 した 子 ド
キュル}の 確立に積 極的に取 り む
事は極 めて重要である.
ネ外り一夕とデ一夕ベーXを基本 と した設
計環境 を設計者6こ提供†ることが
今後のトレンド となる.
SGML等 の言語は将来CADに も
導入 され ると考え られる。

(部 門A),7ト の共通化、'一ドの統一化が必
要 とな る可能性 があ る.
テ㌔タの信頼性 として伝送時の トラブ
ルへの対応.
標準化準拠に伴 う費用のレベル

《部 門B)既 存の炉ド及 びジ7`の活 用性(異
機種バジ3ン^の組み 込み な ど)
紙の文化、報 告文化の壁

(部 門C)関 連 藁界の協力体制(デ パ枢ベン
ダ、データへ.一スとツールベンダ、 αD
ベンダ等}

社内協力体制

.

(部門A},7ト 、八一ドフ'一を目指すこと(機 種
パージ.ン等)

用語な どは各社不統一のまま取 り
込めること.
ns記 号や用 語、商標登録な ど集
界に関係 のあるデ一夕ベづが容易 に

(鯛B漬2葺 毘 ㌔ 鱒 、公鮪 関
の情報をペースとして、各社が利用
で きる環境 の書債 を進め ること.

{部門。)離 籍 春曇瑞1蹴 び.デ、
タ等の,一ル開発 とその評価 を期待.
SGMLが 産業全分野をか㌔ してい
ることを考えると地産貢(自 動車
等}の 実体を■益 し、問題点をタ,
7一に してお く必要がある.
特に米国の情 報は重要であ る.
デ→ベースを活用† るCADメ ー,の意
見 を取 り入 れこのテ㌔タへ㌔Xの 普及
の条件を整備 してい くことが必要
デ→作成 が容易な,一ルの開発が不
可欠.
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1

電子化 ドキュメン トへの対応計画 電子化 ドキュメン トの必要性についての見解 電子化 ドキ ュメ ン ト導入の障害 とな る問題点 今後の進め方 にっいて

F社 今後3年 以内に、外販向けの製品仕様●の
1㎜ 化を予定している.

各社の 蛭 を満足す る統 一7オ→,トが基 準と
して撰択 され るなら、広 く作 る立場 とそれ を
利用 し、活用† る立場の人たちに、非常に便
利な、そ して迅速な提供 とほ ト低減にも寄与
† る有効 な手段 となると考える.

た とえ、その規格がSGMLで あっても、参
加す る'→ の足並みが揃 って、全 ても しくは
ほとん どのメ→(作 成 者)が 、本 当に満 足で
きる仕様 となり得 るか、この点 を充分に審酷
して実のある規格 を作 り上げたい と考え る.

1

審■結果 を各メづの ドキュルト作成に実際に生か
して、業界の統一ができるような強力な指導
性を発揮 して欲 しい.

Φ和英用語の定義を踏 まえた標準用語の決 定および②哀音表示
の統一、見解を決めること

が必要.特 に①に関 しては一過性のものでは
ないので辞書栢銀位の長時間にわたる計画性
と覚悟が必要 であ るが、非常に価値のある仕
事であると考 える.

G社 ド㌔〃ト情報をテ㌔タへ㌔ス化 し、オン詞ン提供可能
とする.`'キ ュ"ト情報 をSOML化 し.異 種 間
シX淋との情報交換を可能 と†る.(再 利用可
能 とす る)

必要が あるのは当然 だが、その際の注意点
①ユ→◆の立場 に立った異界で標準化 された電
子化情報 を提供す る。1利 便性重視)
②WWで 変換で きる標準化が重要である.

ユーザニーズの真 の把握 が大事 であ るが、将来 ま

で見通 した把握(泊 テム、ソ7ト、他)が 相 当困
難 である.
瞥 刈ティに関†る←'化 を行 う上で標 準化 困鍵

①サービス業界の利 益優先でな く、将 来を見通
した標準 化を期待する.

脇鍵`劉繍 迎磯鍵墜措薮)
H社 日時は決めていないが、1㎜ 電子テ㌔タの形
に†るSGML等 値のテ㌔タ7オ→,トへの対応は
㎞ ㎞fを オ'ジ怜 と し、フぴタ一等の変換 を通 し
て対応 してい く予定.

世の中の趨勢 か らも必f必 要だと思 う. テ㌔タ提供者、受領 著聞のテ㌔タの互換性、統一
性 、提供元データの保箇(コ ピ白ラィD.

テ㌔タ提供者、受領者相互の利 益、及び利便性
の向上、第三者組積 としての付加価値情報の

麟 翫 鋤 なサ.ピ、を目指 して欲.、 、.
(0一ト'?,プ 、過 度 に な らない ワー如 一ト'、新 し
いテク加 ヅーへ の 対 応等)

1社 (国内)現 在、ELI紺 で進 めているテ㌔タ
7●,タのC1}ROM化 によ り、電子化
ドキュノントのワン蹄,プ としたい.

(海外)2年 計画で現在のデータブ,タの電子化
を推進す る.

①テ㌔タプ7タの量 と製 作期間の短縮 が求 められ
てお り、現在の印刷方式では費用、制作期
間、人材面で限界に来てお り、電子化の必要性
は高い.

②ELISNETの よ うな有料のハ'W端 末ではな
く、 自由に誰 もがパ ソコンか ら検索で きるぬテ

⑨竃露繊 慈馨獄諸島)

①蝋霧㌶欝欝灘認
手 したい気持 ちであ り、後者 を優先的 に推進す
べきであ る.

②9ごΨ学」塒 源 辮 額篇鱗
あ る.

各社毎に1ぬm就 等を使用 してEメ ールによるデ
ー,シートの検索を行 う治弘 を構築 した場合 、そ
のセキパティシ対ムが重要になって くると思われ る

J社 設計者の端 末でドキュノント及 びそれ らの関連 情
報が見 られ る据弘 を計画 してい る。

SOML等 を中心 とする電子化`'㌔ 〃トの重要
性は田田済みであ り、是非推進 していきたい今後
、紙は減 る方向ではあるが、な くならな

いであ ろう.よ って、紙、C【>RσM、 ‡ハワ一
夕に耐 えられ る電子化 ドキュメントが重要である.

障害 とい えるものがあるか どうかは別 として
①まず ドキ・ノ川が製 品の一部であ ることの位
置づ けを明確 にす るこ と。②
CD・ROM(例)に した ら、お金を払 って も
らえるくらい のものになるか どうカ㌔③企業 と
して個別 にや るのは投資が大 きす ぎ

る.

今回の委員会が半導体業界ドキ・ル`の トダー的
存在 になれ るよ う、各社が英智を結集 して取
り組 むことを期待する.作
る側、使 う側、それ をとりもつCAD'一 力が
一緒 に.

L社
EDA

'一力

記述な し EDA'→ の観点か ら重 要かつ有用で、電子デ
バイス情報か らの上記CAD情 報の自動生成が

出来れば、伽テムの運用効率が飛■的 に向上†
ると考 えます.当 社 も、この面での取 り組み
を積極的に行いつつ ありま†.

①技術的 な面では、部品メーカが 自社 の企業秘密 にかかわるような情報 を提供で きるか ど

昧 翫 新の情雛 どのよう。して難 でき
る か.

鍵 器 品 駕齢 髄.て いるものと互
換性 があること.③
低コス}で情報提供9一ピスを して欲 しい.④
詩ヤン・テ㌔タとテキ川 ・データの両方 をデバイス情
報 として提供 して欲 しい.

M社

ドキュ
"`

SI「

会 社

①‡,`,一夕と電子化 ドキュ'ントを組み合わせたピ

昧 鑓 饗 知 上記のピ。擁 融合させ
ることを検討 中.オ プゾz外 指向技術 の適用
を狙 う.

Φ紙か ら電子化情報への流れは世の 中の流れ
である.・②プ
・一パ,ピ →ヨンの進 展を考え、外国 とも流

通 できる形式 に† ることが重要 である.

互 換性に乏 しい 日本語ワープo的 な技術 を基盤
に した現状のドキュノ汁作成 シス私。

①SGMLの ような世の 中で広く認 められた
ドキュメント構造を標準的にサボ'一トし、普及させ
ること.②米
国をは じめとす る外国での取 り組み状況
について■交 して欲 しい.
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(2)ユ ー ザ に 提供 して い る各種 情 報 とその 提供 媒体

(H6年10月 下旬 実 施 、調 査 結果 は 、表2.3、2.4を 参 照 願 い た い)

a)調 査 内 容

・ 半 導 体デ バ イス情 報 の 提供 者 サ イ ドで は 、情 報 内容 別 に現 在 どの よ うな媒 体 で

情 報 を提供 して い るのか 。流用や加 工(二 次 利用)を 許 す のか 。また 、将 来 は どの

よ うにす るつ も りな の か。

b)ア ン ケー ト実施 要 領

上記(1)に 回答 い ただ いた 半導 体 メーカ11社 に対 して 、各 種 ドキュメン ト、CADデ ー

タな どに対応 して どん な媒 体(紙 、FD、CD-ROM、FAX、 パ ソ コン通 信 、イン ター ネ ッ

ト)で 提 供 してい る のか 、ま た今 後 どの よ うな媒体提 供 を検討 して い る のか を 『○ 』で

チ ェック して いた だ い た。

ま た 、そ のデ ー タを二 次利 用 す る こ とを認 め るか ど うか に つ い て回 答 い た だ いた 。

c)ア ンケ ー ト分 析

現 状 で は 、各種 ドキュメン トに 関 しては紙 情報 の みの 提供 が圧 倒 的 で あ る。将来 的

には 、 イ ン ター ネ ッ トな どオ ン ラ イン での提 供 が大 き く伸 び る こ とを 予 測 してい る。

た だ し、紙 情報 での提 供 は10%程 度 減 少す るに止ま る。ま た、CD-ROMは デ ー タブ ソ

クや マ ニ ュアル に 、オ ン ラ イン はデ ー タシー トや技術 情 報 誌 やCADデ ー タの提 供 に

利 用 しよ う とい う判 断 が あ る こ とが読み とれ る。

表2.3:現 在 サプ ラ イヤー サ イドか ら提 供 中

紙 FD CD-ROM FAX ハ.ソ通 イ言 lnternet ISDN 再利用許諾
テ㌧ タフ㍉ ク 12 3 1 5 2 0 0 1
テ㌧ タシート 12 2 1 6 2 0 1 1
ユーザ マニュアル 12 2 2 1 1 0 0 1

技術情報誌 9 0 0 1 0 0 0 0
製品一覧表 ll 0 0 2 0 0 0 1
有畑グ ll 0 0 0 1 0 0 1
アプ リケーションマニュアル ll 0 0 0 0 0 0 1

新製品開発情報 10 0 0 3 1 0 0 1

SP【CE 2 5 0 0 1 1 0 2

llDL・Verilo9 2 5 0 0 1 1 1 1

LogicLib./Timrning 2 5 0 0 1 1 1 L
パ ッケージ 7 2 0 1 1 1 1 2

回 路シンボル 2 6 0 0 1 1 1 1

実装条イノK熱解析) 5 1 0 0 0 0 1 1

実装情報 8 1 0 1 0 0 0 2

信頼情報 8 1 0 1 0 0 0 1

合 言1・ 124 33 4 21 12 5 6 18
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表2.4:将 来 サ プ ラ イヤ ー サ イ ドか ら提供 予 定

紙 FD CD-ROM FAX ハ。ソ通 信 【ntcrnet lSDN 再利用許訂↑
テ"一タフ㍉ ク 9 2 10 5 4 8 2 5
テ㌧ タシート 10 2 6 5 5 9 3 6
ユーサ"マ ニュアル 9 2 10 3 3 6 2 6
技術情報誌 9 2 3 2 3 7 2 4

製 品 一覧表 9 2 4 3 5 lo 2 6
力如グ 10 2 5 3 4 7 2 6
アプllケ ーションマニュアル 9 1 6 3 2 7 2 5

新製品開発情報 8 2 2 5 6 9 2 5

SPlCE 3 4 1 1 4 3 2 3
llDL・Vcr川09 3 4 2 0 4 5 3 3
LogicLib./Timming 3 4 2 0 4 5 3 2
バ ッケーシ" 6 5 3 2 5 6 3 5
回路シンボル 4 5 2 1 4 6 3 2
実装条件(熱解析) 5 3 2 1 2 3 1 2

実装情報 7 3 4 3 2 4 0 2
イ言頼情報 7 3 4 3 2 4 0 1

合計 111 46 66 40 59 99 32 63

2.2ド キュメ ン ト電 子 化の 課 題

これ まで の情 報 の作 成/提 供 形 態 は 、紙媒 体 へ の 印刷 を前 提 としてい た。そ の た め 、情 報

の 作成 、加 工 、版 下作 成 、印刷 、流通 ・配 布 といった 各 工程 に伴 う技 術 が 、それ ぞれ 分 離 ・独

立 して開発 され て い た。

しか し近年 、情 報 の 管 理/共 用 化/再 利 用/電 子 媒 体提 供 といった 、い わ ゆ る電 子 化 ド キュ

メ ン トの要 求 が 、社 会 的 ニー ズ と して強 まって い る。つ ま り、電 子 文書 交 換(EDI:Electric

DocumentationInterchange)を 前提 と した 、ド キュメ ン トの電 子 化 が要 求 され て い るわ け で

あ る。

そ れ らの要 望 に応 え るに は 、「情 報 の作 成/加 工 」、「情 報 の管 理 」、「再 利 用 」、「表 示/出

力 」、「流通/配 布 のネ ットワー ク」 とい った 工程 を 、情報 技 術 として総括 的 に捉 え る必 要 が

あ り、さらに 、「国 際 的 な標 準 化」や 、関係 者 へ の啓 蒙 、教 育 、指 導 とい った 「環 境 の 整備 」

につ い て も検 討 を進 め る必 要 が あ る。

2.2.1EDSCの 当面 の 課 題

した がって 、EDSCは 、

・ ドキュメ ン トメー カ が情 報 を迅 速 に 作成 で きる シ ステ ム

・ ドキュメ ン トユー ザ が情 報 を迅 速 に入 手 で きる シス テ ム

・ 半導 体 デバ イス ドキュメ ン トだけ で な く、コ ンポー ネ ン トドキュメン トに 対 して も利

用で きる シ ステ ム

の構 築 を念 頭 に 置 き 、調査 研 究 を進 める必 要 が あ る。

そ のた め に は 、

一18一



・ 電 子 デ バ イス ドキュメン ト、特 に半導 体 デバ イス ドキュメ ン トが電 子 化 に適 す るか の

検 証

・ 標 準 化 の現 状把 握

・ 調 査研 究対 象 とす る ドキュメ ン トの選 定

・SGML採 用の 可否

・ 選 定 した ドキュメ ン トの要 素 分析
、構 造 分析 、DTDお よび タグ ラ イブ ラ リの作成

・ 電 子 化 ドキュメン トの 作成/配 布 技 術や ツー ル の現状 把 握

・ ド キュメ ン トユ ー ザ の 電子 化 ドキュメン トに対す る要 望調 査

・ トー タル シス テ ム の企 画 、検 証

・ISO9000 、PL、 知 的財 産 権 へ の対応

・ 関係 者 へ の 啓蒙 、教 育 、指 導

といった検 討 が必 要 で あ る。

ま た 、トー タル シス テ ムの構 築 にあた って は、国際 化 を考慮 し、和文 、英 文 と もに利 用 で

きる シス テ ム を構 築す る こ とが重 要 で あ る。

2.2.2電 子 化 の 対 象 と して の適 合 性 の検証

(1)標 準 化 の 現状 把握 と調 査 研 究の 対象 とす る ドキュメ ン トの選 定

電 子 計 算機 が 米 国 にお い て開発 され 、発展 した理 由 は 、弾 道計 算 の必 要 か ら とい わ

れ て い る 。半 導体 デバ イス も同様 に、軍 用機 器 の重 量軽 減 、信 頼性 の 向上 といった 目

的 か ら開発/発 展 した よ うで あ る。

1994年 以 来 、CALS(ContinuousAquisitionandLife-cycleSupport)の 所 管 は 、米 国 商

務 省(DoC)に 移 って い る とい われ て い る が 、元 々は、米 国国 防 総省(DoD)に お い て 、

軍 事物 資 の調達 合 理 化 を 図 るた めの情 報 管理 手段 と して発 展 した もの で あ る。

つ ま り、DoDの も とで発 展 した半導 体デ バ イス をは じめ と した電子 デ バ イスは 、そ

もそ も標 準化 の 条 件 の もとに 開発 され て きた とい え る。そ の ため 、そ れ らの ドキュメ

ン トも 、当初 か ら標 準化 しやす い環 境 に あった とい え る。

現 在 半 導 体デ バ イス の用 途 は 、軍用機 器 か ら、産 業 用や 民 生 用電 子機 器 に移 り、多

様 性 を増 してい る 。

しか し、半導 体 デバ イスユ ーザ の 多 くが 、供給確 保 の点 か ら、2社 購 買 を前 提 と し、

2ndSource要 求 して い る こ と。ま た、JEDEC(JointElectricDeviceEngineeringCouncil)

やEIAJ(ElectroniclndustriesAssociationofJapan)に て デバ イスの標 準化 を進 めて い る

こ とな どの 背景 が あ り、ドキュメン トの 仕様 も統 一 しや す い状 況 に あ る。

と もあれ 、半導 体 をは じめ とした電子 デバ イスの標 準化 が 、ASIC(ApplicationSpecific

IC)や マ イ コン(Microcomputer)の 普 及 と ともに 、多様 化 して い る現 状 か ら、まず、標

準化 の 現 状把 握 と調 査研 究 の対 象 とす る ドキュメン トの選 定 が必 要 とな ろ う。

(2)選 定 した ドキュメン トの 要 素分 析 、構 造 分析 、DTDお よび タグ ラ イブ ラ リの作 成

ドキュメン トを選 定 した後 は 、各種 ドキュメン トの構 成 要 素 の分 析 と 、各 メー カ 間

で の共 通化 の可 能 性 調 査 、そ して 、デバ イスユ ー ザ やVAP(ValueAddedInformaion

Provider)の 利 便性 を 考慮 しな が ら、文 書型 定義(DTD:DocumentTypeDefinition)や タ

グ ラ イブ ラ リの 作成 を行 う必 要 が あ る。
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2.2.3SGML採 用 の可 否

SGML(Standard－ 世 界 標 準 のGeneralized－ ハ ー ドや ソ フ トに依 存 しないMarkup－ タグ を

付 け る こ とで コン ピュー タで も扱 え る よ うに したLanguage－ ドキュメン ト用 言語)は 、文 書

交 換 と多 目的利 用 を 目的 と した 文 書処 理言 語 で あ る。

現在 、情 報 の作 成 、管 理 、交換 、共 有 が総括 的 に行 え る との期待 か ら、あ らゆ る分 野 で注

目を集 めて い る。

特 に、米国 で は 、連 邦政 府 公 開行 政 情 報 の電 子 媒体 で の提 供 が 義務 づ け られ てい る こ と

か ら、共 通DTDの 作成 が進 ん でい る。

近年 、よ く例 に挙 げ られ る共通DTDに は、

・ 米 国 国 防 総 省(DoD:DepartmentofDefence)の 物 資 調 達 ・保 守 支 援 ド キュメ ン ト用 のCALS

DTD(MIL-M28001B)

・ 米 国 航 空 業 界(ATA/AIA:AirTransportAssociation/AerospaceIndustriesAssociation)

の 整 備 マ ニ ュア ル 用 のAerospaceDTD

・ 米 国 電 気 通 信 業 界(TCIF:TelecommunicationlndustryForum)の 保 守 運 用 マ ニ ュア ル 用

のTCIFDTD

・ 米 国 自動 車 業 界(SAE:SocietyofAutomotiveEngineers)の 整 備 マ ニ ュ ア ル 用 のSAE/

J2008DTD

・ 米 国 証 券 取 引 所(SEC:SecuritiesandExchangeCommission)の 決 算 書 のEDGARSDTD

・ 米 国 環 境 庁(EPA)の 医 薬 品 の 登 録 書 類 用 のCANDA(ComputerAssistedNewDrugAp-

plication)DTD

・ 米 国 出 版 業 界(AAP:AssociationofAmericanPublishers)のBookDTD/ArticleDTD

な ど が あ る 。

ま た 、半 導 体 製 造 装 置 業 界(SEMI:SemiconductorEquipmentandMaterialslnternationa1)も 、

電 子 化 の 規 格 と し て のSEED(SemiconductorEquipmentElectricDocumentation)を 規 定 し た

よ う で あ る 。

欧 州 、ア ジ ア で も 、SGML化 が 促 進 され 、 シ ン ガ ポ ー ル で は 、国 家 政 策 で あ るIT2000(ln-

formationTechnologyfor2000's)に よ って 、SGMLの 採 用 を 義 務 づ け て い る とい わ れ る 。

我 が 国 で は 、 日本 語 化 の 問 題 も あ り、SGMLの 採 用 が 遅 れ て い た が 、行 政 機 関 に お け る 行

政 情 報 化 推 進 計 画(仮 称)や 、学 術 関 連 機 関 、航 空 業 界 、 自動 車 業 界 、製 薬 業 界 に お け る 、整

備 マ ニ ュア ル や 申請 書 な ど の 標 準 化 の た め に 、SGMLが 採 用 され は じ め た よ う で あ る 。

た だSGMLは 、 文 字 情 報(文 書 の 論 理 構 造 と文 字 デ ー タ)の み を 規 定 す る 規 格 で あ り、 図

形 、写 真 、動 画 、音 声 とい った 情 報 に 関 し て は 、一 切 規 定 し て い な い 。

そ の た め 、図 表 の 多 い 、電 子 デ バ イス ド キュ メ ン トの 電 子 化 に あ た って は 、SGMLの 有 用

性 に つ い て 、十 分 検 討 す る 必 要 が あ る 。特 に 、WYSIWYG(WhatYouSeeIsWhatYouGet)

で の ド キ ュメ ン ト作 成 環 境 に 慣 れ た 作 業 者 へ の 影 響 、ま た 、 レ イ ア ウ トが 必 要 な 印 刷 物 を

簡 便 に 作 成 で き る か 、 と い う点 に も 考 慮 す る 必 要 が あ ろ う。

2.2.4電 子 化 ドキュメ ン トの 作 成/配 布技 術 や ツー ルの 現 状 把握

オ イル ショックを契機 として 、我 が国 の産 業政 策 は、重 化学 工業 か ら情報 産 業へ と急 激 に

方 向転換 した 。
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SemiconductorVender Semi.User
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レイアウト化 出力
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図2.7:調 査 研 究 対象 とな る トー タル シ ステ ム

か も、電子機 器 業界 の就 労者 数 の増加 傾 向 を、繊 維 工業 や鉄 鋼 業 のそれ と比 較 した 図2.6か

ら分 か るよ うに 、電 子機 器 業 界 へ の新 卒者 や 異 業種 か らの転 入者 が急 激 に増 加 して い る 。

情報 処 理 に かか わって い る業 界 は 、ど こ も同 じ様 な傾 向 が見 られ るは ず で あ る。

つ ま り、多 くの素 人 に よって 、今 後 の ドキュメン トの 電子 化 が進 め られ る こ とに な り、電

子化 ドキュメン トの作 成/管 理/利 用 のた めの ツー ル は 、今 まで以 上 に簡便 性 が要 求 され る は

ず で あ る。

図2.7に 今 後 の ドキュメン ト電 子化 の シ ス テム案 を示 した が 、重要 な検 討 課 題 と して 、ド

キュメ ン ト電 子化 の す べ ての 工程 で 、WYSIWYG環 境 の 開発 が挙 げ られ る。

(1)前 工程(情 報 の作 成 、加 工)

ツー ル の調 査 研 究 にお け る 主な課 題 は 、

・ これ まで のDTPツ ール で 作成 した 資産 の 再利 用

・ 現在 、 レイア ウ ト作 成 にか な りの時 間 を費 や して い る。電 子 化 にお い て 、構 造

情 報 と レイア ウ ト情報 が分 離 す る場 合 で も、一 括 して レイア ウ ト処 理 が で き る

こ と。

・ ドキュメン ト構 成 要 素 の一 元 管理 に よ る、デ ー タの流 用 が で き る こ と。

な どで あ る。

(2)デ ー タベー ス 化
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これ まで にな かった 工程 で あるた め、ツール の現状把 握 が 、主 な課 題 とな る。例 えば 、

・ 前 後 の 工程 で 使 用 す る ツール との整合性

・SGMLを 採 用 す る場 合 は、SGMLト ランス レー タ、自動 タガー 、SGMLバ ー サ な

どの 利便 性

な どで あ る。

(3)後 工程(再 利 用 、表 示/出 力)

DTPツ ー ル に よって作成 され た電 子化 ドキュメン トを 、直 接 、あるい はSGMLを 介 し

て 間接 的 に 、版 下 用 の レイア ウ トや 、イン ター ネ ットの 画 面情 報 、あ るい はCD-ROM

用 のデー タ に変換 す る 工程 で あ り、ドキュメ ン トの電 子 化 に 際 し、初 め て 導入 され る

工程 で あ る。そ の た め 、現 状把 握 を必要 とす る ツー ル も数 多 くあ る。

例 えば 、

・ 容 易 に レイア ウ トが確 認 で き、修 正 も容 易 な ツール

・TeXト ラ ンス レー タ

・HTMLト ラ ンス レー タ

・EPWINGト ラ ンス レー タ

な どで あ る。

(4)流 通/配 布 の ネ ッ トワー ク

ドキュメン ト電子 化 に よって 、イン ター ネ ット、専用 回 線 、FAX、MO、CD-ROMと 、

多様 な媒 体 で の情 報 提 供 が可 能 となる。

現在 、在 庫 、流通 コス トの削減 、配布 時 間の 短縮 、地 理 的制 約 の克服 とい った メ リッ

トのみ が 強調 され て い るが 、電子 デバ イス メー カが 、それ らの媒 体 を通 常業 務 と して

取 り扱 った実 績 は皆 無 で あ ろ う。

それ らの 媒 体 を使 用 した場 合 の 、

・ トラ ヒックの容 量 、ス ピー ド

・ サ ーバ とネ ッ トワー クの構成

・ 品 質保 証

・ 顧 客管 理

な どの 検討 が必 要 で あ る。

2.2.5ド キュメン トユ ーザ の電 子 化 ドキュメン トに対 す る要 望調 査

電子機 器 メー カで のEDAの 普 及 とと もに、機 器 開発 設計 や 、CADツ ー ル メー カ か らの電

子 媒 体 で の情 報提 供 が 求 め られ て い る。

ま た、資材 、品 管部 門 、VAP事 業者 か らも、ドキュメン ト電 子化 の要求 が増 えて い る よ う

で あ る。

ドキュメン ト電 子化 の標 準 化 を進 め、使 いやす い シス テム と して発 展 させ るた め に は 、こ

れ らドキュメン トユ ーザ の要 望 を 、十分 に調 査 す る こ とが 必要 であ る 。

2.2.61SO9000、PL、 知 的 財 産 権 へ の 対 応

ド キ ュメ ン ト電 子 化 に よ り、多 様 化 した 情 報 に 対 す る 、ISO9000、PL(ProductLiability)、

知 的 財 産 権 と い った も の へ の 新 た な 対 応 が 必 要 に な る 。

ISO9000に つ い て は 、
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・ 情 報(改 版履 歴 、保 存)管 理

PLに つ い ては 、

・ イン ター ネ ットやMO 、CD-ROMで 情 報提 供 した場 合 のPL表 記

知 的財 産 権 にっ い ては 、

・ デ バ イスユー ザ に 、情 報 の再 利 用 、加 工 を許諾 した場 合 の知 的財 産 権 の 取 り扱 い

な どの課 題 が挙 げ られ る。

2.2.7参 考 情 報:Pinnaclesの 概 要

(1)Pinnacleslnitiativeの 設 立 趣 旨:

電 子 デ バ イ スEDB(ElectronicDataBook)用 の 、「技 術 情 報 相 互 交 換 基 準(PCIS:Pin-

naclesComponentlnformationStandard)」 を 規 定 す る 。

(2)PinnaclesInitiativeとPi皿aclesGroupの 関 係

PinnaclesGroupは 、Pinnacleslnitiativeの 設 立 趣 旨 に 従 い 、STEP(ISO10033)に 基 づ

い たPCISの 「基 準 原 案 」 を 作 成 す る 、民 間 資 金 に よ る プ ロ ジェ ク トで あ る 。具 体 的 に

は 、デ ー タブ ック、デ ー タ シ ー トの 構 成 要 素 分 析 、構 造 分 析 、DTDと タ グ セ ッ トの 設

定/公 開 、評 価 な ど を 行 う。現 在 、同 グル ー プ は 、電 子 デ バ イ ス メ ー カ5社 か ら構 成 さ

れ る 。

(3)Pinnacleslnitiativeの 設 立 経 緯 お よび 活 動 状 況:

・ ～1992年:CFI(CADFrameworkInitiative)のEDB(ElectronicDatabook)Working

Groupの 一 員 と し て 活 動

・1992～1993年4月:Pinnacleslnitiativeの 設 立 準 備 期 間

・1993年4月:PinnaclesGroup結 成 の 協 定 書 調 印 。PinnaclesGroupの 結 成

メ ンバ ー:Intel、NationalSemiconductor、PhilipsSemiconductors、TexasInstru-

mentsの4社

・1993年5月:SGMLの コ ン サ ル タ ン ト会 社 で あ るATLASConsultingGroupと 、

EDB(ElectronicDataBook)用SGMLの 作 成 契 約 を 締 結

・1993年8月:HitachiMicrosystemsが 参 加(計5社)

・1994年4月:PCIS(PinnaclesComponentlnformation)ver.1.0を 発 行

'
・1994年11月:SGML'94で のPCISver .1.1の 発 表

・1994年11月 ～:1996年1月 ま で 、基 準 の 改 訂 を 凍 結

(4)PinnaclesInitiativeとEDSCの 活 動 の 相 違 点

PinnaclesInitiativeは 、 下 記 の 行 動 理 念 に 基 づ い て 活 動 し て い る 。

・ 当 面
、SGMLに 基 づ い た 電 子 デ バ イ スEDB用 技 術 情 報 相 互 交 換 基 準 を 作 成 す る

こ と に 専 念 す る 。つ ま り、DTDお よ び タ グ 付 け 文 書 作 成 基 準 を作 成 す る こ と に

専 念 す る 。

・ オ ー サ リ ン グ 環 境 、つ ま り、前 工 程 と よ ば れ る 工 程 に は 関 与 し な い し 、ソ フ ト

ウ ェア の 開 発 、カ ス タ ム 化 も行 わ な い 。

・SGML文 書 の 利 用 環 境 、つ ま り、API(ApplicationProgrammingInterface)や 、 印

刷(版 下 作 成)、 画 像 表 示 、CD-ROM化 な ど 、後 工 程 と よ ば れ る 工 程 に は 関 与 し

な い 。
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・ オ ン ラ イン に よ る電 子 化 ドキュメン トの流通/配 布 シス テ ムに は 関 与 しな い 。

・ 技術 情 報 相互 交 換 基 準 の対 象 は 、デー タシー ト、デ ー タブ ック、ア プ リケー シ ョ

ン ノー トな どEDBに 必 要 な ドキュメン トとす る。つ ま り、カ タ ログ、情報 誌 、セ

レ クシ ョンガ イ ド、マ ニュアル 、教材 、製 造指 示書 な どは対 象 と しな い。

・ 電子 デ バ イス メー カ 各社 が提 供 す る情 報 の種 類 、記載 内 容 、 レイア ウ ト(物 理 構

造)を 規 定 しな い。

一 方 、本EDSCは 、先 に述 べ た よ うに 、電子 化 ドキュメ ン トメー カ側 とユ ー ザ側 の

利 便 性 を第一 に して調 査研 究 を進 めて い る。

した がって 、SGMLの 可否 を は じめ 、SGMLを 採 用 した場 合 の 前 工程 や 後 工 程 を含

めた 、 トー タル シ ス テム を調 査研 究 の対象 と して い る。

ま た 、ユー ザ側 の要 求 に基 づ き、電 子デ バ イス に関 す るす べ て の ドキ ュメン トを対

象 と して い る。

図2.7お よび 図2.8の 比 較 か ら明 らか な よ うに 、PinnaclesInitiativeが 対 象 と して い

る領 域 は、本EDSCが 対象 として い る領 域 の ご く一 部 にす ぎな い 。

国 際的 な技 術 情 報 の相 互 交換 を図 る には 、共通 基準 の採 用 が 必 要 不可 欠 で あ り、

DTDお よび タグ セ ットの規 定 に際 して は 、Pinnacleslnitiativeと の 情 報 交 換 が 必須 で

あ る。

SemiconductorVender Semi.User

作業分担:
ScmiconductorVcndcr SemiconductorUser

V∧P/SemiconductorUser Scmi.Uscr

作業工程=文 書記述 文書構造記述一 物理構造記述

文書整形/

レイアウト化 出力

作業ツール:

図2.8:PCISが 対 象 とす る作業 領 域

(5)そ の 他 、PinnaclesGroup代 表 者 に よ る 活 動 状 況 の 説 明 会 で 確 認 し た こ と

・PCISver .1.0の 作 成 に 、7人 年 要 した 。

・PCISver .1.0の 評 価 は 、60の 関 係 者/会 社 に よ って行 った 。

・PCISver .1.1へ の 改 訂 と公 開 ま で に 、約1年 半 の 作 業 を 必 要 と した 。

・SGML化 に お い て
、特 殊 文 字 の 取 扱 い が 問 題 と な って い る(DSSSLやSPDLの 規
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格 が 決 ま って い な い こ と が 、問 題 の 一 因)。

・PinnaclesInitiativeが 、SGMLに 基 づ くDTDお よ び タグ セ ッ トの み を 規 定 し て い

る た め 、版 下 作 成 はDTPツ ー ル で 行 って い る 。

・ 将 来
、 イ ン ター ネ ッ トを 介 したWWW、Mosaicで の 情 報 提 供 を 検 討 して い る 。

・ATLASConsultingGroupの 役 割 は
、PinnaclesInitiativeの 窓 口/管 理 業 務 、SGML

化 に お け る 技 術 支 援 と 問 題 点 の 記 録 業 務 、PCIS用DTDお よ び タ グ セ ッ トの 作

成/保 守 業 務 で あ る 。
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3電 子 化 ドキュメ ン トの モデ ル

3.1メ ー カ側 か らの電 子 化 ドキ ュメ ン トモデ ル の検 討

近 年 、半導 体 製 品 の高 速 化/高 機 能 化 が進 み 、それ に伴 い ドキュメン トのボ リュー ム も増

加 の 一途 をた どって い る。ま た、製 品 開発 の短期 化 に よ り、い か に タ イム リー に ドキュメン

トをユー ザ に提供 で き るか が 、各 メー カ とも重 要 な課題 となって い る。

半 導 体 の主 な ドキュメン トに は 、製 品 の仕様 をま とめたデ ー タシー トや デー タブ ック、使

用 方 法 を説 明 した ユ ー ザ ー ズマ ニュアル 、その他PR用 資 料 な どが あ る。この うち 、デー タ

シー トや デ ー タブ ックは、製 品 の仕様 、機 能 、特 性 な どが記載 され てお り、す べ て の製 品 に

とって必 須 の ドキュメ ン トであ る。ユ ーザ が シス テム設 計 をす る際 、デー タシー ト等 に掲載

され てい る内容 は 、最 低 限必 要 とな る。このた め、デ ー タシー トの構成 要 素 は 、各 社 とも比

較 的類 似 して い るの が 現 状 で あ る。

今 回 、電 子 化 ドキュメ ン トモ デル を検討 す る にあ た り、デ ー タシー トあ るいは デ ー タシー

トに準 じた 内容 を対 象 と し、構成 要 素 の分析 、構 造 化 、DTDの 作 成 を行 った。

3.1.1メ ー カ 側 か ら の 電 子 化 の 狙 い

従 来 、ドキュメ ン トは 、長 い 間紙 に 印刷 され 、配 布 され て きた。作 成 形態 は 写植 印刷 か ら

DTPに 移 行 した が 、紙 で 出力 され て い る こ とは 変わ って い ない 。 ドキュメン トを紙 で 出力

す る こ とは 、今後 も続 け られ てい くと思わ れ る。しか し、紙 で印 刷 した 文書 は 、配 布 に時 間

が かか る 、検 索性 が 悪 いな ど、い くつ か 問題 が あ る。これ らを改 善 す る た めの 一 つ の手 段

と して 、電 子 化 が挙 げ られ る。

メー カ サ イ ドか らみ た電 子 化 の狙 い は 、次 の とお りであ る。

(1)ド キュメン ト提 供 の効 率 化

通 常 、ドキュメ ン トの原 稿 が完 成 して も、そ の後 、版 下 製作 、印刷 、発 送 な どの工 程

を経 るた め 、営 業 部 門や ユー ザ に届 くまで に は、か な りの時 間 を必 要 とす る。作 成 工

程 に よっては 、数週 間か ら、数 カ月 か か る もの もあ る。これ に対 して 、電 子 化 され た

ド キュメン トデ ー タをユ ーザ に提 供 す る ことが で きれ ば 、配 布 まで の時 間 とコス トは

著 し く低 減 で き る。ま た 、ボ リュー ムの多 い ドキュメ ン トのな か で 、ユ ー ザ が必 要 な

デ ー タは あ る一 部分 だけ であ る こ とも多い。ユ ーザが 必要 な部 分 だ け を早急 に提供 で

きれ ば 、ユ ーザ も情 報提 供者 で あ るメー カ側 も、双方 に効 率 的 で あ る。

た だ し、そ の 際 ユ ーザ が望 む 媒体 や構 成要 素 を十分 調 査 した 上 で ドキュメ ン トを提

供 しなけ れ ば 、効 果 的 では な い。

(2)ド キュメン ト作 成 の効 率 化

現 在 、ドキュ メン トを作成 す る際 、 レイア ウ ト化 にか な りの 時間 を費 や して い る。

電 子 化 デー タを構 造 情報 と レイア ウ ト情報 に分 離 し、レイア ウ ト処 理 を一 括 に行 うこ

とが で きれ ば 、時 間的 に も、 コス ト的に も有効 であ る。そ の ほ か 、目次 や 索 引作 成 も

自動 化 す る こ とな ども可能 とな る。

また 、同 じ内容 が複 数 の ドキュメン トに記載 され て い る こと も少 な くない 。ドキュメ

ン トを電 子 化 して一 元管 理 してお けば 、デー タの流用 等 は比較 的 容 易 に行 え る。CD-

ROMや ネ ットワー クな ど、さま ざまな形 態で提 供 す る場合 に も、効率 的 に ドキュメ ン

トを作成 で き る。
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3.1.2DTD作 成 の フ ロー

DTDを 作 成 す る際 に必 要 な最初 の作 業 は文書 の モデル 化 で あ る。文 書 のモ デ ル化 は一般

的 に次 の よ うな過 程 を経 て行 われ る。

(1)文 書 を構 成 す る要 素 を列 挙

(2)共 通 要 素 とそ うで ない ものに 分別

(3)文 書 の論理 構 造 の 明確 化

作業 は文 書 を構 成 す る要 素 をす べ て列 挙 す るこ とか ら始 ま る。本 委 員 会 の よ うに 内容 は

ほ とん ど同 じで も異 な る文書 フォー マ ットを持 つ 組織 が集 合 しドキュメ ン トの共通 化 を図 る

場 合 、これ は非 常 に煩雑 な 作業 に な るが 、お ろそ か にす る と後で 問題 が 生 じる こと にな る。

共 通 要素 の 決 定 には 、 この 手 間 と時 間 の かか る作 業 を綿 密 に行 う こ とが 肝 要 で あ る。そ し

て各社 ご とに列 挙 され た要 素 をま とめて 共 通要 素 を決 定す る。

次 に 、文書 の論 理構 造 を記述 す るた め には 、

・ 各 要 素 が 出現 す る順 序 に一 定 の決 ま りは ある か

・ くり返 しは ある か

・ 各 要 素 は省 略 可能 で ある か

・ 各要 素 の相 互 関係 は どうなって い るか

な どを 明 らか にす る必 要 が あ る。最 初 の段 階で は個 々の テキ ス トに 要 素名 をつ け る に とど

ま るが 、こ こで要 素 の グル ー ピング を行 い親要 素 と して要素 名 をつ け る。 この よ うに親 子

関 係 が はっき りす る と、文 書 の論 理 構 造 を ツ リー 構 造 で表 す こ とが で き る 。この ツ リー 構

造 図 に要 素 の 出現 回数 や 出現順 序 の情 報 を付加 すれ は文書 モ デル が 完成 す る。後 は 文 法 に

従 ってDTDを 記 述 すれ ば よい。た だ し、テ キ ス ト以 外 の情報 も含 めて の標 準 化 で あ る場合

は 、よ り複 雑 な作 業 が必 要 に な る。

例 えば 、大抵 の文 書 には 図や表 が 含 まれ るが これ らは テキス トで記 述 で きな い(厳 密 にい

え ぱで きな い わけ で はな い が一般 的 で ない)。 そ のた め 、ファイル を外部 参 照 す る とい う方

法 を とる こ とが 多 い。フ ァイル の外 部 参 照 の方 式 ま で含 め て標 準 化 す る とな る と、現 在 図

表 の作 成 に使 用 してい る ツー ル の調 査 か ら始 めて そ のデー タは どの よ うな 形式 に変 換 可能

なの か といった非 常 に細 かい とこ ろ まで確 認 しな けれ ば な らな い 。こ こで使 用 す る ツール

や デー タフォー マ ットを 固定 して しま うこ とは 、SGML本 来 のプ ラットフォー ムや ツー ル に

依 存 しない デ ー タ交換 とい う主 旨 か ら外れ て しま うこ とに な るの で慎 重 な取 り扱 いが 求 め

られ る。

本 委 員 会 にお け る半 導 体デ ー タシー トのモ デル 化 作業 につ い て は次 第 で詳 し く述べ るの

で 、こ こで はPinnaclesGroupの 作 業 を例 に とって モデル 化 にか か る時 間 的/人 的 コス トを見

る ことに す る。PinnaclesGroupのPCIS(PinnaclesComponentInformationStandard)の 制作

は 次 の よ うな作業 プ ロセ スを経 て行 われ た(付 属 資料Aピ ナ クル ズ の イニ シ アテ ィブ 参照)。

(1)文 書 分析

(2)構 成 定義

(3)協 同構成 評 価

(4)タ グ ・ラ イブ ラ リお よびDTD制 作(PCISバ ー ジョン1.0)

(5)文 書 開発 の サポ ー ト
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(6)評 価 セ ッシ ョン

(7)PCISの 改 訂 と発 表(PCISバ ー ジ ョン1.1)

1993年4月 に 開始 され た一連 の 作業 は 、約7人 ・年 を費や して1994年4月 にPCISバ ー ジョ

ン1.0の 完 成 に至 った 。そ して 同月 か ら開始 され た評 価 ・検討 の結果 を反 映 して 同年11月 に

改 訂 版(PCISバ ー ジョン1.1)が 発 表 され た。現 在 は参加 企 業特 有 のDTDサ ブ セ ットの作 成

や 自動 変 換 ツー ル な どの ア プ リケー ション開発 の た めに変 更 を凍 結 して い る 。この よ うに

実 際 の アプ リケ ー シ ョン 開発 用 に公 開 で きる もの を制 作す るの に約1年 半 の標 準 化作 業 を

必 要 と した 。

3.1.3モ デ ル 化 作 業 の解 説

(1)デ ー タシー トの要 素 分析

EDSCのWG1で は 、半 導 体 デ バ イスの デ ー タシー トの 電子 化 を進 め るに あ た り、

デー タの相 互 交換 を可能 とす るた めSGML文 書化 を図 る こ と と した 。そ の第 一歩 と し

て 、ま ず 各社 の デ ー タシー トを持 ち よ りデー タシー トの モデ ル化 を行 った 。

モデ ル 化の 作 業 として、一 か ら構成 要 素 を洗 い だす作 業 はPinnaclesGroupに お い て

既 に詳 細 な分析 が な され て お り、ア メ リカ と 日本 で 同一作 業 を繰 り返 す よ うな非 効 率

を避 け る ため 、PCISを 参 考 に して 作業 を進 め るこ と となった 。委員 会 が標 準 化作 業 を

開始 した 時点(1994年10月)で は、まだPCIS1.1が 入 手 で きな かった ため 、当面の 作業

と して 各社 の デー タシー トの大 まか な論 理構 造 に該 当す る要素 を列挙 しク ロス リファ

レンス を作 成 す る こ ととなった 。

この 作 業 を行 うに あた って 、半 導体 デバ イス と一 口にい って も製 品 に よって 記載 項

目が か な り異 な るた め、全 て をひ とつ の表 にま とめるの は作 業 がや りづ らい とい う意

見 が 多か った。そ の ため 、製 品群 ご との表 にま とめた(付 属 資 料Bデ ー タシー ト構成 要

素 分析 参 照)。 表 にお け る各 項 目の統一 名 称はPCISの タグ名 に あて は ま る ものを 日本

語 に して用 い た。検 討 の 結 果 、後々のデ ー タ交換 や ツール のサ ポー トを考 え る と タグ

名 は で き るだ けPCISに 準拠 させ た ほ うが よい とい う結 論 が得 られ た 。既 存 のSGML

エ ディタ/コ ンバー タにお い て も 日本 語 の タグ名 に対応 で きない もの もあ るの で 、タグ

名 に は英 語 を使 用 す るこ とが一 般 的 で ある。 したがって 、 日本語 の統 一 名称 は 形式 的

な もの で あま り意 味 を持 た な い ので特 に議論 もなかった 。

今 回 の調 査 にお け る共 通 要 素 は大 雑 把 な もの なの で 、PCISの タグ名 をそ の ま ま用

い る こ とが で き るが 、PCISの タグ ・ライブ ラ リお よびDTDを 詳 し く検討 す る時 間的

な 余裕 が なか った た め、本 委 員 会 で挙 げ た要 素 とPCISの 要 素 の 内 容 が完 全 に 一致 し

て い る か検 証 す る必 要 が あ る。

ま た 、WG1で は 、図表 の 取 り扱 い を ど うす るかを検 討 す る際 に必 要 に な るので 、使

用 して い るDTPツ ー ル や 出 力 可能 なデ ー タ形 式 の調 査 も行 った 。た だ し、Pinnacles

と同様 に本 委員 会 にお いて も ツー ルや デ ー タ形 式 の統一 や 推 奨 は考 えて い ない た め、

これ は 参 考 と して行 った もの で あ る。グ ラフ ィックデ ー タや 表 の取 り扱 い につ い て は

この段 階 で標 準 を設 け る こ とは困難 な た め 、で きるだ けPCISに 準 拠 す る形 で 各社 が

DTDの サ ブセ ッ トを用 い て対応 す る方 向で あ る。

(2)構 造化
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前 節(1)の デー タシー トの要 素 分析 に よ り、各 社 の デー タシー トに お け る記 述項 目

の違 い を把 握 した 。本 節(2)で は 、最 低 限 メー カ側 と して提 供 すべ き情 報 の構 造 化 を

行 う。具体 的 には 、提 供 す る情報 を ツ リー構 造 で表 現 し、各項 目のデ ー タフォー マ ット

や 属性 につ いて 考 察 す る。

(a)SGML化 の方針

デ ー タシ ー トの要 素 分 析 の結 果 か らわ か る とお り、各社 の 提 供 す る情 報 の項

目に共通 部 分 は多 くあ る ものの 、細 部 は微 妙 に異 なってい る。そ の た め、本 活 動

で は次 の よ うな方針 でSGML化 を行 うこ と と した 。

デー タシー トのSGML化(構 造化)は 、デー タシー トの情 報 を提 供す る上 で 、最

低 限必 要 な情 報 に対 して のみ 行 う。各社 が独 自に提 供 したい 情報 につい て は 、本

活 動 で は議 論せ ず、各 社 が 自由に項 目を加 える こ とを許 す。

(b)タ グ 名 の命 名 規則

上 述 したSGML化 の方 針 に則 り、SGMLの タグ名 を決 定 す る際 のル ー ル を次

の よ うに定 めた 。

・ 同一 の 内容 を記 述 して い る項 目につ い て は 、(項 目の名 称 が 各 社 で異 な る

か ど うか に 関 わ らず)統 一 され たSGMLの タグ名 称 を定義 す る。

・ 一部 の 会社 が独 自に提 供 して い る項 目につい て は 、SGMLの タグ名 称 を定

義 しな い。

・ 各社 が 独 自に提 供 した い情 報 につ い ては 、各 社毎 にSGMLの タグ名称 を定

義 す る 。独 自に定 義 した タグを用 い てSGML文 書 を 自由 に定義 して か まわ

ない が 、各 社 間 で統 一 され た タグ を別 の意 味 で用 いて は い け ない 。

・ タグ名 に は 日本語(2バ イ トコー ド)を 用 いず、英 語 で表 現 す る。

・ 支障 の な い範 囲 内 で、PCISで 定 義 され てい る タグ名 称(ま た は タグ名称 定

義 のル ー ル)に あ わせ る。なお 、 タグ名 を英 語 で 表 現 す る こ と に した理 由

は次 の とお りで あ る。

・ 市販 され て い るSGMLツ ー ル の中 には 、タグ名 に 日本 語 を扱 えな い もの が

存在 す る。

・SGMLエ デ ィタ(SGMLオ ー サ リン グ ツール)の い くつ か は 、入 力者 が タグ

名 を意 識 せ ず に入 力 で き るた め 、タグ名 を 日本語 にす る必 要 性 が ない 。

・ 専 用 のSGMLエ デ ィタを用 いず に 、通常 の エ デ ィタ等 でSGMLの タグ を入

力 す る場 合 は 、タグ 区切 り子(〈 〉)が1バ イ トコー ドで あ るた め 、入 力時 に

か な漢 字 変 換 シ ス テム の切 り替 えな どが 生 じ、か えって 入 力 が煩 雑 に な る

お それ が あ る。

また 、タグ名 をPCISに あわせ る こ とと した のは 、将 来 的 にPinnaclesの 参加 企

業 との情 報 交 換 を行 うこ とを想 定 した た めで あ る。

(c)タ グ名 の決 定

上述 の 方針 に則 り、付属 資 料Bに ま とめたデ ー タシー トの構 成 要 素 の 中か ら、

最 低 限 メー カ 側 と して提供 すべ き情 報 の項 目を ピ ックアップ した。次 に 、ピック

アップ され た各 項 目につ いて 、PinnaclesのPCISを 参 考に しな が ら、タグの 名称 を

定義 した 。な お 、作 業 の時点 ではPCISの 正確 な仕様 を入 手 してい な かった た め、

一30一



PCISに 則 って 作成 した 日本TI(株)のDTDの タグ名 に合 わせ る こ とに し、PCIS

の 詳細 が 判 明 した後 に タグ名 を再 考す る こ と と した 。

(d)情 報 のデ ー タ種 別 の 決 定

情報 の各 項 目につい て 、どの様 なデ ー タ種 別 に よって ユーザ に提 供 す るか を決

定 した 。デ ー タの種 別 は 、次 の 四つ(お よび それ らの 組 み合 わせ)か ら選 択 す る

こ と と した 。

・ テキ ス ト

・ 図

・ 表

・ 写真(イ メー ジ)

なお 、それ よ り詳 細 な レベル の デ ー タフォー マ ット(例 えば 、図 の場 合CGM,

IGES,PICT等)は 、ここで は決定 しない こ とと した 。これ は 主 に次の 二 つ の理 由

に よる。

・ ユ ーザ が提供 され たデー タを二 次加 工す る よ うな状 況 を想 定 した場 合 、デ

ー タ フォー マ ッ トは ユー ザ の望 む もの を提 供 す べ き で ある
。 しか し、現段

階 で は ユー ザ の ニー ズが 明確 に なってい な い 。

・ ユ ーザ が 二 次加 工 しな いデー タに関 して は
、各 社 が現 在用 い て い るデ ー タ

フォー マ ットをそ の ま ま用 いて も問題 が な い 。また 各 メー カ は 、それ ぞれ

異 な る デー タ作成 ツール/デ ー タフォーマ ットを用 いて お り、デ ー タ フォー

マ ットを統 一 す る こ とは混 乱 を招 くばか りで 、メ リットが な い 。

(e)項 目の構 造化

次 に情 報 の項 目につ いて構 造化 を行 った。構 造 化 は 、情 報 を大分 類/中 分類/小

分 類 の三 つ の レベ ル に わけ、ツリー構 造 で表 現す る こ とに した 。以 上 、これ らの

作 業 結果 を ま とめ た もの を 「表3.1デ ー タシー トの構 造化 」に示 す。

(3)簡 易DTDの 作成

表3,1で ま とめ た結 果 を も とに簡易 的 なDTDを 作 成 した 。簡 易DTDの 定義 を 「付

属 資料E電 子 部 品 デー タ シー ト用DTD」 に示 す。このDTDは 次の よ うな 理 由 か ら最

終版 で はな く、今 後改 良 され て い くた めの一 つ の案 で あ る。

(a)デ ー タフォー マ ットの細 部 に関 して 定義 され て い な い

WG2の 活 動 と して 、ユー ザ側 か ら見 た必 要 な情 報 につ いて ま とめて お り、そ

れ らの結 果 が 出 た後 で 、DTDに 反 映 す るこ とに して い る。その た め 、項 目 レベ

ル よ り細部 の タグ付 け につ いて は、パ ラ メー タ実体 と して空の デー タフォー マッ

トを 宣言 して い るだ け で あ る。今 後 、パ ラ メー タ実 体 の宣言 の 内部 を適 当 な 宣

言 で埋 め る こ とに よ り、動 作 可能 なDTDと な る。

(b)SGMLの タグ 要素 にお け る属性 が考 慮 され て いな い

SGMLの タグ に は属 性 を付加 す る こ とが で き 、同 一 の タグ に多様 な意 味 を 与

え る こ とが で きる。例 えば 、属性 の例 と して次 の よ うな ものが あ る。

・ 文書 のバ ー ジョン番 号 の属性 を付 け る

・ 文書 の記 述 言語(日 本語/英 語 等)の 属 性 を付 け る

・ それ ぞ れ の タグ 名 にID属 性 をつけ、検 索や ハ イパ ー リン クの ナ ビゲー ショ

一31一



表3.1:デ ー タ シ ー トの 構 造 化

大分類 中分類 小分類 データ種類 タグ名

管理情報 Adn血.血 ばb

会社名 テキ ス ト、図(ロ ゴ} ㎝ 賠rm蛤.拍fb

ドキュメン ト情報 Docjn句

タイ トル テキス トDoc.U口e

改訂# テキス ト 民vi顧㎝

発行年月
、

`西 暦 、 月}mvi6ionhi竃 曾㎝

ドキュメン ト# 英数字 ・'.の組み合わせU缶 罰血膿.o"佃 「悶mber

躯品名 テキス トo道.in句

構造分類 MOS.8ipd叫CMOS(cla88)

NMos.刑06,BiCMos

機能名称 テキスト(血nc)

目次 テキス ト(リ ンク}ToC

概要 oε02mLde㏄

概要 テキス トDe⑳ ロi060n

特長 テ キス ト、表 ■ 心 ・ ・".y

応用分野 テキス ト aPPli西 ふn,

参照 テキス ト(リ ンク)1陪f自ulce

品種構成 テキス ト、表■1㎞eup

機能説明 a鳳伽鳳de㏄

メモ リマ ップ テ キ ス ト、図 、表 ■[皐 口"口 伝皐エw

プロ ツク図 テ キ ス ト、 図、表 ●hlm1【 ぷ

靖子蹴明 テキス ト、表■{16.ユt6m_

動作モー ド

命令セ ット

o民ra目 ㎝moI缶

テキス ト、表m8輌on鍾`inf5

レジス タセ ット テキス ト、表 鵬㎡舶凱 記t

機能概要 テ キ ス ト、 表・ 6mc㎡e8C

周辺モジュール テ キ ス ト、 図.、 表.
■_■ 曾

Pロ1L㎜

技術情報 T・袖 ㎡西1Divi8ion8

絶対最大定格 テ キ ス ト、 表 ab8.㎜

推奨動作条件 テキ ス ト、 表 田od.叩 ローin引 一

電気的特性 悶fo罰m胆oe.止 血

AC特 性 テキ ス ト、 図.、 表 AC.c㎞

… テキ ス ト、 図・、 表 DC.char

靖子容量

タイミングチャー ト

・

テキス ト、図、表●6mim市2㎜m

測定条件 個路) テキ ス ト、 図 、表 ■`ロ5'.if

特性例 テキ ス ト、図 、表 ■char但 冒gmD19

応用例 テキス ト、図、表.appUmHm

ソフ トウェアサポー ト テ キス ト、図・、 表●、写 真.80ftwa鴨

ハー ドウェアサポー ト テキス ト、図・、表.、写真●haεd㎜

パ ッケージ情報 MecMn品

外形図 テ キ ス ト、図 、表 ●o,企 』mh1ら

靖子配置図 テ キ ス ト、図 、 表.pi1Lout

靖子名称 テキスト、表・ ㎜b臨

梱包仕様 テ キ ス ト、図.、 表.8hi1冗 品 一一.一 ・

外装{搬 送用}条 件 テキス ト、図.、 表■tmn聞X垣m㎡ig
但 肯4L』 壷.
一 ●■凧 ■■ テキ ス ト、 表■5w朋 償o』"」U血 一・一 ・,

実装条件 テ キ ス ト、 図 ■、 表.mM創immn・ ・…i・・o

魚緩流
三 、「±_きテ キ ス ト

、 図 ・、 表 ● 田口.順 二.田 ・wu`・ ・ほ

取り扱い注意 テキス ト、図.、表・8砲ty

質量 テ キス ト、 表●._k_一 冶d"h・

注意文言 1'醐1No6c臼
.

PL法 テキス ト 翻L.hw

特許 テキストoa鱒"t

貿管令 テキス ト 廿ad●血w

著作権 テキス ト ◎o◎Ψ疽皇ht

電波障害 テ キ ス トi洞......i_

予告なし変更 テキストd泌 ㎞.no6ce

営婁所/

問い合わせ先一覧

テ キ ス ト、 表■Saヒ 乱

(建:■ 目 「ラ』 タ■ 」内の●はそのデータが複撤回出現すること壱表す)
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ンに利 用 す る

しか し、本 活動 で は属 性 の議論 までで きな かった た め 、属性 の利 用 を ほ とん ど

考 慮 してい な いDTDに なってい る。

(c)PCISに 準拠 してい な い

このDTDを 作成 した時 点で は 、PCISの 仕様 を入 手 してい なかった た め、PCIS

へ の 対応 が不 十 分 に なってい る。PCISへ な るべ く準拠 す るよ うにDTDを 定 め

る こ とは 、WG1で 了 承 され て い るた め 、今 後PCISへ 準 拠 す る よ うに タグ名 や

構 造 を あ らた め る必 要が あ る。なお 、このDTDは 新 規 に文 書 を作成 す る場 合 を

想 定 して 作成 され て い る。既 存 文書 をSGML化 す る場 合 につ い て も同一 のDTD

を 用 い る こ とが で き るか どうかは 、今後 検 討 す る必 要 があ る。

3.2ユ ー ザ 側 か ら見 た電 子 化 ドキ ュメン トモデ ル の検 討

半導 体応 用 製 品 で あ る電 子機 器 は 、軽薄 短 小の 流れ に乗 り、年 々高速 化 、小 型 化 が進 ん で

い る。また 、製 品 の 開発 サ イ クル も大 幅 な短縮傾 向に ある 。軽 薄短 小 を支 えて い るの は 、半

導体 デ バ イス技 術 とCAD/CAM(ComputerAidedDesign/ComputerAidedManufacturing)技

術 であ る。半 導 体 デバ イス はSMT(SurfaceMountTechnology)が 主流 を 占め 、 しか も、パ ソ

ケー ジの 多 ピン化 と小 型 化(パ ッケ ー ジ タイプ:1605→10051)、SOP→TSSOP2)な ど)が

年 々進 んで い る 。

この よ うに 、製 品 の高機 能 、高速 化 を達成 す るため には 、半 導体 デバ イス技 術 の役 割 は 重

要 で あ る。最 新 の 半導 体 デ バ イス を選 ぶた め には 、利 用者 は メー カの発 行 す るデー タシ ー

トあ るい は デー タブ ックな どの 半導 体 デバ イス ドキュメ ン トを参 照す る必 要 が あ る。情 報

の活 用 のた め に 、これ ら を電子 化 す る動 きが あ る3)。 電子 化 ドキュメン ト規格 調 査 委 員 会

(EDSC)のWG2で は 、半 導 体 デ バ イス ドキュメン トを電 子 化 した ときの フォー マ ットや 提

供 の 仕組 み につ い て利 用 者 の ニ ー ズ を調 査 した 。以 下 は 、そ の調 査結 果 を ま とめた もの で

あ る。

3.2.1電 子 化 の 狙 い

製 品 の設 計 を始 め よ う とす る設 計者 に とって は半 導体 デバ イス ドキュメン トはな くて は な

らな い もので あ る。半 導 体 デバ イス ドキュメン トか らデバ イス の仕様 、機 能 、性 能 な どを読

み 取 り、これ か ら設 計 しよ う とす る製 品 に使 えるか ど うか判 断 す る必 要 があ るか らで あ る。

しか も 、半 導体 デ バ イス ドキュメン トは設計 の初 期か らな くて はな らな い。ま ず、製 品仕 様

を検 討 す る段 階 で は、デバ イス の仕様 、性能 、機 能 を確 認 す る ため に半導 体 デバ イス ドキュ

メ ン トを活 用 す る 。半導 体 デバ イス の価格 は 、当然 半導 体 デ バ イス ドキュメン トに記 載 が

な い が 、製 品 コ ス トに 直 接 の 影響 が あ るの で 、メー カ か ら価 格 情 報 を入 手 して い る 。こ の

よ うに 、半導 体デ バ イス ド キュメ ン トに記載 され て い な い情 報 で も実 際の 設 計 現場 で は必

要 と して い る。次 いで 、実 際 の設 計が 始 ま ると、論 理 シ ンボル を作成 した り、電 気解 析 の た

1)1605
、1005:チ ッ プ の 寸 法 か ら 見 た パ ッ ケ ー ジ の 呼 び 名 。

1605:1.6mm×0.5mm、1005:1.Omm×0.5mm

2)SOP
、TSSOP・Sm・llO・tli・ ・Packag・ 、Thi・Shri。kSm。llO。tli。 。P。 。kag。

3)小 林
、宮 崎 、 日 経 エ レ ク ト ロ ニ ク ス1デ ー タ ブ ッ ク が 消 え る 。90年 代 の ボ ー ド 設 計 環 境 に 合 わ せ る 、 日 経BP社 、p.77、

1993年2月1号(No.573)
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め に電気 的特性 を読 み取 った り、基 板設 計 の た めに外 形寸 法や 、ピン ピ ッチ な ど様 々な情報

を読 み 取 った りして い る。最 近 で は 、CADに よ る設 計 の進展 が 著 し く、半導 体 デ バ イス ド

キュメン トか ら読み 取った情 報 を コン ビュー タへ入 力 して 、電 子 デー タと して 活用 す るケー

ス も多 くなって い る1)。 電 子 デー タを専 門的 に提 供 す るVAPの 企 業活 動 も盛 ん となって き

て い る。

利 用部 門か らみ た電 子 化 の狙 い は次 の とお りであ る。

(1)新 デ バ イス情 報 の 早期 入 手

製 品 開発 では 、高機 能化 、複雑 化 してい く製 品機 能 の開発 を支援 しな けれ ば な らず、

その た め には 、小 型 デ バ イスの 選 定 、実 装技 術 の 向上 は もち ろん 、低 コス ト化 のた め

に部 品点数 の 削減 、SOC2)(シ ス テ ム オ ンチ ップ)化 な どを考 慮 しな けれ ば な らない 。

設 計 者 に とって 、半 導体 デ バ イス選 択 は 、よ り重 要 な位 置 付 け となって い る。

(2)最 新 情 報 の入 手

市場 に は年々新 製 品が 登場 し、デバ イス メーカ か ら送 付 され る半 導体 デバ イス ドキュ

メ ン トも何十 冊 となって書 棚 に あふ れ て い る。一方 、デ バ イス メー カ にお け る合理 化

や 製 品寿 命 な どに よ り廃 止 され る部 品 も年々増加 して い る(某 事 業 所 で は メー カ か ら

送 付 され た部 品 の保 守 廃 止 情 報 は平 成5年 度 は対前 年 比 で3倍 も増 えて い る)。

(3)検 索 の容 易性

(1)、(2)の よ うに大 量 の 情 報 を さば くた めに は 、情 報 を蓄 積 し、効 率 的 に検 索 の で

き る情報 シス テ ムが有 効 で あ るが 、デー タ入 力 の手 間が 問題 とな って い る。負 荷 を軽

減 す るた めに は 、情報 の電 子 化 が必 須 で あ る。

(4)デ ー タダ ウ ン ロー ドに よ る情 報 の活 用

設 計 現 場 にお け るCADツ ー ル の利 用 に よ る設 計 手法 の 電子 化 の 進 展 で 、デー タ自

体 の電 子化 の ニー ズ が 高 まって い る。

3.2.2電 子 化 ニー ズ の調 査

電子 化 ドキュメン ト規格 調 査 委 員 会(EDSC)のWG2で は 半導 体 デ バ イス ドキュメン トの

電 子 化 に対 す る利 用者 の ニー ズ を 探 る ため に 、次 の二つ の調 査 を行 った。

(1)電 子 機 器 関連 メー カに 対 して の ア ンケー ト調 査(H6年11月 ～H7年1月)

(2)CADツ ・一・・一ル で利 用 して い る電 子化 した 半導 体デ バ イス情報 の内容 調 査(H7年1月)

上記(1)に つ いて は3.2.3に 調 査 結果 をま とめ る。上記(2)に つ いて は 、3.3を 参 照 され た い。

ア ン ケー ト調 査

WGメ ンバ ー 企 業 を 中心 に、電 子機 器 開 発 メーカ の エ ン ジニ ア に 半導 体 デ バ イス ドキュ

メ ン トの活 用 につ い て意 見 を伺 った 。付 属 資料Cの ア ンケー ト用紙 を用 い て アン ケー トを

実 施 。縦 軸 に は 、半 導 体デ バ イス ドキュメ ン ト記 載 内容 お よび非 記 載 項 目で も必 要 と推 定

され るデー タ項 目を配列 し、横 軸 に は 、電 子機 器 の概 略設 計 工程 を記述 した。半導 体 デ バ

イス ドキュメン トと設 計工 程 で構 成 す るマ トリックスに 、そ の情 報 は紙 で必 要 なの か 、電 子

化 が必 要 なの か を、記 号 に よ る記 入 の依 頼 を行 った。

1)西 野 、相 良 、川 上 、 日経 エ レ ク トロ ニ ク ス:部 品 情 報 管 理 シ ス テ ム を構 築 、手 間 の か か る部 品 の 情 報 収 集 期 間 を約20

%短 縮 、 日経BP社 、p.179、1993年5月24号(No.581)

2)SOC:SystemOnChip 。CPUや メモ リ、周 辺 回 路 を 一 つ の チ ップ に 搭 載 したASIC。
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a)調 査 内容

○ 電子 機 器 設 計 の どの タ イ ミン グで 半導体デ バ イス ドキュメン トを参 照 す る

か

○ そ れ は どの項 目か

○ 電 子 化 デー タは どの よ うな フ ォーマ ットで入 手 した いか

b)ア ンケ ー ト用 紙

縦 の 項 目:

半導 体 デバ イス ドキュメン ト記載 内容 お よび 非記 載 で も設 計者 が必 要 と思

われ る項 目を あ らか じめ盛 り込 ん だ

横 の項 目:

電子 機 器設 計 業務 の概略 作 業項 目名

c)ア ン ケー ト用 紙 記入 要 領

情 報 提 供 方法 記 入 コー ド

紙 の ま ま ×

電子 化 デ ー タ テ キス ト 参 照

電子 化 デ ー タ テキ ス ト 流 用

電子 化 デ ー タ 図 ・表 参 照

電子 化 デ ー タ 図 ・表 流 用

◎

◇

○

△

実 施 要領

1)情 報提 供 方法 を、紙 と電 子 化デ ー タに分 類 。さ らに、電子 化 デ ー タをテ キ ス ト情 報 と

図 や表 で 表示 され る情 報 に分 類 した 。

2)テ キ ス ト情 報 と図 ・表 情報 で は 、「参 照す る情 報」と 「流 用 したい 情報 」とを 区分 した。

3)図 ・表 情 報 は 、例 え ば 、電 流特 性 や ピン情報 な ど図や 表 の形 式で 内容 が記 述 され て い

る情報 を い う。

4)参 照 とはデ ー タ形 式 が イメー ジで もよい もの を い う。流 用 とはデー タが何 らか の 形式

で 電子 化(コ ー ド化)さ れ てい る もの をい う。

5)ア ンケー トで は 、これ らの情 報 を○や ×の記 号 で記 述 。さ らに 、電子 化 デー タに 対 し

て は どの よ うな デー タ フォー マ ットが 良 いか記 入 して いた だ いた 。

3.2.3ア ンケ ー ト調 査結 果

ア ンケー トで は15社21名 の 方か ら回答 が あった(表3.2)。 内訳 は、開発 設 計者 が18名 、そ

の他(資 材 、品 管)が3名 で あ る。今 後 と も、半 導体 デバ イス ドキュメ ン トの 『提 供 は紙 の ま

ま で よ い』 と明 示 的 に 「×」 をつ けた 回答 は1件 しか なかった(し か も1項 目)。そ の 他 の 回

答 者 は全 員 半導 体 デ バ イス ドキュメ ン トの電 子化 を望ん で い る。WGメ ンバ ー 会 社 の 電子

機 器 設 計 者 中心 の 回答 となった が 、電子 化 の方 向性 は見 いだせ た もの と考 え る。

設 計 の どの 段 階 で半 導 体デ バ イス ドキュメン トの ど こを参 照 して い るか

電 子機 器 設 計 の概 略 の 流れ を、図3.3に 示 す。半導 体デバ イス ドキュメ ン トの デー タ項 目

の一 覧 を表3.4に 示 す(詳 細 は付 属 資料C参 照)。 デ ー タ項 目を 「テキ ス ト」 と 「図 ・表 」に

つ い て参 照 と流 用 に分 けて 示 した 。これ を 、各設 計段 階 で参 照 してい る 半 導 体デ バ イス ド

キュメ ン トの項 目に つ いて 分 け る と、表3.5に な る。半導体 デ バ イス ドキュメ ン トの記 載項
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表3.2:ア ン ケー トに御 協 力 い ただ い た会 社 名 と人 数(順 不 同)

会社名 職種 人 数 会 社 名 職種 人数

日本電 気(株) 開発 3名 三菱 電 機(株) 開発 2名

シ ャ ー プ(株) 開発 2名 三 菱電 機(株) 部 品 管理 1名

カ シオ(株) 開発 1名 (株)東 芝 開発 2名

富 士 通 コンピュづ テクノロシ' 開発 1名 (株)PFU 開発 1名

(株)電 子技 研 開発 1名 富 士通(株) 開発 1名

(株)神 戸製 作 所 開発 1名 富 士通 デバ イス 開発 1名

キ ャ ノ ン 資材 1名 (株)日 出 ハ行 ブク 開発 1名

オ ム ロ ン 開発 1名 (株)日 立製 作所 部品管理 1名

製品仕様検討 設計 手配 製 造 ・組 立

i)製 品仕 様 検討:マ ーケ テ ィ ングや 製 品戦 略な どの 検討 結果 か らどん な 製 品

を市 場 に送 り出す か 決め る段 階 。製 品の 仕 様、機 能の 概 要 が 決 まる

部 品認定:自 社 内で 部品 を使 うため に、 評 価 した り、社 内 部 品番 号 を

割 り当てた りす る。
ii)設 計:機 器の 電気 設 計、機 械 設計 を行 い、製 品作 りの ための 図 面 や設 計 デ

ー タを作成 す る。
iii〕手配:製 品 を製 作す るた め に、設 計 結果 に基 づ いて 、部 品や 機 械加 工 な ど

の 購 入 を行 う
iv)製 造 ・組 立:電 気 部 品や機 械 部 品 を使 って 、製 品の組 立 を行 う。

図3.3:電 子機 器 設 計 の概 略 の流 れ

目ばか りで な く、非 記載 項 目の情 報 も入 手 して い る ことが分 か る。

a)製 品 仕様 検討(設 計 の 初期)

製 品企 画 の段 階 か ら半導 体デバ イス の調査 が始 まって い る。参 照 す るデー タも

半導 体 デバ イス ド キュメン ト全般 に渡って い る。価格 、品 質情 報 な ど、半 導体 デ

バ イス ドキュメン トに は記載 のな い情 報 も入 手 してい る 。

次 い で 、市 販 デバ イス を 自社 内で 使 うた め のデ バ イス選 択/評 価 、認 定 を行 う

段 階 では 、半導 体 デバ イス ドキュメ ン トに掲載 され た スペ ック以外 に 、評 価 、認

定 に 必要 な情 報 を入 手 して い る。認 定業 務 の た めの 資料 作成 時 に 、半 導 体 デ バ

イス ドキュメン トのデ ー タをテ キ ス トで 流用 した い とい うニー ズ が あ る。

b)設 計

設 計 段 階 で は 、工程 毎 に必 要 とす るデ ー タが異 なって い る。CADツ ー ル に よ

り設 計 が 専 門 化 してお り、必要 とす る情 報 が異 な るか らで あ る。回路 図入 力 で

は 、シ ンボル の形 状や ピンの属性 情 報(ピ ン番 号 、入 出力 な ど)が 必 要 とな る。電

気解 析 で は 、電 気 的 特性 が必 要 で あ る。特 に 、アナ ログ的 な解 析 に はSPICE1)

1)SPICE:SimulationProgramwithIntegratedCircuitEmphasis
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表3.4-1:部 品 カ タ ロ グ の 情 報 の 電 子 化 形 態(詳 細)-1/2

部 品 カ タ ロ グ 供形態 テ キス ト 図 ・表

形式
大分類 小分類 参照 流用 参照 流用

管理情報 会社名 ■ 口 流 用:テ キ ス ト

ド キ ュ メ ン ト名 口 ■ 口

改 訂N。 口 ■

発行年月 口 ■

ド キ ュ メ ン トN。 口 ■

構造分類 口 ■

機能名称 ■ 口

製品名 ■ 口
*[ひ

● 〉''.

ハ ヲケー ソ コー} ■

目次/概 要 目次 ■ 口 参 照:イ メ ー ジ

概要 ■ 口

特長 ■ 口 口

適用分野 ■ 口

参照 ■ 口

品種構成 ■ 口 口

リ リ ー ス 状 況

機能説明 製品仕様 ■ ■ 流 用:テ キ ス ト
メ モ リ マ ッ プ 口 口 ■

C刊 アーキテクチャ ■ 口 口 参 照:イ メ ー ジ

ブ ロ ック図 ■ ■

端子説明 ■ 口

動 作 モ ー ド ■ ■

命 令 セ ッ ト ■ 口

レ ジ ス タ セ ッ ト ■ 口

機能概要 ■ ■

周 辺 モ ジュール ■ 口 口

技術情報 絶対最大定格 口 ■ 流 用:テ キ ス

推奨動作条件 口 ■ ト、 専 用 フ ォ ー

電気特性 口 ■ マ ッ ト(IBI

直流特性 口 ■ S、EDIF}

交流特性 口 ■

端子容量 口 ■ 参 照:テ キ ス
タイミング チャート ■ 口 ト 、 イ メ ー ジ 、

タイミング必 要 条件 ■ 口 プ リ ン タ 出 力

測定条件 値 踏} 口 〔コ ■ (PS)
特性例 口 ■

応用例 口 ■

応用回路図例 ■ 口

応 用㌣ ド回路 図 ■ 口

応用分野 口 ■

応 用フ㍉ グ ラム例 口 口 ■

フ ロ ー チ ャ ー ト 口 ■

各 種 サブルーチン一 覧 口 ■

ソフトウェアサボ㌧ ト ■ 口
ハード ウェアサボ㌧ ト ■ 口

*〈 〉 詳細交流特性
*⊂ 〉 各種係数

パ ッケ ー ジ情 報* パ ッケ ー ジ型 名 参 照:イ メ ー ジ

外形図 ■ 口 流用:専 用 フ オ

端子配置図 ■ 口 一 マ ッ ト(DX

端子名称 ■ 〔コ F、IGES)

梱包仕様 ■ 口 口

外装条件 ■ 口

保存条件 口 ■ 口

実装条件 口 ■ 口
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表3.4-2:部 品 カ タログ の情 報 の電 子 化形 態(詳 細)-2/2

部 品 カ タ ロ グ 供形態 テ キ ス ト 図 ・表

形式
大分類 小分類 参照 流用 参照 流用

パ ッケ ー ジ情 報 熱抵抗 口 ■ 口 プ リ ン タ 出 力

取 り扱 い 注意 ■ 口 (HPGL)

質量 口 ■ 口
*〈 〉 熱特性

開発 ・発 注 開発環境 ■ 口 参 照:イ メ ー ジ

開発手順 ■ 口

ソ フ ト開 発 ツール ■
『口

流 用:テ キ ス

テ'ハ'ツ グ 〔IC三} ■ 口 ト、 プ リ ン タ 出

言 語 フ'コ セツサ ■ 口 力(PS)
PROM書 き 込み ■ 口

ROM発 注 方 法 ■ 口

PROMラ イ タ ー 覧 ■ 口

関連製品 製 品 一 覧 表 セレクシ ■ 口 参 照:イ メ ー ジ

早見表 ■ 口

弁知 グ/パ ンフレ升 ■ 口 流 用:テ キ ス

資 料 一覧 ■ 口 ト、 プ リ ン タ 出

クコスシファレンス 口 ■ カ(PS)

保 守 廃 止 品 一 覧 口 ■

シリーズ 製 品 展 開 口 ■ 口

シリーズ 特 長 口 ■ 口

シ戸 ズ応 用 分 野 ■ 口 口

デ バ イ ス 写真 ■ 口 口

奥付 ■ ■ ■

CAD関 連 ⇒ 機 能 記 述(罰L} ■ 口 流 用:専 用 フ ォ

ロ ジ ッ ク ■ 口 一 マ ッ ト(ED

タ イ ミ ング ■ 口 IF、SPIC

⇒ SPICE ■ 口 E、VHDL、

回路 シ ンボ ル ■ 口 そ の 他)

部 品 外形 形 状 シン ■ 口
⇒ フ ッ ト シ ン ボ ル ■ 口
*ζ 〉 IBIS ■
*⇒ シミュゲ ション有 無 ■ ■
⇒ 回 路 図 ルールチニック ■ 口
⇒ 電 気 的 ルールチュヲク ■ 口

そ の 他{資 材 、品 質) 価格 口 ■ 参 照:イ メ ー ジ

納期 口 ■

相 当品 口 ■ 流 用:テ キ ス ト
*〈 〉 販売単位 ■

*⇒ ロ ヅ ト番 号 ■
⇒ 品質信頼性情報 口 ■

⇒ 部品故障率 口 ■

品質保証体制 口 ■ 口

用 語 一 覧 口 ■

和英 口 ■

英和 ■ 口

EIAJ ■ 口

JEDEC ■ 口

説 明:■:項 目中 最 も要 求 の 高 か った もの 。 口:2番 目 に 要 求の 高か っ たも の 。

同 順位 につ い て は 同 じ記 号 を2つ 記 入 。

・⇒は 部 品カ タ ログ に は記 載 の な い項 目

*は ア ン ケー ト時 に は な く、 利 用者 か らの返 答 で追 加 した 項 目
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表3.5:設 計 段 階 で参 照 す る主 なデ ー タ項 目

力行 グ 製品仕様検討 設計 手 配 ・購 買 製 造 ・組 立

記載 機能

性能

仕様
パ ヅケ ー ジ

カ タ ログスペ ッ

ク全般

電気特 性

熱 抵 抗

製品仕 様 パ ッケ ー ジ情報

保管 条件

非記載 価格
信頼性
互換性

各種特 性 詳細 値

各種CAD情 報

熱 特性

価格

納 入条 件

梱 包仕 様

ハ ンダ付 け 条件

を使 って い る事業 所 が 多 く、SPICEモ デル の提 供 が重 要 となって くる。熱 解 析 で

は 、消費 電 力 や熱 抵 抗 を必 要 と して い る。最近 で は 、CADを 使 って設 計 して い

る事 業 所 が多 く、何 らかの 形 でデ ー タブックの電 子 化 を望 ん で い る。外形 寸 法 を

入 力 した り、電 気 的特 性 のV-R曲 線 か ら座標 値 を読 み取 った りして い る設 計 者

もい る。

c)手 配 ・購 買

デ バ イス調 達 段 階 で あ る。この 段 階 は発 注業 務 主 体 で あ り、半 導 体デ バ イス

ドキュメン トの参 照 は少 な い。価 格 や納期 の交 渉が 主 体 であ る 。自社 内 で電子 デ

バ イ ス情報 シス テム を構 築 して い る事業所 では 、これ らの情 報 を電 子 デバ イス

デ ー タベ ー ス へ 登録 して活 用 して い る。

d)組 立 ・製 造

電 子機 器 で は 、プ リン ト基 板 の組 立 、筐 体の製 造 が作 業 の主 体 で あ る。基 板組

立 で は 、自動挿 入 機 が普及 してお り、デ ー タ生成 のた めに 半導 体 デバ イス の機 械

的 情報 を必 要 と して い る。半 導体 デバ イスの外 形寸 法や 組 立 時 のパ ッケー ジ耐熱

温 度 な どが あ る。

設 計 者 が必 要 と して い る電子 化 デー タ

設 計 の各段 階 で半導 体 デバ イス ドキュメン トを参 照 してい る こ とは 上記 で確認 で き た。次

に 、参 照 して い るデ ー タは どの よ うな形式 で必要 なの かを分 析 した 。つ ま り、デー タを 「イ

メー ジ で参 照 で きれ ば よい のか 」、「テ キス トや 表 で流用 したい の か 」を明確 にす る。

詳 細 な項 目毎 の電子 化 要 求 は前述 の表3.4に あるが 、情 報 を 、参 照 のみ 情 報 と流 用 した い

情 報 に分 類 す る と次 の よ うにな る(表3.6)。

参 照 した い情 報:目 次/概 要 、機 能 説 明、技術 情報 、開発 環 境

流 用 したい 情 報:管 理 情 報 、パ ッケー ジ情 報 、関連 製 品 、CAD関 連 、その 他(資

材 、 品 質)

表3.4で は 、半導 体 デ バ イス ドキュメ ン トの項 目中 、利 用者 の ニ ー ズ の 中で プ ラ イ

オ リテ ィの 高 い も のか ら順 に 二つ まで マ ー クをつ け た。「流 用 した い 」 とす る項 目が
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表3.6:部 品 カ タログ の情 報 の電 子 化 形態(サ マ リ)単 位:%

部 品カタ ロ グ項 目

テ キ ス ト 図表
総合

参照 の み 流用 参照 の み 流 用

管理情報 17.oi:i 川.5 0.G 66.5

目次/概 要 16.5 lL5 O.0 56.0・iiii"

機能説明 灘.轍i 26.5 22.G 8.0 84.5

技術情報 22.C 23.弓

P

7.5 78.5

パ ッ ケ ー ジ情 報 8.5:iii 16.G 12.5 79.5

開 発環境 5.o i7.5 0.0 54.0

関連製品 22.0 2.0 65.518.0

CAD関 連 o.5 12.0 19.5 66.0

そ の 他 〔資 材 、品 質1 24.0 11.0 Lo 68.G

平均 19.5 16.5 5.5 68.5

説 明:各 項 目 の 得 点 を 平 均 化 し割 合 で 表 示 。 各 項 目 で 何 人 か ら支 持 され た か が 分 か

る 。 管 理 情 報 の 「テ キ ス ト参 照 の み 」 は17.0%の 人 が マ ー ク した 。 最 も 得 点 の

高 い フ ィ ー ル ドに ハ ッチ ン グ を付 け た 。

ほぼ 全般 に渡 って い る こ とが分 か る。

CAD関 連 を 除 いて 、全 体 と して は 図 ・表 を流 用 した い とい うニー ズ は少 ない 。流

用 方 法が 分か らな い こ と も影 響 して い る と考 え る。「参 照 したい 情報 」は"見 る だけ"

なの で 、情報 形 態 と して は イ メー ジで も可能 で あ る。「流 用 した い情報 」は 、DTPや

CADで 取 り込 める必 要 が あ るの で文字 デ ー タで提 供 す る必 要 が あ る。表 につ い ては 、

市販 の表 計算 ソ フ トにそ の まま取 り込み たい とい う要 求 もあ るが 、ニー ズ は少 な い。

電子 化 の順 序 と して は 、第一 段 階 と して機 能説 明 、技 術情 報 、パ ッケ ー ジ情 報 、第

二段 階 と して 資材/品 質 関連 、管理 情 報 、CAD関 連 情 報 と続 け る と良い 。

a)ユ ー ザ の違 い に よる

実際 の 製品 開発 の現場 では 、設 計 手法 は 千差 万別 で あ る。CAD化 が進 みCAD

化 率100%の 会社 が あった り、CAD化 が あ ま り進 ん で い ない 会社 が あった りす る

な ど。ア ンケー トの 中で も、少数 で はあ る が 、自社 内で電 子 デバ イス情 報 デー タ

ベ ー ス を構 築 した り、社 外 の デ ー タベ ー ス に ア クセ ス した りす る利 用者 の 姿が

浮 か び 上 がって い る 。情 報 活 用 して い る利 用 者 か らは電 子 化 の 強い ニー ズ が 出

てい る。
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一 般 的 に電 子 化 の ニ ー ズ が 最 も高 い利 用者 はCADユ ー ザ と考 え られ る が
、

CAD関 連 情 報 の点 数 が低 くなった(表3.6、CADは 総 合 で66%)原 因 は 、この

よ うにCADの 普及 が一 部 先進 ユ ーザ に留 まってい るか ら と考 える 。今 回 の分 析

で は 、設 計者 のCADの 利 用 状況 まで はデ ー タがな く分 析 で き なか った 。

b)市 場 環 境 の変 化

OCADに よ る設 計 の増加 に よ り、半導 体 デバ イス ドキュメン ト非 記載 情 報 のニ ー

ズ が 高 ま る

CAD化 率 はユ ーザ に よ り差が あ るが、先進 ユー・一ザ の 間で は設 計 の広 範 囲 に渡っ

てCADの 利 用 が広が って いる。図面入 力 、基板設 計 ばか りでな く、各 種解 析 も電

子 化 が 進 ん で い る。 この よ うなユ ー ザ か らは 、全て の 情 報 を電 子 化 して 欲 しい

一 とい うニー ズ が 出て き てい る。特 に、CADツ ール に必 要 なデ ー タの種 類 も細 分

化 され専 門 的 デー タが必 要 となって きてい る。これ らは 、半 導 体デ バ イス ドキュ

メ ン トに は記 載 され て い ない情 報 が 多い 。

○ ネ ソトワー クの普 及 で イ ン ター ネ ットア クセス ユーザ の増加

半 導 体 デバ イスデ ー タへの ア クセ ス 手段 と しては 、現状 で は 、VAP業 者 に よ

る電話 回線 に よる もの 、半 導体 デバ イス ドキュメン トをデー タベ ー ス 化 して デー

タベ ー ス シ ス テム と して 提 供 され る もの の2種 類 が あ る。い ずれ も速 度 や 価 格

の 面 で利 用 者 に広 く受 け 入 れ られ て い るわけ で はな い 。設 計 の 現 場 で は ネ ット

ワー クの構 築 が盛 ん で あ り、イン ターネ ットと接続 す る事業 所 も増加 して い る。

イン ター ネ ッ トを介 した情 報 入手 方 法 を望 んで い る利 用 者 が増 え始 め た 。

電 子 化デ ー タの フォー マ ット

ア ンケー トの 中 で 、利用 者 が使 い たい(あ るい は使 える)電 子 化 フォー マ ットと して挙 げ た

もの は 、1)テ キ ス ト、2)イ メー ジデー タ、3)プ リンタ出力 フォー マ ット、4)専 用 ベ ク トル デ ー

タ、5)そ の他 の五 つ に分 類 で き る(表3.7)。 利 用者 の レベル が様々で あ り、使って い る ツール

も様 々な 状況 では 、実際 の処 理 系で は一 つ に しぼ るの は難 し く、複数 を扱 え る よ うにす る必

要 が あ るだ ろ う。いず れ に して も、どれ を標 準 フォー マットとす るか につ い て は十 分 な 討議

が で きな かった。今 後のEDSCの 活 動 の 中で 、標 準化 につ いて 討議 す る必 要 が あ る。特 に 、

CADツ ール と密 接 に 関係 した フォー マ ット(例 えば 、HDL1)、SPICE,IBIS2))で はCADベ

ン ダ を含 め た標 準 化 の促 進 が 必要 で あ る と共 に 、デ バ イス メー カ の情報 提 供 の 体 制 整備 が

不 可 欠 で あ る 。

ユ ー ザ ア ンケ ー ト分 析=自 由意 見(付 属 資料D)

ア ンケー トと同 時 に、半導 体デ バ イス ドキュメン トを電子 化 した ときの意 見 、要 望 を記入

して も らった 。本 節 で はそ の意 見 、要 望 につ い てま とめた(表3.8)。

a)現 状 の 半導 体 デバ イス ドキュメン トに対 す る不満 に つ いて の 考察

1)メ ー カ 間の互 換 性 の記 述 に関 す る意 見 と、半導 体 デバ イス ドキュメン トの

変 更 に 関す る要望 との2種 類 が あった 。「互換 情報 の記述 が 必 要 」な ど メー

カ 間 の互 換性 の記 述 の 充実 を望 む声 が3件 、「バ ー ジ ョン アップ した の がわ

1)HDL・H・ ・dwareD・ ・cripti・nLanguag。

2)IBIS・1/OB・fferl。f。 。m。ti。nSpeci丘 。ati。n
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表3.7:利 用者 の使 い た い電 子 デー タ フォー マ ット

分類 電子 デー タ 名 用 途

テ キ ス ト ASCII 文 字 デ ー タ

イ メ ー ジ

デ ー タ

TIFF

BMP

JPEG

米 川cr。softと 米M白s社 が 中心 と な っ て 定 め た

イ メー ジ フ ァ イ ル 形 式 。 標 準 と な っ て い る

IBMPC/ATのWindowsで 使 わ れ る

静 止 画 カ ラ ー イ メ ー ジ フ ァ イ ル を 圧 縮 して 伝 達

す る 形 式 。CCITTとISOで 標 準 化 。

プ リンタ 出 力 PS

HPGL

米Ad。be社 が 開 発 した ペ ー ジ記 述 言 語

米HP社 が 開 発 した プ ロ ッ タ 出 力 用 言 語

専 用 ベ ク トル

デ ー タ

VHDL

Veriio出DL

SDF

SPICE

IBIS

EDIF

IGES

DXF

ハ ー ドウ ェア 記 述 言 語 。 米 国 防 省 が 標 準 化

同 上 。 米VERILOG社 で 開 発 。

タ イ ミ ン グ 検 証 に 用 い られ る 遅 延 記 述 言 語

米 バ ー ク レイ 大 学 で 開 発 さ れ た ア ナ ロ グ 電 気 波

形 解 析 ソ フ トと そ の 記 述 言 語

入 出 力 バ ッ フ ァ の 電 気 特 性 記 述 言 語 。S臼C;で

使 用

CADツ ー ル 間 の デ ー タ 交 換 フ ォ ー マ ッ ト。

機 械 系CADに お け る デ ー タ 交 換 フ ォー マ ッ ト

同 上 。 舳toCADか ら 広 ま る

そ の他 CADベ ン ダ

ペ ク トル デ 一 夕

ニ ー モ ニ ヅ ク

CADペ ン タ の ツ ー ル で使 う フ ォ ー マ ッ ト
●

CADツ ー ル やHPGLの こ と

H/Wの 命 令 の 表 記 名

TIFS:Taggedl口age三iieFor口 εt

BMP:Bitロapfile

j8PC:JointPhotographicCodln9三xpertsGroup

PS:PosしScript

HPGL:Hew1ettPackardGrephicsLa竺9じa8e

VHDL:VeryHiglSpeedIC}{ardware{)escripこioコLanguage

VerilogHDL:Veri!09}{2rdwareDescriptionLa:9uage

SDF:SしandardDeiayForElat

SPICE:Siou}a:ionPrograowithl二:egratedCircuit8ロPlasis

lBIS:1/OBufferlnforロationSpecification

εD|F:Electricali)a:εlr…terfaceForロat

|G£S:lniti3:Graphics三xchεrlgeSpecificatioコ

DX『:DrawinglnterchangeForロaこ

か らない 」な ど仕様 変 更 にお け る 半導 体 デバ イス ドキュメン トの 改 訂 の迅

速 さを求 め る声が4件 となって い る。互換 性情 報 につ いて は 、メー カ 単独 で

は記述 しに くい と ころが あ るの で 、EDSCを 通 じた メー カ間 で の 互 換性 情

報 の提 供 あ るい は第三者 の情報 提 供業 者(VAP)が 互換性 情 報 を提 供 で き る

体 制 を構 築 す る こ とが 必要 で あ る。半 導体 デ バ イス ドキュメ ン トの 改訂 の

迅 速 さに つい ては 、電 子 化 に よ り提 供 ス ピー ドの大 幅 アップ が期 待 で きる。
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表3.8:ア ン ケ ー ト 自 由 意 見 分 析

a)現 状 の 部 品 カ タ ロ グ に つ い て の 不 満

1)提 供 して い る 情 報 の 内 容 、 信 頼 性 10件

2)情 報 の 入 手 性 、 検 索 性 10件

3)サ プ ライや 間の 記述 方法 の差 4件
4)そ の 他 6件

b)電 子 カ タ ロ グ に つ い て 考 慮 す べ き点

1)標 準 化 ・互 換 性 の 考 慮 10件

2)機 能 ・操 作 性 に関 して 9件
3)最 新 情 報 お よ び リア ル タ イ ム 性 6件
4)デ ー タ の 品 質 6件

5)情 報 の量 と範 囲 4件

6)そ の 他 8件

2)毎 年 大 量 の 半導 体 デバ イス ドキュメン トが発 行 され て い る。「デ ー タブック

か ら一 つ のデバ イス を検 索 す るのは 難 しい 」な ど、利 用者 は 、情 報 の 山か

ら 目的 の半 導体 デ バ イス情 報 を探 しあぐね て い る。最 近 で は 、半導 体 デ バ

イス ドキュメ ン トが正 式 に発 行 され る前 のプ レリ ミナ リ情 報 を求 めた り、

更 に遡 って試 験研 究 段 階 での情 報 を必 要 と した りと、情 報 の 前倒 しで の 要

求 が 一 段 と強 まって い る。

「CADデ ー タ利 用 に磁気 テープ で提 供 して ほ しい」な ど情 報 を電 子 化 し

た状 態(磁 気 テー一・一プやCD-ROMな ど)で 入 手 した い とい う要 望 も強 まって い

る。情 報 の新 鮮 さか らみ る とネ ットワー クに よ る提 供 が一番 で あ ろ う。利

用者 が 電子 化 デ ー タを使 い こな して くる と、ネ ットワー ク経 由が 増加 す る

と考 え る。

3)「 メー カ 間 で記 述 方法 が 異 な る」、「(記述 情 報 が)統 一 され て お らず、比 較

しに くい 」な ど記 述 の統 一 に関 す る意 見が4件 あった 。電 子 化す る とき に

は 、情 報 コー ドの共 通化 な どに注意 が必 要 で あ る。

b)半 導体 デ バ イ ス ドキュメ ン トが 電子 化 され た後 で は利 用 者 は 次 の よ うな 要 求 を

持 って い る 。

1)電 子 化 デ ー タを参 照 す る と きは 、「CADベ ンダ に依 存 しない標 準 フ ォー マ

ット」で の デ ー タ抽 出 が でき る こ と、情報 項 目お よ び表 現形 式 の統 一 」や

「デー タ の取 り込 み 時の デー タ圧縮/伸 長 の共 通化 」な どが大 きな要 望 と し

て挙 げ られ てい る。つ ま り、デ ー タフォー マ ットの統 一 、デー タ抽 出手 段 の

統 一 が 必 要 で あ る。

2)半 導 体 デバ イス情報 の検 索 では 、「情報 検 索の しや す さ」な ど分 か りや す い

ことが6件 、レスポ ンス が速 い ことが2件 挙 げ られ てい る。情 報提 供 シス テ

ムは使 いや す さが最重 要課題 で あ り、メー カ によ らな い共通GUI(Graphical
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Userlnterface)の 構 築 が必 要 で あ る。ネ ットワー ク経 由 で情報 を提 供 す る と

き は 、 レス ポ ンス タ イムへ の配 慮 が必 須 で あ る。

3)「 最 新 デバ イスの 早 期提 供 」、「最 新 デバ イス を新 鮮 な うちに提 供 」な ど利

用者 は新 しい情報 を望 ん でい る。新 しい 情報 とは 、最 新 の デバ イス情 報 ば

か りでな く、デバ イス の生 産 中止 、仕様 変更 な どの 変更情 報 を含 ん でい る。

平 成5年 ごろか ら、デ バ イス メー カで の合 理化 の進展 に よ り生 産 中止 とな

る半導 体デ バ イス が 大量 に発 生 して いる。これ ら 「改廃 情 報の タイム リー」

な入 手 とそ の 代 替 品 の情 報 提 供 を利 用者 は望 ん でい る。CADを あ ま り使

わ な いユ ー ザ に とっては 、半 導 体 デバ イス ドキュメン ト電子 化 の最 大 の メ

リットが こ こに あ る。

4)情 報 の 早期 提 供 と並 ん で情 報 の 品質 が重 要 視 され てい る 。「デ ー タ改善 箇

所 の明確 化 」 とそ の 変 更情 報 を 早 く入手 した い とい う要 求 で あ り、オ ン ラ

インで情 報 が提 供 され る よ うに なれ ば解決 す る と考 え る。た だ し、各デ バ

イス メー カ が最 新 情報 を入 力 しな い と情 報 は生 きて こな い し、デー タは使

われ な くな る。

5)CAD化 の進 展 に伴 って 、半導 体デ バ イス ドキュメ ン トに記 載 され てい る情

報 ば か りで な く、記 載 され て い ない情 報 へ の ニー ズ が 高 まって い る。現 状

は 、そ の よ うな情 報 は各 デバ イス メー カ に問 い合 わせ た り、半 導体 デバ イ

ス ドキュメ ン トの 図 か ら数 値 を読 み取った りして い る。また 、利用者 は広範

囲 な 市販 デバ イス 情 報 を求 め てい る。つ ま り、「半 導 体デ バ イスに 限 らず、

抵 抗/コ ンデ ンサ 等 」の受 動 デバ イスな どの 情 報 提供 も必 要 で あ る 。CAD

ユ ーザ は 「シ ミュレー シ ョンモ デル の提 供 」を望 ん で い る。

3.2.4電 子デ ー タの 入手 方法

ユ ーザ は どの よ うな形 で電子 デー タを入 手す る こ とを望 んで い るの で あろ うか 。電 子 デー

タの 入 手 のた め に は次 の手 段 が考 え られ る。それ ぞれ の比較 を表3.9に 示 す。

1)紙

2)オ ン ラ インで の社 外 デ ー タベ ー ス サー ビス(FAX)

3)電 子 媒 体(CD-ROM、DATな ど)検 索 ソ フ ト付 き

4)イ ン ター ネ ット

5)社 内デ ー タベ ー ス

ユ ーザ ア ンケー トの分 析結 果 で は 、「速 報性 」と 「検 索容 易 性 」に力点 が 置 かれ て い るの

で 、FAX送 信 も し くは イン ター ネ ッ ト経 由で の情 報提 供 が必 要 とな る 。自社 内で 電子 デ バ

イス 情 報 デー タベ ー ス を構 築 して い る利 用者 も し くはCADの 利 用 を促 進 して い る利 用者

か らは 、外 部 の情 報 デー タベー ス か ら電子 デ ー タをダ ウ ン ロー ド して 自社 内 で使 う こ とを

希 望 してい る。電子 デ ー タの活 用 の点 か ら見れ ば 、イン ター ネ ット経 由が 理想 的 で あ る。い

ず れ に して も、検 索 の容 易 な ツー ル の準備 が 前提 であ る 。

3.2.5電 子 化 ドキュメン トの 提供 方法

半導 体 デバ イス ドキュメン トを電 子 化 して提 供 す る場合 、イ メー ジで提供 す るか 、テキ ス

トで提 供 す るかな どの選 択 が必 要 で あ る。 イメー ジで の提 供 が 一番 容 易 で あ るが 、利 用者
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表3.9:電 子 デ ー タ入 手 手続

紙 CD-ROM FAX イン舛 ット 社 内D5

シ ス テム 構築 容易性 一
容 易

VAP経 由

容 易

VAP経 由

困難 中

料 金(へ ㌧ シ'当 た り

単 価)

安 い 高 い 中 今後の
課題

体 制 に

よる

速報性 遅 い 遅 い 遠 い 速 い 体 制 に

よる

ア ク セ ス 容 易 性

(情 報 の取 出 し)

容 易 容 易 容 易 困難 容 易

検索容易性 困難 ツールに

よ る

ツールに

よ る

ツールに

よ る

ツールに

よ る

課題 保管 、

速報性

料 金、

速 報性

デ ータの

流 用

ツールの 準

備

テ㌧ タ入 力

の望 んで い る 「流 用 」が で き ない欠 点 が あ る。一方 、流用 で きる形 で の電 子 化 は 、図や 表 の

電 子 化形 態 を ど うす るか とい う点 が解 決 され て いな い。今 す ぐ始 め る に はサ プ ラ イア側 、

ユ ーザ 側 共 準備 不 足 で あ る。今 後 の ツール の整備 状 況 を待 つ 必要 が あ る。

半 導体 デ バ イス ドキュメン トの情 報 の電子 化 は 、記 載項 目の 特性 に よって 、文字 部分 、図

形 部 分 、表 部 分 に分 割 で き る(図3.10)。 それ ぞ れ の部 分 を どの よ うに電 子 化 す るか につ い

て検 討 した 。それ ぞ れ を 電子 化 す る場 合 は 、イ メー ジにす る方 法 と、流 用 で きる形 で コー

ド化 す る方法 とが あ る。コー ド化 す る場 合 は、それ ぞれ の特長 に応 じて フォー マ ットや 形式

を決 め る必要 が あ る(表3.11)。

部 品 カ タ ロ グ

回路の 特
一 一 一 一

ー 一 一

ζ レ

一

コ)一 イ ー

ゴ)一ゲ

/
1
1
1

電 気 特 性 一 一 一 一

一 一 ー 一 一

文 字 デ ー タ

図 形 デ ー タ

表 デ ー タ

図3.10:半 導 体 デ バ イス ド キュ メ ン トの 構 成
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表3.11:コ ー ド化 の 例

コ ー ド例

文字 デ ー タ ASCIl

表 デ ー タ ルール付ASCII(CSV}、 表 計 算 ソフ1互

換 フオーマが

図 デ ー タ Tl;;、lp三G、DX三 、HP-CLな ど 業

界 標 準 フ+マ い 、 も し く は 専 業CA

Dメ ーカフォーマット

VAPな どが 提供 して い る電子 化 デー タの現状 は 、表3.12に 示す よ うに一部 を除 き イメー

ジで あ る。ユ ー ザ の要 求 か らみ れ ば 、今 後 、文 字 デー タ、表 デ ー タ、図 デー タの順 で電 子 化

す る必 要 が あ る。表 デー タにつ い て は、最低 限CSV(CommaSeparetedVariable)形 式 を支 援

すれ ば 可能 で あ ろ う。図 につ いて は 、電 子 的 に流 用 しよ う とす る場 合 、標 準 フ ォー マ ットが

定 まってい な い ので 、今 後 の標 準 化 の検 討 を先 に進 め る必要 が あ る。

表3.12:電 子 化 デー タ提 供段 階(手 順)

現状 第1段 階 第2ξ 完階 第3段 階 その 他

文 字 デ ー タ イ メ ー ジ

一 部 コード

コ ー ド コ ー ド コ ー ド DTPソ フ

トフ ォー マ

ッ ト

表 デ ー タ イ メ ー ジ イ メ ー ジ コ ー ド コ ー ド

図 デ ー タ イ メ ー ジ イ メ ー ジ イ メ ー ジ コ ー ド と

イ メ ー ジ

現 状:部 品 情 報 提 供 会 社 が 行 っ て い る サ ー ビ ス で あ る 。 全 て の 情 報 を イ メ ー ジ で

提 供 して い る 。

第1段 階:文 字 デ ー タ の み コ ー ド化 し、 他 の 情 報 は イ メ ー ジ で 作 成 す る 。

第2段 階:文 字 デ ー タ と 表 デ ー タ を コ ー ド化 す る 。 表 デ ー タ は 当 面CSV形 式 が

使 い や す い 。

第3段 階:全 て の 情 報 を コ ー ド化 して 提 供 す る 。 図 デ ー タ に つ い て デ ー タ フ ォ ー

マ ッ トの 標 準 化 が 必 要 で あ る 。

電 子 化 は 、現 状 か ら始 まって 、第 一段 階 、第 二段 階 、第三段 階 と順 に進 ん でい くもの と考

える。第 二段 階 ま で は問題 が ない が 、第 三段 階 で 、図デ ー タの フォー マ ットの標 準 化 が必 要

で あ り、EDSCに お い て継 続 的 に 審議 す る必 要 が あ る。

これ 以 外 の選 択 肢 と して 、各 デバ イス メー カ がカ タログ 作成 に使 って い るDTPソ フ トで
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電 子 化情 報 を提 供 す る案 もあ るが 、フォー マ ットの汎 用性 がな い 、業 界内 で の流 通 が きか な

い な どの欠 点 が あ るの で 、標 準 化手 法 と しては推 奨 され ない とみ てい る。

3.2.6成 果 と課 題

平成6年10月 か ら平 成7年2月 まで5か 月 間のEDSCWG2の 活動 を通 じて 、

1)設 計 者 は各 設 計 段 階 で デー タ シー トの どの項 目を参 照 して い るか

2)ど の 項 目の電 子 化 を望 ん で い るのか

3)電 子 化 のプ ラ イ オ リテ ィ付 け ば どうか

な どにつ いて ユー ザ ニ ー ズの調 査 や 討議 を行 い 、結 論 を得 る こ とがで きた 。

しか し、当初 の 目標 で あ る次 の 点 につ いて は 、時 間 的制 約 、努 力不 足 な どか ら十 分 な成

案 を得 る こ とが で き なか った 。

1)電 子 化 半導 体 デ バ イス ドキュメン ト提供 の た め の ツール へ の 要求 仕様

2)電 子 化 フ ォー マ ッ トに対 す る標 準 化案

今 回 の活 動 の反 省 点 と して は 、次 の 点が あ り、今 後 の活 動 では 十分 な討 議 が必 要 で あ る。

ロ ア ンケー ト調 査 内容 が不 十 分 で あった 。

CADと の 関連 が 調 査 で きな かった 。これ は 、事前 に 「あ るべ き姿」の討 議 が 不 十分

で あ った た め に 、ア ンケ ー ト調 査 に必要 事項 の盛 り込 み が不 足 してい た た め であ る 。

口 標 準化 のた め の討 議 がで きな かった。

標 準 フォー マ ッ トにつ い て は、各社 各人 の 考 え方が あ り、意 思決 定 に時 間 が か か る。

例 え ば 、利 用者 か らは電 気解 析 で使 用す るSPICEモ デ ル や論 理 シ ミュ レー シ ョンのた

め のデ バ イスのHDLモ デル の提 供 の要求 が あった が 、ニ ー ズの深 堀 がで きな かった こ

とや 、逆 に メー カ の立 場 でそ れ らが提 供 で き るか ど うかの検 討 が不 十 分 な こ とが あっ

た 。時 間 不 足 、努 力 不 足 が あ り、メンバ ー 間の レベ ル 合 わ せ が十 分 で きず、短 期 間 で

の結 論 出 しに対 応 で きな かった 。

口 電 子 化 の ツー ル につ い て は利 用者 の 立場 か らシス テム提 言 が で き なかった

例 えば 、イ ン ター ネ ットの 利 用 につ いて は 、企 業 、個 人 間で 差 が あ り、何 が で き る

か 、使 い 方 な どに つ い て レベ ル 合 わせ が で きて いな い。利 用 す る ツール につ いて は利

用 者 の 立場 に踏 み 込 んだ 議 論 が でき なかった 。

口 提 供 で き る情 報 の 内容 や 価 格 な どの検討 が 不 十分

情 報提 供 業者 で あ るVAPと の 関係 や メー カに おけ る情 報 の仕 組 み な ど も検 討 が完

了 してい な い 。利 用 者 は情 報 が 無償 で提供 され るの か 、費 用 が発 生す るのか 知 ら され

て い な い。情報 を無 料 とす るか 有料 とす るか につ い て も今 後の 検討 が 必 要 で あ る。

上 記 を踏 ま え て 、今 後 の活 動 のた め の課 題 を整 理 す る と以 下の とお りとな る。

(1)電 子 デー タ フォー マ ットの標 準化

フォー マ ッ トは各 論 が あ るが 、利 用者 の メ リットを第 一 義 に 考 えた提 言 を行 う必 要

が あ る。利 用者 の情 報 利 用環 境 が様々な レベ ル にあ り、1種 類 の フォ■一口ーマ ットで は使 え

な い利 用者 が 出 て くる可 能性 が ある。複 数 の フォーマ ットを利 用 可能 にす る、あ るい

は利 用 ツー ル も含 め て提 供 す るな どの配慮 が必 要で あ る 。

(2)利 用 環境 を含 めた使 い 方 の提案
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利 用者 側 が課 題 を十 分 に把 握 して提 言 す る ことは もち ろんで あ るが 、シス テム提 供

側 も利 用者 に 対 して そ の メ リットを説 明 す る必要 が あ る。

(3)利 用 者 要求 デ ー タ項 目の メー カ提 供 体制 の整 備

電 子 デー タの 内容 につ い て は 、一 般 的 な テキ ス トで の 提 供以 外 に 、CADの 専 用言

語 と もい うべ き形式 で の 提 供 が要 求 され てい る。SPICEモ デル の提 供 やHDLモ デル

の提 供 が それ で あ る。既 存 の 半導 体 デバ イス ドキュメ ン トの 電子 デ ー タ提 供 の仕 組 み

ば か りでな く、メー カ にお け る設 計 に必 要 な情 報提 供 の仕組 み の 検討 が重 要 で あ る。

3.3EDAツ ー ル に必 要 な情 報

近 年 の集 積 回路技 術 の進 展 に伴 って 、エ レク トロニ クス製 品 は 、ます ます 高機 能 に 、よ り

高 密 度 に なって きて い る。よ り複 雑 化 して い る電子 機 器 の設 計 現 場 で は 、設 計 作 業 そ の も

の は最 新機 能 を持 つEDA1)ツ ー ル の 導入 に よって 効率 化 され て きて も、 ツー ル に 使 用す

る部 品情 報 は 、デ ー タブ ックや カ タ ログか ら必要 な数 値デ ー タや グ ラ フを読 み 取 り、多 大 な

工数 をか け て入 力 して い る のが 現 状 で あ る。

こ う した状 況 を背 景 に 、半 導 体 デ バ イス ドキュメン トか ら読 み 取 った デー タを電 子 化 し

た り、EDAラ イブ ラ リに加 工 して 専 門 的 にユ ーザ に提 供 す るVAP(ValueAddedlnformation

Provider)と 呼 ばれ るサ ー ビス業 種 も登 場 してい るが 、同 じ く必 要 な情 報 の収 集 と加 工 ・蓄

積 に は 多大 な費 用 を必 要 とす るた め 、現 状 で はVAPか らの情 報提 供 は 限 られ た範 囲 に と ど

ま ってい る。

した がって 、EDAツ ー ル を利 用 す るエ ン ドユ ーザ に とって も、付加 価 値 を付 けて情 報 を提

供 す るVAPに とって も、半導 体 デ バ イス情 報 の電 子化 は 緊急 のそ して大 きな課 題 となって

い る。

3.3.1電 子化 ドキュメン トに対 す る要 望 調査

EDAツ ー ル に必要 な情 報 の抽 出 を 目的 に、電子 化 ドキュメ ン ト規格 調 査委 員 会(EDSC)の

WG2で は 、次 の調 査 を行 った 。

(1)調 査 方法

WGメ ンバ ー企 業 の 中で 、EDAツ ール を提 供す る立 場 と利 用 す る立場 の それ ぞれ よ

り、EDAツ ー ル に必 要 な情 報 の 内 容調 査 を実施 した 。EDAツ ール に必 要 な情 報 の割

り出 しには 、EDAツ ー ル に よ る設 計 の 各工程 ご とに 、ツール の 必要 として い る情報 を

抽 出す る方 法 を とった 。

実 際の調 査 に は4社 の参加 が得 られ た。

ご協 力 い ただ い た会 社 名

三 菱電機 株 式 会 社

ケ イデ ンス ・デザ イン ・シ ス テム ズ株 式会 社

メ ン ター ・グ ラ フィックス ・ジャパ ン株 式 会社

株 式 会社 図研

(2)調 査 結果

a)設 計 の各 工程 で どの よ うな情 報 を必 要 とす るか

1)EDAlElectronicDesignAutomation
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結 果 を次 の 添付 資料 に 示す。

添付 資料 付F.EDAツ ール に必 要 な情 報 個別 一 覧 リス ト

縦 の項 目:調 査 に参加 され た各社

横 の項 目:EDAツ ール によ る各 設 計 工程

b)情 報 は どの よ うな形 式 で電 子化 を必 要 とす るか

結果 を次 の 添 付 資料 に示 す。

添付 資 料 付GEDAツ ー ル に必 要 な情報 集 計 一覧 リス ト

縦 の項 目:EDAツ ー ル に よ る各 設計 工程

横 の項 目:必 要 なデバ イス情報 の項 目

(3)結 果 分析

EDAツ ー ル が 利 用 す る情 報 の ほ とん どは 、テ キス トあ るい は イメー ジ と して 、コ

ン ピュー タ上 で 流 用 で き る形式 が望 まれ て い る。 したが って 、今 後 は提 供 す る情 報 の

フォー マ ットの標 準 化 に つい ての 検討 が必 要 で あ る。

EDAツ ー ル に必要 な情報 の種 類 は、調 査 に参加 した各 社 で違 い は あ る ものの 、調 査

事項 の 具 体 的 な受 け とめ方 に若 干 の相違 もあ り、この 点 を加 味すれ ば、ほぼ 同 じ内容

の もの を必 要 と して い る ことが わかった 。これ らの要 望 には次 の よ うな共通 性 が あ る。

a)直 流特 性 、交 流 特性 等 に対 して 、各 個別 の特性 値 の 電 子化 に 対 す る要 求 が 多 か

った。

b)各 特 性 値 で は 、標 準値 お よび最 悪 値(最 大 値 も し くは最 小値)が 必要 とされ て い

る 。

c)掲 載 され て い る特性 グ ラフは 、人 手 も し くは ツール に よる読 み 取 りが 行 わ れ て

い るた め 、正 確 さが 要求 され て い る。

回 路 シ ミュ レー シ ョン と熱解 析 にお いて は 、現 状 のデ ー タブ ックで は情 報 が あ ま り

網 羅 され て い な い こ ともあ り、必要 項 目のバ ラ ツキが 目立った。メー カ お よびEDAベ

ン ダに て検 討 の 必 要 が あ る。

上 記 の調 査 結 果 を表3.4の 形 式 に合 わせ る と、表3.13と な る。

3.3.2今 後 の課 題 お よび 要望

解析 や 検 証 を行 うEDAツ ー ル で は、デ ー タブ ックの 情報 以外 に メー カ か ら直 接個 別 に提

供 され る情 報 をか な り多 く使用 して い る。 これ らの 情報 は ドキュメ ン トの 電子 化 に伴 って 、

そ の付加 情 報 と して 提供 され る こ とが強 く望 まれ て い る。 さらに 、これ 以 外 に も電 子 化 さ

れ た情 報 と して提 供 が 望 ま れ てい る もの もあ り、これ らに関 す る課題 及 び 要 望 を以 下 に ま

とめ る。

(1)各 設 計 工程 にお け る課題 お よび要望

a)回 路 図 入 力

回路 図 入 力 の 作 業 にお い ては 、利 用者 は初 め に使 用 す るデ バ イス の回 路 シ ン

ボル 、ピン番 号 、ピン名 称等 をデ ー タブ ックのブ ロ ック図等 を も とに抽 出 し、ラ

イブ ラ リに登 録 す る必要 が ある 。

この ラ イブ ラ リの登録 作 業 を軽 減 す るた め、現 状 のブ ロック図以 外 に 、シ ン ボ

ル の形状 と ピン番 号/名 称 等 をパ ラ メ トリックな デー タ と して提 供 され る こ とが
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表3.13:部 品情 報 の電子 化 形態

部 品 カ タ ロ グ 提 供形態 テ キ ス ト 図 ・表

大 分類 小分類 参照 流用 参 照 流 用

形 式

管 理情 報 機能 名称 ■ 流 用3

製品 名 ■ テ キ ス ト

パ ッ ケ ー ジ コ ー ド ■

目次1概 要 リ リ ー ス 状 況 ■ 流 用:

テ キ ス ト

機 能説 明 ブ ロ ッ ク 図 ■ ■ 流 用;
テ キ ス ト 、

イ メ ー ジ

技 術情報 絶 対最大 定 格 ■ 流 用;

推 奨動 作条 件 ■ テ キ ス ト 、

直 流特 性 ■ 専 用 フ オ ー マ

交 流特 性 ■ ッ ト(IBI

端 子 容量 ■ S,EDIF)

各種 係数 ■

(電 源 電 圧,温 度,プ ロセ ス)

パ ッ ケ ー ジ情 報 端子 配置 図 ■ ■ 流 用:

端子 名称 ■ 、 テ キ ス ト 、

梱 包仕 様 ■ イ メ ー ジ 、

熱抵 抗 ■ 専 用 フ オ ー マ

熱特 性 ■ ッ ト(EDI

F等)

CAD関 連 機 能記 述(HDL) ■ 流 用3

ロ ジ ッ ク ■
`

テ キ ス ト 、

タ イ ミ ン グ ■ 専 用 フ オ ー マ

SPICE ■ ッ ト(EDI

回 路 シ ンボ ル ■ F,SPIC

部 品 外 形 形 状 シ ン ボ ル ■ E,IBIS

パ ッ ケ ジ(フ ッ ト シ ン ポ ル) ■ ,VHDLそ
IBIS ■ の他)

その他 価 格 ■ 流 用 ‡

(資 材 、 品 質) ロ ッ ト 番 号 ■ テ キ ス ト

部 品故 障 率 ■

EIAJ ■

JEDEC ■

説 明:■:要 求 の あ っ た 項 目
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望 まれ てい る 。これ に関連 して 、シンボル に関す る情報 をEDIF1)等 の共通 フォー

マ ッ トで の提 供 の 可能 性 を検 討 す る必要 が あ る。

b)論 理 シ ミュレー ション

論 理 回路 にお け る論 理 検 証 お よび タイ ミング検 証 に 、論 理 シ ミュ レー タの利

用 が 増大 して い る。 この論 理 シ ミュレー タに入 力 す る情 報 と して 必 要 とな る の

が 、各 デバ イス の シ ミュ レー シ ョンモデル で あ り、モデ ル を記述 す る言 語 と して

はVHDLI)やVerilogHDL2)等 が標 準言語 と して定着 しつつ あ る。これ らの シ ミュ

レー シ ョンモ デル は 、 メー カやVAPよ り提供 され て は い る もの の 、ご く一 部 の

デ バ イス に限 られ た状 況 で あ り、ツール の 利用 者側 で 不 足 す るモ デ ル 作成 に か

か る工数 は 多 大 で あ る。 この 工程 にお け る設 計効 率 の さ らな る向上 は 、ツール

の機 能 が あ る程 度 の レベ ル に達 した今 、メーカ側 か らの モ デ ル の提 供 が 強 く望

まれ てい る。

c)回 路 シ ミュ レー ション

回 路 にお け る アナ ログ 的 な振 る舞 いを解 析 す る ツール と して 、SPICEモ デル

に よ る もの が 最 も多 く利 用 され てい る。このSPICEモ デル に 関 して も上記b)で

述 べ た状 況 と同様 で あ り、各 デ バ イス でのSPICEモ デ ル の 提供 が メー カ側 に望

まれ て い る。

d)PCBレ イア ウ ト

PCBの レ イア ウ ト作 業 にお い ては 、利用 者 は初 めに使 用 す るデ バ イス の パ ッ

ケー ジ形 状 ・寸 法等 をデー タブ ック よ り抽 出 し、レ イア ウ トツー ル の デバ イス ラ

イブ ラ リに登 録 す る こ とが 必 要 であ る。この ライブ ラ リの登 録 作 業 を軽 減 す る

た め 、各寸 法 値 をパ ラ メ トリックなデー タ と して 提 供 され る こ とが望 まれ て い

る。 これ に関 連 して 、形 状 デ ー タに 関す る情報 をEDIF等 の共 通 フ ォー マ ッ トで

の 提 供 の可 能 性 を検 討 す る必 要が あ る。

e)伝 送線 路 解析

伝 送線 路 の解 析 にお い て は、そ の伝送線 路 モデ ル にIBISフ ォー マットを採 用 す

る ものが 増 え て い る。この よ うな ツール を利 用す る上 で各 デ バ イス のIBISモ デ

ル の提 供 が望 まれ て い る。

(2)総 括

EDAツ ール に必 要 な情 報 に 関 し、今 回 の調査 では 多 くの情 報 提 供 の要 望 が あった。

しか しな が ら、調 査 期 間 の制 限 もあ り、本 報告 書 にて すべ て の 要望 が網 羅 され た わ け

で は ない と考 え る。

また 、今 後の 集積 回路 技術 とEDAツ ール の進 歩 に伴って 、さ らな る情 報提 供 の 要 望

が 増 大 す る もの と考 え られ る。 したが って 、この 分野 にお い て は 、今 後 とも メー カ 、

EDAベ ン ダ、VAPに よ る連 係 を密 に した継続 的 な調 査お よび検 討 が必 要 と され る。

1)EDIF・Elect・i・ ・1D・t・1・terchang。F。 。m。t

1)VHDL・VHSIC(=VeryHighSpeedlC)HDL

2)V・ ・il・gHDL・V・ ・il・gH・ ・dw・ ・eDescripti。nLang。 。g。
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4ド キ ュメン ト電子 化 ツー ル調 査

4.1一 貫 処 理 シ ステ ム適 合 性 調査

ド キュメ ン トの電 子 化 に伴 い 、世 の中 は 、DTPに よ るWYSIWYGの 環 境 に お い て ドキ ュ

メ ン トの 出版 が入 力 、編 集 か ら、フ ィル ム製版 、 も し くは コン ピュー タ ・ツー ・プ レー トの

ダ イ レ ク ト製版 に よ る印刷 まで 可能 となって きて い る。

一 方 、WG2の 調 査 結果 に よれ ば 、実 際の デー タブ ックの ユー ザ が希 望 す る情 報 提 供形 態

は 、い わ ゆ る電子 出版 され た ものか ら、必要 な テ キス トデー タやCADラ イブ ラ リデ ー タま

で 、オ ン ラ イン ドキュメ ン トと してCD-ROMや イ ン ターネ ットな どの回 線 を通 じて 直接 素

材 デ ー タの入 手 を希 望 して い る こ とが判 明 してい る。

これ らの前 提 条 件 を理 解 した 上 で 、世の 中 に は これ らの 電子 デ ー タ交 換(EDI)に 役 立 つ

もの と して どの よ うなDTPシ ス テ ムやSGMLツ ール が存在 す るの か、WGOお よびWG1の

調 査活 動 の一 環 と して調 査 した 。

4.1.1調 査 対 象 ツ ー ル の 種 類

現 在 、 ド キ ュメ ン トの 電 子 化 ツ ー ル の 一 つ で あ り、デ ー タ ブ ック制 作 に も利 用 され て い る

主 なDTPシ ス テ ム は 次 の とお りで あ る 。

(1)PageMaker

(2)Quarkxpress

(3)Interleaf

(4)FrameMaker

(5)MS-Word

(6)J-Star

き ら に 、電 子 化 され た ド キ ュ メ ン トの デ ー タ を 利 用 して 、例 え ば 、SGMLデ ー タ を 活 用 し

た 電 子 ブ ック の 制 作 や 、オ ン ラ イ ン ・パ ブ リッシ ン グ が 展 開 可 能 と な る 下 記 の よ う な ツ ー ル

も 出 現 し始 め て い る 。

(7)DynaText

(8)Interleaf<SGML>Tool

4.1.2調 査 結 果

各 シス テ ム の 主 な機 能 と対応 機 種 は 下記 の とお りであ る。な お 、参 考 ま で に 、各 シス テ

ムの 作業 環 境 デ ス ク トップ ・イ メー ジや 出力 サ ンプル を添付 す る。

(1)PageMaker

機 能

・ 組 み 版 処 理 を意識 した 数値 入 力 に よる正 確 な レ イア ウ トや 、ス タ イル シー トの活 用

や 、個 別 に作 成 した複 数 ファイル のデー タ をま とめて 、目次 、索 引 、最 終 編 集 をす る

ブ ック機 能 も可能 。

・ ス ポ ッ トカ ラー に よ る4色 分 版 出力 が可 能(プ ロセ スカ ラー はV .5か ら対 応)。

・ 文字 中心 の 場合 は 、ス タ イル設 定 を厳 密 に行 うことでで きる場合 もあ る が 、一 般 的 に

固 定 ボ ックス とい う概 念 が ない た めに、定 型文 書 の場 合 で も単 純流 し込 み の処 理 がや

りに くい。
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・ る トー リー 編 集 で テ キ ス ト レベ ・レの 検 索/置 換 や ス ペ ル チ ェック が 可 能 ・

.ペ ー ジ 削 除 ・移 動 や 柔 軟 な レ イ ア ウ トの 必 要 な ドキ ュ メ ン ト作 成 に 対 応 。

・ 特 殊 フ ォン トを イ ン ス トー ル しな い と オー バ ー バ ー の 文 字 ス タ イ ル 指 定 が で き な い 。

・PS/EPS出 力 が 可 能 。

・SGML対 応 で な い 。

対 応 機 種

・Macintosh 、IBM/PC互 換 機(MS-Windows)で 利 用 可 能

'ニ フ
7イ ル 編集 オプシ ョン ペ ージ き式 エ レメ ン ト 表示 ノ
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●MSM51C256A

●交流 特性(2/2}
(Vcc=5V±1001..Ta=O・-70℃}注 記1.2.3

項目 記号

MSM

51C256A・70

MSM
51C256A'80

MSM

51C256A・10 単位 注記
Mn. Max, Mm. Max. Mln. Max.

ライト命令パルス幅 tWP 15 一 15 『 20 一 ns

一

ラ イ ト命 令 、礪 リー ド時間 tRWL 20 『 20 一 25 一 ns

ライト命令、彌 リー ド時間 tCWL 20 一 20 一 25 一 ns

デ ータ入カ セッ トア ップ時 間 bS 0 一 O 一 0 一 ns 10

デ ータ入力 ホール ド時間 tDH 15 一 15 一 20 一 ns 19

疏 からのデータ入力ホール ド時間 tDHR 55 一 60 一 75 一 ns

て庸 、ライト命令遅延時間 tCWD 20 一 20 一 25 一 ns ア

彌 、ライト命令遅ぱ時間 tRWD 70 一 80 一 100 一 ns

,÷

7
'

カラムア ドレス、 ライ ト命 令遅延時 間 tAWO 35
一 40 一 50 一 ns

蘭 からのリー ド命令ホール ド時間 tRRH 10 『 10 一 10 一 ns

τ_

8
9

斑 セットアップ時間(《涼 ビフォア

酌
tCSR, 10 一 10 一 10 一 ns

《涼 ホール ド時間(斑 ビフオア聴) tCHR 30 =} 36 } 30 一 ns

彌 プリチャージ、《漏 アクティブ
時間

t即C 10 一 10 一 10 一 ns

斑 ブリチャージ時間(民 ピフォア

頁雨 カウンタテス ト)
tCPI 40 一 40 一 50 一 ns

斑 プリチャージ時間

注記:L

2

3

4

5

6

電源投入後、

フ レッシュ・

交流特性 の{

タイミングl

VIHとVtLの1

測定負 荷条{

tRCD(最 大f

ん。 もしtR〔

tRAD(最 大'

ん。 もし!ω

tWCS・tCWD

点 ではあ り

子 はハ イイ

tRWD(最 小

tD、デー タ,

とな ります,

lRRHとtRCHt

■ タ イ ミ ン グチ ャー ト

● リー ドサイ クル

tRC

MSM51C256A●

7.

8.

9.t`)FF(雌 ヒ大f

10.こ れ ら の パ

リ ー ドモ デ

VlH－冊

VIL－

_V旧 －CAS

VIL－

ヒ即

V{H-AO
-A8

VIL－

㎏錦

tRAS

tRCD

tRAH tASC

tRSH

tCAS

tCAH

tRP

ROW

tAR

Column

tCFV,

tCPN

VIH－躍

VIL－

D。、,V・H-

VOL－

tRCS

tRAC

tAA

tRnH

tCAC

teしz

tRCH

Ope"

t)FF

ValidData

唖 甘 。r'・"

図4.2:PageMaker出 力 サ ンプ ル
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(2)QuarkXpress

機 能

●

■

■

●

●

●

数 値入 力 に よる正 確 な割 付 レイア ウ トがで き る。

プ ロセ スカ ラー に よ る4色 分 版 出力 が可能 。 ・

文字 の検 索/置 換や スペ ル チェックが可能 。

ス タ イル シ ー ト機 能 が利 用 可能 。

特 殊 フ ォン トを イ ンス トー ル しない とオー バ ーバ ー の文 字 ス タイル 指 定 が で きな い 。

PS/EPS出 力 が 可能 。

SGMLenablerで 一 部対 応 。

対 応機 種

Macintosh、IBM/PC互 換 機(MS-Windows)で 利 用 可 能 。

`フ7イ ル9冥 スタイル アイテム ページ 表示 補助
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HN27C4096AG/ACCシ リ
262.144・werd×16・bitCMOSUVErasableandProgramrnableROM

ズ

HITACHI

HN27C4096Aシ リーズは,as速 アクセ ス ・高速 プログラ ミングを特 長とする紫外淑消去電気的邊 さ込み可籠 な〕56L

ワー ドx16ピ ッ トEPROMで †.サ ブ ミクロンtt細hll工 枝婿と高速回路1没」「技術 を駆使する ことに より高速性 とUttlJ't

および スタンバ イ時の低 洞費電 力化を実現 しました.SO2S6,6SO20等 」)t6ピ ッ トマ イクロコンピュータの幽遠ぬ杣を

mい た システム設計に 最適で†.プ ログラ ミンダでは,4ワ ー ド〈64ピット)同 時書 さ込み をittう ベ ージプ ログラミ

ングモー ドも使)ll可 能であ り,更 に援助側 で書 さ込みができま†.パ ッケージはCcrd|p'40pmの 他に♂《両案2・1・型窓r・「

パ7ケ ージであ るJLCC44pmも サポ ー トしま†.一 一
●高速 で†.

ア クセス的間;10《 厨`2〔Wl5〔 ㎞(mu)

●低 消費電 力です.

スタンバイ節:5μW∫typ)

動 作時:3SmWtMHi《typ)

●Am高 信傾度 ベー ジプ ログラミングお よび高 速高 煽Φ度 アUグ ラミング

プ回グラム電圧=+12.SVD.C.

プログラム時間:3.Sscc〔mln}(ベ ージプログラ ミング理迫WD

● リー ド,プ ログラム両 モー ドで 入出力がrrLコ ンパチブル

●ピン配置=40ピ ン∫EDEC繧 鵡.44ピ ン▲LCCJ£DECほ ゆ

●製品・別モー ド:メ ーカと品 箪の自助認識

●tlN27C4096C}ICCシ リー ズと完全 コンパ チブルー
笛品名 アクセス瞬間 バッケ一 己

HN27C4096AG・10 100ns 600m日40

HN27C4096AG・12 120ns
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(3)Interleaf

機 能

・ グ ラ フ ィック 処 理 や カ ラー 処 理 が で き る 。

・ 長 大 ド キ ュ メ ン ト処 理 や 表 機 能 に 優 れ て い る 。

・ 表 も含 め 、 文 字 の 検 索/置 換 や ス ペ ル チ ェック が 可 能 。

・ 割 付 レ イ ア ウ トの た め に コ ン ポ ー ネ ン ト/カ タ ロ グ/ブ ック機 能 が 使 え る ・

・ 文 字 の 上 付 き/下 付 き 、ア ン ダ ー パ ー や オ ー バ ー バ ー の 文 字 ス タ イル 指 定 が で き る 。

・ ペ ー ジ 削 除 ・移 動 や 柔 軟 な レ イ ア ウ トの 必 要 な ド キュ メ ン ト作 成 に は 不 向 き 。

・PS/EPS出 力 が 可 能 。

・Interleaf<SGML>オ プ シ ョン/Interleaf<SGML>ToolでSGMLに 対 応 。

対 応 機 種

・HP9000/S・ ・/IBMRISCSy・t・m6000等 のOp・nWi・d・w・/X-Wi・d・w・/M・tif等 の 環 境 で 利

用 可 能 。
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図4.6:lnterleaf出 力 サ ン プ ル
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、

(4)FrameMaker

機 能

・ グ ラフ ィック処理 や カ ラー編 集 が で きる
。

・ 大 量 ドキュメン ト処 理 や 表機 能 に優 れ てい る
。

・ 表 も含 め 、文字 の検 索/置 換 や ス ペル チェックが 可能 。

・割 付 レイ ア ウ トの た め にス タ イル シー トや テン プ レー ト機能 が使 え る 。

・ 文 字 の上 付 き/下 付 き 、アン ダー パー や オー バー バ ー の文 字 ス タ イル 指 定 が で き る。

・PS/EPS出 力 が可能 。

・FrameBuilderでSGMLに 一部 対応
。

対応 機 種

・HP9000/Sun/IBMRISCSystem6000等 のOpenWindows/X -Windows/Motif等 の 環 境 で 利

用 可 能 。

・Macintosh
、IBM/PC互 換 機(MS-Windows)で 利 用 可 能 。
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(5)MS-Word

機 能

・ あ る 程 度 の グ ラ フ ィック 処 理 や カ ラ ー 編 集 が で き る 。

・ 表 機 能 に 優 れ て い る
。

・ 表 も 含 め 、 文 字 の 検 索/置 換 や ス ペ ル チ ェッ クが 可 能 。

・ 割 付 レ イ ア ウ トの た め に ス タ イル シ ー トや テ ン プ レー ト機 能 が 使 え る 。

・ オ ー バ ー バ ー の 文 字 ス タ イ ル 指 定 が で き な い 。

・ ペ ー ジ 削 除 ・移 動 や 柔 軟 な ド キ ュメ ン ト構 造 の 必 要 な ド キュ メ ン ト作 成 に は 不 向 き 。

・SGMLAuthorforMS-Wordを 利 用 す れ ば
、SGMLに 一 部 対 応 して い る とい え る 。

対 応 機 種

・M㏄intosh 、IBM/PC互 換 機(MS-Windows)で 利 用 可 能 。
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MicrosoftのSGMLAuthorと 間 違 ツー ル ソ7ト

Microsoft社 は 、SureStyle《lftterleaf社)とEnactor

(SoftQuad社)を 、MsWordの 姉 妹品 と して位 置付けてい る.

両 ソフ ト共 に、MsWor・dに ア ドオ ン して使用 可能.

Word

テ ン プ レー ト

DTD

コ ンバー ト

準備作業

DTDと スタイルの関連付け

'SureStyle

Authorに バ ン ドル

Word

テキス ト

アソシエーション

フ7イ ル

SGML

コンバー ト

エラー有

パ ー ザ

*1

エラー無

SGML

文書

注釈付加文書

エラーの 修正

nactor(SofヒQt

*2

d社)

*1変 換エラー(DTD不 適合)に 判 りやすい注釈付き文書

*2Enactor(SoftQuad社):変 換エラーの修正ツール

図4.8:SGMLAuthorforMS-Word
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(6)J-Star

機 能

・ あ る程 度 の グ ラフ ィック処理 がで きるが
、処 理 ス ピー ドが遅 い 。

・ 大 量 ドキュメン ト処理 や ファイル 管理機 能 に優 れ てい る
。

'割 付 レイ ア ウ トの た め にス タイル シー トや テ ンプ レー ト機 能 が使 え る
。

〔 専 用 シス テ ム で奉 る た め
、一 部 のデ ー タに互換 性 がな く、流 用 しに くい 。

・ オ ー バ ー バ ー の 文 字 ス タ イ ル 指 定 が で き な い の で 必 要 に 応 じ専 用
フ ォ ン ト を イ ン ス

トー ル す る 必 要 が あ る 。

対 応 機 種

・J-Star
、Sun、Windowsで 利 用 可 能 。

テーブルのサ ンプル

項目 シンボル 値 単位

ペ ース電圧 VCBO 一150 V

電圧 VCEO _110 V

ベ ー ス電圧 面 10 V

電流 IC _123 ㎡
電流 IB 一223 頑
電力 PC 3 mW

温度動作温度 乃 23 ℃

許容温度 Tk 一55～125 。C

回路図のサ ンプル

D2

⌒

各 種 足 文 字ABC足 文字ABC足 文f:ABC足 文字ABC足 文字Aロc

各 種 肩 文 字ABC眉 文字ABCJFI文¥nec肩 文字ABC肩 文字ABC

図4.9:GV出 力 サ ン プ ル
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(7)DynaText

機 能

.市 販 さ れ て い る ド キ ュメ ン ト作 成 ツ ー ル で は あ る が 、い わ ゆ るSGMLベ ー ス の 電 子 化

ド キュ メ ン ト作 成 ツー ル で あ る 。

・SGMLテ キ ス トを そ の ま ま 受 け 付 け る対 話 型 ビュー ア で あ る。

・ イ ン デ ッ ク ス 作 成 機 能 が あ る 。

.TIFF、CALS仕 様 、CCITT/G4、CGM等 、 画 像 デ ー タ フ ォー マ ッ トに 対 応 して い る 。

.下 記 の ツ ー ル を 組 み 合 わ せ る こ と でSGMLベ ー ス の 電 子 化 ド キュメ ン ト制 作 環 境 を構

成 で き る 。

-DynaText(SGMLビ ュ ー ア)

-DynaTag(SGMLタ グ 付 け 支 援 ツ ー ル)

-DynaBase(SGMLを 前 提 と した デ ー タ ベ ー ス ツー ル)

-DynaWeb(SGML/HTML変 換 ツ ー ル)

対 応 機 種

.UNIX 、Wi。d。w,、M。,i。t。,hで 利 用 可 能.た だ し 、M・ ・i・t・・hは 英 語 だ け 対 応 ・

・一 一 ご't●}c:"r.'二?'「1'1'≡ ご▲一二:こ",':

OesktopPublishingSystems':'

i'.・ ・FgMし

一 「'・ ・q
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叉
HardCOPV
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F‖les

い …・…
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lndexer

:DγnaText:M

・.Electronic;;'

BookLibr8

」」o董

図4.10:シ ス テ ム 構 成 図
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電気的特性

■概要

US凹51C256AI3、 シ リ⊃ ンゲ ー トプ0セ ス技 術 によ り開 発 され た

262.144ワ ー ドx1ビ ッ トの ダイナ ミ ックRA】 で5V単 一 電 源 で 作動

し.入 出力ほTτしコンパチブル になっています.

■特長
・ シ リ⊇ ンゲ ー ト、3層 ポ リ シ リコ ンCUOS.1ト ラ ンジ ス タメ モ リセ

ル

●262.144ワ ー ドx1ビ ッ ト構 成

・5V±10駕 単一 電源 4
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図4.11:DynaText画 面 イ メ ー ジ
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OK1電 子デバイス

MSM51C256A

262144-Word×1-BitDYNAMlCRAM

■概要

MSM51C256Aは 、 シ リコ ン ゲー一合トプ ロセ ス技 術 に よ り開 発 され た262,1・llワ ー ドxlビ ノ トの

ダ イ ナ ミ ックRAMで5V単 一 電 源 で 作動 し、入 出力 はTＴLコ ンパ チ ブ ル に な っ て い ます 。

■特長

●

●

●

シ リコ ン ゲー ト、3層 ポ リシ リコ ンCSIOS、1ト ラ ン ジ ス タメモ リセ ル

262,144ワ ー ド×1ピ ッ ト構 成
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図4.12:DynaText出 力 サ ンプ ル
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(8)Interleaf<SGML>オ プ シ ョン/Tool

機 能

・ 市 販 され て い る ド キ ュメ ン ト作 成 ツ ー ル で は あ る が 、い わ ゆ るSGMLベ ー ス の 電 子 化

ド キ ュ メ ン ト作 成 ツ ー ル で あ る 。

・DTDの 作 成 と変 更 や 、新 しいDTDの イ ン ス トー ル が で き る 。

・SEMASoftwareTechnology社 のMARK-ITバ ー サ を 使 用 し、DTDとSGMLイ ン ス タ ン

ス を パ ー シ ン グ で き る 。

・ ア プ リ ケ ー シ ョン 開 発 に 有 効 な 情 報 を 提 供 す る た め に 、DTDとSGMLイ ン ス タ ン ス を

分 析 で き る 。

・SGMLフ ァ イ ル をWYSIWYGのInterleafド キ ュ メ ン トに イ ン ポ ー トす る た め に 必 要 な

DTD毎 の イ ン ス タ ン ス プ ロ セ ッサ を 作 成 で き る 。

・DTDに よ って 定 義 され た 構 造 の と お りInterleafSGMLド キ ュ メ ン トを 作 成 す る た め の

テ ン プ レー トを 作 成 で き る 。

・SGMLド キ ュ メ ン トの レ イ ア ウ ト情 報 を提 供 す る た め の カ タ ロ グ を 作 成 で き る 。

・ 下 記 の ツー ル を 組 み 合 わ せ る こ と でSGMLベ ー ス の 電 子 化 ドキ ュ メ ン ト制 作 環 境 を 構

成 で き る 。

-SGMLエ デ ィ タ

ーSGML属 性 エ デ ィタ

ーDTDビ ジ ュア ラ イ ザ

ーSEMASoftware社 製MARK -ITパ ー サ

ーInterleaf<SGML>Tool

対 応 機 種

・HPApollo9000シ リ ー ズ700/800
、Sun4、SunSPARCstationで 利 用 可 能

・IBM互 換 機Windowsで 利 用 可 能
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図4.13:Interleaf5<SGML>作 業 工 程

4.1.3今 後の 課題

いず れ のDTPで もな ん らか の意 味 で ドキュメ ンテ ー シ ョンや 印 刷 の電子 化 に は役 だ って

い るが 、印刷 され た段 階でせ っか く素材 と して 用意 され たCADデ ー タや テキ ス トデ ー タな

どの電 子 化デ ー タの交 換/流 用 が 阻 まれ て い る とこ ろに 問題 が あ る。

認識 してお く必要 が あるの は 、DTPに お け る最 終媒 体 は印刷 物 で あ るとい うこ とで あ る。

制 作 工程 で は デ ジ タル デ ー タで持 って いて も印刷 され た ドキュメン トそ の もの は ア ナ ログ

で あ る。そ のデ ジ タル デ ー タをデL--Lタベー スに リン ク させ よ うが 、SGMLに 出力 で き よ う

が 、そ れ らはあ くま で もオプ ションで あ り、制 作段 階 で も負 荷 を軽 減 す る もの以 上 の こ とは

期 待 で きな い。

不 特 定の ユー ザ に対 して 同 じ情 報 を与 え るに は印刷 物 は優 れ た 手段 で あ るが 、DTPを 導

入 して制 作 コ ス トを削 減 して も、印刷 代 や保 管 コス トは あま り変 わ らな い。む しろDTPで

容 易 に ドキュメン トが 制作 で き る よ うになった分 、ドキュメン トの種 類 が増 え 、印刷 物 の総

量は 増 大傾 向 に あ るの が現 状 で あ る。

もち ろん 、紙 に 印刷 され た もの も最 小限 度必 要 で ある が 、これ か らは オ ン ラ イン 出版 の

可能性 を追及 してい く必要 が あ る。現 在 はPostScript(PS)が 電 子 出版 にお いて 広 く普 及 して

い るが 、これ は本 来PDLで あ り、目的 は あ くま で もペ ー ジ単位 の記述 内容 の印刷 にあ り、大

抵 の ド キュメ ン トに必 要 な索 引や 参 照機 能 ま で はカ バ ー してい な い。 これ をカ バ ー す るた
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めに は 、一 つ の選 択 肢 と してSGMLと い う答 えが 考 え られ る。

SGMLはISO認 定 の標 準 フ ォー マ ットで あ り、SGMLド キュメン トは タグ付 き 文 書 で あ る

た め に 、こ の タグ を 活 用 して検 索性 を高 め 、相 互 参 照 を可能 と して い る。ま た 、装 置 に依

存 しな い フォー マ ットで あ るの で汎 用性 が あ る。SGMLで 記述 され た ドキュメン トは 、通 常

オ ン ラ イン ・ドキュメン トと して の利 用 を前提 と して お り、そ の ビュー ア ・ソフ トも既 にい

くつ か開 発/発 売 され てい る。また 、グ ラフィック・フォー マットにつ いて は現 時点 で はCGM

とい う案 もあ るが 、仮 に 、PSイ メー ジを展 開す る必 要が あれ ば 、特定 の ラス ター イ メー ジ

プ ロセ ッシ ング(RIP)プ ログ ラム をSGML文 書 か ら呼び 出 して 処理 で きるマ ク ロ を記 述 す

る こ と も可 能 で あ る。

SGMLで は 、あ くま で も印刷 は オプ ションであ り、印刷 が必 要 で あれ ば 、SGMLか ら生 成

され た別 ファイル を フォーマ ッタで処 理 す る必 要 が あ る。ただ し、DSSSLやSPDLの 規 格 が

確 定 普及 して いな い た め 、今 後 の ア プ リケー ションの 開発待 ちで あ るこ とや 、SGML関 連

ツール の 現状 と制 作 工程 の 関連 性 も調査 して 、既成 の事 実 と して 普及 しつ つ あ るHTMLド

キュメ ン トの制 作/活 用や 欧 米 の動 向 も見な が ら、SGMLド キュメ ン ト制 作 ツー ル の 検 討 が

今 後 の課 題 と して 考 え られ る。

4.2文 書 作成 の 工程 要 素

前節 で は、文 書 作成 を単 一 の ツール によって統合 的 に行 う場合 につ い ての調 査 を行 った。

しか し、SGML化 され た 文 書 を作成 す る場合 は 、作業 工程 ご とに専 用 の ツー ル を組 み 合 わ

せ て使 用す る方が 一般 的 で あ る。その ため 、4.3節 お よび4.4節 にお いてSGMLツ ール の 調査

につ い て述 べ る前 に 、本 節 におい て文 書作成 のた め の作業工 程 につ いて解 説す る。なお 、文

書 の作 成 方 法 に こ うで な けれ ば い け ない とい うもの はな く、ここ で述 べ る作 業 工程 もい く

つ か あ る方法 の一 つ にす ぎない とい う点 に注意 して欲 しい。図4.14に 文 書作 成 の概 念 図 を

示 す。以 降 の 各節 で 、この 図に示 され てい る作 業 工程 お よび作業 ツール につい て解 説 す る。
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4.2.1文 書 記述(非SGML)

「文 書 記述(非SGML)」 とは 、DTP(DeskTopPublishing)ツ ー ル や ワー ドプ ロセ ッサ を用

い て非SGML文 書 を作 成 す る こ とで あ る。 これ は 文書 のSGML化 を行 う以前 の文 書 作 成 工

程 に相 当す る。作成 され た 文書 は 、各 ツー ル独 自のデ ー タフォーマ ットで保 存 され る。この

作 業 工程 で使 用 す る ツール は 、DTPツ ー ルや ワー ドプ ロセ ッサ で あ る。

4.2.2構 造 化文 書 の記 述

「構 造化 文 書 の記述 」とは 、DTDで 定義 され たSGML文 書 の構 造 に則 って 文書 を記 述 す

る こ とで あ る。具体 的 にはSGMLの タグ が付 い た文 書 を作 成 す る作 業 で あ る。こ こで の作

業 には 主 に次 の 二つ の形 態 が あ る。

(1)SGML文 書へ の 一括 変換

これ は 、DTPツ ー ル な どで 作成 され た非SGML文 書 を 、変換 プ ログ ラム に よ り

SGML文 書 へ変 換 す る作 業 で あ る。一般 的 に は 、非SGML文 書 の デー タフォー マ ット

とSGML文 書 の タグ との 間の 対応 付 け を行 う変換 テー ブル を定義 し、プ ログ ラム が変

換 テー ブル を参 照 して一括 変換 す る もの であ る。しか し、DTPツ ール で作成 され た全

て の情報 を 自動 的 にSGML文 書 ヘ マ ッピング す る こ とは一般 に 困難 で あ り、通 常 は情

報 の一 部 が失わ れ た り、人 間の 手作 業 を介 して 半 自動 的 に行 うのが 普通 で あ る。 この

作業 工程 で使 用 す る変換 ツール は、オー トタガー(AutoTagger)ま た は コ ンバー タな ど

と呼 ばれ る。

(2)対 話的 なSGML文 書 の作 成

これ は、非SGMLの 文書記 述 と同様 に 、ワー ドプ ロセッサ等 を用 いて対 話 的にSGML

文 書 を作成 す る作業 で あ る。非SGMLの 文書記 述 と異 な るの は、主 に次 の2点 で あ る。

・ 文 書 を どの よ うに表 示 す る か といった レイア ウ ト情 報 を記 述 しな い。

・ 作 成 した デ ー タが タグ付 け され たSGML文 書 の形態 に な って い る。

この 作業 工程 で は、ユ ー ザ がSGMLの タグ を入 力 しなが ら文 書 を記 述 す る な らば 、

通 常 のDTPツ ・一一・Lルや ワー ドプ ロセ ッサ を 用い るだ け で よ く、SGML専 用 の ツー ル は い

らない 。しか し、多様 な種類 の タグ を入力 しなが ら文 書 を作 成す る こ とは非 常 に 煩 雑

な 作業 で あ るた め 、SGMLエ デ ィタ、SGMLオ ー サ リング ツー ル な ど と呼ば れ る ツー

ル が存在 す る。これ らの ツー ル は 、SGML文 書 を作 成 してい る とい う こ とを、な るべ

く入 力者 に意識 させ ない よ うに 支援 す る もので あ る。具体 的 には 、入力 時 に その 時 点

で入 力 可能 な タグ を教 えて くれ るな どの支 援機 能 を持 つ ものや 、あ らか じめ用意 され

た 文書 の テ ンプ レー トを埋 め る こ とに よ りSGML文 書 を生成 す る もの な どが あ る 。

4.2.3構 造 化の 検証

「構 造化 の検 証 」とは 、作成 したSGML文 書 がDTDに 則 って正 し くタグ付 け され て い る

か ど うか を検 証 す る作 業 で あ る。 この作 業 で使 用す る検 証 ツー ル は 、バ ー サ と呼 ば れ る。

バ ー サ専 用 の単 体 ソ フ トウェア も存 在 す るが 、SGMLエ デ ィタや オー トタガー な どの ツール

内にバ ー サ機 能 と して組 み 込 まれ て い る場 合 も多 い。

4.2.4文 書 のデ ー タ ベー ス化

「文 書 の デー タベ ー ス化 」とは 、作 成 したSGML文 書 をデー タベ ー ス な どの情 報 管 理 シ
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ス テ ム に蓄 積 す る作業 で ある 。SGML文 書 を蓄 積 す る目的に は 、主 に 次 の よ うな こ とが考

え られ る。

・ 大 量 のSGML文 書 を複 数 人 で 作成 す る際 に 、文 書の編 集 時 にお け る排 他 制御 やバ ー

ジ ョン管 理 な どの文 書管 理 を行 う。

・ 蓄積 され た 情報 を好 き な ときに 、欲 しい情 報 だけ を取 り出 して加 工 し、一 つ の情 報 か

ら様々な二 次的 文書 を作 成す る。(例 えば 、一つ の情報 か らデ ー タ シー トとデ ー タブ ック

の 両 方 を作 成 した り、紙 に印刷 す るだけ で な く、CD-ROM用 のデ ー タや イ ン ターネ ッ

トで提 供 す るデ ー タを作成 す るな どの応 用 が 考 えられ る。)

・ 大 量 のSGML文 書 の 中か ら、欲 しい文 書/項 目を高速 に検 索す る これ らの 作 業 で使 用

す る ツ■一・・ル は、SGML文 書 格 納用 に 開発 され た デー タベ ー ス管 理 シス テ ム(DBMS)や

全 文検 索エ ン ジ ンな どが あ る。

4.2.5レ イア ウ ト記 述

SGML文 書 自体 は 、文 書 の 論理 構 造 を定義 した だ けで あ り、文書 が どの よ うに表 示 され

る の か といった レイア ウ ト情 報 につ い て はい っさい 定義 され て い な い。「レイ ア ウ ト記 述」

とは 、SGML文 書 の 各 タグ を どの よ うに表 示 す るの か を定義 す る作 業 で あ る 。一般 に一 つ

のSGML文 書 は 、 目的 に応 じて複 数 の レイア ウ トで表示 され るた め 、 レイア ウ トご とに複

数 の ス タイル 定 義 を記 述 す る 。この作 業 で使 用 す る レイア ウ ト記 述 ツー ル は 、ス タ イル エ

デ ィタな ど と呼 ばれ る。ス タ イル エデ ィタは 、独 立 した単体 ソ フ トウェア と して 実 現 され て

い る こ とは まれ で あ り、ほ とん どの 場合 、次 姉 で述 べ る ビュー アお よび フォー マ ッタの一部

の機 能 と して 実現 され て い る。

4.2.6SGML文 書 の 出 力

「SGML文 書 の 出力 」 とは 、ス タ イル 定義 に従ってSGML文 書 を レイ ア ウ トし、紙 や 画 面

等 の 物理 媒 体 に 出力 す る作業 であ る。この作業 で使 用す る ツール の うち、紙 に印 刷 す る もの

を フォー マ ッタ、画 面 に表 示 す る もの を ビュー ア また はブ ラウザ と呼ぶ 。ビュー ア に は 、任 意

のDTDのSGML文 書 を表 示 可能 な汎 用 ビュー ア と、特 定のDTDのSGML文 書 専用 の ビュ一一

アが あ る。例 えば 、イ ン ターネ ットのWWWク ラ イアン トとして 用 い られ てい るMosaicは 、

HTML専 用 の ビュー アで あ る。

4.3SGMLツ ー ルの 調 査

4.3.1概 要 お よび 目的

前 節4.2で は一 般 的 なSGML文 書作 成 の流れ と、支援 ツール につ い て解 説 した 。 しか し、

SGMLの 支援 ツール は ま だ広 く普及 して い るわけ では な く、各 ツール が どれ だ け の機 能 を提

供 して い るの か を 知 るの は容 易 では な い。新 聞/雑 誌 な どの メデ ィアにお い て もSGMLツ ー

ル に つ い て議 論 され る こ とは 、ほ とん ど皆 無 で あ る。SGMLツ ール を導入 して い る企 業 も

い くつ か 存在 す るが 、製品 を網羅 的 に検討 したわ けで はな く、自分た ちの使 用 して い る ツー

ル の 他 は 、 どの よ うな機 能 を提 供 して い るのか わ か らない のが 現 状 で あ る。ア メ リカ合 衆

国 で は 政府 主 導 で 公 的 文書 のSGML化 が進 め られ た こ ともあ り、多 くの ツー ル が 市販 され

て い る が 、そ れ らの うち、 日本 語 の扱 え るツー ル が どれ くらい あ るのか も不 明 で あ る。

した がって 、EDSCで は、この よ うな状況 を改善 す るため 、どの よ うなSGMLツ ール が世'
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の 中に 存在 す るか を網 羅 的 に調 査 す る こ と と した 。 この 調査 で は 、実 際 に使 用 した 実績 の

ある ツール で あ るか ど うか に 関 わ らず、まずSGMLツ ー ル に何 が あ るの か を知 る こ とを 第

一 目的 と した。

4.3.2調 査 方法

調 査 は 「付 属 資料H.EDSC/WG1ド キュメ ン ト作 成 の 作業 工程 にお け るSGML各 種 ツー

ル の調 査 表 」に 示す ア ンケー ト用紙 をEDSC委 員 会WG1の メンバ ー に送 付 し、記入 して も

ら うこ とで行 った 。なお 、ア ン ケー ト用紙 は 、図4.14に 書か れ て い る作業 工程 ご とに ツー

ル を分類 し、ツール の評 価 結 果お よび ツー ル に必 要 な機 能 要件 を 自由形式 で回 答 して も ら

う ことに した 。この ア ンケー トは 、社 内外 を問 わず、な るべ くSGMLツ ー ル を 利 用 して い

る人 に回答 して も ら うこ とを原 則 と した が 、SGMLツ ー ル の利 用者 はそれ ほ ど多 くな い た

め、カ タ ログ等 の スペ ックを参 照 した だけ で もよい こ と と した。

4.3.3調 査 結 果

アン ケー トの 回答 結 果 を ま とめた もの を 「付 属 資料1.SGMLToolの ま とめ 」に示 す。

4.4ツ ー ル 間 の接 続 性 の調 査

4.4.1概 要 お よび 目的

前節4.3で 、SGMLツ ー ル の網羅 的 な調 査 につ い て述 べ た。この調 査結 果 か ら もわか る と

お り、SGML文 書 を作成 す るま での全 て の作 業 工程 を 、一つ の ツール で支 援 す る もの は存在

しない 。つ ま り、実際 の現 場 に ツー ル を導入 す る場 合 、複 数 のSGMLツ ー ル を組 み合 わせ て

利 用 しなけ れ ば な らな い 。 しか し、前 節 の調 査 で は ツー ル の 一つ 一つ に焦 点 が 当 て られ て

いた た め 、ツール 同 士 を組 み 合 わせ た場 合 に問題 な く動作 す る か ど うか は不 明 で あ る 。ま

た 、カ タログ スペ ックだ けに頼 って いた情 報 も多 いた め 、実 際 に利 用 した 際 に 問題 点 が生 じ

る こと も考 え られ る。そ のた め 、SGMLツ ー ル の接 続 性 に つ いて 調査 す る こ と と した 。今

回 は 、カ タ ログスペ ック よ りも実際 にSGMLツ ール を使用 して い る人 の意 見 をな る べ く取

り入 れ るよ うに配慮 した。その た め 、複 数 のSGMLツ ー ル を導 入 して い る事例 を最優 先 の

調 査対象 と した 。また 、ア ンケー ト用紙 は 、ツール を開発/販 売 してい るベ ン ダ等 に も配布

した。

4.4.2調 査 方法

調 査 に用 いた ア ン ケー ト用紙 を 「付 属 資料J.SGML対 応 ツー ル の調 査 」に示 す。前 回の

調 査 と同様 に 図4.14で 分類 され た ツー ル の種 類 毎 に調 査 を行 ったが 、ツー ル ー つ一 つ に対

しての設 問 が 非 常 に細 か くなってい る点が 異 なってい る 。また 、設 問 はカ タログ スペ ックに

は あま り現 れ ない が 、実 際 にSGMLツ ール を導入 しよ う と した場 合 に問 題 とな る点 をな る

べ くピックア ップ す る よ う心 が けた。特 に 、今 後EDSCの 開発 す るDTD(ま たはEDSCの 作 成

指針 に基 づ くDTD)に 則 ったSGML文 書 を作 成 す る こ とを考 えた 場合 、任 意 のDTDを 扱 え

るか ど うか は非 常 に重 要 な 問題 で あ る。ま た 、ツー ル の扱 え るDTDの 形 式 が 、ツール の接

続 性 を判 断 す る上 で の非 常 に重要 なポ イ ン トともな る。そ のた め 、扱 えるDTDに 関 す る質

問は 、各 ツー ル の随所 で行 った(ツ ー ル 共 通 の質 問 、コ ンバ ー タの変換 可 能 なDTD、 フ ォー

マ ッタ/ビ ュ・・一一・アの 取 り込 み 可能 なDTDの 形 式 な ど)。ま た 、SGMLの タグ 名 の長 さの 制 限 、

扱 え るファイル サ イズ の制 限 な ど、カ タログス ペ ックで は軽 視 され が ちだ が 、実 際 に ツー ル
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を運 用 す る 場合 には 必 ず 問題 とな る事項 を盛 り込 ん だ 。なお 、今 回 の調 査 の 最 大 の 目的で

あ る 、ツー ル の接 続 性 につ い ては 、事 例 を 中心 に 自由形 式 で記 入 して も ら うこ と と した。

4.4.3調 査 結 果

「付 属 資 料K.SGML文 書作 成 ツー ル の 相 互接 続 の概要 」に示 され る よ うに 、 ツー ル の

接 続 性 を 図 に ま とめ た 。この 図 で、矢 印 で結 ばれ て い るツール は過 去 に,接続 した 実績 の あ

る ツール で あ る こ とを示 して い る。な お 、個 々の ツー ル に関す るア ン ケー トの 回答 結 果 は 、

付 属 資料Kの 「SGML前 処 理 ツール ー覧 」お よび 「SGML後 処 理 ツール ー 覧 」にま とめ たの

で 、各 ツー ル の 詳 細 を知 りた い場合 は そ ち らを参 照 して欲 しい。

4.5ま と め

4.1節 、4.3節 、4.4節 にお いて 文書 作 成 に 関す るツー ル の調査 を行 って きた が 、 ここで は

その 調査 結 果 をま とめ 、ツー ル の現 状 お よび今 後 の課 題 を考察 す る こ ととす る 。

4.5.1一 貫 した 作 業 ツー ル の現状

4.1節 に お い て 、文 書 作成 の全 工程 を一 貫 して 支援 す るツール と して 、主 にDTPツ ール

を調 査 した。 これ らの調査 か ら分 か った こ とをま とめ る と、次 の よ うに な る。

(1)DTPツ ー ル の 多 くは細 か な レイア ウ トをWYSIWYG(WhatYouSeeIsWhatYouGet)

の ユー ザ イン タフェー スで指 定す るこ とが で きる。この こ とはSGMLツ ー ル に比 べ 、画

面 上 で紙 へ の 出力 結果 を確 認 しなが ら作 業 がで き る とい う利点 が あ る。そ の 反 面 、レ

イ ア ウテ ィング の作 業 に多大 な 時間 が かか る とい う欠点 が あ る。なお 、紙 へ の印刷 に

関 して は 、DTPツ ー ルの 方がSGMLツ ール よ りも品質 が高 い(こ れ はSGMLツ ー ル が

開 発 され て か らの期 間 がま だ浅 い た めで あ り、今 後改 善 され てい くもの と思 わ れ る)。

(2)あ るDTPツ ール で作成 した文 書 の レイア ウ ト情 報 を、完全 に他 のDTPツ ー ル へ 変換

す る こ とは 困難 で あ る。他 のDTPツ ール とのデ ー タ交 換 を唱 った ツー ル にお い て も、

100%情 報 を交換 で き るわけ で はな い。

(3)文 書 の素 材 と して用 意 され たCADデ ー タ等 の情 報 は、DTPツ ー ル に取 り込 ん だ段 階

で 、紙 へ の印刷 に必 要 な情 報 だけ に なって しま う。つ ま り、CADの シ ミュレー ションに

必 要 な情 報 等 は失 われ て しま うこ とに な る。これ らの こ とが 、電 子 化 デ ー タの交 換/

再 利 用 を阻 む 一 因 とな る。

4.5.2SGMLツ ー ル の現 状

4.3節 、4.4節 にお け るSGMLツ ール の 調 査 か ら分 か った ことを ま と め る と、次 の よ うに

な る 。

(1)日 本語 に対応 したSGMLツ ー ル は少 ない 。ま た 、それ らの ツー ル も試 験 的 に使 われ て

い るの が現 状 で あ り、実 際 に業務 に導入 した事 例 は さらに少 な い。

(2)任 意 のDTDに 対応 した製 品が 少 な く、それ が ツール 間の接 続性 を阻む 一 因 となって い

る。

SGML宣 言 ま で 自由に変 更で き る製 品は皆 無 に等 しく、SGML宣 言 を変 更 で き るツー

ル で も宣言 の記 述 に何 らかの制 限 が ある 。ま た 、任 意 のDTDへ の対応 を唱 った ツー ル

にお い て も、完 全 に動 作 を確認 したDTDの 種 類 は少 な いのが 現 状 で あ り、今 後 新 た

に作 成 す るDTDが 問題 な く動 作 す るか どうか は不 明で あ る。
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(3)SGMLエ デ ィタな どの入 力 ツール に 、十 分 な機 能 を備 えた もの は な い。

現 在 、製 品 化 され て い るSGMLエ デ ィタの 多 くは、次 に入 力可 能 なSGMLの タグ を

ガ イ ダン ス して くれ る形 態 の もの で あ る。 しか し、この よ うな ツール を使 うに は 、あ

る程 度SGML全 般 の知識 や タグに 関す る知 識 が必 要で あ り、誰 で もが気 軽 に入 力 で き

る とい う もの で はな い。例 え ば、HTMLの よ うなそれ ほ ど複 雑 で な いSGML文 書 を入

力 す る場 合 で も、あ る時 点 で入 力 可能 な タグ は 多い ときで20数 種類 あ る 。この よ う

な 多 くの タグか ら適切 な タグを選 択 させ る作 業 を 、一 般 のユー ザ に強 い る こ とは現 実

的 で はな い 。つ ま り、現 在 のSGML入 力 ツー ル ではSGMLの 教 育 を受 けた 専 門 の入 力

者 が前 提 とな って しま う。

理 想 的 に は 、DTPツ ー一・ル を扱 うの と同様 のWYSIWYGの ユー ザ イン タ フェー スで

入 力 す る と、タグ付 け され たSGML文 書 を出 力す るものが 望 ま しい(な お 、SGML文

書 を どの よ うに レイア ウ トす るか は通常 一 意 には 定ま らない ため 、画 面表 示 に適 した

代 表 的 な 文 書 レ イア ウ トに合 わせ た簡 易 的WYSIWYGに な る こ とは や む を得 な い)。

例 えば 、(デ ー タシー トの形 態 は あ る程 度 限 られ るた め)、ユー ザ が 文書 の テ ンプ レー

トをい くつ か作 成 し、それ を埋 め てい くと最終 的 なSGML文 書が 作成 され る ツール な

どが 考 え られ る。

現 状 で は 、任 意 のDTDの 扱 える入 力 ツール で これ らを実 現す るのは 困難 で あ るが 、

固 定 的 なDTDを 用 い た もの で あれ ば 、い くつ か の ツール が 出 始 め て い る 。例 え ば 、

Microsoft社 のInternetAssistantは 、同社 の ワL-・一ドプ ロセッサMicrosoftWordの 環境 下 で 、

且TML(HyperTextMarkupLanguage)文 書 を編集 す るこ とが で きる。ユーザ はHTMLの

タグ を全 く意識 す る こ とな しに 、HTML文 書 を画 面ヘ レイア ウ ト した 状 態(プ レビュー

した状 態)で 、HTML文 書 を編 集 す る こ とが で き る。

現在 のDTPツ ール や ワー ドプ ロセ ッサ は 、非 常 に豊 富 な機能 を有 して い るが 、これ

らの機 能 は一 朝 一 夕で で きあが った もので は ない 。長 い年 月ユ ー ザ の豊 富 な意 見 を取

り入 れ 、バ ー ジョンアップ を重 ねて 開発 され て きた もの であ る。新 規 にSGMLエ デ ィタ

を 開発 した場 合 、これ らの 豊 富な機 能 を直 ち に取 り入 れ る こ とは非 常 に 困難 で あ り、

む しろ既 存 のDTPツ ール や ワー ドプ ロセ ッサ の 中に 、SGMLの 編 集機 能 を取 り入 れ る

方 向 の方 が有 望 で あ る と思 われ る。その 意 味 で 、InternetAssistantな どの ツー ル は今

後 の ツー ル の動 向を 考 え る上 で参 考 とな る。

(4)SGML文 書 を格 納 す るデー タベ ー ス等 の文 書管理 シス テム に、十 分 な機 能 を備 え た も

の は ない 。

今 回調 査 したSGML文 書 用の デー タベ ー ス(DynaBase、InterleafRDM)は 、主 にバ ー

ジ ョン管 理 や複 数 人 で文 書 を執筆 す る際 の排他 制御 管理 な ど、文 書 単位 での 管理 を指

向 した製 品 で あ る。っ ま り、SGMLの タグ レベル の構造 をデー タベ ー ス の 中に マ ッピ

ン グ して 管理 す る もの では な い。一方 で 、SGML文 書 を様 々な文 書へ と変 換 し、再 利

用 す る こ とを主 目的 と したデ ー タベー ス は 、ほ とん ど製 品化 され て いな い のが 現状 で

あ る(今 回 は詳 しい調査 は で きな かったが 、Texcel社 のlnformationManagerの よ うに

SGML文 書 の再 利 用 を指 向 したデ ー タベ ー ス も少 ない なが ら開発 され てお り、今 後期

待 され る と ころで あ る)。

(5)フ ォー マ ッタや ビュー アの 日本 語 表示 機 能 は不 十 分 で ある。
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日本 語 の 表示 で きる フ ォー マ ッタや ビュー ア はい くつ か あ る もの の 、行頭 に。、)な

どが来 ない よ うにす るな どの 各種 禁 則処 理 や 、縦書 き表 示 な ど、高度 な文 書 表示 を備

え た もの は皆無 に等 しい。また 、フォー マッタの多 くはfaTEXの 定 義 ファイル を出力 す

る とい う方 法 を採 って お り、そ れ らの ツー ルで は 必TbXで 可能 な レ イア ウ トしか出 力

で きない とい う状 況 となって い る。

4.5.3今 後 の 課 題

本節 で は 、半導 体 情報 のSGML化 を進 め る上 で 、今後 考慮 して いか なけ れ ばな らない ツー

ルに関 す る課題 につ いて 述べ る。

(1)少 ない事 例

日本 にお い て は 、大 量 のSGML文 書 を扱 った シス テ ム の事例 自体 が 少 な い 。EDSC

の活動 の よ うに多 くの メー カの 多種 多様 な文 書 を統合 し、大量 の デ ー タを処 理 す る事

例 は 、国 内 で は皆 無 に等 しい 。これ ら を実現 しよ うと した場 合 、市販 ツール の組 み合

わせ だ けで シス テ ム を実現 す る に は無 理 があ る。そ の ため 、市販 ツー ル 間の接 続 を支

援 す る ツー ルや 市販 ツー ルの カス タマ イズ を行 うツー ル 、も し くは専 用 の シス テ ムな

どを開 発す る こ とを考 慮 すべ きで あ る。

(2)現 状 の ツー ル との棲 み 分 け の 問題

各 メー カ は絶 えず 半導 体 情 報の 文書 を作 成 してい るた め 、あ る 日突然 に現在 の 文書

作成 シ ステ ムか らSGML文 書 作 成 シス テムへ 移行 す る とい うこ とは不 可能 で あ る。し

たがって 、現 状 のDTPツ ール主 体 の文書 作成 システ ムか らSGMLツ ー ルへ の ス ムー ズ

な移行 を行 うに は ど うすべ きか を議論 す る必 要が あ る。 また 、現 状 で は完 壁 なSGML

ツ ール が開 発 され て い ない こ とを考慮 す る と、あ る程 度 の 妥協 も必 要 で あ る。当 面 は

DTPツ ー ル とSGMLツ ー ル との棲 み 分 け を考 え 、両 方 の ツ ー ル を併 用 してい くこ と

も考 え るべ きで あ る。

例 え ば 、Pinnaclesの あ る参加 企 業で は 、DTPツ ール で文 書 を作 成 し、そ れ らを変 換

ツ ール に よってSGML文 書 に変 換 してい た。SGMLの デ ー タはデ ー タベ ー ス に格 納 さ

れ 、主 に文書 の検 索 や他 社 とのデ ー タ交換 に用 い られ てい た 。なお 、SGML文 書 を紙

に印刷 す る場合 は 、SGML文 書 を再 びDTPツ ー ルのデ ー タ形 式へ 変換 して 、DTPの

機 能 を用 い て レイア ウ ト処 理 を行 い 、印 刷 す る とい う方 式 を採 って いた 。

この よ うなDTPとSGMLの 二 つ のパ ス を設 け て文 書 を作 成 す る こ とは、冗長 な処

理 を行 うこ とにな り、望 ま しい こ とでは ない 。 しか し、過 渡 期 にお け るSGMLツ ー ル

の導入例 と して参 考 にな る。今 後SGMLツ ー ル を どの よ うに導 入 して い くか は 、大 き

な課題 で あ る。

(3)WWW,HTMLの 普 及 に よる影 響

現在 、イ ンター ネ ット上 の資 源 を有 効利 用 す るマ ル チ メデ ィア ツー ル と してWWW

(WorldWideWeb)、Mosaicな どが普 及 してい る。これ らは 、 イン ター ネ ット上 の資 源

をハ イパ ー テ キ ス ト的 に探 索/取 得 で きる ソ フ トウェアで あ る。Mosaicな どのWWW

クラ イア ン トで表 示 可 能 なデ ー タは 、HTML(HyperTextMarkupLanguage)と い う

SGMLに 則 った言 語 で記 述 され てい る。WWWの 爆 発 的 な普 及 に伴 い 、HTMLに 関 連

した ツー ルが 多 く出 回 って お り、HTMLの 普 及が今 後SGML普 及の推 進 役 とな る可 能
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性 も大 きい 。

WWWク ライア ン トは、HTML専 用 の固定DTDし か処 理 で きない ため 、任 意 のDTD

を扱 うSGMLの 世界 とは個 別 に議 論 が な され て きた が 、近年SGMLへ の橋 渡 しとな る

ツール も開発 され始 めて い る。例 えば 、ElectronicBookTechnologies社 のDynaWebは 、

任 意 のDTDで 記 述 され たSGMLデ ー タを オ ンデ マ ン ドでHTMLへ 変換 す るWWW

サ ーバ で あ る。つ ま り、ユー ザ はDynaWebに ア クセ スす る こ とで 、任 意 のSGML文 書

をMosaic等 の ビュー ア で 見 る こ とが可能 にな る。

イン ターネ ットは 、ユ ーザ へ の情 報提 供 を 実現 す る上 で 、今 後有 効 な イン フ ラ とな

る こ とは確 実 で あ り、これ らWWW関 連 ツー ル とSGML関 連 ツー ル との 共存 を図 る

こ とが 重 要 であ る。
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5検 証

これ までの調 査 に よ り、各種DTPツ ー ルやSGML関 連 ツー ルの存 在 す る こ とは分 かった

が 、実際 にこれ らの ツー ル を利 用 してSGMLド キュメ ン トデ ー タを作 成 し、印刷 やCD-ROM

出版 、オ ンラ イン出 版 な どの可 能性 とその結 果 を 、一部検 証 で きた もの につ い て下 記 の と

お り報告 す る 。

5.1SGMLデ ー タの 作成 か ら印 刷 まで

5.1.1SGMLド キュメ ン ト制 作 工程

図5.1の 作業 工 程 に従 い 、SGMLの ドキュメン トを制作/出 力 す る。そ の概 略 作 業 手順 は 、

下 記 の とお りであ る 。

・ テ キ ス ト/グ ラ フ ィッ ク ス の 素 材 デ ー タ を 用 意

・ デ ー タブ ックの 構 造 を 分 析 して 、あ る 構 造 を想 定 したSGML宣 言(図5.2参 照)とDTD(図

5.3と 図5,4参 照)を 作 成

・ そ のDTDに 基 づ き 、 タグ を付 け 、文 書 イ ン ス タ ン ス(図5.5参 照)を 作 成 し 、グ ラ フィッ

ク ス デ ー タ(図5.6参 照)は 外 部 参 照 フ ァイ ル と して 用 意 し 、MARK-ITバ ー サ で 検 証

・ こ のSGMLド キ ュ メ ン トを 利 用 して
、次 の 三 通 りの 出 力 実 験(図5.7参 照)

-GRACEに よ る フ ォー マ ッテ ィン グ と出 カ

ーRTF変 換 に よ りMS-Wordで レ イ ア ウ ト し て 出 カ

ーtSTEX変 換 に よ り
、DVIフ ァ イ ル を用 意 し、PS変 換 して 出 力
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印刷
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図5.1:SGML作 業 工程
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〈dataseetdev■ ・凹S凹51C256A・V■.0.〉

<dv-name>MSM51C256A</dv－ ⑭e》

<dv-na皿e2>262,144-Word×1-BitDYNAMICR祖 く/dv-name2>

<ver》1A</ver>

〈bbbbkind■.01のV■ ・O・id■ ・01.〉

<bb-ttl》 ■ 概 要<1bb-ttl>

〈bk-minid富 ・Ol-OOI"〉

《contents》

〈sent>

〈para>MSM51C256Aは,シ リ コ ン ゲ ー トプ ロ セ ス 技 術 に よ り 開 発 さ れ た262,144ワ ー ドxl

ビ ッ トの ダ イ ナ ミ ッ ク ㎜ で5V単 一 電 源 で 作 動 し,入 出 力 は τrLコ ン パ チ ブ ル に な っ て い ま

す 。 《ゾpara>

<!sent>

</contents>

</bk-min>

</bb》

《bbbbkind・ ・02・V■.O"id"02・ 〉

<bb-ttl>■ 特 長<!bb司t1>

〈bk-minid"02-OO1・ 〉

<contents>

<1ists》

<1ist》

<1ist-mr>・<!1ist-mr>

〈list-t】 【〉

<contents》

<strg》 シ リ コ ン ゲ ー ト,3層 ポ リ シ リ コ ンcuclS,1ト ラ ン ジ ス タ メ モ リ セ ル</strg>

<!centents>

〈1list-t】 【〉

</1ist>

<!ist》

<tist-■r>'</1'ist－ 田r>

<1ist-tx>

図5.5:文 書 イ ン ス タ ン ス

一82一



DIN▲ ⊃VssCAS

紅

皿
≡

廓

勉

ね

由

地

圧
)

回

国
巨 妻

団
団

区 竺 同
区 婁 回
国

匡
5 団

回

国 』

VSS

へ
CAS

14DOUT

M

袖

A4

超

▲7

略
記

三

ね

皿

M

NC

氾

▲4

AlVOCA■A5

AO-A8

VOC

VS$一 ー一◆

CbI㎞
{
Butren

lnLetual

{
C蜘 ㎏r

Row

{
Butrers

T㎞㊤8
㎞

Refresh

C㎝ 嶋lO㏄k

Wα 嘘

D巾 α3

CoSumn

励

0口jpV● ●

M6mory

all$

↑iming

Gco匂 喧"冨

Wtite

C;ock

肋o

selecttr

input

BUffer

←Dotrr

BUtter

図5.6:グ ラ フ ィック ス ・デ ー タ

ー83一



テキス ト/

グラフィックス DTDの 作成
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Mark・lt

GRACEの デ フォ
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SGIVt.パ ーサ ー によ る

パ ー シ ング及 び変 換
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生成 され たDVIフ ァイ

ル をPostScript化

GRACE出 力
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lGRACE経 由出力1 lMS-WORD経 由出 力1 lLATEX経 由出力1

図5.7:出 力 手 段別 作 業 工程
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5.1.2出 力手 段 毎 の 出力 結 果検 証 と評価

出力手 段 毎 の 出力 結果 は下 記の とお りであ る。GRACEとMS-Wordに よる出力 結 果 には 、

laTEXに よる 出力結 果 には見 られ な いケ ア レス ミスが見 られ たが 、これ は一 部手 作業 が 入っ

てい る た めか もしれ ない 。ま た 、全 般 的 に フォン トが 明朝系 に なってい る の は 、デ フォル ト

の設定 の問 題 か も しれ ない 。

・ 図の 中 の名 称 が ゴシ ックで な く明 朝系 の フォン トになってい る。

・ 最 終 出 力サ ンプ ル に誤 字 脱 字 の ケ ア レス ミスが 発生 して い る。

・ 図 の キ ャプ ションが ゴ シック系 で な く明朝 系 であ る の と半 角 と全角 が 混 同 してい る 。

・ 見 出 しの フ ォン トが ゴシックで な く、一 部 、明朝 系 に なって い る。

(1)GRACEに よる 出力

・ カス タマ イズ しな け れ ば 、GRACEの デ フォル トDTDを 使 用 しなけ れ ば な らず、せっ

か く用 意 した オ リジ ナ ルのDTDや 文 書 実現 値 が使 え な い。

・ オ リジ ナ ル文書 実現 値 を活用 す るに は 、GRACEの デ フ ォル トDTDに 準 じて手作 業 の

変換 作 業 が 発生 す る。

・ 新規 の場 合 は 、GRACEの デ フォル トDTDに 基 づ いた 文 書 実現 値 を作 成 す る必 要 が

あ る。

・GRACEの デ フ ォル トDTDに 準 じた文書 に組み 版情 報 を付 加 す る必 要 が あ る
。

・ 出力 結 果 に下記 の不 具 合 があ る。

一 オー バ ー バ ー が サ ポ ー トされ て い ない の で
、表示 印刷 され な い(要 カス タマ イ

ズ)。

一 字 下げ の ス タ イ ル指 定 が な く
、下付 き文 字 のベ ース ラ イ ンが 通常 文 字 のベ ー ス

ラ イン と同 じに なって い る。

一 図 や表 がTIFFデ ー タ しか受 け付 け ない
。

一 特 殊 表 現 はサ ポ ー トされ てい ない
。

(2)MS-Wordに よる 出力

・ せ っか く用 意 した オ リジナ ルのDTDや 文 書実 現値 が 直接 利 用 で きなか った。

・ 実 際 にはRTFフ ァイル変 換 してMS-Wordに 取 り込 んで か ら、手作 業 で ス タ イル指 定

す る必 要 が あ る。

・ 出力結 果 に 下記 の不 具合 が あ る。

一 オ ーバ ーバ ーが まと もに表 示 印刷 され ない
。

一 表 機 能 が あ る の に 、TIFFデ ー タで 割 り付 け てい るの で 、パ ラ メ トリックデ ー タ

と して活用 で きない 。

(3)9TbXに よるPS出 力

・ 一 応用 意 した オ リジ ナ ルのDTDや 文書 実 現値 が使 え る
。

・ ⑭丁已X用 タグ変換 テ ーブ ルが必 要 で あ る。

・ 皿TDXフ ァイ ル をDVIフ ァイル化 した後 、PostScript化 して出力 す る必 要が あ る。

・ 出力結 果 と してオ ーバ ーバ ーが 表 示 印刷 され るが 、罫線 と重 なって い る もの が あ る。
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ΩKL電ヨー －
MSM51C256A
262.144・World×1-BitDYNAMICRAM

■ 概 要

MSMSI(:S6Aは 、 シリ コ ンゲhト プ ロセス技 術 に よ り開 発 され た262.144ワ ー ドXlビ ッ トの ダイナ

ミ フクRAMで5V単 一 電源 で作 動 し、入 出力lilTLコ ンパチ ブル にな ってい ます。

■ 特 長

● シ リコ ンゲ ー ト、3層 ポ リシ リコ ンCMOS,1ト ランジ ス タメモ リセル

●262.144ワ ー ド×1ピ ッ ト構 成

●5V±10%単 一電源

● 入 力:TTLコ ンパ チブ ル

● 出力:TTLコ ンパ チ ブル、 トライス テー ト

● リフ レ ッシュ:256回/4ms

● アー リ イラ イ ト動作 に よ り1/O共 通 可能

● 高 速 ペー ジモ ー ド、 リー ドモ デ ィフ ァイ ラ イ ト機 能

●CASピ フtアRASリ フ レ ッシュ、 ヒ ドゥン リフ レッシュ 、RASオ ンリ ィリフ レッシ ュ可能

● パ ッケー ジ:

18ピ ン290milプ ラス チ ックQFJ(QFJ18・P・R2soJEDEcABType)

16ピ ン300milプ ラス チ ックDIF(DPISP・300)

■ファミリ構成

ファミリ

MSM51C256A・70
MSMSIC256A●

MSM51C256ASO

MSM51C256A・10

■端子接続

M

Dni

WE3

認

知

ね

ふ

㏄V

VSS

CAS
/

t4Dour

13A6

舶

ltA4

細

細

WE3

ぷ

NC

A

由

DUtA●Vs5CAS

tt

AlV㏄A7▲5

㎞

M

配

M

幽
囚

司

A4

16ピ ンDSP IBピ ンOFJ

ピン名称 機能

Ao～ ん ア ドレス入力

イRAS ロウア ドレスス トローブ

`6AS, カラムア ドレスス トローブ
、.〆

伽 データ入力

晦 データ出力

WE) 一 ξL.■.4

図5.8:GRACE出 力 サ ン プ ル
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OKl 電子デバイス 回
MSM51C256A

262,144-Wordx1-BitDYNAMlCRAM

■概 要

MSM51C256Aは 、 シ リコ ンゲー トプ ロセ ス技 術に よ`)開 発 され た26

2,144ワ ー ドx1ピ ッ トのダイナ ミックRAMで5V単 … 電1原でf↑動 し、 入

出力 はTTLコ ンパ チブルにな って います.

■ 特 長

● シ リコンゲー ト、3層 ポ リシ リコ ンCMOS,1ト ラ ンジスタメモ リセ ル

●262,144ワ ー ド×1ビ ッ ト構成

●5V±10%肖{一 電源

●入力=↑TLコ ンパ チブル

● 出力:TTLコ ンパ チブル、 トライステー ト

● リフ レッシ ュ:256回/4ms

● ア ー リィライ ト動 作によ り1/O共 通 可能

●高速ペ ージモー ド、 リー ドモデ ィファイライ ト機能

●CASビ フ ォアRASリ フ レッシュ、 ヒ ドゥンリフ レ ッシ ュ、RASす ン リ ィ

リフ レッシュ可能

●パ ッケ ージ:18ピ ン2gemilプ ラ スチ ックQFj(QF」18・PR290jEDE

CABTypう16ピ ・30…1プ ・ ス チ ・ クDt・(1・1Plti・3・ …

■フ ァ ミリ構成

ファミ リ
アクセスタイム{最 大} サイクル タイム

(最小)

消費電刀

t}w: tAA tc柘 勤 作間(8大 成 福田鯖 滝 六)
MSM51C256A・70 70n5 35ns 20ns 140ns 357ξn,W

一

11mWMSM51C256A・60 60n3 40ns 20n⑨ 16◎ns 3025厄W

MSM51C256A・10 100ns 50ns 25ns 190ns 247ε ぴ内

■端子接続

図5.9:MS-Word出 力 サ ン プ ル(1)
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t

M51C256A●

A3

D川

w正

RAS

Ao

亀

Al

vこc

16ピ乎 り

≡[司

≡[司

NC回

A二

泣

VミS

15CAぎ

141).,1六

13Ac

A撒

11As

A～

Aで

D:t;A8VssCA§

D・」'or

A三

t4NC

13Ai

A4

‡命

AハVL-(1A;At

ノつ

18ピ叉
・J・」 節/

ピン名称 機能

A紬/ ア ドレス入力
'/、

1頭 ミ、 ロウア ドレスス トローブ
一(δ
AS♪ カ ラムア ドレスス トロー ブ

D刑 データ入力

DOUT データ出力

lWE'1 ライ トイネーブル

v66
司

電源(5V)

VSS グランド(命

NC 無 接 続 魑'・/

路構成.c)

`

図5.10:MS-Word出 力 サ ンプ ル(2)
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OKI電 子 デバ イス一
16777216-NYord×1-BitDYNAMICRAM

■概要

MSM5116100は,シ リコ ンゲ ー トC1fosプ ロセ ス 技 術 に よ り開 発 され た16.777,216ワ ー ドx1

ピ ッ トの ダ イ ナ ミ ックRAMで5V単 一電 源 で作 動 し,人 出 力 はTTLコ ンパ チブ ル に な ってい ます 。

■特長

・シ リ コ ン ゲ ー ト,4層 ポ リ シ リコ ンCMOS,1ト ラ ン ジ ス タ メ モ リセ ル

・16
,777,2ハ6ワ ー ド ×1ピ ッ ト構 成

・5V±1096単 一 電 源

・入 力:TTLコ ンパ チ ブ ル

・出 力:TTI 、コ ンパ チ ブ ル,ト ラ イス テ ー ト

・リ フ レ ッ シ ュ:4096回/64ms

・ア ー リ ィ ラ イ ト動 作 に よ り1/0共 通 可 能

・高 速 ペ ー ジ モ ー ド,リ ー ドモ デ ィフ ァ イラ イ ト可 能

・d(S;ピ フ ォ ア蘭 リ フ レ ッ シ ュ
,ヒ ド ゥ ン リフ レ ッ シ ュ,商 才 ン リ ィ リフ レ ッ シ ュo∫能

・テ ス トモ ー ド可 能

・パ ッ ケ ー ジ:

28ピ ン400milプ ラ ス チ ッ クSOJ(SOJ2&P-400}

28ピ ン400milプ ラ ス チ ッ クTSOP(TSOP2ルP-40〔 レK)

(TSOP2&P-40〔 〉-L)

■ファミリ構成

フ ァ ミ リ アクセスタイム(最 大) サ イクルタイム

(最小)

消費電力

tRAC tAA tCAC 動作時(最大) 待機時(最 大)

MSM511610〔L60 60ns 30ns 15ns IlOns 550mW

5,5mWMSM511610(レ70 70ns 35ns 20ns 130ns 495mW

MSM511610〔L80 80ns 40ns 20ns 150ns 440mW

図5.11:ぴ 王冠X出 力 サ ン プ ル(1)
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●MSM5116100

■端子接続(上面図)

蒜

蒜
齋

10

0

1

2

3

㏄

^

^

A

A

^

V

28ピ ンSOJ

VSS

DOLT

NC

CAS

NC

A9

8

7

6

5

4

磐

A

A

A

A

A

V

Vcc

Dls

NC

糀

RAS

All

10

0

1

2

3

㏄

A

A

A

A

A

V

28ピ ンTsop

(Kタ イプ)

VSS

DOuT

NC

CAS

NC

A9

8

7

6

5

4

∬

A

A

^

A

A

V

Vss

Doし:I

NC

CAS

NC

A9

"

幻

M

栢

糾

W

28ヒ'ンTSOP

(Lタ イプ)

V㏄

Dll

NC

WE

RAS

All

AIO

AO

Aハ

A2

A3

V㏄

ピン名称 機能

AO～Al1 アドレス入力

嬬 ロ ウ ア ド レス ス トロ ー ブ

CAS カ ラ ム ア ド レ ス ス トロ ー ブ

DIN データ人力
'

DoUT デ ー タ出 力

≡ ラ イ トイ ネ ー ブ ル

Vcc 電源(5V)

v5・ グランド(OV)

NC 無接続

注記:全 てのVccピ ンには同一一の電源電

圧を印加して下さい。また全てのVss

ピンにも同一の電源電圧を印加して下

さい。

図5.12:laTB?(出 力 サ ンプ ル(2)
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5.1.3今 後 の 課 題

(1)GRACEの 場 合 は 、フォー マ ッテ ィング処 理 の流れ で 、組 み 版情 報 に オ ーバ ー バ ーや 下

付 き/上 付 き の機 能追 加 や使 え るフ ォン トも追加 す る必 要 が あ る。

(2)手 作 業 に よ る誤 字 脱 字 を 防 ぐた め に も 、SGML文 書 を既 存 のDTPシ ス テ ム で も直接

扱 え、 タグ を活 用 した ス タイル指 定 や割 付 レ イア ウ ト自動 化の 必 要 が あ る 。

(3)HTMLド キュメン トの 交換 を イ ン ター ネ ットで試 行 す るに あ たって も、SGMLの 動 向

をに らみ なが ら、デー タ フォーマ ットの標 準 化 を検 討 す る必 要 もあ る。

(4)一 応 検 証 用DTDの 作成 にあたって は 、8種 類 のデv-一・タブ ックの 内容構 造 を分析 した が 、
一 部 の メー カ の内容 しか検討 され てお らず

、他社 のデー タブックやPinnaclesのDTDと

の 整合 性 を考 慮す る と、DTDの 見直 し修正 、も し くは 全面 的 に作 り直 す必 要 が あ る。

5.2WWWに よる情報提供実験

5.2.1WWWとMosaicの し くみ

WWW(WorldWideWeb)は1989年 に 、CERN(欧 州素 粒子 研 究 施設)の 提 唱 に よ り作成

され た 、個 人 で研 究 情 報 を蓄 積 し、発 表 す るた め の枠組 み で あ る。WWWの 形 式(各 種 の

ものが 可能)で 情 報 を記 述 してお き、それ をWWWの サー ビスア プ リケー シ ョン(httpサ ー

バ)の 動 い て い る コ ン ピュー タの 中 に置 いて お くと、イン ターネ ットを通 じて世 界 中か らア

クセ ス で き る よ うに な る。この 場 合 に使 用 す る高位 の情 報 転 送 プ ロ トコル が 、http(hyper

texttransferprotocol)で あ る。

WWWの ビュー ア(利 用者 側 でWWW情 報 を表 示 す るため の ソ フ トウェア)と して は 、米

国 のNCSA(NationalCenterforSupercomputerApplications)の 作成 した 、Mosaicが 広 く使 わ

れ て い る。Mosaicで は 、WWWに 限 らずgopher、WAIS、ftpな ど別 の形 式 の イ ン ター ネ ット

情報 サー ビス も同時 に利 用 で き るの で 、「モザ イ ク」の名 称 となった もの と思 わ れ る 。 しか

し、主 た る用途 はWWW形 式 の情 報 利 用 であ る。

WWWな い しMosaicに お け る基本 的 な情 報記 述 の形式 はHTML(HyperTextMarkupLan-

guage)で あ り、そ の名称 か ら分 か る とお り、あ る程 度SGMLと 関係 してい る。ハ イパ ー テ キ

ス トの 思 想 を採 り入 れ 、関連 す る複数 の ドキュメ ン トを リン クづ け る こ とが で き る。 リン

クづ け の参 照 先 の ドキュメ ン トの形 式 もHTMLで ある こと を基 本 とす るが 、WWWで は こ

こに 他 の形 式 の 文 書 ファイル(プ レー ンテ キス ト、PostScriptな ど) 、静 止 画 像 、動 画像 、音

声 、な い しgopher、ftp等 の 多種 イン ターネ ットサ ー ビスで あ る こ と も許 して い る。この 柔

軟性 が今 日Mosaicを 広 く浸透 させ てい る原 動 力 であ る。

な お 、HTMLで リン クす る他文 書 は 、同 じhttpサ ー バ の元 に あ る必要 は な く、WWWの

形 式 に合 致 すれ ば、別 のhttpサ ー バ に あって よい 。それ を参 照 す る場 合 な どに 、世 界 中 の

WWW文 書 を一 元 的 に指 定 す る記 法 が必要 に な る。それ を 、URL(UniformResourceLocator)

と呼 ぶ 。

URLは 、

http://xixi.rd.nacsis.ac.jp/fujitsu/index.html

の よ うな 形 式 で あ る 。httpの 部 分 は 通 信 に 使 用 す るプ ロ トコル 名 で 、httpの 他 にftp 、gopher、

WAIS、 丘leな ど を 指 定 で き る 。xixi.rd.nacsis.ac.jpの 部 分 は そ の 情 報 を 管 理 す るhttpサ ー バ
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の イ ン ター ネ ッ ト ・ホ ス ト名 で あ る 。fujitsu/index.htmlは 、 サ ー バ に お け る 目 的 文 書 の フ ァ

イル 名 で 、特 に ～.htmlの 拡 張 子 に よ り、 こ の ド キ ュ メ ン トがHTML形 式 で あ る こ と を 指 定

し て い る 。 他 に 、PS(PostScript)、GIF(画 像)な ど 各 種 を 指 定 で き る が 、 実 際 に 表 示 す る

の は 各 ユ ー ザ サ イ トのMosaic周 辺 ソ フ トの 責 任 で あ り、情 報 提 供 側 で は う ま く表 示 され て

い る か ど うか は わ か ら な い 。

5.2.2HTMLの 特性 を考 慮 した記 述

半導 体 デ バ イス情 報 をWWWに 載せ る には 、そ の 内容 をHTMLで 記 述 してや る必 要 が

あ る。理 想 的 に は 、これ はEDSCで 提 唱 す る一 般 的 な デー タ シー トの記 述 形 式 か ら、 自動

的 に生 成 され るべ きもの で あ る。

しか し、HTMLな い しMosaicに 内包 され てい る下記 の 特徴 ・問題点 か ら、数 ペ ー ジ以 上

にわた る半導 体 の デー タ シー ト/デ ー タブ ック全体 をHTMLに 変換 す べ き では な い 。

(1)Mosaicは 移植 性 の 観 点か ら、フォン トの 出 力機能 をユ ーザ の ウ ィン ド ウ表 示 機 能 で標

準 的 に使 用 で き る ものに 限定 してい る。そ の た め、英 字 につ いて 、文 字種 の制 限 、文

字 の大 き さの制 限 、文 字飾 りの制 限 が きっ く、上 付 き、下付 きの添 字 の あ る語 彙 の表

示 、数 式 の表 示 、表 組 の 表示 な どは不 可能 で ある。

(2)日 本 語 につ いて は さ らに条 件 が きつ く、数 通 りの大 き さの 明朝体 を使 用 で きる にす ぎ

ない 。

(3)HTMLは 、文書 を コン ピューータ画面 で 表示 す るこ と を基 本 に設計 され て い るが 、長 文

の 文 書 につ い て 、そ の判 読性 や使 い勝 手 は 必ず しも紙 媒体 よ り良 い とは い え ない 。そ

のた め 、数 ペ ー ジ を超 え る文 書 では 、Mosaicに よ り画面 表 示で読 ませ る こ と 自体実 用

的 で は な い。

(4)HTMLで は 、ハ イパ ー テキ ス トの思 想 か ら、複 数 の文 書 を リン クづ け、渡 り歩 い て参

照 で き る よ うに な って い る。 しか し、そ う した 文書 の利 用法 自体 、人 間が 心 地 よ い と

思 う原 則 に かな ってい る か ど うか 検証 で きて お らず、無 条 件 には採 用 で きな い 。

一言 で ま とめ る と、既 存 の半 導 体デ ー タシー トをHTMLで 記 述 す る こ とは 、表 示機 能 上

の 制約 か ら困 難 で 、また 、た とえそれ が 可能 で あって も、コン ピュー タ画 面 の使 い勝 手 の 問

題 か ら、有 用 性 は低 い の であ る。 したが って 、デ ー タシー トのHTML化 は 、WWWの 特性

に合 わせ て紙 媒 体 とは別 に設 計 す る必 要 が あ る。

5.2.3HTMLに よ る半導 体 情報 記 述

Mosaicの 特 性 に合 致 させ るた め には 、数 十行 の短 い広 告 と同 じよ うな形 式 で 、文 書 を構

成 す る こ とが 必要 で あ る。この よ うな短文 で は 、文書 の構 造 は失 われ 、む しろ 人 目を引 くた

め に どの よ うに レ イア ウ トを工夫 す るか に 力 点 は移 る。 これ は元 来 、SGMLやHTMLの 目

指 した思 想 と違 った使 用 法 で あ り、問題 は多 い の だが 、こ こでは それ・を論 ず る余裕 は ない 。

数 十行 程 度 で半 導体 デ ー タシー トを記述 す る こ とを考 慮 す る と、品名 と特 徴 を盛 り込 む

くらい がせ いぜ いで あ る こ とが わ か る。図5.13は その 例 で あ る。HTMLで<h1>、<h2>と

いった タグ は第 一 、第 ニ レベル の見 出 し(header)を 意 味 して い るが 、使 用 の 気 分 と して は

単 に大 きな文 字 が欲 しい 、とい うもの で 、文 書 の構 造 を指 示 して い るの で は な い。改行 や

パ ラグ ラフの 指 示 も、 レイア ウ トのた め に挿入 して い る。

図表 や 画像 はGIF形 式 の画 像 と して貼 りこん でい る。
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酔sOtyotion⑤ 理 窟吻ate4nnetate 飽和

DocumentTitle: 2さAu樹 銅 £0£D£A£b£A£1£6£6£白 £工£A£
,£¶£1£3£'

DocumentURL: flle'//localhost/trnp _mnt/usr/usr3/has/elisne士/fuj 国
画像処理用SPARCli七eMB86934

SPARCア ーキテ クチャVer.8に 準拠 した、SPARCli七eシ リー

ズ の最上位に位置する32ヒ'ッ トエンペ ッデ ドコン トローラてす。 浮動小数

点の行列計算 を多用する画像処理なと'に最適です。

概要

MB86934は32ビ ッ トエンペッデ ドコン トローラ"SPARCli七

eシ リーズ"の 新製品てあ り、SPARCli七eの ロー ドマップ。図1の 最

上位に位置 します。

MB86934内 蔵のFPUは 、SPARCア ーキテクチャVer.8と
互換性があるうえ、内蔵するFIFOお よびDMACと 組み合わせて使用す
ることによリ、データをベクトルとして処理することもできます。 このため

、特に浮動 」教 点の行列演算を多用する画像処理などに適 しています。

◎
特徴

●SPARCア ーキテクチャに準拠

SPARCア ーキテクチャVer.8に 準拠 してお り、micro

SPARCIIな と'のSPARCMPUと ソフ トウェアの互換性

があ ります。

図5,13:Mosaicに よ る 半 導 体 情 報 記 述

5.2.4Mosaicを 生 か し た 情 報 提 供

Mosaicの 特長 の生 き るの は 、む しろ紙媒 体 に と らわれ な い情 報 提供 形 態 を指 向 した場 合
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で あ る。図5.14はclickablemapの 技法 の例 で あ る。

携 帯 無 線機 の 各部 の半 導 体 デバ イス情 報 を提 供 す る の に、まず 無線 機 のブ ロ ック図 を表

示す る。そ して 、ブ ロック図の 一部 を ク リックす る と、対応 す る個 別 半導 体 の デー タシー ト

が表 示 され る ので あ る。

図5.15は 、最 終的 な情 報 表示 にPostScriptを 使 用 した 例 であ る。この場 合 、紙 の上 に レイ

ア ウ トされ た デー タ シー トと同 じ ものが 再 現 で き る。た だ 、次ペ ー ジを表 示 す るの に少 し

時 間 が かか るな ど一 覧 性 が 悪 く、ま た画 面 で は解 像度 の 点 で も問 題 が あ る。画 面 上 で は あ

くま で も内容 の チェック程 度 が可 能 で 、実 際 に文 書 を使 用 す る局 面で は 、お そ ら く紙 にプ リ

ン トされ る こ とにな ろ う。

情 報提 供 をPostScriptで 行 う場 面 で は 、もはやHTMLの 特 徴 は希 薄 で 、実質 的 な利 用形

態 は む しろ次節 で述 べ る ドキュメ ン トデ リバ リー シス テム に近 い もの に な る 。

5.3電 子図書館 システム による半導体情報の提供

5.3.1電 子 図 書館 シス テム とは

実 験 に使 用 した電 子 図書 館 シス テ ムは 、学術 情 報セ ン ター…が1994年 か ら実 験 的 に 実施 し

て い る電 子 図 書館 サ ー ビス の た めの ドキュメン ト・デ リバ リー ・シス テム(文 書 配布 シ ステ

ム)で あ る。

電 子 図書 館 で は 、主 に 紙 面情 報 を電 子 的 に配 布 す る こ とを 考 えて お り、紙 面 を静 止 画 像

と して 蓄積 、検 索 し、それ を高速 に配 布 す る シス テム で あ る。

シ ス テム構 成 は次 の よ うに な る。

まず、原 ファイル が 必 要 で 、大別 して 、画 像 情報 ファイル と、検 索す るた め の二 次情 報(イ

ンデ ックス情 報)か らな る。

ソフ トウェアは 、上 記 の情 報 管 理 ・検 索用 の デ ー タベ ー ス 管理 ソフ トウェア、お よびそ れ

を通 信 でユ ーザ サ イ トに届 け る電子 図書館 サ ーバ ソフ トウェア、ユ ーザ サ イ トで は、電子 図

書館 ク ラ イア ン ト ・ソ フ トウェア を使 用 す る。

5.3.2半 導 体 情 報の 試 用

学術 情 報セ ン ター の電 子 図書 館 シス テ ムで は 、画 像 フ ァイル は400dpiのMMR(TIFF)で

蓄積 して お り、二 次情 報 をORACLEデ ー タベ ー ス管理 ソ フ トウェアで 検 索 す る。学 会誌 な

どの論 文 を検 索 す る よ うに設 計 され た もの で あ るが 、そ こに半 導体 デ ー タシー トを搭 載 し

て試 験 的 に サー ビス を構 成 してみ た 。

図5.16が そ の 画 面例 で あ る。デ ー タシ ー トを め くる よ うな感 覚 で 、次々に ぺ ・一一ーージ表 示 が

で きる 。そ の速 度 はネ ットワー クに依 存 す る が 、LANの よ うな 高速 な ネ ッ トワー クを使 用

す る環 境 で次 ペ ー ジ参 照 は約0.5秒 であ る。比 較 的 に遅 い広 域 ネ ットワー クを通 した場 合 で

も、4秒 程 度 で あ る。

5.3.3流 通/配 布 の ネ ットワー ク

作 成/蓄 積 され た情 報 をユ ー ザ に利 用 して も らうた め には 情報 流 通/情 報 配 送 の仕 組 み が

安価 で手 軽 に利 用 で きる もの で な けれ ば な らな い 。最 近 利 用者 も増 え特 に注 目を集 め始 め

て い る イン ター ネ ットも この様 な仕 組 みの 一 つ の有力 な候 補 とな る。例 えば 、イン ター ネ ッ

トの利 用 に よ り今 まで懸 案 で あった利 用者 と情報 サ ーバ を1対1に 必要 に応 じて安 価 で手軽
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図5.14:clickablemapの 使 用 例

にネ ットワー ク接 続 す る とい う課題 は解決 した と言って良 いで あ ろ う。このた め各サ プ ラ イ

アが 作成/蓄 積 した情 報 を各 サ プ ラ イア 自らが イ ン ター ネ ット等 のネ ットワー クに 向か って
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図5.15:PostScriptフ ァ イル に よ る デ ー タ提 供

情 報 発 信 す る ことが比 較 的 簡 易 に行 え る よ うにな り、大 きな サプ ラ イア か ら、実 際 に そ の

様 な情 報提 供 サ ー ビス を は じめ る で あ ろ う と考 え られ る。 この様 な環 境 になれ ばユ ーザ は
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図5.16:電 子 図 書館 シス テ ム に よる半導 体情 報提 供 実 験

各 サ プ ラ イア の情 報 サー バ を渡 り歩 きなが ら情報 収集 を行 う こ とが で き る。 しか しな が ら

この様 に イ ン ターネ ットを情 報 流通/情 報配 送 の仕組 み と して利 用す る場合 に もさ らに 次 の

よ うな課 題 が 残 って い る。

(1)各 サ プ ラ イアの 電子 デバ イス情 報 を横 断 的 に検 索す る こ とがで きな い 。

(2)ユ ー ザ は情 報 サー バ 毎 に異 な る情報 検 索 のた めのユ ーザ イン タ フェー ス を使 わな けれ

ば な らな い 。

(3)ユ ー ザ は新 規 の情 報 サー バ の 出 現 な ど欲 しい情報 に 対 す る メ タな 情 報 に 注意 を払 わ

な けれ ば な らな い 。

(4)も し提 供情 報 が 有償 で あ る とす る とユ ーザ/サ プ ライア と もに課 金 の 管理 をそれ ぞ れ

の対 応 で行 わ な けれ ば な らない 。

(5)ユ ー ザ は各 情報 サ ー バ 毎 に 自分 の欲 しい情 報 を指 定 しな けれ ば な らな い。
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これ らの 問題 は扱 う情 報 が電 子 デバ イス に関 す る情 報 で あ るか 一般 の新 聞/雑 誌 記 事 で あ

るか に依 存 しな い 問題 で あ る。実 際 、新 聞/雑 誌 記 事 に 関 して この様 な 問題 を解 決 す るた め

のサ ー ビス が ア メ リカ合 衆 国 を 中心 に して既 に行 われ て い る。そ の一つ の例 を以 下 に示 す。

サー ビス提 供 会 社 名:Individual社

会社 所在 地1ア メ リカ 合衆 国 マ サ チューセ ッツ州 バ ー リン トン市

サー ビス 内容:

450以 上 の ニュー ス ソー スか ら毎 日届 くニュー スを 蓄積 し、毎 日各 購読 者 毎 の情報 フィル

タを通 して情 報 を個 人化 し電 子 メー ル/HTMLフ ァイル/フ ァックス等 の形 式 で送 付 す る。

サー ビス料 金:

い くつ か の サ ー ビス が あ るが 代表 的 なサ ー ビスFirst!(日 に平均10通 の ニュー ス配 送 を

受 け る)場 合 、年 間購 読 料 は約100万 円で あ る。この料 金 の 中 に は 当然 各 ニ ュー ス ソー ス

にlndividual社 が 支払 う著作 権 料 が入 って い る。そ れ以 外 の 費用 の主 な ものは情 報 を個 人

化 す る こ とに よる付 加 価 値 料 と考 えて い る。 この金 額 か ら して想 像 が で きる よ うに 、こ

の 会社 は現在 ア メ リカ 合衆 国 を 中心に企 業 ユ ー ザ を主 な ユー ザ と して い る。

電 子 デバ イス に 関す る情 報 に つ い て も同様 の サー ビス が ユー ザ に とって メ リットを与 え

る と考 え られ る し、この種 の サー ビスが ビジネ ス と して成 立 す る可能 性 が あ る。具体 的 に

は図5.17お よび 図5.18に 示 す シ ステ ム構 成 に よ り、情 報 の流 通/配 布 の仕組 み を順 次変 化 さ

せ て い くこ とが で き るの で はな い か と考 え られ る。
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6今 後の課題

実 質5か 月 とい う短 い調 査研 究期 間 で はあったが 、電子デ バ イス ドキュメン トの 「電 子化

の 基礎 固 め 」 とい う点 で 、当初 の 目的 は 、十 二分 に達成 で き た と思 え る。

ユ ー ザ ア ン ケー トの結 果 か ら、デ バ イス ユーザ の 開発設 計 、資材 、品管 担 当部 門 、ま た 、

EDAツ ー ル メー カ な ど、 ドキュメン トの ユー ザ全 て が 、ドキュメ ン トの電 子 化 を 、強 く望

ん で い る こ と も明 らか に な った 。

しか も、従 来提 供 して い た 情報 の電 子 化 だ け で は な く、直 接EDAツ ー ル に入 力 で き る

CADデ ー タや 、デー タ間 をハ イパー リン クで結ぶ な ど、紙媒 体 で は実 現 で きな いデ ー タ形

式 が 求 め られ て い る こ とが 、明 らか にな った 。

電 子 デ バ イス ドキュメ ン トには 、デ ー タシー ト、マ ニュアル 、カ タ ログ、製 品ガ イ ドな ど、

多 くの種 類 が あ る。

今 回 の調 査 では 、各品 種 間 、各 デバ イス メー カ 間で 、比較 的統 一 の とれや す い 、半 導 体 デ

バ イス デ ー タシー トを対 象 に 、構 成 要 素 と文 書構造 を調 べ た。

そ の結 果 、メモ リ、マ イコ ン、ASSP、 リニ ア、ディス ク リー トで は 、品種 間 、デ バ イス メー

カ 間 で も、比 較 的 、標 準 化 しやす い こ とが 確認 で きた 。

ま た 、PinnaclesPCISver.1.0と 比較 しなが ら、そ れ らの仮DTDと 、仮 タグセ ットも設 計

した 。

また 、試 行 で はあ るが 、SGMLを 介 した版 下の 作成 と、SGMLを 介 さず、直 接HTMLに

よって 、イ ン ターネ ットの 電子 図 書館 に入 力 し、端末 の 画像 か ら出 力 を確 認 した。

ツー ル の調 査 で は、

・ デ バ イス メー カ各 社 のDTPツ ール が 多様 化 して い るこ と。

・ 現 在 、DTPツ ール か らSGMLツ ール へ の汎用 的 な変換 ツール が な い こ と。

・SGML文 書 を 、版 下 、HTML、EPWINGな どへ 、包括 的 に変換 で き るツー ル が な い こ

と。

な どが 、明 らか にな った 。

汎 用DTPで 作成 した ドキュメン トを 、直接HTML文 書 に変 換 し、WWW、Mosaicへ 出力

す る ツー ル が 開発 され つ つ あ る こ とが 分 かった。これ は、SGMLを 介 さず とも、版 下や 、イ

ン ター ネ ットで の情 報 提 供 が 、包 括 的 に行 え る こ とを意 味す る。

なお 、本 研 究 活 動 で は 、ISO9000、PL/知 的財 産 権へ の対 応 、教 育 関連 の 環境 整備 な どに

つ い て は 、時 間の 制約 か ら、調 査 研 究 の対 象 か ら外 さ ざるを得 な かった 。

6.1標 準 化

6.1.1電 子 化 ドキ ュメン ト記 載 内容 の標 準 化

先 に述 べ た よ うに 、本 調 査研 究 で は 、調査 の 対象 を 、半導体 デ バ イス ドキュメ ン トの デ ー

タ シー トに 限 定 した 。

ア ン ケー ト調査 の 結果 、デ バ イス ユー ザやEDAツ ール メー カが 、従 来 の 内容 に加 え 、デ

バ イス の最 新 情 報 、生 産 中止 、仕様 変更 、価 格 、CADデ ー タな どの情 報 も要 求 してい る こ

とを確認 した 。

今 後 の課 題 は 、これ らの情 報 が公 開 可能 か 、可能 な場合 、社 内の 情 報提 供 体 制 を ど うす
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るか 、な どの検 討 を進 め る こ とで あ る。また 、半 導体 デ バ イスデ ー タシー ト以外 の ド キュメ

ン トにつ いて も、記 載 内 容 の 分析 、ユー ザ ア ン ケ ー ト、標 準 化 の 可能 性 を調 査 す る必 要 が

ある 。

6.1.2提 供デ ー タ形 式の 標準 化

ア ンケー ト調 査 の結 果 、現在 作成 して い る ドキュメン トのデ ー タ形式(テ キ ス トデ ー タ形

式 、イメー ジデー タ形 式 、プ リン ト出 力 フォーマ ットの形 式)が 、デバ イス メー カ間 で 異 なっ

てい る こと。また 、 ドキュメン ト電 子化 を要望 す るデ バ イス ユ ーザ 間や 、EDAツ ー ル メー

カ 間 で も、要 求 す るデ ー タ形 式 が 異 な って い る こ とが確 認 され た 。

今 後の課 題 は 、デー タ形 式 の互換 性 を 目的 に、テ キス トデ ー タ、イ メー ジデー タ、CADデ ー

タな ど、デー タ形式 の標 準 化 を進 め る こ とで あ る。

6.1.3電 子 化 ドキュ メン ト利用 環 境 の標 準 化

ア ンケー ト調 査 の結 果 、デ ー タシー トが 、デ バ イスユ ーザ の様 々な部 門の 、様 々な作 業 工

程 で 使 われ る こ とが明 らか に なった 。設 計 部 門 で は規 格設 計 、回路 設 計 、PCB設 計 に 、品

質 管理 部 門 では 受入 れ試 験 や 品質 管 理 に 、さ らに 、資材 ・購 買部 門 ではデ バ イス選 定 に使 っ

て い る。

ユ ーザ によって は 、入 手 した情 報 に社 内 の情 報 を付加 し、電子 デバ イス情報 管 理 シ ス テム

として シス テ ム化 した り、EDAツ ー ル 用 に、 ラ イブ ラ リを構 築 して い る こ と も分 か った 。

また 、 ドキュメン トユ ー ザ が 、多様 な利 用環 境(ソ フ ト、ハ ー ド)で 、ドキュメン トを利 用

して い る こ とも確認 され た 。

オ ンラ インや 、MO、CD-ROMで の情 報 に対 して は、情報 の加 工の しや す さ、速 い レス ポ

ンス 、デ ー タ取 込 み 時の デ ー タ圧 縮/伸 長 の標 準化 な どを 、期 待 して い る こ と も分 か った。

今後 の課 題 は、利 用環 境 の標 準 化や 、多様 化 した利用 環境 で も共通 に使 え るGUI(Graphical

UserInterface)の 標 準 化 であ る。ま た 、ハ イパ ー リン クに よる 関連情 報検 索 に 関 す る調 査 も

必 要 で あ る。

6.2文 書 の構 造性

本調 査 研 究 で は 、デ ー タシー トと して必 要 な構 成 要 素 の設 定 と、各 社 のデ ー タ シー トの

項 目/内 容 を分析 し、品種 間 な らび に メーカ 間 の ク ロス リファレンスを作 成 した 。ま た 、共通

項 目を抽 出 し、文 書構 造 を規 定 し、タグセ ットを設 計 した 。そ の 際 、各 項 目の デ ー タフォー

マ ットや 属 性 につ い て も考察 した 。

PinnaclesPCISver.1.1が 、1994年11月 に発 行 され た。

今 後 の課 題 は 、PCISver.1.1と の整 合 性 、今 回 対象 か ら外 した項 目の取 扱 い 、お よび デー

タシー ト以 外 の ドキュメン トの構 造 性 につ い て も検 討 す るこ とで あ る。

6.3情 報 管理 技 術 と してのSGML

今 回 の調 査 で 、DTP文 書 か らSGML文 書へ の簡 便 な 変換 ツール が整 って いな い こ と。ま

た 、SGML文 書 を 、版 下や 、HTML、EPWINGな どへ 、包 括的 に扱 え る ツー ル が整 って い な

い こ とな どが判 明 した 。

今 後 の 課題 は 、電 子 デ バ イス ドキュメン トの作 成 、利 用 にSGMLが 不 可避 か の議 論 と 、

SGMLを 採 用 す る場 合 、前 工程 、後 工 程 で必 要 な ツ ール を ど うす る か 、とい った点 か ら 、
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SGMLに つ い て 、深 く議 論 を進 め る こ とであ る。

6.4使 用 ツ ール の 整 備

ドキュメン ト作成 に は 、数多 くの社 内部 門が加 わってい る。ドキュメン ト部 門に加 え、回路

設 計 部 門 、デ バ イス設 計部 門、CAD部 門 、アプ リケー ション ・エ ン ジニ ア リン グ部 門 、パ ッ

ケー ジ部 門 、品 質 管理 部 門 、試 験部 門な どで あ る。今 回 、それぞ れ の部 門間 で の ツール の整

合 性 につ い て は 、調 査 を行 わ なかった 。今 後 は 、SGMLを 採 用 した場 合 の 、前 工 程や 後 工程

の ツー ル に加 え 、作 成 に かか わ る ツー ル の デー タ形 式 につ いて も検 討 す る必 要 が あ ろ う。

6.4.1前 工 程(情 報 の 作 成 、加 工)

今 回 、前 工 程 の 作 業 ツー ル の 現 状 を 調 べ 、次 の こ とが 判 明 した 。

・DTPツ ・一・一ル の 多 くは
、細 か な レ イ ア ウ トを 、WYSIWYG(WhatYouSeeIsWhatYou

Get)で 作 成 で き る 。

・ レ イ ア ウ テ ィン グ の 作 業 に
、多 大 な 時 間 が か か って い る 。

・ 紙 へ の 印 刷 に つ い て は
、DTPツ ・一・一・ル の 方 が 、SGMLツ ー ル よ り も 品 質 が 高 い 。

・DTPツ ー ル 間 で
、 デ ー・一タ変 換 が100%保 証 で き な い 。

・CADデ ー タ をDTPツ ー ル に 取 り込 む 場 合
、版 下 作 成 に 必 要 な 情 報 が 欠 落 す る 。

そ の た め 、今 後 の 課 題 は 、

・ ユ ー ザ が要 求 す る新 た な情 報 、デー タ形 式 を取 り扱 うため の ツー ル

・ 版 下 レイア ウ トと、オ ンラ インで の画 面 レイア ウ トとを分 け る場 合 、負 担 な しにそ れ

らを作成 、加 工 で き る ツー ル

・ 汎 用 のDTPか ら直接HTMLやEPWINGな どへ 変換 す る ツー ル

を 調査 研 究 す る こ とで あ る。

6.4.2デ ー タベー ス 化 に必 要 な情 報 加工 ・変換 ツー ル

ドキュメ ン トのデ ー タベ ー ス化技 術 と して 、SGMLへ の期待 は大 きい 。 しか し、今 回 の調

査 に よって 、次 の こ とが明 らか に なった 。

・ 日本 語 に対応 したSGMLツ ール が少 な い
。

・ 任 意 のDTDに 対応 した製 品が 少 な く
、ツー ル 間 の整 合性 が 悪 い 。

・ 入 力 ツー ル と して 、十分 な機 能 を備 えた もの がな い。

・'SGML文 書 を格 納 す る情 報管 理 シス テム が 、十 分 な機 能 を備 え てい ない 。

・ 多 くの メー カの 多種 多様 な ドキュメン トを、統 合 し、かつ 、それ ら大 量 なデ ー タを処

理 した 事例 が皆 無 で あ る。

そ の た め 、今 後 の 課題 は 、前 工程 ツール や 後 工程 ツール との整 合 性 や 、カ ス タマ イズ す

る ツール を さ らに調 査 し、専 用 シス テ ムの 開発 につ い て も検 討 す る こ とで あ る。

6.4.3後 工 程(再 利 用 、表示/出 力)に 必 要 な ツール

ア ンケー ト調 査 に よって、ドキュメン トユーザ が 、印刷物 に加 え 、オ ン ラ イ ン、MO、CD-

ROMで の情 報 提供 を求 め てい る こ と。ま た、オ ンラ インや 、CD-ROMで 情 報 を入 手す る場

合 、高 い検 索性 と、情 報 間の相 互参 照 機能 を要望 して いる こ とを確認 した 。

イン ター ネ ッ トWWW、Mosaicは 、オ ン ライ ンに よる情 報提 供 手 段 と して 、現 在 、最 も
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有 望視 され て い る。WWWに 載 せ るに は 、そ の 内容 をHTMLで 記 述す る必 要 が あ る。

また 、CD-ROM'に 出 力す る場 合 は 、EPWINGへ の 変換 が必 要 で あ る。

今 回 の調 査 で 、 これ らの 出力 を包 括 的 に扱 え る ツール が整 って いな い こ とが判 明 した 。

今 後 の課題 は 、次 の機 能 を もつ ツー ル を重 点 に 、汎 用 性 の あ る ツール につ い て 、調 査 研

究す る こ とで あ る 。

・SGMLを 採 用 す る場合 、版 下 レイ ア ウ トや 、画 面 レ イア ウ トの ビュー イ ング機 能 と、

簡 便 に修 正 ・加 工 が可 能 な機 能

・DTPツ ール か ら、直 接HTMLやEPWINGな どへ 変換 す る機 能

6.4.4流 通/配 布 の ネットワー ク

作成/蓄 積 され た情 報 をユ ーザ に利 用 して も らうた め に は、情 報 流 通/配 布 の 仕組 み が安

価 で手 軽 に利 用 で き る もの で なけれ ばな らない 。

最近 、利 用者 も増 え 、特 に注 目を集 め始 めてい る イン ター ネ ットも、この よ うな仕 組 み の

一 つ の有 力 な候 補 とな る。例 えば、 イン ター ネ ットの利 用 に よ り、今 まで 懸案 であった 利用

者 と情 報 サ ・一・一バ を、1対1に 、必 要 に応 じて 、安価 で 手軽 にネ ットワー ク接 続 す る とい う課

題 は 、解 決 した とい って よい であ ろ う。

この た め 、各 サプ ラ イア が作成/蓄 積 した 情報 を 、各サ プ ラ イア 自 らが イン ターネ ット等

のネ ットワー クに 向か って情 報発 信 す る こ とが 、比 較的 簡 易 に行 え るよ うに な り、大 き なサ

プ ラ イア か ら、実 際 に、そ の よ うな情 報 提供 サ ー ビス を始 め るで あ ろ う と考 え られ る。

この よ うな環 境 に なれ ば 、ユー ザ は 、各 サ プ ラ イア の情 報 サー バ を渡 り歩 き な が ら情 報

収 集 を行 うこ とがで き る。

しか しな が ら、この よ うに イン ター ネ ットを、、情 報流 通/情 報 配布 の 仕組 み と して利 用 す

る場合 に も 、さ らに 、次 の よ うな課 題 が残 ってい る。

・ 各 サプ ラ イアの 電子 デ バ イス情 報 を 、横 断 的 に検 索 す る こ とが で き ない 。

・ ユ ー ザ は 、情 報 サー バ毎 に、異 な る情 報検 索 の た めのユ ーザ イ ン タフェー ス を使 わ な

けれ ばな らない 。

・ ユー ザ は 、新 規 の情 報 サー バ の 出現 な ど、欲 しい情 報 に対 す る メ タな情報 に注 意 を払

わ な けれ ば な らない 。

・ も し、提 供 情 報 が有 償 で ある とす る と、ユ ー ザ/サ プ ラ イア と もに課 金 の 管 理 を それ

ぞ れ の対応 で行 わ なけれ ば な らな い 。

・ ユ ーザ は 、各情 報 サ ーバ 毎 に 、自分 の欲 しい情報 を指 定 しな けれ ば な らない 。

・ ネ ットワー ク レスポ ン ス

・ 数 十 ペー ジに わ た る ドキュメン トの取 扱 い。画 面情 報 とFTP(FileTransferProtocol)に

よ る ドキュメ ン トの 転送 とを併 用 す る な どの検 討 。

これ らの 問題 は 、扱 う情 報 が電子 デ バ イスに 関す る情 報 で あ るか 、一 般 の新 聞/雑 誌記 事

で あ るか に依 存 しな い 問題 であ る 。今 後 は 、これ らの課題 につ い て 、包括 的 に議 論 を進 め

る必 要 が あ ろ う。

6.51SO9000、PL、 知 的財 産権 へ の対 応

デ バ イス ユ ーザ の負 担 軽 減 と、受 注 活 動 を優 位 に進 め る こ とか ら、デ バ イス メー カ は 、

ISO9000に 対応 した社 内 体制 に変 えっ っ あ る。
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ISO9000に お い て は 、ドキュメンテー シ ョンが 中心 になって お り、電子 デ バ イス ド キュメン

トの 作成 、管 理 、運 営 も審 査 の対 象 とな って い る。

本 年7月 よ り、我 が 国 にお い て もPL(ProductLiability)が 施 行 され る。今後 、画 面 で のPL

表 示 、VAPに よ り加 工 され たデ ー タに関 す るPL責 任 の所 在 な どにつ いて 、検 討 す る必 要

が あ ろ う。

半 導体 をは じめ と した 電子 デバ イス ドキュメン トは 、知的 生産 物 の一つ で あ る 。今 後 、デ

バ イスユ ー ザ、あ る い はVAPで の電 子 化 ドキュメン トの再加 工 を許諾 す る場 合 、知 的 財 産

権 の 取扱 い が 重 要 な課 題 とな る。

6.6国 際 的 な標 準 シス テ ムへ の 拡張

今 回 の調 査研 究 で は 、和 文 ドキュメ ン トを 中心 に 、調 査 を進 めて きた 。

しか し、ドキュメン トを必 要 とす る電子機 器 ユ ーザ の 開発 ・生産拠 点 が 、国 際 的 に広 が っ

て い る。また 、電 子 デバ イス の 開発 ・生産拠 点 も、国際 的に 分散 して い る。そ の た め 、ドキュ

メン トの 作成 作 業 も 、現在 、国 際 的な分 業 とな り始 め てい る 。

今 後 は 、和 英 両言 語 が扱 え る シス テム を構 築 し、標 準 シス テ ム と して 、国 際 的 に普 及 さ

せ る方 法 を検 討 す る必要 が あ る。

6.7関 係 者 へ の 啓 蒙 、教 育 、指 導

本 調 査 研 究 に よって 、ドキュメ ン トの電子 化 が 、電 子 産 業 全 体 の要 求 で あ る こ と を確 認

した 。

した がって 、電 子化 ドキュメン トの作成 、利用 ツール は 、早晩 、開発 され るもの と思 われ る。

今 後 は 、それ らシス テ ム にか か わ る人々へ の啓蒙 、教 育 、指導 、さ らに、研 修 セ ン ター の

設 置 な どにつ い て も検 討 す る必 要 が あ ろ う。

以 上 、電子 機器 の 開発 ス ピー ドを上 げ、国際競 争 力 を確 保 す るため には 、ドキュメン トの

電 子化 と、周 辺 環 境 の 整備 が必 須 で ある こ とが 分 か る。

これ ま で の調 査 研 究 活 動 は 、電 子 化 の基礎 段 階 に しか す ぎな い 。今後 は 、デ バ イス メー

カ だ けで は な く、電 子 化 の ため の ツー ル 開発 を担 うソフ トウェア業界 、画面 レイア ウ トを担

うデザ イ ン業 界 、 ドキュメン トユ ーザ で あ るデバ イス ユー ザ、EDAツ ール 開発 を担 当す る

CADメ ー カ 、印刷 を担 う印刷 業 界 、PLや 知的財 産 権 にか かわ る法 曹界 の代 表 らを加 え た 、

幅広 い調査 研 究 が必 要 とな ろ う。

産 業 の空 洞 化 が 懸念 され 、情 報技術 の格差 が 企業 存 亡 の鍵 と もいわれ る。産 業構 造 の転

換 が求 め られ て い る現在 、本 調 査研 究 委員 会 の活 動 が 、本 報告 書 の 作成 を もって終 わ る こ

とは あま りに も惜 しい 。

情 報 技 術 の 確 立 と、産 業 構 造 の 改革 、新 しい雇 用機 会 の創 造 な どを念 頭 に お い て 、本 調

査 研 究機 関 を 、今 後 も、継 続 、発 展 させ る こ とが必要 で あ る。
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ピナ ク ル ズ の イ ニ シ ア テ ィ ブ付録A





付属資料A

ピナ クル ズ の イニ シア フーイブ

電子構成品産業で使用する技術情報相互交換基準の作成のため、半導

体製造業者大手五社が手を結んだ。 この うちの4社 はCADフ レームワ
ークスイニシアティブ(CFI)や 電子データブックワーキンググループ

に活発に参加している。

PCIS(ピ ナク ルズ部品情報 相互 交換基 準)の 開発を速め るため 、民 間

よ り資金 を供給 し、民間 の資金 によるプ ロジェク トとして進 め られ る

ことが提案 され 、これ によ りCFI外 の ビジネス問題お よびCFIの 目的の

両方 に取 り組 む こと とな った 。考 案 、精 練 そ して その計 画の 「売 り」

に一年 か けた後、1993年4月 にイ ンテル 、ナ ショナル ・セ ミコ ンダク

タ 、フィ リップス ・セ ミコ ンダ クダ 、そ してテ キサス ・イ ンス トルメ

ン トの 間で 「ピナクルズグ ル ープ」 とい う名の下で 協力 し合 い 、 ピナ

クルズ イニ シア テ ィブの 中核で あ る相互 交換基準 を作 り上 げる とい う

協 定が成 り立 った。 その後 、ATLISコ ンサルテ ィンググ ルー プ とい う

SGMLコ ンサ ルテ ィング組織 が 、基 準の分析、設計や開発 を促進 させ る

ため に雇 われた 。 さらに1993年8月 には 日立マイク ロシステム ズが五

番 目のメ ンバ ー として このグル ープに加わった。

1994年4月 にすで に この5社 の メ ンバ ー によって7パ ー ソンイ ヤー

(人年)に 値 す る相互交換基 準の分析 、研究 、設計 、開発が進め られて

いた。 また同4月 にはPCISversion1.0が60以 上 の関係者 に よ り検討 さ

れ 、その批評 者 の うち40社 は1994年5月 に日立 が シ リコ ンバ レーで主

催 した共同 ミー ティングで この基準 につ いて論議 した。

それ以来 ピナ クルズ グルー プ とそのSGML顧 問であ るATLISコ ンサルテ

ィング グルー プ は、基 準 の修正 精練 に努力 し、1994年10月 には 開発者

に よる現存す るSGMLや ア プ リケー シ ョン用 にカスタ ム化 され た 出版

ツール を使用 しての基準 の実 施 のため に、基準開発 を6ヶ 月か ら18ヶ

月 「凍 結」 させ るまで に至 ってい る。
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ピナクルズイニシァティブの第一目的は電子部品製造業者による電子

データブック(EDB)作 成 を可能にするための情報相互交換基準を定

義することである。EDBと は、電子構成品(例 えば、能動的、受動的

構成品、素材およびコネクタ等)に 関する情報の総合的な集合である。

EDBは 、一般にベ ンダーにより印刷 され配布 されるテキス トやグラフ

部品情報がオンラインに:

555-DATAへ の電話
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イック以上 の内容の収 容が可能。 またCADフ ァイルや挙動 、機能 モデ

ル 、オーデ ィオや ビデ オ といったコ ンピュータ セ ンシブルなデー タタ

イ プに も適 応す る ことがで きる。す なわ ち、EDBは 企業 が構成品 の設

計 とサ ポー トを容易 にす るた め提供 した い と希望 す る、全てのデ ータ

を包含す るのであ る。

ピナクルズイニシア

テイブの第一昂的ぱ

電子構成品製造業者

のために情報相互

この相互交 換基準 は個別の情報 を識 別す る厳密 な指針 を設定す る。企

業 に対 して公表す る情 報の 内容 を規 定す るので はな く、他 の企業 が容

易 に検 出で きるよう、情報 のタグ 付 け方法 を設 定す る もので ある。 ピ

ナ ク ルズ グ ル ー プ は標 準 一般 書 き込 み 言 語(StandardizedGeneral

MarkupLanguageま た はSGML,ISO8879)を 使 いアプ リケー ション基準

を開発す るこ とを決 定。SGMLと は、ベ ンダーや ハ ー ドウェア プラ ッ

トフ ォー ム無指定 の系統化 され た情報 をコー ド化す る基準で あ り、広

く受 け入れ られ支持 されて いる。

提案 された基準原案は所轄基準組織に(実 際の組織は未決定)提 出 さ

れる。ピナクルズグループの意図は、ISOIOO33(STEP)等 現存する基

準の業務を土台にした、業界特有の情報相互交換法を提供することで

ある。
交換基準を定める

こ と であ る。
この計画の第一段階では顧客が最 も入手 しやすいデータ、すなわち製

品データシー トやその他種々の書類等、データブックとして製本さて

いる情報が、提案基準の原案用に分析 された。PCIS1.0は 、構成品の条

件 と特徴に関するコンピュータセ ンシブルな情報を包含する手段 を提

供 している。また、第二段階でその他のコンピュータセンシブルデー

タを包含するための基盤が築かれた。

ピナクルズイニシアティブが 目的 としないこと

この イニ シア ティブ は全て の ものを全 て の人 に与 える もので はな い。

下 の リス トには、計 画 の分析 段階で論議 されたが 、特 に現 在の活動 範

囲か らは除外 されてお り、プ ロジ ェク トの 目的 に密接 に関係 して い る

課 題が 含 まれ ている。 これ らの課題 の多 くは 、各 メ ンバ ー企業 に よ り

個 々に取 り組 まれて い くことで あろ う。 また 、 これ らの課題 のい くつ

かが ピナ クルズ グ ルー プ の将来 の プ ロ ジェ ク トとな る こ と も考 え ら

れ る。

この基準 は、文書の内容や特定の構成品について公表される、特定の

情報を規定するものではない。公表情報内容 とその順序は、それぞれ

各企業で決定が可能であるが、ピナクルズ部品情報基準(PCIS)ド キ

ュメン ト内では、全社同じタグを用いて情報を識別することとなる。
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この基準は文書の構成形式や外見をその対象としない。SGMLは 内容

と形式を区別しているので、各企業はデータを修正することな く様々

なプレゼンテーション形式をサポー トすることが可能 となる。

この基準 は電 気 的特 徴や条 件 など といった装置のパ ラメータを再規定

す るもので はな い。PCISは パ ラメータ につ いて の情報 の交換や 、CFI

EDB辞 書WGあ るい はIEC-SC3Dな どの現 存又 は 出現 しつつ ある基 準か

らの、データ要素 タイ プ参照 のため、明確 に規定 したデータ構成 を提

供す る もので あ る。

この基 準は ソフ トウェアパ ッケー ジを要 求 した り指定 した りせ ず、 そ

れ に特 定の ソフ トウェアパ ッケー ジ用へ の最適化 は行 なわない。 しか

し将来 の基準採 用者 は、 このSMGLア プ リケー ション基準 を広 い範 囲

の様 々なアプ リケー シ ョ ンパ ッケー ジで 使用す る こ とを期待 出来 る。

複数 のツールベ ンダーが 、製 品にこの基準 を組み込 む ことに興 味 を示

して いる。.基 準原案 が発表 された際 、それ をサポー トす る必要 なツー

ルが多種 のコ ンピュー タ とOS(オ ペ レー シ ョンシステム)に おいて普

及 して いる ことを保 証す るため、 ピナ クルズ グルー プ とそのメンバ ー

企業 はこれ らのベ ンダー と合 同や別個で会合 を行 なって いる。

この基準 はアプ リケ ー シ ョンプログ ラ ミング イ ンター フェース(API)

で もEDB(電 子デ ータブ ック)の アプ リケー シ ョンで もない。

この基準は著作環境を指定 しない。各企業はそれぞれの著作環境内で

この基準を使用 し、独自の著作ツールの開発やカスタム化を進めてい

くものである。

この基準はオ ンライ ン情報システムの規定はしない。但 し、各メンバ
ー企業独自解決策の開発や、サー ドパーティオンライン情報サービス、

顧客、取引先などと効率的にデータの転送を行なうための基盤は築か

れる。

ピナクルズグループはこの基準に準拠 した、データの実際の作成、管

理 または受信に必要なアプ リケーションのカスタム化は行なわない。

但 し、この基準はカスタム化の基盤となる構造を提供する。

これ は進化す る基 準の第一バ ージ ョンとな るであ ろう。▲
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用語集

CFICADフ レー ム ワー クス

イニシアテ ィブ

CIR部 品情報表示(CFIの

技術小委員会)

DTDド キ ュメ ン トタイプ

デフィニション

EDB電 子 デー タブック

EDBWG電 子デ ータブック

ワークグループ

EP機 器製造業者

JAD協 同アプ リケーション

開発

OIP情 報製作元

PCISピ ナクルズ部品情報

相互交換基準

RDD高 速DTD開 発

SGML標 準一般書 き込み

言語(ISO8879)

STEP製 品 モデ ルデー タ

交換基準(ISOTC

184/SC4)

TQM総 合品質管理

VAP付 加価値提供業者



ピナ クルズ グル ープの

スポ ンサ ー

侑 戊日立アメツカは、日本の(有)

日立が100パ ーセン ト出資した子会社

で、アメリカ合衆国全土で電気製品

や電子機器の製造と販売を行ない、

業務用設備 ・装置、材料やサービス

を提供している。(有)日 立は世界最

大の電子企業で、1993年 度の総合売

上(1994年3月31日 決算)は 七百十

八億四千七百万 ドル(七 兆四千二億

五百万円)に も及ぶ。公開されてい

る過去六年間(1988年 よ り1933年)

の統計によるとこの会社は、5,658に

ものぼる他のどの企業よりも多数の

U.S.特許 を許可されている。

世界最大のチップ製造者であるイン

テルは、パソコンやネットワークと

通信製品の主要製造者でもある。

ナショナル ・セミコンダクタは高性

能半導体製品を世界中で設計、製造 ・

販売している。ナショナル ・セ ミコ

ンダクタは、ネットワークシリコン

や情報の移動と成形システムの主要

供給者である。1994年 度の売上が二

十三億 ドルにも及び、世界中で二万

三千人の従業人を持つナショナル ・

セミコンダクタは世界で第四の半導

体製造者である。

ブイツップス ・セミコンダクタ は世

界の半導体製造者大手の一つだ。全

世界で二万一千人の従業員を誇るこ

の会社にとって、コンピュータ、無

線通信、マルチメディア、自動車、消

費製品部門が主要市場である。また

この会社はフィリップス ・リサー

チ ・ラボラトリという、五ヶ国を中

心とする、世界最大の私立研究組織

にサポー トされている。

ピナクルズスポンサーの論理的根拠

EBDに 先行するもの として中立的な相互交換基準が必要だ。専門家

の手を借 りずに、任意の環境で このような基準を作 り出す ことは、

困難かつ 時間のかかる ことである。何人かの熱心な参加者 による

「高速路線」にのせた作業への資金供給の必要性が指摘された。また

このイニシアティブを協同合作す る利点は、出来上がった基準がよ

り頑健で、より広い利用範囲とより長い有効期間を持つ ということ

である。以下がメンバー企業のピナクルズイニシアティブ参加につ

いての見解である。

■ 電子データ送達方式の標準化は、日立に とって最新情報をより

早 く顧客に送 ることを可能にし、正確なデータの供給によって、デ

サインサイクルを短縮 しより早 く製品を市場に送 り込むことを可能

にするだろう。電子データブックの適時性 と利便のほかに、ピナク

ルズ基準は、日立が新 しい種類のインテ リジェン ト電子文書を顧客

に提供することを可能にし、構成品性能評価費用の節約や製品の改

良につながるだろう。

■ インテル ・コーポ レーションは、以前か ら要求 されていた電子

情報を、顧客に提供 したいと考えている。現存するツールで対応可

能な単一の共通情報相互交換基準は、インテルが顧客の時間と経済

の効率向上の手助けをすることを可能にするだろう。

■ ナ シ ョナル ・セ ミコンダク タは完壁 かつ最新 で使用価 値の ある

製 品情 報 を提供 し、顧 客の コス トダ ウン と製 品市場 発表 まで の(タ

イ ム ・トゥ ・マ ーケ ッ ト)時 間短 縮 を援 助 した い と考 えて い る。

SGMLに 基 づ いた システ ム はそれ を可 能 にす るだ けで な く、ナ シ ョ

ナ ル ・セ ミコ ンダク タ社 内の情報作成 と管理 のプ ロセ スの改善 に も

つ なが る。

■ フィリップス ・セミコンダクタは、品質、適時性、使用価値の

面で、顧客の期待に添った製品情報を提供することに専心している。

ピナクルズグループのSGMLに 基づ いた交換基準 は、顧客の製品選

択のスピー ドアップやサイクルタイムの短縮、製品品質の向上に役

立つ製品情報の送達 を可能にする鍵となるだろう。

■ テ キサス ・インス トゥル メン トの顧客 は機器性 能 を最適 化す る

ため、 い くつかのベ ンダ ーの半導体 製 品を混 在使用す る自由を望ん

で い る。 テキサス ・イ ンス トゥル メ ン トは、オー プ ン情報 源の制作

を補助 し、顧客 にこの ような融通性 を提供 して い る。▲
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相互交換基準の利点

相互交換基準は、企業が再使用可能な技術データを顧客やベンダーに

提供することを可能にする。現在、顧客およびベ ンダーは、こういっ

たデータをシステムに再度打ち込 まなければならない。これは大変に

反効率的かつ不正確で不経済なプロセスである。 この相互交換基準は

標準情報要素識別方法を明確に設定 し、顧客 とベ ンダーが、情報 を処

理 し、必要なもののみ抽出することを可能にする。

ピナクルズグループのメンバー企業は、EDBが 製品情報の正確性、利

用性 、適時性を改良す ることによって、製品情報全体の品質が向上 さ

れ、またCADと の統合 も可能となると信 じている。これ らの改良は、

製品識別や選択、また設計 とサイクルタイムの期間短縮、製品ライフ

サイクル管理の向上や、その他様々な分野で、顧客が利点を具体化す

るため役立つであろう。

「コンポネ ン ト ・イ ンフォメーシ ョン ・レポー ト」誌編集長 、ス ティー

ブ ン ・エ ヴァンチ ェ ック博士 は、「ピナ クルズグルー プの協 同努力 は、

ます ます情 報 を基盤 と して きている我 々の経済に とって 、本当の価 値

は表示や交換 の独 占手法 で はな く、企業 の知的所 有物で あ るとい う事

の明 らかな実証で ある。 部 品情報交換 の基準 を開発す るこ とによって、

ピナクルズグ ルー プは電子 企業 の貴 重 な情報 資産 の公開 を助 け、 コン

ピュータ援用平 行エ ンジニ ア リング な ど、 より効 率的な製 品開発方法

体系 を補助す る もの とな るであ ろう。1と 語っている。

この基 準 は様 々なユーザ に よって使用 され 、 また、それぞれの ユーザ

タ イプに適 当な利 益 を もた らす こと とピナクルズグ ループ は期待 して

い る。

情報製作元(OlP)

OIPと は、ピナクルズグループのメンバー企業のように、電子構成品

や材料を生産 し、それらの構成品に関する情報を顧客に提供す る企業

の ことを言 う。 これ らの企業が期待できる利点は製品情報管理の合理

化 と総合化、顧客満足度の向上、それにSGMLア プ リケーション基準

の製作 ・実行の際行なわれる集中自社分析に伴 う必然的な利益などで

ある。
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テキサス ・インス トゥルメント'セ

ミコンダクタ ・グループ はシリコン

技術、ハー ドウェアおよびソフ トウ

ェア開発ツール、設計情報サービス、

それに世界中にわたるサポー トなど

幅の広い分野を統一して、顧客がよ

り早く次の レベルの総合化へのレベ

ルアップを、より良い性能のシステ

ムで可能にすることに貢献している。

Tlの トータルインテグレーションmu

の機 能は、世界中より教師職の顧客

を引きつけ、そしてそれは、コンピ

ュータ、通信、消費電子製品、自動

車、防衛、工業などを含む主要最終

装置市場部門において顧客の製品識

別を可能にするシステムの専門知識

をTlに 与 えた。

ピナクルズ グル ープの コ ン

サル タン ト:

r㈱ATLISコ ンサルティング ・クル

ープは(株)ATLISシ ステムズの子

会社で、特にSGMLス ター トアップ

やユーザに合わせたカスタム指導を

専門に、幅広いSGMLコ ンサルティン

グとアプリケーション開発サービス

を提供している。SGMLサ ー ビスに

は、コスト対利益分析、移行プラン

ニング、技術サポー ト、 ドキュメン

トタイプデフィニション開発、統合

化プランニング、SGMLア プ リケー

ション開発などが含まれる。ATLISの

コンサルタン トはSGMLサ ービスを

出版社、図書館、製造者、技術協会、

それに政府機関などに提供している。

▲



印刷データブック

の置き換 え

1993年 にピナクルズグルー

プに関しての記事が 「エレクト

ロニクス ・エンジニアリング ・

タイムス」と 「コンポネン ト・

インフォメーション ・レポー ト」

に掲載された。ここに出版社の

許可を得てこれらの記事より一

部転載する。

「チップメーカー、印刷デー

タブックを置き換える」、スティ
ーブン ・エヴァンチェック博士

著、「コンポネン ト・インフォメ
ーション ・レポート」 より

長期にわたっτ、宮子部品

製造業者よりの顕著な構成品情

報源 であったペーパーデータブ

ックとデータシー トぱ、すぐに

ぱ消えτ無くならないが イン

テル ・コーポレーション ↓カ リ

フォルニア州サンタクララノ、ナ

ショナル ・セミコンダクタ 〔局

サンタクララ♪、フィリップス ・

セミコンダクタ でオランダ、ア

イン ドホーヴンノとテ干サス ・

インス トゥルメン ト(テ ヰサス

州ダラスノ等、四つの主要半導

体製造業者の共同成果により、

これらの印刷 された参考資料は

その内、今ぼどの重要 さを持た

な くなるであろう。

ピナクルズグループと名の

つく製造業者グループめメンバ
ーは、部品情報の電子交換用基

準の設定を目指 しτ、積極的に

協力 していくことに合意した。

当初ぱ現存する印励情報源の置

き換えを目標 とするこの事業は、

4野路記号、シミュレーションモ

デル、物理的 フットプソントな

どのCADデ ータを4R害 する将来

の電子データ ブックの基盤とな

るだろう。

付加価値提供業者(VAP)

VAPと は、製造者 の情 報に価値 を付加 し(例 えばモ デル、 シ ミュ レー

シ ョンな ど)、 付加 した価 値 に対 して料金 を請 求す る企業 の こ とを言

う。VAP企 業 は、今 まで よ り正 確で(VAP自 身 が情 報 を再入 力す る必

要 が な くな るので)利 用 しやす い情報提 供や 、 よ り頻繁 な情報 更新、

また顧客 に よるデー タ再入力の除去 に よるコス トの節約 とで 、顧客満

足度の 向上 を期 待す るこ とが 出来 る。OIPか らVAPに 供給 され る情報

は よ り正 確で 、その上SGML符 号化の構造 的本 質のた め、宛 先 システ

ムへの 「パ ーズ 」が よ り容易 となる。VAPに は、アスペク ト ・デベ ロ

プメ ン ト ・ア ン ド ・イ ンフ ォメ ーシ ョン ・ハ ン ドリング ・サ ー ビスな

どの企業が含 まれ る。

ピナクルズ基準の実行法

ピナクルズグループ ・

イニシアティブは半導体

企業がユーザやサー ドパ
ーテ ィ付加価値提供業者

に正確で適 時性の高い

設計データを供給す る

ことを可能にす る。

ツール供給業者

部品情報

システム〔ClS)
ベンダー

幽團

嵐

]

嵐
團

これ らの業者 はCAD/CAEシ ス テム、出版 シス テム、デ ータベ ース管

理 システ ムな どのハ ー ドウェアや ソフ トウェアの ツー ル をこの産 業に

供給 して い る。例 として、アル ボテ ックス 、ケーダ ンス ・デザ イ ンシ

ステム ズ、エク ソテ リカ ・コー ポ レー ション、 フ レーム ・テ クノ ロジ
ー、 イ ンター リーブ 、(株)メ ンター ・グ ラ フ ィックス 、 ソフ トクア

ド、 ビュー ロジ ック、サイ ビジ ョンなどがある。

これ らの企業がこの交換基準をサポー トし始めるにつれて、顧客満足

度の向上と彼等のツールの明らかなセールスポイン トとなることが期

待される。
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機器製造業者(EP)

EPは 電子部品の究極使用者である。彼等は構成品情報アクセスの改

良 によって大 きな利益 を期待できる。 これらの業者は、様々な会社

が製造 している類似部品をよ り簡単に比較 し、その選定をより完全

で正確な情報 に基づいて行なうことが出来るようになる。そして、

より効果的な設計、簡素化された部品調達、 また製品のライフサイ

クルを通 しての製品データ管理の改善につながる。

電子部品情報は内部部品管理システムのローディングをより迅速に

かつ正確にして、EP製 品開発サイクルタイムに直接利得をもたらす。

SGML使 用の決断

ISO8879は 一一.一般 的 に は 、標 準 一 般 書 き込 み 言 語(StandardGeneralized

MarkupLanguage,SGML)と 呼 ばれ 、構 成 情 報 の符 号 化 に広 く受 け 入

れ られサ ポ ー トされ て い る。

これは、情報の構造 とデータ要素間の関係を表す一つの方法である。

またこれは、印刷及び表示された情報の物理的な様相よりも、情報

の 目的や用途に焦点 を絞 る、内容駆動文書構造をサポー トするもの

である。

SGMLは 航空 、電 気通信 、 自動車 、防衛 、出版 、その他 の同様 な情報

相 互交換 の必要 性 を持つ組織や産業で も採用 されて いる。

ピナ クルズ の交換 基準 をSGMLに 基づ くもの とす る決定 は、解 決策

が 、次の条件 を満た して いなければな らな いか らで ある。

■ プラ ッ トフォーム とベ ンダー につ いて無指定で あること

■ 他の適用基準の包含 と参照を許容する

■ 市 販 されて いるツールやサー ビスでサポー ト出来 る

■ データの寿命を保証する

■ 紙 、フ ァツクシ ミリ、CD-ROM、 インターネ ッ ト電子転送な ど最

新 出版 プ ロセ スをサポー トす る

しか し、SGMLだ けでは電子部品産業に相互交換基準を提供すること

は出来ない。現存す るもので も将来の もので も、データブックにお
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ピナクルズグルーフめ

メンバ ーば、この共同事業

は彼等全員が直面する、基

準の速やかな蘭発や顧客に

よ りますます要求される、

よ り効率的な構成品情報の

配布荷造の経済的対処方法

等の周題に対しτの最良解

決」簑を象徴する、とfコ ン

ポネン ト ・インフォメーシ

ョン ・レオ了一 トノ誌に語 っ

た。この共同事業ば(ADフ

レーム ワークスイニシアテ

イブの構成品情報表現委員

会(Comρonentlnformation

Representation,CtR)で 始め

られた作業の民間延長で、

すでにピナクルズグループ

のメンバーば、CFICIREDB

ワー牛ングクルーブ丙の

εD8基 準規定作業に参加 し

τいる。

設定 プロセスを促進さ

せるため、今年初旬西社ぱ

開発合意を結び、ピナクル

ズグループを創設した。

S(3MLタ クライブラ{ノと、

情報交換基準にとっτ基本

的要素である一つ又ば複数

の ドヰコメントタイプデフ

イニション のπり とで構

成される、アプソケーショ

ン基準の開発につながる.民

間開発費用は、この契約成

立によっτ参加企業が分担

することになる。グルー プ

は規格書が完成 した後、即

座にそれを一般発表し、基

準原案の時点 で今だ禾決定

の基準機屋1に提出する計画

である。

_.(ピ ナクルスり ば一

連の ワークショップを各社

現地 で行なうという方策を

・取りノ1れた。_.↓各)ワ ー

クショ ップにはそれぞれの

企業のエンジニアリング、



ドキュメンテーション、アプリ

ケーションの専門家力違 められ

る。これらのワークショップで

専門家達ぱ、ワークショップを

援助 しタグライブラリとD7Dの

開発に関係しτCiるATLISコ ン

サルテインググルーヲiによっτ

開発 された、高速Dπ)開 発と名

のつくプロセスを通 し、企業文

書内容の理解を促すよう要求 さ

れる。

ワークショップめ第一目1的

は情報の分析である一方、これ

らのワークショップは、情報の

制作 ・管理 ・配布方法の確実に

起る大きな変化の初期段階に企

業専門家を参加 させるという、

価値ある第二の利益をもたらす

のである。実際にピナクルズグ

ルーブめメンバーは、このプロ

セスば企業の写声ヲ家が彼等の会

社の文書を新たな目で見ること

に役立つ点で、その成果と同様

重要だとrコ ンポネント ・イン

フォメーション ・レポー トノ誌

に語っτいる。

rプロセスを体験 するだけ

でも価値がある。ノとナショナ

ル ・セミコンダクタの ド牛ユメ

ン トシステムアナツス トで、ピ

ナクルズクルーフ⑳ナショナ

ル ・セミコンダクタ代表者であ

るボブ ・イェンチャ氏は言う。

fこれtthが 社の人間に、どう

すれば ドキュメンテーションを

よ り月θ顔でより企業を通 しτ一

貫 させることができるのか、顧

客の視点から見る機会を与えτ

<れ た。ノ

これらの課題の理解 を深め

るに当たっτ、ピナクルズグル
ーブめ事業ば、現在の、主にそ

の場限 りの部品情報処理方法か

ら、より効率的な情報構造へと

進展 するのに必要な進化プロセ

スの第一歩なのである_。

ける情報集合 を一貫 して符号化す るには、産業独特 または特定用途 向

けの ドキ ュメ ン トタイ プデ フ ィニ シ ョン(documenttypedefinitions,

DTD)と タグネー ム一連 か ら成 り立つ 、SGMLの アプ リケー シ ョン基

準 の作成 を必要 とす る。

DTDと は次の よ うな情報構造 またはデータベ ース設計 を現 わす もので

ある。

■ 機械や人間によって解読可能。

■ 階層型関係を設定する。

■ 反復や複雑なモデルを認める。

■ 曖昧性と完壁性の実証が可能である。

VHDLやEDIF等 の基準 、 またJEDEC,IEEE,IECな どの基 準機 関で発布

してい るその他 の基 準 はEDB内 の特 定要素 に適 用 され 、SGMLア プ リ

ケー シ ョン基準 の枠内で有効 な部 分 に利用 される。

プ ロセ ス

ピナ クルズグ ルー プ は、 ソフ トウェアや ハー ドウェア の開発 やTQM

導 入 の初 期段 階 で よ く使 われ る協 同 アプ リケ ー シ ョ ン開 発(Joint

ApplicationDevelopment,JAD)方 法体系 を、この基 準原案 制作 に必要

な情報収集のた めに使 用 した。

1993年5月 、 ピナクル ズグルー プは電子データブ ック用SGMLア プ リ

ケー シ ョン基準 の開発 を促進 させ るため、ATLISコ ンサル テ ィンググ

ルー プと契約 を結 んだ。1993年 にALTISはJADを 基盤 とす る高速DTD

開発方法体系 を用いて基礎基準原 案を作成 した。

プロジェク トの主な作業区分には次のものが含まれる。

■ 文書分析

■ 構成定義

■ 協同構成評価

■DTDと タグ セ ッ ト制作バ ージ ョン1.0

■ 文書開発のサポー ト

■ コメ ン トと評価 セ ッシ ョン
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■ バ ージ ョンLlの 改訂 と発表

■ スポンサー企業 とツール供給者による実現と開発のサポー ト期間

■ 基礎原案の追加項 目や、発布 と継続したサポー トのため基準原

案の国際基準機関への設置など、続行段階の計画

文書分祈:ピ ナクルズグループは、会社毎の一般的な半導体部品製

品のデータシー ト、データブックやアプ リケーションノー トに含 ま

れる情報の逐次分析を使用 した。各社が一週間にわたる分析セッシ

ョンを主催 し、その企業の情報 と出版専門家が製品資料に収容され

ているデータ要素の構成 、内容 と関係を調査 した。その他の、スポ

ンサー企業お よび主催者 に招待されたコンサルタン トや、ツール供

給業者からのオアブザーバーが作業の進行をモニター した。 これ ら

の分析セッションは、それぞれ先行するセッション功績を基礎 とし

て行なわれた。

構成定義と協ノ司評価:文 書分析セッションは、累積的な発見 と合意

を築 くプロセスとなった。そしてそれは最終的にはATLISのSMGL専

門家による構成開発の場 とな り、その後書メンバー企業の代表が出

席す る一週間の評価セッションが続いた。

DTD、 タ グセ ッ5と サポ ー ト文 書開 発:構 成が 支援企業 によって承

認 された後 、 コンサ ル タ ン ト団 はい くつ かのDTDを 開発 し、PCISの

中核 タグ セ ッ トを設定 した。 そ してATLISは 、先 行 した分析 と設 計

セ ッ ションの際取 られた 大量 の記録 を基 に してサ ポー ト文書 を開発

した。 この開 発期 間(大 体93年2月 か ら94年3月 まで)の 功 績 が

PCIS1.0で ある。

コメ ン トと評 価:ピ ナク ルズグ ループ は、中間基準原 案(バ ー ジ ョ

ン1.0)を 公 に発表す る よ りも、集 中第一段 階評 価の実行を選択 した。

批 評 者 リ ス ト は 、 半 導 体 製 品 専 門 家 、 部 品 情 報 シ ス テ ム

(ComponentInfomlationSystem)の 専 門家 、デ ータベースや 出版 の

専門家 、SGMLコ ンサ ルタ ン ト(SGMLオ ー プ ンの メ ンバ ーを含 む)

や ツー ル供給業 者な どか ら、60以 上 の専門知識 と技術 を持つ人 間 と

企 業 の集 ま りとなっ た。批 評者 は コメ ン トをフ ァックスや電子 メー

ルで送付 し、 また40人 以 上 の批評者 が出席 した評価 セ ッシ ョンで 提

出 した。 これ らの コメ ン トは ピナクルズグ ループ スポ ンサーの 間で

収 集配 布 され た。 その後 、三 ヶ月 の間 に これ らの コメ ン トは検討 、

追 加、改訂 され 、即 刻編入 を認め られた もの と(主 に)、 さらに研 究

が必要 と1995年 まで編入 を延 ば された もの とがあっ た。
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隆 々ぱ将来の仕事の始点

となることを望んでいる。こ

れは決しτ完全完塁な解決策

ではない。ノとイエンチヤは言

う。俄 々が望むのは情報相互

交換構造への最初の試みだ。

〔ピナクルズクループめメンバ
ー企業のノ自社の販売製品の

全内容を取り込むことば不可

能 と分かつτいるので、この

構造 を拡張可θξにするのが

我々の意図だ。その他にもコ

ネクタなど、我々が全く対象

にしτいない部品もある。ノ

_最 後に、コンピュータセ

ンシブルなED8へ の転換ば、

最初から部品情報基準の新 し

いツールや形式論を使用 しτ、

作成 する新しい情報が最も大

きな利益をもたらす。今日の

その場限ツの環境内で制作さ

れた現存部品情報ば、技術的

にも業務的にもこれらの新 し

い形式論の観点においτ、改

作 しにくい想定や規定を伴っ

τいる。この情報遺産 も正式

基準で包み:込むことは可能だ

が、きっと新製品資料のL不

出来な、いとこノに留まるこ

とだろう。▲



デ ータブ ックが オン

ラインに

「部品情報がオンライン

に:555-DATAを ダイアル」リ

チャー ド・ゲーリング著、「エ

レク ト[に ック ・エンジニアリ

ング ・タイムス」、1993年7月

26日 号掲載より

使い古された電話帳のよう

に大 きくτ扱いにくいデータブ

ックは、シアーズのカタログと

同じ運命を辿 ろうとしτいる。

設計 ・屍}発言ば、間もなく走査

やダウンロー ド可能な電子構成

品およびデバイスに関 するデー

タを提供する幅広いオンライン

サービスをアクセスすることが

できることになる。

ユーザが究極的に要求しτ

いるのばrC4ε 解読可能」デー

タ、即ち電子データシー トよ り

直接導スできる概要 ・構成記号

であると関係者ば語る。1最 初

の(問 題)ば 部品情報をペーノf
－データ ブックよりも効率的に

エン ドユーザに供給 すること

だ。ノとケーデンス ・デザイ

ン ・システム(カ ソフォルニア

州サンホゼフのシステム設計グ

ルー プ製品マーケティング部長

のクレイグ ・パーマーぱ言っ

た。そしτ、(コンポネン ト情

報システム供給者はノそれに取

り組んでいると彼は付け加え

た。 しか し事業に未だ必要なの

はfデ ータの受けλれやEDAラ

イブラリの制作と管理が可能な

的を絞 った ツールセットの所持

だ。ノそれに関しτは、/「未だそ

の情報を有効に利用する簡単な

仕組みがない。ノと述べた。

情報供給者は全般的に競争

が激しいが 基準化の話になる

と皆協力的だ。皆、データ表示

用の基準構造を開発しτいる

基本原案 の改訂 と公表:原 稿執筆の現時点では基本原案(題 し

てピナクルズ部品情報基準バージョン1.1)の 公表が間近に迫っ

ている。ピナクルズグループはその公布を11月 のSGML'94で 発

表す る予定である。ピナクルズグループのスポンサーは、企業

特定実装開発のための公表を予期 して、DTDと タグ ライブラリ

の原案を評価して きた。それぞれのスポンサー企業 は、各自選

択 したベ ンダーや顧問と協力 して、自社内の技術や 出版部門で

この基準の導入を図ることとなる。スポンサー と招待 された批

評者のほか に、ピナクルズグループは対応性 と理解性のより高

い基準 を提供するために、発足以来 その他の関係者 ともオープ

ンで効果的なコ ミュニケーションを保つよう努力 して きた。 こ

の方針は今後の支持 と受け入れを保証す るだけでなく、SGMLア

プ リケーションの設計サイクルの大幅な短縮にも役立っている。

実施『と開 発期 間:ツ ー ル選 択 、修 正 、設 置 、 それ に企 業特 有

DTD「 サ ブセ ッティ ング」の必要性 を予期 し、PCISLI原 案 はあ

る期 間 「凍 結」 され る。公 開発表(1994年1月)よ り六 ヶ月 に

わ た るこの期 間中、ATLISは スポ ンサ ー企業 と関係 者 に開発契

約 の下で 管理 と技術 の援助 を提供 す る。 この期 間 には文書 の解

明 、バ グ報 告 とバグ 処理以 外 の修 正 は行 われ ない こ とになって

い る。 この 中断期 間の 目的は 、 ソフ トウェア 開発 に、安定 期間

を与 えるためで あ る。

続行プロジェクトと発布:基 礎原案に対するある程度の追加 と

修正 は企業特定実施作業の結果として予期されている。この作

業は1995年 から1996年 初旬に行なわれる予定である。公布がス

ポンサーによって承諾 された後、(ツ ール供給業者、CISベ ンダ
ー、およびその他のOIP企 業がこの基準についての知識を増すに

つれて、スポンサーの リス トはふ くらむ ものと予想 される)こ

のグループの方針 は、出来上がった基準を、将来 の発展 と管理

のため最 も適当な基準機関に設置することである。我 々の意図

はこの基準を一般に公表することである。 ▲
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関係資料

次に上げた情報源は決 して完全なものではない。関心のある読者には、

さらに詳 しい情報 リス トを下に記 された組織より取 り寄せることをお

勧めす る。

ピナクルズ ・イニシアティ

ブについて

追 加.資 料 請 求 の 連 絡 先:

TommieUsdin

ATLISConsUltingGroup

6011ExecutiveBoUlevard

Rockville,MD20852

ボ イ ス メ ー ル:301-816-4231

Fax:310-468-8675

電 子 メ ー ル:

pcis@access.digex.com

電子データブック(EDB)

につ いて

追 加 」資 料 請 求 の 連 絡 先:

PatriciaO'SUIIivan

CFI/CIREDBWorking

Groupchairperson

c/oIntelCorPoration

M/SRN5-08

2200MissionCollegeBoulevard

SantaClara,CA95052-8119

ボ イ ス メ ー ル:408-765-1276

Fax:408-765-1596

電 子 メ ー ル:

patricia_osullivan③ccm.ht.intel.com

SGMLに ついて

追 加 資 料 請 求 の 連 絡 先:

GraphicCommunications

Association(GCA)

100DaingerfieldRoad

Nexandria,VA22314-2888

ボ イ ス メ ー ル:703-941-8160

Fax:703-548-2867

下記の文献も重宝するかもしれない。

GCAよ り購入出来る。

■SGMLハ ン ドブ ック

チャールズ ・ゴール ドファーブ

博士著

(NY:OxfordUniv.Press,1990)

■SGMLプ ラ イ マ ー 、 第 三 版

(Toronto:SoftQuadIncr1991)

(MDフ レーム ワークスイニ

シアティブの小委員会に注

目しτいる。こういったな

か...ノ0メ ーカーば、rタ グノ

を使っτ情報内容を識別す

る標準一般書ぎ込み言語

〔SGML)に 基づいた、標準

電子データ ブック形式の開

発を目指すピナクルズグル
ーブと名付けた組織を形成

した。

今日のベンダーは異な

ったタイプめ情報を異なっ

たユーザに提供しτおり、

全τ異な った形式を使用 し

τいる、↓とピナクルズの代

表者は語 った。)fも し標準

形式を設けることが出来れ

ば、情報のソースを直接エ

ンドユーザに移送 すること

も簡単になる。ノ▲
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ピナ ク ル ズ ・タ イ ム ラ イ ン(簡 略)

指導ワークシ ョップ

メンバ ー企業 買い込み(第 一段階)

ピナ クルズベ ンダー選定

契約 成立

計画ワ ークシ ョップ

第一 ワークシ ョップ ・ナシ ョナルで

第二 ワークシ ョップ ーインテルで

第三 ワークシ ョップ ーTlで

第 四ワ ークショップ ーフ ィリップスで

一致調整 ワークシ ョップ

構造 ワークシ ョップ

基本原案(PCts1.0)制 作

PCIS1.0評 価 のために提 出

評価 セ ッシ ョン

PCIS1.0改 訂

PCIS1.1発 表

テス トベ ッド実行期間

文書課の設立

メンバー企 業買い込 み(第 二段 階)

Sept

Apr

1993

MayＬulySeptNov

ＬunAugOct

■

■

D㏄

1994

」anMarMayＬulySept

Feb

α

●
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デ ー タ シ ー トの構 成 要 素 分 析付録B
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lMEMORYI
付属資料B デー タ シー トの構 成要素 分析

その他

(個別}

各社個別関連
.電気楠 性」プ・グ弦} ACナスぬ件
タ イ 「 ン グ ダイ ヤ グ ラ ム 〔プ ロ グ ウム) メモリ互換衰

. 1 1

製品記号 RAM侭OMア ル ゴ リズ ム フ ロ・チャ ・ト 助作原理 オダ情報 ● 込 フ ロ チ ヤ.ト

バ7テ リバッテリバフク
アププ特性

ロジックシンボル RAM/ROMパ ワ.オ ン リ セ ッ ト特 性 プ ロ グラ ム モ.ド 事項半田付け推奨条件 かド検出機"
祖黛デ.夕
憎窟回㎜

側室条件 RAM/ROMア タ㈱ 性 プ ロ グラ ム オペ レイ シ ●ン ACテ スト条件 電淑投入 内部回路閣

プロ グ ラ ミン グ(消 去)ア ル

ゴ リズAプ ロ.チ ヤ ト 良AM/ROMfダ 出格 リ.ド オペ レイ シ ● ン マ ス クオ プ シ ● ウ 電池電圧検出機能 ラ イ トサ イ クル

消去特性 品質水恒 真理値表
1

リ・ドサ イ クル

エ レ ク トリ ッ ク シグ 不 チ ュ ・モ ・

防湿包装品の取扱伊戊首上の
注意書項

1

静電対貴について ドキ ュ メン ト分類 名

1一 の注意五一
基板実蟄上の注意

1 .

199S/1/6



－
N
O

ONECHIPマ イコ ン

子の僧

イ個別

各社個別関連

スタンバイ橿舵
. ・鶏 繋鷲 詮 て

ポ.ト機 能

.

メモリ風明 UOマ ップ パス機能

.

オ.ダ情 報 パット構成
サ ボ,トツ ル 兵 ユレソピギ

EPROM内 劃 恒 性能良妻 開発支援システム

〈ン スLタ ク ソ ■ン セ ッ ト 応用回路伺 オ.ダ 型格 シリアル機能 品質水渋 パ フ トレイ ア ウ ト ポ.ト機 能 田名と檀龍剥ズ ア プリ ケ.シ ロン ア.タ

命令一覧表 レ ジス タ パット塵橿 割り込み機館 オ ペ レ イ シロ ン コ ド 発注時の提出資料
OPセ ッ ト 周辺リンス

タイマ機能命 令 コ.ド ア ド レ フシ ン グモ.ド 周 辺 回路
舗 実行時間 グル.プ 屋 開

閣易 シ ス テム サ ボ・ト α》uプ ログ ラ ミ ング モ ア ル
シリアル■飽レジスタ構成 システム構成例 プログ,ム映 支援住契クロック掻齪 ア.キ テ ク チ ヤ

ア ドレ7シ ン グ モ・ド スタンバイセット橿飽 ア ドレ フ シン グ モ.ド 内■周辺mの 特長
自力負荷回路 周胎の定道 レジスタ切り換え 半田付け推奨鮒

ROM図 川L⑩ ψ【.トの拡 張 輔」■白 軍.　祖定条件 日PROM書A込 について レジスタアクセス 鋸歯文 》

s凪 一寛 アテロダィンタ7" 円tOMラ イ ト とソわ トアダ プ' 製品内容
クロック条件 ■良品とピギ.パックとの比較 プ ログ ラ ム オペ レ.シ ■ン タ イマ

タイミングパラメタシンボル 品8間 の相遠点マスクオプション一覧 月6Zッ トタ イマ U口)レ イ ア ウ ト 付録 オ ブ シ ● ソ リス ト 動作環境

官某所一宣 バアジ宮ンアツプ険要
,ツ チ ド フク タ イマ セグメント割付

僅用一竃
rペ ン トカ ウ ン' m7オ ♂77レ

阿り込 み オペ レ・シ ■ ン
AρD八 挺換特性

め イ ン タ フ ァ'ス
メモリ配置

防湿包装品の取栖伊根管上の
ヒ意■.買 バスインタプェイス

,電対置トついて
【手根浩…
工板実装上の注意
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ASIC

－
N
ω

子の値

r飼劇
翻 ●卯月鋪

ロジック図 基本特性グラフ セル名のアルファベット索引 オ.ダ 情 報
プルアップダウン付き入カ
パファ入力電流特性 ユ・ザインタフェ・ス マクOセ ル一覧表 デイレイ是是 発振回路

電圧㎜ プロセツレンジ 基本回路 ㎜ 上の注意 出入カバファ電圧宅配特性 特性値の汲 り方 ツ ール ラ イ ブ ラ リ 肌 クロプクパフア
パ ッケ.ジ特 性 表 内部回路で使用出来るゲ ト数 デ・タ シ・トの 見方 代表楠 性 テストパ,.ン テス トパ クーンの 書 き 方 テ ス トパ タ.ンの 作 り方
パッケ・ジノペスァレイ選択表 チフプ構成 名称髭明 マス',7フ'別 パ ッケ ジ 一貫 テ ス トパ,ン 自動 生 成 チフブ仕嵐 ロジ7ク傍埠例
性館 入出力バッファの分類 パルス邊延特性 ■居回品 目デ タの侮り方

防湿包装品の取量伊ノ保管上の
堕亜起:注 意事項 スキャン幽 エv1ず.`
試験 静電書賃について シ ュ ミ レ イシ ■ン

籍1t吾子一宣表 電.一.. 出荷テスト 結■上の注意
衰工の借用卑 工頓実演上の注意 ゲ.ト ア レ イ の構 成

奮工の侃遭と特性
パ フケ.ノ'宣 沮 ビ ン

パ;ケ ・ノ ニ領 域 別8C数

パ ニケ ・ノコ ・ド一 貫 表

回路脚 上の留■点
回目投1上 の制動●垣
オ・型 量.一謝1嘱 目 . .
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付属資料C－
◎:テキス トで見るだけ

◇=テ キス トで流用

O:図 表で見るだけ

◇:テ キス トで流用

△:図 表で流用

△:図 表で流用

ユ・ザ アンケ トまとめ CADツ ール要求 まとめ

記載項目 記入例 ◎ ◇ ○ △ ◇ △

製

品

管理情報

会社名 冨士通 2 9 3 0
.

ドキュメ ント名 デ・,シ・ト、テニ,プ フク 3 8 3 0

改i∬No REVISIONNo 3 8 2 0

発行年月 3 9 2 0

ドキ ュ メ ン トNo ドキュメン}名の管理番号 3 8 1 0

構造分類 CMOS,バ イポーラ 3 8 1 0 1

機能名称 2 8 3 0 1

製品名 2 9 3 0 1

パ ブケージコード 0 2 0 0

目次 目次 7 4 2 0

概要

概要 6 5 3 0

特長 7 4 4 0

適用分L野 5 4 2 0

参照 6 3 2 0

品種情成 8 3 3 0

リリース状況 1

機能説明
製品仕様 6 6 4 1

メモリ マップ 4 4 6 3

CPUア ・キテ クチ ャ 5 4 4 1

ブロック図 4 5 5 4 1 1

靖子説明 5 8 6 2

動作モード 6 6 4 1

命令セット 6 4 3 1

レジスタセット 6 4 3 1

機能概要 8 8 5 0

周辺モジュール 6 4 4 2

技術情報
絶対最大定格 6 10 2 1 1

推奨動作条件

電源電圧,動 作温度,接 合温度

,消 費電力

6 9 2 1 1

6 10 2 1電気的特性

直流特性 6 9 2 1 1

交流特性 6 9 2 1 1

端子容量 6 11 2 1 1

タ イ ミン グチ ャ.ト 2 7 6 4 1

1企 画

2開 発設計

3製 造/品管

4購 買

5そ の他

形 式 利 用 目 的 各社項目、表現形式の続一

テキス ト 部品ライブラリ管理,IC/.LSI認 定作菓

テキス ト 部品ライブラリ管理,IC/LSI認 定作菓

テキス ト 部品ライアラリ管理,IC/LSI認 定作菓

テキス ト 部品ライブラリ管理,IC/LSI認 定作菓
テキス ト 部品ライブラリ管理,IC/LSI認 定作菜

テキス ト 部品ライブラリ管理,lC/LSI認 定作菜

テキス ト 部品ライアラリ管理,IC/LSI認 定作莱
テキス ト 部品 ライブラリ背理,IC/LSI認 定作業

テキス ト 部品 ライブラリ管理

テキス ト

TIFF,テ キス ト 部品 ライブラリ管理

TIFF.ア キ ス ト 部品 ライブプリ管理

皿FF.テ キ ス ト 部品ライフrラリ菅埋

テキス ト

TIFF,テ キ ス ト 部品ライブラリ管理

TIFF 部品ライブラリ管理

WFF,BMP,エ キス ト 部品ライブラリ管理

TIFF.テ キス ト 部品ライブラリ管理

CADペ ン ダフ ォマ ッ ト、TIFFβMP,エ キ ス ト 部δもライブラリ管理、ソフト開発

丁肝.BMP,エ キ ス ト 部品ライブラリ管理

TIFF.テ キス ト 部品ライブラリ管理、ソフ ト開発
二一モニフク、TIFF .テ キス ト シミュレーションモテ.ル作 成 、 部品 ラ イ ブラ リ冒 理 、 ソ

フ ト管理
TIFF.テ キス ト 部品ライブラリ管理、ソフ ト開発

TIFF,テ キス ト 部品ライブラリ管理、ソフ ト開発

TIFF,テ キス ト 部品ライブラリ管理

テキス ト 部品ライブラリ背理、回路設計

テキス ト 部品ライブラリ管理、回路股8†

1BIS、 テ キ ス ト 伝送路解析、部品ライブラリ背理、回路絞8†

IBIS、 テ キ ス ト 伝送路解析、部品ライアラリ管理

IBIS、 テ キス ト 伝送路解析、部品ライブラリ管理

IBIS、 テ キス ト 伝送路解析、部品ライブラリ管理

EDIFTIFF.テ キ ス ト 部品 ライブラリ管理、回路股8† JPEGで も可



烏

o。
1

ユ・デアンケ トまとめ

関

連

記載項目 記入例 ◎ ◇ ○ △

技術情報
タイミング必要条件 3 6 5 3

測定条件(回 路)
3 3 5 2

特性例 4 2 8 2

応用例
3 1 7 2

応用回路例 2 1 10 3

3
応用ポ・ド回路図

2 1 9

応用分野 3 2 8 1

応用プログラム例
3 3 7 0

フ ローチ ヤ.ト 3 1 6 2

各 種号7'ル.チン一 覧
5 1 6 1

ソフ トウ ェア サポ.ト
7 1 5 0

ハ ー ドウ ェア サポ.ト 7 1 5 0

詳細交流特性 0 1 0 0

各種係数 電源電圧,温 度,プ ロセス

バ ツケ.ジ情報

パ ッケージ型名

外形図

1 10 4 9

端子配置図 2 10 4 6

端子名称 ピン番号.入 出力.ビ ンタイプ 1 12 5 3

梱包仕様 1 8 3 3

外装(運 搬用)条 件 1 7 4 2

保存条件 3 8 3 1

実装条件 3 10 3 1

熱抵抗 3 11 3 1

取扱い注意 2 8 4 1

質量 2 10 2 1

欽特性 シ'ヤンク治ン温 度

注意文言 PL法 5 2 3 1

特許 5 2 3 1

貿管令 4 2 3 1

著作権 4 2 3 1

電波聞書 4 2 2 1

予告なく変更 5 2 2 0

営業所

問い合わせ

先一覧

営業所 6 6 4 0

問い合わせ先一覧 6 6 4 0

開発、発注 開発環境 6 0 5 0

開発季順 6 0 4 0

ソフ ト開発 ツ.ル 6 1 4 0

デバック α(E) 7 1 3 0

言語プロセッサ 6 1 3 0

PROM書 き込み用フ」 7 1 3 0

ROM発 注方法 7 1 3 0

PROMラ イター覧 5 3 3 0

製 品一 覧 表セクションガイド 5 5 4 0関連製品
6 3 4 0早見表

,,ロブρ・'W川 製品良書の紹介) 5 2 4 0

資料一覧 6 4 4 0

1995!3!7

形 式 利 用 目 的 各社項 目、表現形式の統－

EDIFTlFF 部品ライアラリ管理、回路絞菖† JPEGで も可

㎜ 部品ライブラリ管理

皿FFPS 部品ライブラリ管理

TlFFPS 部品ライブラリ管理

EDIF,T【FF,BMP,PS 部品ライブラリ管理、回路設計

EDlF,T正F.BMPpS 部品ライブラリ管理、回路股百†

WFFPS 部品ライブラリ管理

WFFPS 部品ライアラリ管理

TIFFPS 部品ライブラリ管理

T圧F,テ キ ス ト 部品ライブラリ管理

TIFF.テ キ ス ト 部品ライブラリ管理

丁田F.テ キ ス ト 部品ライブラリ管理

テキス ト

lGES.・JPEGIHPGL.CADベ ンダ フ ォーマ ッ ト

、TIFF.テ キ ス ト,DXF

レイアウト、部品ライブラリ管理、回路殻8†

lPEGTIFF.テ キス ト、∫GESDXF
レイアウト、部品ライブラリ管理、回路設計

テキス ト|PEG
レイアウト、部品ライブラリ管理、回路設計

↑IFF,テ キス ト 部品ライブラリ管理

TIFF.テ キス ト 部品ライブラリ管理

TIFF.テ キス ト 部品ライブラリ菅埋

TIFF,テ キス ト 部品ライアラリ管理

テキス ト 部品ライブラリ管理

TIFF.テ キス ト 部品ライブラリ背理

テキス ト 部品ライブラリ管理

PS

PS

PS

PS

PS・

PS

テキス トPS 部品ライブラリ管理

テ キ ス ト、PS 部品 ライアラリ管理

PS マイコンソフ ト設計

PS

PS マイコンソフト設計

PS マイコンソフ ト設計

PS

PS

PS

テキス ト

PS

テキス ト

テキス ト

テキス ト



－
N
qっ

ユ・ザアンケ トまとめ

記載項目 記入例 ◎ ◇ ○ △

クロスリフルバ フ7仙 5 7 4 0

関連製品 保守廃止品一覧 5 9 4 0

シリ.ズ製品展開 4 6 4 0

シリ.ズ特長 4 5 4 0

シリーズ応用分野 5 4 4 0

その他 デバイス写真 1 3 4 4

奥ずけ 注意書き 2 2 2 0

C

A

D

関

連

CADラ イブ ラ`、機能記述{HDL等) 0 8 3 5

ロジ ッ ク 0 8 2 5

タイミング 1 8 2 4

SPICE 0 7 2 4

回路シンボル 0 8 3 6

部品外形形状 シンボル 0 5 3 5
ハ'フケジσッ}シンポ の 0 5 3 4

IBIS 0 1 0 0

シミュレーシ∋ンザ ル有 無情 報 0 1 1 0

CADツ ・ル 回 路 図ル.ル チ ェ ・ノク 0 6 2 1

電気的ル・ルチェック 0 6 2 1

そ

の

他

資材 価格 5 9 2 1

納期 6 8 3 0

相当品 6 9 3 0

販売単位 0 1 0
ロット薔号

品質 品質信頼性情報 5 8 3 1

部品故障率 4 10 3 1

品質保証体制 4 6 4 0

電子部品用語
.

用語 一 覧` 5 6 2 0

和英 5 6 2 0

英和 5 5 1 0

業界標準情報 EIAJ 6 5 1 0

∫EPEC 6 4 2 0

1995/3/7

形 式 利 用 目 的 各社項目、表現形式の統一

テ キス ト、PS 部品ライブラリ管理

テ キス ト、PS 部品ライブラリ背理

テキス ト

テキス ト

テキス ト

TIFFPS 部品ライブラリ管理

テキス ト

EDIF.Verilo艮HDLVHDL.テ キス ト 回路設計.タ 仏チ←ト作成、ライブラリ作成

Venlo艮HDL、VHDL.テ キス ト ライブラリ作成

SDF,VenlogHDL、 テ キス ト ライブラリ作成

SPICE、 テ キ ス ト ライブラリ作成

EDlF、 ベ ク トルデータ CADペ ンタ㌧ 万一マ外 、 ライブラリ作成

EDIF、 ベ ク トルデ・タ 回路設計、ライブラリ作成

ベ ク トルデ・タ

テキス ト 電子検図
テキス ト 電子検図

テキス ト 部品 ライブラリ管理

テキス ト 部品 ライブラリ管理

テキス ト 部品 ライブラリ管理

テキス ト 部品 ライブラリ管理

テキス ト 部品 ライブラリ管理

テキス ト 部品 ライブラリ管理

WFF.テ キス ト 部品 ライブラリ管理

テキス ト 部品 ライブラリ管理

テキス ト 部品 ライブラリ管理

テキス ト 部品 ライアラリ管理

テキス ト
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企 画 認 定 設 lf 基 板 設 計 テ ス ト 組 立 購 買 そ の 他

日

舞

大

分

類

中

分

類

小

分

類

小
分
類
の
具体

例
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選
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図
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解
析
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解
析
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解
析

ソ
フ
ト
設
計
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解
析
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作
成

部
品
外
形
作
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目
的
及
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関

連

技術情報 測定条件(回 路1 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1

特性例 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

応用例 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

応用同盟例 1 1 1 1 1 1 」 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1応用ボード回路図 1 1

応用分野 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

応用プログラム例 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

フ ロ ・チ ャ ・ト
1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1

各種サブルーチン一瞥 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 ` 1 1 1

ソ フトウェアサ ポ.ト 1 2 1 1 1 1 」 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1

ハー ドウェアサ ポ.ト 1 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 」

詳細交流特性

パ ッケ.ジ情報

外形図 1 1

端子配置閲 1 1

靖子名称
,

1

梱旬什故 1 1

外装{運 搬用)条 件 t 1

保存条件 2 ' 2

実装条件 2 1 1 1

熱抵坑 2 1 2 1 1

取損い注意 2 1 1

質量 2 1 1
.

注意文言 PL法 2 4 1

特許 2 4 1

貿管令 2 3 1

著作権 2 3 1

電波障害 2 3 1

予告なく変更 2 3 1

官業所

問い合わせ

鮪r－覧

常葉所 1 3 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2

問い合わせ弗一驚 ` 2 1

開発、発注 開粂環境 1 3 1 1 2 1 ` 1 1 1

開会手M 1 3 1 1 2 1 1 1 1 `

ソ フト開発 ツ.ル 1 3 1 1 2 1 1 1

デバ ック ↓ICE、 1 3 1 1 1

言語プ ロセ ッサ 1 3 1 1
.

1

PROM書 き込み用,.ル 1 4 1 1 1

ROM発 注方法 1 4 1 1 1

PROMラ イター覧 1 2 1 1 1

関連製品 製品一覧表セ,ションが什' 2 4 1 t 2 1 2 1 1 1 1 1 1 」 1 1 2

早e嘉 2 2 1 1 2 1 2 1 1 ' 1 1 1 1 1 ` 2 1

・帽 ザρ・'』'.州`ロ島 原 要 の紹 介 1 3 ` 1

資料一寛 1 4 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 ` ` 1 ⑪ 2

,取`;フ ル 万 才ア傷 2 2 | 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 [ 1 2 1

保守塵1上品一覧 2 可 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 | 2

シ`Lズ 製品展開 1
「 1 1

一

日

ー
ー
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態

シ リーズ特 長 1 2 ` 1

シ リ・ズ応用 分野 1 3 1 1

その他 デバイス写真 `

臭ずけ 注意書き 1 1

C

A

D

関

連

CADラ イプ ラ1 機能記述(HDL等)
ロジ ック

タイミング

SPICE

回路 シンボル

部品外形形状シンボル

パ フ伽シ'(フ ア}シ淋 皐川

IBIS
シミュレーションモテ'ル有無情報

CADツ ・ル 回路図ルールチェ ノク

電気的ルールチェック

そ

の

他

資材 価格 1 2 1 1 t

納期 ` 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

相当品 t 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ) 1 1 1

眼帯単位 ステ↓ツ,、テープ 別 2

品質 品質償頼性情報 1 2 1 1 1

音8晶故障率 1 2 1 1 1

品質保証体制 1 2 1 1

電子部品用語 用語一覧 1 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2

和英 1 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2

革和 1 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2

業界標㊦情報 EIA」 1 3 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1和DEC 1 2 3 1 1 1 1 1 ` 1 1 1 ` 1 1 ` 1
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応用回路例 1 2 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

応用ボ,ド 回路図 1 2 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

応用分野 1 2 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 ` 1 ∫ 1 1

応用プログラム例 1 2 2 1 2 1 2 1 1 1 1 2 [ 1 1 3 1

フロ.チ ャ.ト. 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1
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ハー ドウェアサポ.ト 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

詳細交流特性 1 1
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梱句什様 5 2 2 1 1 1 ` 1 1 1 1 1 ハ 1 1 1 2

外装(ぷ 借用)条 件 4 3 ハ 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 3

保存条件 5 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3

室装条件 5 3 2 1 1 1 1 1 1 1 ` 2 2 1 1 1 3
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改訂No REVISIONNo ` 1
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小
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類

例性特

例用応

例踏固用応

園路洞ポ用応

野分用応

例私グロブ用応

」ヤザ"

覚ケ川"重書

」ポサゴ防"

」ボサ訂随一ハ

雛流交細評

図形外

図星嬉 置

称名子子端

様佳句梱

件条剛聯G装外

件灸存
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貴注恥き魚取
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通士官

"ガぽ弗デ
晦㎜柵旺

号蕾理智の名川口口

ウポ川瓜㎝

小

分

類

名社会

陥ン白牌
袖酊改

周年行発

袖川白牌
類分遣構

称名能徴

名品製
ドトジ

一
けバ

次目

要概

長骨

頒朋

成構田田参品

横仕品題

プ⇔リモメ

ヤ"行プWC

園〃ロブ
明醍子塔

ドも雛
外セ令命
汁セタスジレ

書置能箇

弗ユジモ辺周

格窟★最対辞

件条作動錘推

性特

特約特気流電信

件特流宴

量容子端

ヰ市"いタ
件委躍〃ペタ
翻個件剃 条

例宇件特

側用口

中

分

類

報情理管

抜目

要領

明脱舵機

報惰術技

大

分

類

製

品
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口
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例
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作
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解
析

熱
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E
M
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解
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ソ
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設
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伝
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路
解析
お
よ
び
検
証

フ
ツ

ト
ブ

リ
ン

ト

作
成

部品

外
形作

成

シ
ン
ボ
ル
印
刷

テ
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

座
標
デ
1
タ
生
成

組
立
図

購
買

「

部
品
情
報
デ
1
タ
ペ
1
ス
管理

商
談
サ
ボ

1
ト

教
育

具体

的
な
デ
1
タ

=
1

㌻
ト

御
利
用
目
的
及
び
メ
デ
ィ
ア
形
態

関

連

技術情報 応用回路例 1 1 1 1 2 1 3 1 1 1 1 1 1 1 2 1 0

応用ボ.ド 回路閲 1 1 1 1 2 1 2 1 1 1 1 」 1 1 2 1 0

応用升野 0 0 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0

応用プログラム例 0 0 ` 1 1 1 ` 1 1 1 1 1 ` 1 1 1 0

フ ロ ーチ ャ ー ト 1. 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 」 ` 1 1 1 0

各種スプルー秒 一槍 1 0 1 1 1 ▲ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0

ソ フトウェアサ ポート 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0

ハー ドウェアサ ポ.ト 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
詳細交流特性

パッケ.ジ情報

外形図
1 4 3 3 2 2 2 2 2 2 1 5 3 2 1 2 1 0 1 1

端子配置図 1 3 2 2 1 ` 2 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 0 1 1

端子名称 1 1 1 2 ` 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 0 1

1 2 2 2 2 1 1 2 1 1 1 2 2 2 2 1 1梱包仕枝

外装 樋 搬用)条 件 1 1 2 2 2 1 1 2 1 1 1 2 2 2 2 1 1

保存条件 0 0 2 2 2 1 1 2 1 1 1 2 2 2 2 1 1

実装条件 o 0 2 2 2 1 1 2 1 1 1 2 2 2 2 1 1

熱抵抗 o 0 2 2 2 1 1 2 1 1 1 2 2 2 2 1 1

取扱い沖童 0 0 2 2 2 1 1 2 1 1 1 2 2 2 2 1 1

質量 0 0 2 2 2 1 1 2 1 1 1 2 2 2 2 」 1

注意支宮 PL法 0 0 2 2 2 1 1 2 1 1 1 2 2 2 2 1 1

特許 0 0 2 2 2 1 1 2 膓 1 1 2 2 2 2 1 1

貿管令 0 0 2 2 2 1 1 2 1 1 1 2 2 2 2 1 1

著作権 0 0 2 2 2 1 1 2 1 1 1 2 2 2 2 1 1

0 0 2 2 2 1 1 2 1 1 1 2 2 2 2 ∫ `
電波障害

予告なく賢吏 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0

営業所

問い合わせ

名r－覧

賞美所 0 0 0 0 o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0' 0 0

問い合わせ先一覧 0 o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

開発、発注 o 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0
開発環境

開発手…順 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 0

ソフ ト開粂 ツ.ル 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 ! 1 1 1 1 ' 0

デパ ノク(ICE) 0 0 1 1 1 1 1 ` 1 1 1 1 1 1 1 1 0

言 語プロセッサ 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0

PROM書 き込み用,・ル 0 0 1 1 1 1 ` 1 1 1 1 1 ` 1 1 1 0

ROM発 注方法 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ハ 1 1 1 1 0

PROMラ イ ター賢 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ハ o

関連製品 0 0 0 o 0 o 0 0 0 o o 0 0 0 0 0 0

製品一覧表砂治ンガイド

早日表 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

',。グ'パ"同1飼 品員■の紹介、 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0

資料一驚 0 1 0 o 0 0 0 0 0 0 0 o 0 0 0 0 0

ケロスリフ7レ刀 フγ仙 0 0 o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 o 0 0 o 0

保守廃1ト品一覧 o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
'0
0 0 0 0 o

シ リ.ズ製品恩開 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0

シ,1一ズ特長 o 1 1 1 1 1 1 ` 1 1 1 1 1 1
.1 1 0

シILズ 応用升野 0 1 1 ハ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0

その他 デバイス写 口 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ` 1 1 2

1 1 1 1 1 1 1 1 1
.

1 1 1 1 1.
興ずけ 注意書き .

. .
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CADラ イブラ1 権能記述{HDL尊) 1 2 2 1 3 3 2 2 2 1 2 2 2 3 1

ロジッ ク ` 2 ヨ 2 2 4 3 2 2 1 2 2 2 2 1 1

タイ ミング 1 2 2 3 2 1 3 2 2 ` 2 2 2 2 1 1

SPICE 1 2 2 3 2 1 2 3 2 1 2 2 2 2 1 1

回路 シンボル 2 2 4 2 2 3 2 2 2 」 2 2 3 2 1 1

部品外形形状シンボル 2 2 4 2 2 3 2 2 2 1 2 3 2 2 1 1

バアケゾP,ト ンンピル) 2 2 3 2 2 2 2 2 2 1 3 2 2 2 1 1

IBIS o 0 0 0 0 0 0 o 0 0 o 0 0

シュミュレーションげ ル有無情 報 o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 o 0 0

CADツ ・ル 回路図 ル,ル チエツク 1 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 1 1

電気的ルールチ ェック 1 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 1 1

そ

・

の

他

資材 価格 ` 1 1 1 1 1 1 1 1 ` 1 1 1 1 1

納期 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

相当品 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

販亭単位 0 o 0 0 0 o 0 0 0 0 0 0 0 0

品質 晶質信頼性情報 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ` 1 1 1 1

部品故障率 1 1 ` 1 1 1 1 1 1 1 1 ▲ 1 1 1

品質保証体制 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ` 1 1 1

電子部品用語 用語一覧 1 1 t 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

和萎 1 1 1 1 1 1 1 1 t 1 1 1 1 1

英和 1 ` 1 1 ` 1 1 1 1 1 ハ ` 1 1

業界標準情報 巳AJ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ` 1 1

日)EC 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

. . . . . .. . . . . . . .■ .

1
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1995.1.23

付属資料Dユ ーザアンケート分析

1.電 子部品情報(ド キュルト、CAD関 連ライブラリ)を 電子化 して提供する場合にサ プライや側 はどの

よ うな点を考慮すべきとお考えですか?

(D標 準化 ・互換 性

・特定 の様式 を採 用せ ず業界標 準 を採 用

・CADベ ンダー に依 存 しない標 準 フォーマ ッ ト

・全て の メー カで 同 じフ ォー マ ッ トを使 うこ と

お よび互換性 を持 たせ る こと

・多 くの メー カ の情 報 を項 目お よび表現形 式で統 一

・ドキュ メン トフォー マ ッ トの統 一

・各 社 のスペ ックのテ ス ト条件等 の統一

・デ ー タフォ ーマ ッ トの標 準化

・各 社 間でのデ ー タ形 式 、媒体 、フォーマ ッ トの互換 性

・デ ー タの取込 時 のデ ー タ圧 縮/伸 長 の共通化

・サ プ ライ や 間での ドキュ メン ト作成/提 供 メデ ィアの統一標 準化

東芝

カシオ

電子技研

NEC

シャープ

〃

〃

三菱 電機

神戸 製鋼 所

富士 通コンヒ.ユータテクノ

(2)最 新情報お よび リアル タイム性
・最近部品の早期提供 と配布のタイ ミング

・最新部品を新鮮な うちに提供

・改廃情報 もタイム リー に

・CAD関 連 ライブラリのバグ
、改版の早急 な対応、

最新バージョンの提供
・各種変更点の早期提供

ノノ

〃

東芝

富 士 通 デ バ イ ス

富 士 通 コンビ.ユータテクノ

(3)提供す る情報の範囲
・ユーザでは得 られ ないよ うな大量なデータが必要

・保守廃止部品の情報 も残 してほ しい

・半導体に限 らず、抵抗/コ ンデンサ等の他部品へも範囲拡大
・シミュ レー ションモデル提供の推進 してほ しい

NEC

〃

東芝

〃

(4)デ ー タの品質

・頻 繁 な レビジ ョンア ップを しない と信頼 が薄れ る

・提供 され た情報 の修 正 、変更時 の早期連絡
・仕様 変更 時 の更新 タイ ミン グ

、更新 案内方 法
・ア ップデ ー タ時の サポー ト

・バ グの ない信頼 で き るデ ー タベー ス

・改版 の フォr－ にっ いて 明確 かっ利用者 の対処 しやす さ

・デー タ改 善箇所 の 明確化(変 更 日付 が確 認で き る と良い)

NEC

NEC

三菱電機

日出ハイテ ック

カシオ

PFU

電子技研
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(5)機 能 、操作性

・情報 検索 の しやす さ

・検 索のや りやす さを十分考 慮 しない と実用 困難

・PCの 機能 を問わず ア クセ スで き るシステ ム

・検 索の容易性(当 初はTREE検 索 、慣れ た らダイレクトに 目的 に)

・デ ー タ取 り込み時 の転送 時間 を短 く

・必 要 なデ ー タが どこにあ るか分 か りやす く表示

・本 を め くる時、 目で 内容 を確認 しな が ら4～5頁 見 られ る。

これ に匹敵す るス ピー ドが ない と使 われな い

・TREE形 式 は もちろん 、あ らゆるキー ワー ドで検索可す る

・分 か りや すい検 索性 の良い ドキ ュメ ン トの提供 を

三菱電機

〃

シャープ

神戸製鋼所

〃

富士通デバイス

電子技研

〃

富 士 通 コンヒ.ユータテクノ

(6)そ の他

・検 索 は無 料 で行 え る よ うに して欲 しい

・ノウハ ウ(回 路、テ ク ノロジ)部 は、セ キ ュ リテ ィが必 要

・開発 中のサ ンプルデ ー タの供 給で き るよ うに

・ユ ー ザの立場 に立 った低 コス トで の提供

・ユー ザの利 用 しやす い環境 の構 築 と提供

・提 供 メデ ィア不良時 の無償 交換

・CADラ イ ブ ラ リは、企業独 自の規 格 があ りシ ンボル 提供 は不要

作成 に必要 な情報 のみで可。

・シ ミュ レー シ ョンモ デル提供 を推進 して欲 しい

・デー タが改 善 され てい る ところを明確 にす る。 変更 され てた 日付

等 を確 認 でき るよ うにす る。

カ シ オ

富士 通 デ バ イ ス

電 子 技 研

富 士 通 コンヒ.ユータ

富 士 通 コンヒ.ユータ

富 士 通 コンピ ュータ

東 芝

ノノ

電子技研
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2.現 在の電子部品 ドキュメン トに対 して 日頃感 じていることは何ですか?

(1)各 情 報 サプ ライや 間の標準化 、互換性 に関す る こと

・メー カ間 の相違が 理解 しづ らい 、同一製 品 の記述 の仕 方を統 一

・統 一 されて お らず 、比較 しにくい

・各 メー カ間 での表記 方法 が異な る

・メー カ ごとに項 目、表現形 式 に統 一が な く分か りに くい

NEC

キヤノン

電子技研

NEC

(2)提 供 す る情 報 の内容 、品質 、信頼 性 に関す る こと

・互換 性情 報 の記 述 が必要

・同 等機 能 品 の各 メー カ間の互換1生に関す る情 報が ない

・使用 上 の注意 が、パ ラメー タ表 の一部 に小 さく記載 され てい る

こ とが あ り、注意事項 を見逃 しや す い

・タイムチ ャー トとACス ペ ック値 を同時 に見 られ るペー ジ配 置

・修正 、改版 等 に時 間がかか る

・情報 量 は多い が、必要 と してい る所 は一部。

・バー ジ ョンア ップ したのが分か らない ことが ある

・詳細 な説 明が不足 していた り、各 ドキュメ ン ト記 述の関連づ けが

不足 して いた り、変更等 に対す るサ ポー トが足 りない

・デー タ シー トの文 字が小 さいた め、FAXで は文 字がっぶれ る

・保 守情 報 は必須

三菱電機

〃

〃

日出ハイテ ック

富士 通デバ イス

〃

電 子 技 研

富 士 通 コンピュータタクノ

東芝
〃

(3)情 報の入 手 、検索 に関す る こと

・デー タブ ックか ら一つ の部 品 を検 索す るのは難 しい

・対応 品種 、スペ ック項 目が少ない

・ドキ ュメ ン ト要求 に レス ポ ンスが遅 い と困 る

・オー ダー か ら ドキュ メン ト納入 までに時 間がかか る。
・毎年発行 され るもので、 量産 しなが らデー タが消 えて い るものが

あ るた め、毎 年分保 管す る必 要が あ るメー カ もある

・ドキ ュメ ン トの検索性 が悪 い

・CADデ ー タ利 用 に磁 気テ ープで提供 して欲 しい

・使用 頻度 に応 じたサ ー ビス提供 を

(CD-ROM提 供 、ネットワーク接続 に よる電子 情報 、FAX)

・保 守、 シ ミュ レー シ ョンモデル な どの登録 が少な く活用 に限界

・迅速 な変 更デ ー タの提供

(品種増 、バ グな どア ップデ ー タ時間の短縮)

NEC

シ ャー プ

神 戸製鋼所

富士通コンヒ.ユータテクノ

電子 技研

富 士 通 コンヒ.ユ一夕テクノ

NEC

東 芝

東 芝

富 士 通 コンヒ.ユータテクノ

(4)そ の他

・社 内部 品情報管 理 システ ムを構 築準備 中

・利用 料金 をやす く

・全 メーカ のデー タ を揃 え る と保 管 、管理 が できない

・ユー ザの意 見 を部品 メーカ に示 す機会 が少 ない

・電子部 品 ドキュメ ン ト、 シ ミュ レー シ ョンモデ ル に対す る

日本企 業 の対応 が遅 い

キヤノン

神戸製鋼所

電子技研

東芝

〃

・現在 の電子 部 品 ドキュメ ン トはユー ザ側 がデー タブ ックや カ タ ログNEC

よ り必 要 なデー タ を多 大な 工数 を掛 けて入力 してい るの が現状。

部 品情 報 が電子化 され るこ とはユー ザ側 で の工数 を低減 で きる。
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電 子 部 品 デ ー タ シ ー ト用DTD付録E





付属資料E電 子部品デ ータシー ト用DTD

<ト ー

電子 部品デー タシー ト用DTD(案)verO.2(1gg4.12.16)'ニ

(注)こ のDTDは 暫定的 な ものです=

未定 項 目が あるので このま まで は動作 しませ ん=

各 タグの属性 につ いてはほ とんど考慮 されてい ませ ん=
一 一 一 一 一 一 ー 一 一 ー ー 一 一 ー ー ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー ー 一 一 ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー 一 一 ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー 一 一 ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー 一 〉

<!一 一

文書構造の末端の項 目(各 社が決定する項目)

どの程度のレベルまで決定するかは議論する必要あ り

===============================================ご=============ニ==============ニ=========一 一 〉

〈トー 文 字修飾詞の宣言(未 定)一 一〉

〈!ENT工TY～ きemph""〉

〈!一 一 ハ イ パ ー リ ン ク の 宣 言(未 定)一 一〉

<!ENT工TY亀hlink"tt>

〈!一 一 テ キ ス トの 宣 言(未 定)一 一〉

〈!ENT工TY$text""〉

〈!一 一 図 の 宣 言(未 定)一 一〉

<!ENT工TY亀imagellll>

〈!_表 の宣言(未 定)・_一〉

<!ENT工TY宅tablel'll>

〈!一 一 写 真 の 宣 言(未 定)一 一〉

〈!ENT工TY2photo''"〉

<!一 ー

トップ レベル

=ニ ニ====ニ ニ======ニ========ニ==ニ=ニ====二========二=============================================一 一 〉

〈!一 ー ト ッ プ レ ベ ル の 要 素 宣 言 一一〉

<!ELEMENTdatashヒ 一 一

(Admin.工nfo,ToC?,general.desc,arch.func.desc,Technical.Divisions,

Mech.工nfo,Lega1.Notices,Sales.Office.L、isting)〉

〈!一 ト ッ プ レ ベ ル の 属 性 の 宣 言 一 〉

<!ATTL工STdatasht

versionCDATA#工MPI」 工ED--DTDversionnuml)er-一 〉
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<!一 一==========================================ニ=======ニ===================

大項目 「管理情報」

======二========」================================ニ=======ニ=====ニ=ニ========一 一 〉

〈!一 一 管 理 情 報 の 要 素 宣 言 一一〉

<!EIＬEMENTAdmin.工nfo-O

(enterprise.info,Doc.info、pid.info)〉

〈!一 一 会 社 名 の 要 素 宣 言 一一〉

〈!EZ,E)CENTenヒerprise.info-O(宅text:1宅image:)+〉

〈!一 ドキ ュ メ ン ト情 報 の 要 素 宣 言 一 〉

<!ELEMEN'rDoc.info-一

(・Doc.title?&revision?&revision.history&literature.order.number?)〉

〈 ト ー ドキ ュ メ ン ト の タ イ ト ル の 要 素 宣 言 一一〉

〈!ELEbt[EN[[,Doc.title-O(宅text;)〉

〈!一 一 改 訂#の 要 素 宣 言(任 意 テ キ ス ト)一 一〉

〈!ELEMENTreviSiOn-O(#PCDATA)〉

〈!一一 発行 年 月の 要 素 宣 言(西 暦 、 月)一 一〉

〈!ELEMENTrevision.hisしory-O(#PCDATA)〉

〈ト ー ドキ ュ メ ン ト#の 要 素 宣 言((英 数 字H/1.)+)・ 一一〉

〈!Er,E)tEENTliterature.order.number-○(#PCDATA)〉

〈ト ー 製品 名 の 要素 宣 言 一一〉

〈!ELEMENTpid.info-O(%text;)一 一一 製 品名 の 記 述 〉

<!一 一 製 品名 の属 性 宣言

「構造 分類 」 「機 能 名 称」 を製 品 名 の属 性 に した 一一〉

<!ATTL工STpid.info

class(MOSlBipolarlCMOSlNbaoslPMOSlBi-CMOS)

#REQUエED-一 構 造 分 類

funcCDATA井REQUエED-一 領ー一 機 能 名 称 〉

<!一 一================ニ=========ニ====ニ========ニ==ニ==ニ===ニ===ニ============ニ==

大項目 「目次」

ニ================ニ=================ニ ニ=====ニ=ニ ニ=====ニ ニ=ニ====ニ=ニ========一 一〉

<!一 一 目次 の 要 素 宣言

く!ELEMENTToC-O

－一〉

(宅t二ext;) 〉
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<!一 一==================ニ====ニ=ニ ニ ニ======ニ======ニ====ニ=====ニ======ニ=ニ====ニ===

大項 目 「概要」

ニ======================ニ===========================ニ==================一 一〉

〈 ト ー 概 要 の 要 素 宣 言 一一〉

<!EI、EMENTgeneral.desc-O

(Description&features.summary&apPlicat二ion.summary?

&reference?&1ineup?)〉

〈!一 一(概 要 の)概 要 の 要 素 宣 言 一一〉

〈!ELハEMENTDescription-O(宅text;}〉

〈!一 一 特 長 の 要 素 宣 言 一一〉

〈!ELEMENTfeatures.summary-O(宅text;1宅table:)+〉

〈 ト ー 応 用 分 野 の 要 素 宣 言 一一〉

〈!ELEMENTapplication.sUmmary-O(宅text,)〉

〈!一 一 参 照 の 要 素 宣 言 一一〉

〈!ELEMENTreference-O($text;}〉

〈ト_品 種 構 成 の 要素 宣 言 一一〉

〈!ELEMENTlineup-O(宅text:1$table:)+〉

<!__======================」==========ニ ニ==ニ ニ===============ニ======ニ========

大項目 「機能説明」

=ニ============ニ=============ニ===========ニ==========ニ====ニ=====ニ==========一 一〉

〈!一 一 機 能 説 明 の 要 素 宣 言 一一〉

<!E1、EMENTarch.func.desc-O

(memory.map?&block.diagram&七erminaLfuncヒions?&

operation.mode?&insヒruc七ion.seヒ.info?&register・set?&

func.desc?'&peripheral.module?)〉

〈 ト ー メ モ リ マ ッ プ の 要 素 宣 言 一一〉

〈!ELEMENTmemory.map-O(宅 ヒext∫1宅image;1宅table:)+〉

〈!一 ー ブ ロ ッ ク 図 の 要 素 宣 言 一一〉

〈!ELEMENTblock.diagram-O(*text:1亀image;1宅table:)+〉

〈!一 端 子 説 明 の 要 素 宣 言 一一〉

〈!ELEMENTtermina1.functi。ns-O(rgtext;Ig・table∫)+〉

〈!一 一 動 作 モ ー ド の 要 素 宣 言 一一〉

〈!ELEMENToperation.rnode-O(宅 ヒext:lkirnage;1宅table:)+〉

〈!一 一 命 令 セ ッ ト の 要 素 宣 言 一一〉

〈!ELEMENTinstructi。n.seヒ.inf。-O(rgtext;lrgtable∫)+〉
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〈!一ー レジ ス タセ ッ トの 要 素 宣 言 一一〉

<!ELEMEN肛1register.seヒ

く ト ー 機 能概 要 の 要 素 宣 言

く!ELEbt[EN[Vfunc.desc-O

－ 〇(Stext;18table;)+〉

一一〉

(宅texヒ:1宅table;)+〉

<!一 一 周辺 モ ジ ュー ル の 要 素 宣 言

く!E1、EMENTperipheral.module

－一〉

-O (%text;19・image;19table})+〉

<!一 ～ ニ=============ニ ニ=============ニ======ニ=====ニ===========ニ ニ===ニ ニ==========ニ

大項目 「技術情報」

==ニ======ニ==========================こ=====二==ニ====二===ニ===ニ==ニ ニ ニ==ニ==二=ニ======ニ== 一一 〉

〈!一 一 技 術 情 報 の 要 素 宣 言 一一〉

<!ELEMEN'rTec㎞ical.Divisions-O

(abs.max&prod.operating.cond?&performance.info&

timing.diagram?&testing.info?&char.example?&

applica七ion?&sofヒware?&hardware?)〉

〈!一 一 絶 対 最 大 定 格 の 要 素 宣 言 『 一一〉

〈!ELEMEN「rabs.max-O(宅texヒ:|宅table:)+〉

〈!一 一 推 奨 動 作 条 件 の 要 素 宣 言 一一〉

〈!E1」EMENTprod.operating.cond-O(rgt二ext:1宅table∫)+〉

〈 ト ー 電 気 的 特 性 の 要 素 宣 言 一一〉

<!ELEMENTperformance.info-一

(AC.char?&DC.char?&capacitance?)〉

〈!一 －AC特 性 の 要 素 宣 言 一一〉

〈!ELEMENTAd・char-o(宅texヒ;1%image;19。table:)+〉

〈!一 －DC特 「生 の 要 素 宣 言 一一〉

〈!ELEMENTDC.char-O(2text;1宅image;1老table:)+〉

〈!一 一 端 子 容 量 の 要 素 宣 言 一一〉

〈!ELEMENT .capacitanceご ○(*text;1紅mage;12table∫)+〉

〈!一 タ イ ミ ン グ チ ャ ー トの 要 素 宣 言 一一〉

〈!ELEMENTtiming.diagram-O(9。text:1%imaqe,1宅table;)+〉

〈!一 一 測 定 条 件(回 路)の 要 素 宣 言 一 〉

〈!ELEMENTtesting・inf・-O(rgtext;19image;19・table;)+〉

〈 ト ー 特 性 例 の 要 素 宣 言(タ グ 名 の 再 考 の 余 地 あ り)一 一〉

〈!ELEMENTchar.exarnple-O(宅text;1～ きimage;1亀 ヒable;)+〉
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<!一 一 応用 例 の 要素 宣 言

く!EpEMENTappliCation

－一〉

-O (rgtext:1*image:19table;)+〉

〈ト ー ソ フ トウ ェ アサ ポ ー トの 要 素 宣 言 一一〉

<!ELEMENTs。ftware-O(rgtext;IXimage;19table;1

〈!一 ー ハ ー ド ウ ェ ア サ ポ ー トの 要 素 宣 言 一一〉

<!E工 、EMENThardware-O(宅 ヒext∫1宅 土mage;1宅table;1

審photo:)+〉

宅photo;)+〉

<!一 一========ニ=================ニ ニ=====================ニ=二===========ニ=======

大項目 「技術情報」

====ニ==========二=======ニ===ニ=ニ=======ニ=二 二========二=================ニ=ニ==ニ=ニ===一 一〉

〈!一 一 パ ッ ケ ー ジ 情 報 の 要 素 宣 言 一一〉

<!ELEMENTMech.工nfo-O

(package.info&pin.out&nomenclature?&shipping.container?&

transport・media?&storage.re(;uirements?&soldering.mounting?&

ヒhermal.functions?&safety?&package.weight?)〉

<!一 一 外 形 図 の 要 素 宣 言

く!ELEMENTpackage.info

<!一 一 端子 配 置 図 の 要素 宣 言

く!ELEMENTpin;out-O

<!一 一 端子 名 称 の 要 素 宣 言

く!ELEMENTnomenclaヒure

－一〉

-O (%text∫1$image;已table;)+〉

一一〉

(宅ヒe鞠1%imag・:1

一 〇

<!一 一 梱包 仕 様 の 要 素 宣 言

く!ELEMENTshipping.container

<!一 一 外装(搬 送用)条 件 の 要素 宣 言

く!ELEMENTtransport.media-O

<!一 一 保存 条 件 の 要 素 宣 言

く!ELEMENTstorage.reqUirements

<!一 一 実装 条 件 の 要素 宣 言

く!ELIEMENTsoldering.mounting

〈!一一 熱抵 抗 の 要素 宣 言 一一〉

<!ELEMEN'rthermal.functions

<!一一 取り扱い注意の要素宣言

く!ELEMENTsafeヒy-O

<!一 一 質量 の 要 素 宣 言

く!ELEMENTpackage.weight

90table;)十 〉

一一〉

(9text;IXtable:)+〉

〉一－

O (宅text;1宅image:1宅table:)+〉

一一〉

(rgtext;lgimage;

一一〉

-O

〉一－

O

－ 〇

1宅table∫)+〉

(宅text;1宅 七able;)+〉

(%text;lsきimage:1〈 きtable;)+〉

(rgtex七 一9image;19table;)+〉

一一〉

(Xtexヒ;1$image;1

〉一－

O－

審table;)+〉

(9七ext;lrgtable:)+〉
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<!一 一======================================================ニ===============

大項目 「注意文言」

==ニ=============二==ニ=====ニ========ニ======ニ==ニ ニ==ニ======ニ=ニ=ニ ニ=ニ================ニ 一 一 〉

〈!一 一 注 意 文 言 の 要 素 宣 言 一一〉

<!ELEMENTLegal.NOt二iCeS-O

(PL.law&pa七enヒ?&trade.1aw?&copyrighヒ?&ゴa㎜ing?&

disclaimer.notice)〉

<!一 －PL法 の 要素 宣 言

く!ELEMENTPL.law-0

<!一 特許の要素宣言

く!ELEMENTpatent-O

<!一 一 貿管 令 の 要 素宣 言

く!ELEMENTtrade.1aw-O

<!一 一 著作 権 の 要 素 宣 言

く!ELEMENTcopyrighヒ ーO

く!一一 電波障害の要素宣言
コ 　

<!E工 」EMENT]amrning-O

－一〉

(宅t二exヒ;)〉

一一〉

(宅text∫)〉

一一〉

(%text;)〉

一一〉

(90ヒext;)〉

<!一 一 予告 な し変 更 の 要 素 宣 言

く!ELEMENT』disclaime;.notice

－一〉

ドきtext:)〉

一一〉

-O (宅 七ext;)〉

<!一 一======ニ=======ニ============ニ===ニ=====ニ=============ニ===========ニ=======

大項目 「営業所/問 い合わせ先一覧」

==============ニ============ニ======ニ=====ニ=====ニ=========================ニ==一 一 〉

〈!一一 「 大項 目 「営 業所/問 い 合 わせ 先 一 覧」 の 要 素 宣 言 一一〉

〈!ELEMENTSales.Office.Listing-O(宅text;1%table:)+〉
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EDAツ ー ル に 必 要 な 情 報 個 別 一 覧 リス ト付録F





一切
ω
ー

付F.EDAツ ールに必要 な情報/個 別一覧 リス ト(1/10)

各社
ツ ー ル

N社 0社 P社 Q社
一

・分 類(Digi倒IC
,AnalogIC,.)

部品/ラ イブラリ管理 ・成 分(S血c叫GaAs
,.)

・テ ク ノロ ジ ・テ ク ノ ロ ジ(TrL
,ECL,.)

・フ ァ ミ リ ・フ ァ ミ リ(LS
,HC,.)

・メ ー カ型名 ・メー カ型 名 ・メー カ型名 ・メーカ型 名

・製造番号(LOT番 号")
・リリース状況

・フ ァ ン ク シ ョ ン(AND
,OR,.)

・ゲ ー ト数

・JEDECコ ー ド ・パ ッ ケ ー ジ 型 名(DIP
,.)

・パ ッ ケ ー ジ 材 質(Plasdc
,.)

・動作温度IMax】 ・接合温度【Max】

・消費電力[Max] ・消費電力[Min的p!Max】

・価格 ・価格

・故障率(fit)

・熱抵抗(C/W)
・電源 ピン番号

・グラン ドピン番号

・ブロ ックダイア グラム

・等価回路図

・電源電圧 ・絶対最大定格

・直流特性

・交流特性

・最大消費電力

・ピン容量

・パッケージ形状/寸 法

・ピン配置図

・ピン名称

・質 量

・納入形態



付F.EDAツ ールに必要 な情報/個 別一覧 リス ト(2/10)

よ
↑

ッ＼ …社 N社 O社 P社 Q社

回路図入力

・フ ァミリ

・メー カ型名

・電 源電 圧

・ピン名称

・ピン番号

・入 出力 区分(1
,0,IO,.)

一



一題

付F.EDAツ ールに必要 な情報/個 別一覧 リス ト(3/10)

各社
ツール N社 0社 P社 Q社

・VIH㎜n】

ERC ・VIL【Max]

・VOH【Min]

・VOH1/VOH2

・VOL[Max}

・VOL1/VOL2

・IIH ・IIH[Max】

・IIL ・IIL【Max】

・IOH ・IOH価n】

・IOH1/IOH2

・IOL ・IOL【Min】

・IOL1/IOL2

・10ZHIMax】

・IOZL[Max】

・負荷容量(CL)勘 舳x】
・CL1/CL2

・ピン容 量

・出力 ピン番号 ・出力 ピン番号

・出力 ビ ンタイ プ ・出力 ビ ンタイ プ((㎞CoU㏄ む
,r,」

・入力 ピン番号 ・入力 ピン番号

・入 力 ビ ン タ イ プ(Conロol
,.)

・消費電力[Max]



声
9

付F.EDAツ ールに必要 な情報/個 別一覧 リス ト(4/10)

ツニト 」各社 N社 0社 P社 Q社

・テ ク ノ ロ ジ(TTL
,ECL,.)

・テ ク ノ ロ ジ(TrL
,ECL,.)

ゲー ト、 ピンの割付 け
・フ ァ ミ リ(LS

,HC,.)

・メー カ型名

・消費電力[Max】 ・消費電力[Max】

・動作温度[Max】 ・動作温度IMax】

・電源 ピン番号 ・電源 ピン番号

・グラン ドピン番号 ・グランドピン番号

・IIH ・IIH

・IIL ・IIL

・10H ・IOH

・IOL ・IOL

・出力 ピン番号 ・出力 ピン番号

・出力 ビ ンタイプ((～penCo11㏄t r,」 出 力 ビンタイ プ(Opel1Col1㏄t r,.)
・入力 ピン番号 ・入力 ピン番号

・入 力 ビ ン タ イ プ(Conロol
,.)

・JEDECコ ー ド



－
S

付F.EDAツ ールに必要な情報/個 別一覧 リス ト(5/10)

各社
ツール

N社 0社 P社 Q社

・テ ク ノ ロ ジ(TTL
,ECL,.)

論 理 シ ミ ュ レー シ ョン ・モ デ ル タ イ プ(IO
,1,0,TS,.)

(タイ ミング検証含む) ・出力 ピン番 号

・出力 ビ ンタイ プ(Op㎝Co皿 ㏄t ,r,.)
・入力 ピン番号

・VOH[Max】

・VOL[Max]

・IO且

・10L

・tpLH ・tpLH

・tpHL ・tpHL

・tpHZ

・tpZH

・tpLZ

・tpZL

・FAN-IN数

・FAN-OUT数

・ピン容 量

・電源電圧係数

・温度係数

・プロセス係数



嶺

o。
ー

付F.EDAツ ールに必要 な情報/個 別一覧 リス ト(6/10)

各社
ツール

Q社

回路シ ミュレーション/Q社 ・メー カ型名

回 路 シ ミュ レー シ ョ ン 1.SPICEラ イ ブ ラ リ

8曇罎 鰹 §§顯 橘 糟 タ;空晶 ζ嬬 ζ携

'鷺
流賑 温麟 費電加

・直流特性

2・あ講 羅 鎖編 騒8認Z多 量旨繰 麟 鵠轡 として・以下
・交流特性

・ピン容量

ダイ オ ー ド ・ピン配置図

・順方向静特性IF-VF・ 逆方向静特性IR-VR ・ピン名称

・端子間容量特性CT-VR・ 逆回復時間 ・IOH

バ イ ポー ラ トラ ンジス タ ・IOL

・エ ミッタ接地順方向静特性IC ,IB-VBE(VCE－ 定) ・IIH

・エ ミッタ接地順方向静特性IC-VCE(2ndIB) ・IIL

・コレクタ接地逆方向静特性IE ,IB-VBC(VEC－ 定) ・出力 ビ ンタ イプ(qμmCo皿 ㏄微

・コレクタ接地逆方向静特性IE-VEC(2NDIB) ・入 力 ビ ン タ イ プ(Con加1
,.)

・ベースーエ ミッタ間端子容量特性Cbe-VBE(測 定条件)

・ベースーコレクタ間端子容量特性Cbe-VBC(測 定条件)

・トラ ンジション周波数特性fT-IC(測 定条件)

・ス イ ッチ ング特 性ton ,tstg,tf(測 定 条件)

JFET
・静特性ID-VGS(2ndVDS)

・静特性ID-VDS(2ndVGS)

・入力容量特性Ciss-VGS(VDS－ 定)

・帰還容量特性Crss-VGD(測 定条件)

MOSFET

・静特性ID-VGS(2ndVDS)

・静特性ID-VDS(2ndVGS)

・入力容量特性Ciss-VDS(測 定条件)

・帰還容量特性Crss-VDS(測 定条件)

・ス イ ッチ ング特性tr
,ton,tf,toff(測 定 条件)

目`

)



一
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付F.EDAツ ールに必要 な情報/個 別一覧 リス ト(7/10)

各社
ツ ー ル

N社 0社 P社 Q社

、

・メー カ型 名 ・メー カ型名 ・メー カ型名

レイアウ ト設計 ・テ ク ノロジ

・電源 ピン番号

・グ ラ ン ドピン

・電源電圧番号

・パ ッケージ形状/寸 法 ・パ ッケージ形状/寸 法

・ピン配置図 ・ピン配置図

・ピ ン名 称 ・ピ ン名称

・基板 との ク リア ラ ンス



付F.EDAツ ールに必要 な情報/個 別一覧 リス ト(8/10)``

1

§
1

＼_各 社ツール N社 0社 P社 Q社

伝送線路解析

・電源 ピ ン番 号

・グ ラ ン ドピン番 号

・信 号 ピン番 号

・モ デル タイ プ(10
,1,0,TS,.)

・IBISPackageモ デ ル

・ピ ン抵 抗

・ピ ン容 量

・ピ ン イ ンダ クタ ンス

・VIL[Max]

・VIH[Min]

・VOL[Max】

・VOH【Ma刈

・波形立 上 り時間/単 位 電圧

・波形立 下 り時間/単 位 電圧

・入力容 量[Minπ ＼p!Max】

・ゲ ー トオー プ ン電 圧

・ゲ ー トク ローズ 電圧

●ち羅 ドクラ ンプダイオー ド

'儂 羅 クランプダイオー ド

・IBISPad鰍geモ デル

・ピン抵抗

・ピン容量

・ピンイ ンダクタンス

・VIL

・VIH

・VOL

・VOH

・波形立上 り時間/単 位電圧

・波形立下 り時間/単 位電圧

・遅延測定基準電圧

・電 源 ピン番号

・グラ ン ドピン番号

・信 号 ピン番 号

・モデル タイプ(IO ,1,0,TS,.)

・IBISP㏄kageモ デ ル

・ピン抵抗

・ピン容量

・ピンイ ンダク タンス

・VIL

・VIH

・VOL

・VOH

・波 形立上 り時 間/単 位 電圧

・波 形立下 り時 間/単 位 電圧



一
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付F.EDAツ ールに必要 な情報/個 別一覧 リス ト(9/10)

各社
ツ ー ル

N社 0社 P社 Q社

・消費電力【M{司 ・消費電力 ・消費電力

熱解析 ・動作温度IMa刈

・パ ッケージ形状/寸 法 ・パッケージ形状/寸 法

・パ ッケー ジ
,ピ ン材 質 ・パ ッケー ジ

,ピ ン材 質
・ジ ャ ンクシ ョン/

.ジ男 舞 學夢 抗
Bo任㎝(㎏ 間熱抵抗

・Case(Top&Bot⑩m)間 熱 抵抗

・パ ッケージ/ピ ン間熱抵抗

・ピンのX ,Y,Z幅

'ジ算 錨 熟議

'ジ籔 倫暴i〆

・質量

・基板 との ク リア ランス

・LSIの 厚 さ

・LSIキ ャ ップ の厚 さ

'L㍊ 秀㌢ プの材質及び

・素子の熱抵抗



付F.EDAツ ールに必要 な情報/個 別一覧 リス ト(10/10)
1

1

巨

1

各社
ツ ー ル

N社 0社 P社 Q社
一

実装/CAM!CAT ・パ ッケー ジ形状/寸 法

・納 入形 態(カ ー トリ ッジ
,.)

・メーカ型名

・パ ッケージ形状/寸 法

・ピン配置図

・納入形態

～

・メーカ型名

・パ ッケージ形状/寸 法

・ピン配置図

・納入形態

一



EDAツ ー ル に 必 要 な情 報 集 計 一 覧 リス ト付録G





付G.EDAツ ー ル に 必 要 な 情 報/集 計 一 覧 リ ス ト(1/5)

◇:テ キ ス トデ ー タ を 流 用

△ ξ 図 、 表 を 流 用

電 子 部 品 情 報

部

品

/

ラ

イ

ブ

ラ

リ

管

理

回

路

図

入

力

E

R

C

ゲ

1

卜

●

ピ

ン

割

り

付
け

論 タ

理 イ

シ ミ

ミ ン

ユ グ

レ 検

1証

シ

ヨ

ン

回

路

シ

ミ

こ
1

シ

ヨ

ン

P

C

B

レ

イ

ア

ウ

ト

伝

送

線

路

解

析

熱

解

析

実

装
/

C

A

M

/

C

A

T

分類 ◇

成分 ◇

テ ク ノ ロ ジ ◇ ◇ ◇ ◇

フ ァ ミ リ ◇ ◇ ◇

メ ー カ 型 名 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

製 造 番 号 ◇

リ リー ス 状 況 ◇

フ ァ ン ク シ ョ ン ◇

ゲ ー ト数 ◇

パ ッ ケ ー ジ 型 名 ◇

JEDECコ ー ド ◇ ◇

EIAJPackageコ ー ド ◇ ◇

電源電流 ◇

電 源 電 圧 ◇ ◇ ◇

動作温度 ◇ ◇ ◇

接 合 温 度 ◇

消 費電 力 ◇ ◇ ◇ ◇

故 障 率(fit) ◇

熱 抵 抗(C/W) ◇

*掲 載 さ れ て い る パ ラ メ ー タ(数 値)は 、 そ れ ぞ れ 標 準 値 と最 悪 値(最 大 も し くは 最 小)

を 指 す も の と し ま す 。
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付G.EDAツ ー ル に 必 要 な 情 報/集 計 一 覧 リ ス ト(2/5)

◇:テ キ ス ト デ ■一.タ を 流 用

△:図 、 表 を 流 用

電子部品情報

部

品

/

ラ

イ

ブ

ラ

リ

管

理

回

路

図

入

力

E

R

C

ゲ

1

ト

●

ピ

ン

割
り

付
け

論 タ

理 イ

シ ミ

ミ ン

ユ グ

レ 検

1証

シ

;

回

路

シ

ミ

こ
1

シ

↓

P

C

B

レ

イ

ア

ウ

ト

伝

送

線

路

解

析

熱

解

析

実
装

/

C

A

M

/

C

A

T

納 入 形 態 ◇ ◇

価格 ◇

ブ ロ ッ ク ダ イ .ア グ ラ ム △

等 価 回路 図
、

△

ピ ン配 置 図 △ △ △ △

ピ ン番 号/名 称 ◇ ◇ ◇ ◇

入 出 力 区 分 ◇

電 源 ピ ン番 号 ◇ ◇ ◇ ◇

グ ラ ン ド ピ ン 番 号 ◇ ◇ ◇ ◇

信 号 ピン番 号 ◇

出 力 ピ ン番 号 ◇ ◇ ◇

出 力 ビ ン タ イ プ ◇ ◇ ◇ ◇

入 力 ピ ン番 号 ◇ ◇ ◇

入 力 ビ ン タ イ プ ◇ ◇ ◇

モ デ ル タ イ プ ◇ ◇

FAN-IN数 ◇

FAN-OUT数 ◇

、

電 源 電 圧 係・数 ' ◇

温 度 係 数 ◇

*掲 載 され て い る パ ラ メ ー タ(数 値)は 、 そ れ ぞ れ 標 準 値 と最 悪 値(最 大 も し くは 最 小)

を 指 す も の と し ま す 。

-164一 1



付G.EDAツ ー ル に 必 要 な 情 報/集 計 一 覧 リ ス ト'(3/5)

◇:テ キ ス トデ ー タ を 流 用

△:図 、 表 を 流 用

電 子 部 品 情 報

部

品

/

ラ

イ

ブ

ラ

リ

管

理

回

路

図

入

力

E

R

C

ゲ

1

ト

■

ピ

ン

割
り

付
け

論 タ

理 イ

シ ミ

ミ ン

ユ グ

レ 検

1証

シ

ヨ

ン

回

路

シ

ミ

こ
1

シ

ヨ

ン

P

C

B
レ

イ

ア

ウ

ト

伝

送

線

路

解

析 ・

熱

解

析

実

装

/

C

A

M

/

C

A

T

プ ロ セ ス 係 数 ◇

SPICEモ デ ル ◇

IIH ◇ ◇ ◇

IIL ◇ ◇ ◇

10H ◇ ◇ ◇ ◇

10L ◇ ◇ ◇ ◇

10ZH ◇

10ZL ◇

ピ ン 容 量 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

VIH ◇ ◇

VIL ◇ ◇

VOH ◇ ◇ ◇

VOL ◇ ◇ ◇

tPLH ◇

tPHL ◇

tpHZ ◇

tpZH ◇

tpLZ ◇

tpZL ◇

*掲 載 さ れ て い る パ ラ メ ー タ(数 値)は 、 そ れ ぞ れ 標 準 値 と最 悪 値(最 大 も し くは 最 小)

を 指 す も の と し ま す 。
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付G.EDAツ ー ル に 必 要 な 情 報/集 計 一 覧 リス ト(4/5)

◇:テ キ ス トデ ー タ を 流 用

△:図 、 表 を 流 用

電子部品情報

部

品

/

ラ

イ

ブ

ラ

リ

管

理

回

路

図

入

力

E

R

C

ゲ

1

ト

●

ピ

ン

割

り

付
け

論 タ

理 イ

シ ミ

ミ ン

ユ グ

レ 検

1証

シ

:

回

路
シ

ミ

こ,

1

シ

ニ

P

C

B

レ

イ

ア

ウ

ト

伝

送

線

路

解

析

熱

解

析

実

装
/

C

A

M

/

C

A

T

負 荷 容 量(CL) ◇ ◇

遅延測定基準電圧 ◇

波 形 立 上 り時 間

/単 位 電 圧

◇ ◇

波 形 立 下 り時 間

/単 位 電 圧

◇ ◇

trec ◇

th ◇

ts ◇

tw ◇

ピ ン抵 抗 ◇

入力 容 量 ◇

ピ ン イ ン ダ ク タ ン ス ◇

ゲ ー トオ ー プ ン電 圧 ◇

ゲ ー ト ク ロ ー ズ 電 圧 ◇

グ ラ ン ドク ラ ン プ

ダ イ オ ー ドの 特 性

◇

パ ワ ー ク ラ ン プ

ダ イ オ ー ドの 特 性

◇

IBISモ デ ル ◇

1

パ ッケ ー ジ 形 状/寸 法 ◇ △ ◇ △ ◇ ◇ △

*掲 載 さ れ て い る パ ラ メ ー タ(数 値)は 、 そ れ ぞ れ 標 準 値 と最 悪 値(最 大 も し くは 最 小)

を 指 す も の と し ま す 。
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付G.EDAツ ー ル に 必 要 な 情 報/集 計 一 覧 リ ス ト(5/5)

◇:テ キ ス トデ ー タ を 流 用

△:図 、 表 を 流 用

部 回 E ゲ 論 タ 回 P 伝 熱 実
品 路 R 1 理 イ 路 C 送 解 装
/ 図 C ト シ ミ シ B 線 析 /

ラ 入 ■ ミ ン ミ レ 路 C

イ 力 ピ ユ グ ユ イ 解 A

ブ ン レ検 レ ア 析 M

ラ 割 1証 1 ウ /

リ り シ シ ト C

管 付 ヨ ヨ A

理 け ン ン T

電 子 部 品 情 報

パ ッ ケ ー ジ,ピ ン 材 質 ◇ ◇

ジ ャ ン ク シ ョ ン/ ◇
TopCase間 熱 抵 抗

ジ ャ ン ク シ ョ ン/ ◇
BottomCase間 熱 抵 抗

Case間(Top&Bottom) ◇
熱抵抗

パ ッ ケ ー ジ/ピ ン 間 ◇

熱抵抗

ピ ン のX,Y,Z幅 ◇

ジ ャ ン ク シ ョ ン/ ◇
ケ ー ス 間 熱 抵 抗

ジ ャ ン ク シ ョ ン/ ◇

空気間 熱抵抗

質量 ◇ ◇

基 板 との ク リア ラ ン ス ◇ ◇

LSIの 厚 さ ◇

LSIキ ャ ッ プ の 厚 さ ◇

LSIキ ャ ッ プ の 材 質 ◇
お よ び 接 着 方 法

素 子 の 熱 抵 抗 ◇

*掲 載 さ れ て い る パ ラ メ ー タ(数 値)は 、 そ れ ぞ れ 標 準 値 と 最 悪 値(最 大 も し くは 最 小)

を 指 す も の と し ま す 。
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ドキ ュ メ ン ト作 成 の 作 業 工 程 に お け るSGML各 種 ツー ル の 調 査 表付録H





一
Φ
qっ
ー

記入者名'

付属資料H ドキュメン ト作成の作業工程におけるSGML各 種 ツールの調査票(前 工程)
記入 日:

工程 作業ツール 入手可能なツール名 それぞれのツールの評価結果 備 考

(雑誌 などの記述を参考に しても可) (作業ツール として必要 と考える機能の要件)

前 文 非SGMLオ ーサリング ツール
工 書

程 記

述

文 上 記 非SGMLオ ーサリング ツー

書 ル用SGML変 換

構 (タカ㌧ 、 エデ ィター、 ハ㌧ サー)

造

記
述

SGMLオ ーサリング ツール

SGML テ㌧ タへ㌧ス管 理 システム

デ ータ

管理



ドキ ュメ ン ト作 成

記入者名:

工程 作業 ツール 入手可能な

1

後 物 コンハ㌧ ジ ョンツール

工 理

程 構

造

記
述

,

スタイルシート編 集 ツール

1

5

"

フォーマッティング ツール

1

HTMLコ ンハ"一ジ ョンツール

文 オンラインシステム用 ブ ラウザ

書 (lnternet/LAN)

整

形
■

可 CD-ROM用 ブ ラウサ"

視

化

ドキュメ ン ト作成の作業工程におけるSGML各 種 ツールの調査票(後 工程)
記入 日:

それぞれのツールの評価結果

(雑誌などの記述を参考に して も可)

備 考

(作業ツール として必要と考える機能の要件)



SGMLツ ー ル の ま と め付 録1
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付属資料1 SGMLToolの ま とめ 1995/3/3

工程 ツールの分類 具体的なツール名 機能 利用可能端
末

メ ー カ ー 評価 摘要

前

工

程

文

書

記

述

ワープ ロ/

DTP

Vzエ デ ィ ター

マクロ処理で構造化エディタに

類似 した機能をコーディング可

能

W
Villege

Center

HTMLasst タグ付け支援(タ グをメニュー
か ら選択) PDS

HTMLed
タグ付け支援(タ グをメニュー

か ら選択)
PDS

DocPower
ワープロ感覚で入力しながら、

簡易 タグ付けができる
W 富士通

MacWrite 入力/レ イアウ ト M
MSWord 入力/レ イアウ ト M/W MicroSoft 作表やマクロ処理 が便利
PageMaker ペー ジ レイアウ ト M/W Adobe ペ ー ジ レイ アウ トが容 易 ρ

QuarkXpress ペ ー ジ レイアウ ト M Quark Applescriptで マ ク ロ処理 が可能

Interleaf ペ ー ジ レイア ウ ト U/W Interleaf

WS㎜Gで コンポーネン ト/

カタログ機能に優れ、SGMLに

も対応 しやすいが、修得に時間

がかかる。

WordPerfet 入力/レ イアウ ト W/M WorPerfect

FrameMaker ペ ー ジレイア ウ ト U/M
Frame

Technology
作表機能に優れている

グ ラフ ィック

ス

/CAD nlustrator 図表作成 M Adobe EPSフ ァイル を扱 える

FreeHand 図表作成 M EPSフ ァイル を扱 える

MacDraw 図表作成 M PICTフ ァイル

MiniCAD 部品の外形図作成 M DXFフ ァイル を扱える

CADmover デ ー タ ・フォーマ ッ ト変換 M
HPGL/DXF/EPSフ ァ イル を扱

え る

CADIeafBatdh
DynaText用 の グ ラフ ィ ックス変

換
u EBT

U:UNIX,W:Windows,D:MS・DOS,0:0S2,M:Macintosh,V:DEC〈!MSl:旧MCMS/MVS
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N

SGMLToolの ま とめ 1995/3/3

工程 ツールの分類 具体的なツール名 機能
利用可能端
末

メ ー カ ー 評価 摘要

文

書

構

造

記

述

Texteditors/

SGMLオ ー サ リ

ングツール
ADEPTEditor U/W Arbo〆rext

Corel5Ventura

(TagW6te)

簡単に覚えられるが、インライ
ン要素処理に弱い

Arbol!rextWlndows DTPに 近い使い勝手。 u Arbo〆rext
プ リ ン トユ ー ティ リテ ィとス タ

イル シ ー ト編 集 に優れて いる。

Source/Renecdonを

含 め 、PCISI.1サ ポ
ー ト予 定

■

Interleaf5<SGML>

オ プ シ ョ ン

SGMLエ デ ィ ター/MARK・ITパ

サ ー/DTDビ ジ ュア ライザ ー
u

沖電 気/日

本lnterleaf
10万 円

Author/Editor2.1 SGMLオ ー サ リング、 U/W/M SoftQuad
プ リン トユ ー テ リテ イな し、

ISO/IECTR10037に 準 拠

PCIS1.1(S/Rを 含 め

)サ ポー ト予定(l

Q95)

EASE-E2SAdvanced

SGMLEditor
D E2S

Fasσag タグなし文書をSGML化 u Avalanch

GRIFSGMLEditor
表モデル と数式の扱いが優れて
いる

u G㎡

InContext W InContext

IntelU白9
WordPerfectとSGMLの 橋 渡 し,タ

グ な し文 書 をSGML化
U/D WordPerfect

Mark・lt
SGML構 造化エディター/フ ルタ

グ付けパーサー
U/D SEMA

日本語対応版は日商
岩井

SGML+

アウ トラインプロセッサー的な

SGMLエ ディター、DTDに 基づ

いて画面に書 き込む原稿内容を

要求 して くる。または原稿書込

語 とにタグを選択張 り付ける。

W
日商岩井/
松下電送

本格的SGMLエ ディター、初め
にDTDを 入力(DTDコ ンパイラ
ーが必要) 、LAコEXコ マンド付

き文章への変換機能 もある

IIDES 帳票記入の感覚で文書入力可能 u 富士通

AISS U/W 富士通

SGMLGhost D OUP

GRANT

SGML構 造化エディタ(文 書 中で

付加可能なタグをメニューから
選択 しなが ら文書 を作成で きる

)

W
日本ユニテ

ツク

U:UNIX,W:Windows,D:MS-DOS,O:OS2,M:Macintosh,V:DEC〈/MSl:iBMCMS/MVS



一
お

SGMLToolの ま とめ 1995/3/3

工程 ツールの分類 具体的なツール名 機能
利用可能端
末

メ ー カ ー 評価 摘要

文

書

構

造

記

述

SGMLPublisher

SGML構 造化エディタ(文 書中で

付加可能な タグをメニューから

選択 しなが ら文書 を作成できる

)

u ArborText

SGMLED/WIN

SGML構 造化エディタ(文 書中で

付加可能なタグをメニューから

選択 しながら文書を作成で きる

)

W 富士通

SGMLSmartEditor D
Aut(>
Graphics

Writ(>It D SEMA

WriteSta60n SGMLド キュメン トの作成編集 D/O Datalogics

●
SGMLAuthorfbrMS
Word

Word6.0の ア ッ ドイン ・ソフ トで

、 ビジュ アルにDTDを 定 義 し、

Wordの ス タ イル シー トをもとに

SGMLフ ァイル に変換す る

W Microsoft

DynaTag

DynaText電 子ブック出版 と配信

のための既存の各種 フォーマッ

トのテキス トデータを変換処理

する

U/W/M EBT

MSWord/WordPer允ctRrF,

F㎜eMIEInterle蝿CIIの デ ー

タ取 り込 み可能

DTDu田ities

DocumentAnalyzer U/D Avalanche

DTDocumenter u So血Quad

Near&Far W Microstar

RulesBuilder
SGMLDTDエ デ ィ ター/コ ンパ

イ ラー
U/W/M SoRQuad

SGMLDTDViewer W ZIFrech

Parsers/SGML

Engines
AmsterdamParser u PD

Ominimark

タグ付け されたSGMLド キュメン

トがDTDに 違反 していないか、

チェックして違反箇所 を出力す
る。

U/W Exoterica

ARC・SGML D PD

U:UNIX,W:Windows,D:MS-DOS,O:OS2,M:Macintosh,V:DEC/VMS|:旧MCMS!MVS



SGMLToo1の まとめ1995/3

|

歪

1

工程 ツールの分類 具体的なツール名 機能
利用可能端
末

メ ー カ ー 評価 摘要

文

書

構

造

記

述

Mark-It SGMLの フ ル タグ付 けパ ーサー U/D SEMA

MarkMinder U/D
Techno

Teacher

SGMLKemel
D/1/M/O/
U/V/W

Exoterica

SGMLBACE

SGML文 章 タグ付 け、パ ーシ ング

、デ ー タベ ース化の一連 の作業

用

富士通

Interleaf<SGML>

DTDの 作 成/修 正 、SGMLフ ァ

イル をWYSrWYGのlnterleafド キ

ュ メン トと してDTDと 矛 盾 しな

い フ ォーマ ッ ト化

uu
沖電 気/

Interleaf

SGMLS パ ー サ ー U/D/M PD
タグ変換のための定義データが

必要

AISS U/W 富士通

DocPower タ が 一十パ ーサー W 富士通

SGML文 書処理 パ ー サ ー u 富士通 ロジックのコーディングが必要

Hyrime
・

engmes

HyMinder U/D
Techno

Teacher

Various

AppbcaUonBuilder
Author/Editorを カ スタマ イズす

るデ ベ ロッパ ー ツール キ ッ ト
U/W/M SoRQuad

DynaTextSystems
Integrators
Toolkit(sn)

DynaTextBrowserを カ スタマ イ

ズす る

Conversion

DynaWeb
SGML文 書 をHTML文 書に変換

できる

英語版 、但 し日本語文書 も扱 え

る

BaUse U/D/V AIS

★CopenhagenSGML

Tool

Co㏄ u PD

ISO/CALStable
・

converSlon
U/D MID

U:UNIX,W:Windows,D:MS-DOS,O:OS2,M:Macintosh,V:DEC〈/MS1:旧MCMS/M
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SGMLToolの ま とめ 1995/3/3

工程 ツールの分類 具体的なツール名 機能
利用可能端
末

メ ー カ ー 評価 摘要

文

書

構

造

記

述

IntegratedChameleon

Architechture u PD

OmniMark D/1/M/O/
U/V/W

Exoterica

qwertz/FORMAT u PD

SGMLExport五lterfor

FrameBunder u MID

SGMLHammer U/W Avalanche

SGMLTranslator

DCFEdition 1 IBM

TableTAG U/D Uni61t

SGML

－
ア一 夕

管理

Document

management

1」fe★CDM u Corena

PassagePRO u Passage

SGMLDarc U/W Synex

SGMLEditorial

System U/W MID

Databases

InfbWeb u 富士通
AISS U/W

InterleafRDM3.0(AIS
SGMLStore) u

95/木 化96/初 め

発売予定10万 ドル前

後

SGML/Base 富士通

Dynabase U/W EBT
オ ブ ジェ ク ト試行の デ ータベー

ス

日本語版は今年度末
発売予定

Objectstore 英語版のみ
BASISSGMLserver u InfoDim

PAT u OpenText

SGML/Search u AIS

SGML/Store u AIS

Electronic

DeUvery

FrameBuilder U/W/M? Frame

U:UNIX,W:Windows,D二MS-DOS,O:OS2,M:Macintosh,V:DEC〈!MSl:旧MCMS/MVS



SGMLToolの まとめ1995!3

1

ま
1

工程 ツールの分類 具体的なツール名 機能
利用可能端
末

メ ー カ ー 評価 摘要

後

工

程

文

書

整

形

◆

可

視

化

TEX2HTML
SGMLSASP等 でTEXに 変換 した

文章 をHTMLに 変換
u PDS

StylesExchangerl.0

Author/EditorとDynaText間 の 双

方 向 フォーマ ッ ト/ス タ イル交

換 ブ イル ター

So丘Quad

InstEdS{yleeditor
電子 ブック出版用のスタイルシ
ー ト作成 U/W/M EBT

SGMLデ ータを直接取 り込み可

能

HTML変 換マクロ
MSWordの ドキ ュメ ン トを

HTMLド キ ュメ ン トに変 換
W PDS

RrF/}rrML変 換をす るがかなり
エラーが起 き、実用的でないか

も知れ ない。

Cyberleaf

テキ ス トやグ ラフ ィ ック ス ・デ
ー タをHTMLフ ォ ーマ ッ トやGIF

フ ォ ーマ ッ トに変換

U/W Interleaf
Windows上 で も動 作 、ISO9660

に 準 拠

1994年12月UND(英

語 版 リ,リー ス、1995

年4月 以降Window英

語 版 リリー ス予 定

DynガFextIndexer
ハ イパーテキス ト機能をサポー

トする電子ブック出版 と配信
U/W/M EBT

SGMLデ ータを直接取 り込み可

能

Pathways u
Westing

house

SuperBookSystem U/W/M/O Bellcore

WorldViewPress On-1ineド キ ュメ ン トの作成 U/W Interleaf

Browsers

Wα 】dView

InterleafのOn-1ineド キ ュ メ ン トを

UND(は も ち ろんPCで も読 ん だ り

、プ リン トで きる/全 文検 索機

能 もあ る

U/W Interleaf

OpenText オ ン ライン用 ブラウザ ー

Lector U/W OpenText

Mosaic
HTMLOn-Uneド キ ュメ ン トを読

ん だ り、 プ リン トで きる
U/W/M PD

InfbMosaic
日本語でm'MLド キュメン トを

読める
U/W 富士通 5000円

AISS u 富士通

OLIAS u 富士通

Explorer CD-ROMブ ラ ウザ ー W SoRQuad DWA㎜ より使いやすい

U:UNIX,W:Windows,D:MS・DOS,O:OS2,M:Macintosh,V:DEC〈/MS1:旧MCMSM
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SGMLToolの ま とめ 1995/3/3

工程 ツールの分類 具体的なツール名 機能
利用可能端
末

メ ー カ ー 評価 摘要

パ ノ ラマ SGMLOn-lineド キ ュメ ン トを読

ん だ り、プ リン トで きる
u PD

Explorerと ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ

ェ ー ス が 同 じ

DynaText

Dyn訂extSGMLOn・lineド キ ュメ

ン トを読 んだ り、プ リン トで き

るCD・ROMブ ラ ウザ ー

U/W/M EBT
SGMLデ ータを直接取 り込み可

能

印

刷

用

レ

イ

ア

ウ

ト

■

ス

タ

イ

ル

の

指

定

PageLayout

IIDES フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ ・ツ ー ル O/S2 富士通
エレメン ト毎の フォーマテイン

グ定義が必要

AISS u

GRACE フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ ・ツ ー ル u
日本ユ ニ テ

ック

Corel5-Ventura

ADEPTPublisher U/W Arbo〆rext

CAPS u XSoft

DLComposer

FOSIに 従 い、直接SGMLド キ ュ

メ ン トをPSで ベ ー ジ出 力がで き

る

u Datalogics

FrameBunder U/W/M? Frame

Interleaf5 U/D
沖電 気/日

本lnterleaf

QuarkxpressXtension
SGMLEnabler

SGMLド キ ュメ ン トを

QuarkXpressス タ イル で紙 に出力

で きる

M SoftQuad

QuarkXpress ペー ジ レイア ウ ト M Quark Applescriptで マ ク ロ処 理 が可 能

Interleaf ペー ジ レイア ウ ト U/W Interleaf

コンポーネン ト/カ タログ機能

に優れ、SGMLに も対応 しやす
い

FrameMaker ペ ー ジ レイア ウ ト U/M
Frame

Technology
作表機能に優れている

MSWord 入力/レ イアウ ト M/W MicroSoR 作表やマクロ処理が便利

SGFII D PDS

SGMLSASP SGML文 書をTEXに 変換? U/D PDS

SGML文 書処理 u 富士通

ICA u PDS
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SGMLToolの まとめ1995/3

1

5
1

工程 ツールの分類 具体的なツール名 機能
利用可能端
末

メ ー カ ー 評価 摘要

前

工

程

文

書

記

述

ワープ ロ/

DTP

Vzエ デ ィ ター

マクロ処理 で構造化エディタに

類似 した機能 をコーディング可
能

W
ViUege

Center

HTMLasst
タグ付け支援(タ グをメニュー

か ら選択)
PDS

HTMLed
タグ付け支援(タ グをメニュー

か ら選択)
PDS

DocPower
ワープロ感覚で入力 しながら、

簡易 タグ付けができる
W 富士通

MacWrite 入力/レ イアウ ト M

MSWord 入力/レ イアウ ト M/W MicroSo仕 作表やマクロ処理が便利

PageMaker ペ ー ジレイア ウ ト M/W Adobe ペー ジレイア ウ トが容 易

QuarkXpress ペ ー ジレイア ウ ト M Quark Applescriptで マ ク ロ処 理 が可能

Interleaf ペ ー ジレイア ウ ト U/W Interleaf

WYS】WYGで コンポーネン ト/
カタログ機能に優れ、SGMLに

も対応 しやすいが、修得に時間
がかかる。

WordPerfet 入力/レ イアウ ト W/M WorPerfect

FrameMaker ペ ー ジレイア ウ ト U/M
Frame

Technology
作表機能に優れている

グ ラフ ィック

ス

/CAD nlustrator 図表作成 M Adobe EPSフ ァイル を扱 える

FreeHand 図表作成 M EPSフ ァイル を扱 える

MacDraw 図表作成 M PI(Tフ ァ イル

MiniCAD 部品の外形図作成 M DXFフ ァイル を扱 える

CADmover1 デ ー タ ・フ ォーマ ッ ト変換 M
HPGL/DXF/EPSフ ァ イル を扱

える

CADleafBatch
DynaText用 の グ ラフ ィックス変

換
u EBT

U:UNIX,W:Windows,D:MS-DOS,O:OS2,M:Macintosh,V:DEC/VMSl:IBMCMS/M
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SGMLToolの ま とめ 1995/3/3

工程 ツールの分類 具体的なツール名 機能
利用可能端
末

メ ー カ ー 評価 摘要

文

書

構

造

記

述

Texteditors/

SGMLオ ー サ リ

ングツール
ADEPTEditor U/W Arbo〆rext

Corel5-Ventura

(TagWdte)
簡単に覚 えられるが、インライ
ン要素処理に弱い

Arbo〆rextWindows DTPに 近 い使い勝手。 u Arbo〆rext
プ リ ン トユ ーテ ィ リティとス タ

イル シー ト編 集に 優れて いる。

Source/ReOectionを

含 め 、PCIS1.1サ ポ

ー ト予 定
」

Interleaf5<SGML>

オ プ シ ョ ン

SGMLエ デ ィ ター/MARK・ITパ

サ ー/DTDピ ジ ュア ライザ ー
u

沖 電気/日

本Interleaf
10万 円

Author/Editor2.1 SGMLオ ー サ リング、 U/W/M So丘Quad
プ リ ン トユ ー テ リテイな し、

ISO/IECTR10037に 準 拠

PCIS1.1(S/Rを 含 め

)サ ポー ト予 定(l

Q95)

EASE-E2SAdvanced

SGMLEditor D E2S

Fas百'ag タグな し文書をSGML化 u Avalanch

GRIFSGMLEditor 表モデルと数式の扱いが優れて
いる

u G㎡

InContext W InContext

Inte1Utag
WordPerfectとSGMLの 橋 渡 し,タ

グな し文 書 をSGML化
U/D WordPerfect

MarkIt SGML構 造化エディター/フ ルタ
グ付けパ ーサー

U/D SEMA
日本語対応版は日商
岩井

SGML+

アウ トラインプロセッサー的な

SGMLエ ディター、EπDに 基づ

いて画面に書 き込む原稿内容 を

要求 して くる。または原稿書込

語 とにタグを選択張 り付 ける。

W
日商岩井/
松下電送

本格的SGMLエ ディター、初め
にDTDを 入力(DTDコ ンパイラ
ーが必要) 、L削EXコ マンド付
き文章への変換機能 もある

IIDES 帳票記入の感覚で文書入力可能 u 富士通
AISS U/W 富士通
SGMLGhost D OUP

GRANT

SGML構 造化エディタ(文 書 中で

付加可能 なタグをメニューか ら

選択 しながら文書を作成できる

)

W
日本ユニテ

ツク

U:UNIX,W:Windows,D:MS・DOS,O:OS2,M:Macintosh,V:DEC〈/MSl:旧MCMSIMVS



SGMLToolの まとめ1995/3

1

§

1

工程 ツールの分類 具体的なツール名 機能
利用可能端
末

メ ー カ ー 評価 摘要

文

書

構

造

記

述

SGMLPublisher

SGML構 造化エデ ィタ(文 書中で

付加可能なタグをメニューか ら

選択 しなが ら文書を作成で きる

)

u Arbo〆rext

SGMLED/WIN

SGML構 造化エディタ(文 書中で

付加可能なタグをメニューか ら

選択 しなが ら文書を作成で きる

)

W 富士通

SGMLSmartEditor D
AutΦ

Graphics

Writ←lt D SEMA

WriteStation SGMLド キュメン トの作成編集 D/O Datalogics

SGMLAuthorforMS
Word

Word6.0の ア ッ ドイン ・ソフ トで

、 ビジュ アル にDTDを 定 義 し、

Wordの ス タイル シー トを もとに

SGMLフ ァ イル に変換す る

W Microso仕

Dyn汀ag

DynaText電 子ブック出版 と配信

のための既存の各種 フォーマッ

トのテキス トデータを変換処理

す る

U/W/M EBT

MSWord/WordPer飴ctRrF,

FrameMIF,hlterleafASCIIの デ ー

タ取 り込 み可能

DTDutilities

DocumentAnalyzer U/D Avalanche

DTDocumenter u So丘Quad

Near&Far W Microstar

RulesBunder
SGM㎜ エデ伊/コ ンパ
イラー

U/W/M SoRQuad

SGMLDTDViewer W ZIFTech

Parsers/SGML
Engines

AmsterdamParser u PD

Omin㎞ark

タグ付けされたSGMLド キュメン

トがDTDに 違反 していないか、

チェック して違反箇所を出力す

る。

U/W Exoterica

ARC・SGML D PD

一
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SGMLToolの ま とめ 1995/3/3

工程 ツールの分類 具体的なツール名 機能
利用可能端
末

メ ー カ ー 評価 摘要

文

書

構

造

記

述

Mark・ 【t SGMLの フル タグ付 けパ ーサー U/D SEMA

MarkMinder U/D
Techno

Teacher

SGMLKemel
D/1/M/O/
U/V/W

Exoterica

SGMI!BACE

SGML文 章 タグ1寸け 、パー シ ング

、デ ー タベ ー ス化の一 連の 作業

用

富士通

Interleaf<SGML>

DTDの 作 成/修 正、SGMLフ ァ

イル をWYSIWYGのlnterleafド キ

ュメ ン トと してDTDと 矛 盾 しな

い フ ォーマ ッ ト化

uu
沖 電気/

Interleaf

SGMLS パ ーサ ー U/D/M PD
タグ変換のための定義データが

必要

AISS U/W 富士通
DocPower タ が一 十パ ーサー W 富士通

SGML文 書処理 パ ーサ ー u 富士通 ロジ ックのコーディングが必要

Hyrime
●

englnes

HyMinder U/D
Techno
Teacher

vari皿s

AppUca直onBuilder
Author/Editorを カ ス タマイズす

るデベ ロ ッパ ー ツール キ ッ ト
U/W/M SoRQuad

Dyn`rextSystems
Integrators

Toolldt(sn)

Dyn汀extBrowserを カ ス タマ イ

ズす る

Conversion

DynaWeb
SGML文 書 を}πML文 書に変換

できる

英語版 、但 し日本語文書 も扱 え

る

Ba五se U/D/V AIS
★CopenhagenSGML

Tool

Co㏄ u PD

ISO/CALStable
●

converSlon
U/D MID
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SGMLToolの ま とめ 1995/3/3

工程 ツールの分類 具体的なツール名 機能
利用可能端
末

メ ー カ ー 評価 摘要

文

書

構

造

記

述

【ntegratedChameleon

Architechture
u PD

OmniMark
D/1/M/O/
U/V/W

Exoterica

qwertz/FORMAT u PD

SGMLExport丘1terfor

FrameBullder
u MID

SGMLHammer U/W Avalanche

SGMLTranslator

DCFEdition
1 IBM

TableTAG U/D Uni61t

SGML

データ

管理

Document

management

Ufe★CDM u Corena

PassagePRO u Passage

SGMLDarc U/W Synex

SGMLEditorial

System
U/W MID

Databases

InfoWeb u 富士通

AISS U/W

InterleafRDM3.0(AIS
SGMLStore)

u

95/末 化96/初 め

発売予定10万 ドル前

後

SGML/Base 富士通

Dynabase U/W EBT
オブジェク ト試行のデータベー

ス

日本語版は今年度末
発売予定

Oblectstore 英語版のみ

BASISSGMLserver u InfoDim

PAT u OpenText

SGML/Search u AIS

SGML/Store u AIS

Electronic

DeHvery

FrameBuilder U/W/M? Frame

U:UNIX,W:Windows,D:MS・DOS,O:OS2,M:Macintosh,V:DEC/VMSl:旧MCMS!MVS
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SGMLToolの ま とめ 1995/3/3

工程 ツールの分類 具体的なツール名 機能
利用可能端
末

メ ー カ ー 評価 摘要

後

工

程

文

書

整

形

■

可

視

化

TEX2HTML
SGMLSASP等 でTEXに 変換 した

文章をHTMLに 変換
u PDS

S⑲lesExchangerLO

Author/EditorとDynaText間 の 双

方 向 フ ォーマ ッ ト/ス タイル交

換 フ ィル ター

So仕Quad

InstEdS取leeditor
電子ブック出版用のスタイルシ
ー ト作成 U/W/M EBT SGMLデ ータを直接取 り込み可

能

HTML変 換マクロ
MSWordの ドキ ュメン トを

HTMLド キ ュメ ン トに変換
W PDS

RrF/m'ML変 換 をす るがかなり
エラーが起 き、実用的でないか

も知れない。

Cyberleaf
テ キス トや グ ラフ ィックス ・デ
ー タをHTMLフ ォーマ ッ トやGIF

フ ォーマ ッ ト に変換

U/W Interleaf
Windows上 で も動作 、ISO9660

に 準 拠

1994年12月UND(英

語 版 リリー ス、1995

年4月 以降Window英

語 版 リリー ス予定

DynゴrextIndexer
ハイパ ーテキス ト機能 をサポー

トする電子ブック出版 と配信
U/W/M EBT

SGMLデ ータを直接取 り込み可

能

Pathways u
Westing

house

SuperBookSystem U/W/M/O Be11core

WorldViewPress On・lineド キ ュメ ン トの作 成 U/W Interleaf

Browsers

WorldView

InterleafのOn・Uneド キ ュメ ン トを

UND(は も ちろんPCで も読 ん だ り

、プ リン トで きる/全 文検 索機

能 もある

u/w Interleaf

OpenText オンライン用ブラウザー

Lector U/W OpenText

Mosaic
㎜LOn・Uneド キ ュメ ン トを読

ん だ り、 プ リン トで きる
U/W/M PD

InfbMosaic
日本語でmMLド キュメン トを

読める
U/W 富士通 5000円

AISS u 富士通

OLIAS u 富士通

Explorer CD-ROMブ ラ ウザー W So血Quad DYNATEXTよ り使いやすい

U:UNIX,W:Windows,D:MS・DOS,O:OS2,M:Macintosh,V:DEC〈!MSl:1BMCM3,'TVIVS



SGMLToolの まとめ1995/3

1

巨
|

工程 ツールの分類 具体的なツール名 機能
利用可能端
末

メ ー カ ー 評価 摘要

パ ノラマ
SGMLOn・lineド キ ュメ ン トを読

ん だ り、プ リン トで きる
u PD

Explorerと ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ

ェ ー ス が 同 じ

DymText

DynaTextSGMLOn-lineド キ ュ メ

ン トを読 んだ り、プ リン トで き

るCD-ROMブ ラ ウザ ー

U/w/M EBT
SGMLデ ータを直接取り込み可

能

印

刷

用

レ

イ

ア

ウ

ト

■

ス

タ

イ

ル

の

指

定

PageLayout

IIDES フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ ・ツ ー ル O/S2 富士通
エ レメ ン ト毎 の フ ォーマテ イ ン

グ定 義 が必要

AISS u

GRACE フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ ・ツ ー ル u
日本ユ ニ テ

ック

Corel5Ventura

ADEPrPublisher U/W ArborText

CAPS u XSo血

DLComposer

FOSIに 従 い 、直 接SGMLド キ ュ

メン トをPSで ペ ージ出力がで き

る

u Da回ogics

FrameBuilder U/W/M? Frame

Interleaf5 U/D
沖 電気/日

本lnterleaf

QuarkxpressXtension
SGMLEnabler

SGMLド キ ュメ ン トを

QuarkXpressス タ イル で紙 に出力

で き る

M SoftQuad

QuarkXpress ペ ー ジ レイ アウ ト M Quark Applescriptで マ ク ロ処理 が可 能

Interleaf ペー ジ レイ アウ ト U/W Interleaf

コンポーネン ト/カ タログ機能

に優れ、SGMLに も対応 しやす

い

FrameMaker ペー ジ レイ アウ ト U/M
Frame

Technology
作表機能に優れている

MSWord 入力/レ イアウ ト M/W MicroSoft 作表やマクロ処理が便利

SGFII D PDS

SGMLSASP SGML文 書をTEXに 変換? U/D PDS

SGML文 書処理 u 富士通

ICA u PDS

一
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付属資料JSGML対 応ツールの調査

下 記 の 項 目に つ き 、 ご調 査 願 い ます 。 (ご 回 答 期 限:1995年2月 日)

(調 査 結 果 検 討 日:2月10日)

記

1.ツ ー ル 名

2.メ ー カ名/国 内代理店 名等(電 話番 号)

3.対 応 ハ ー ドウエ ア(ハ ー ドウエ ア機 種 名 、OS、 メモ リ容 量 、 デ ィ ス ク容 量)

4.販 売(使 用)実 績(国 内 実 績/world-wide実 績)、 も し くは発 売 予 定 年 月

5.価 格 例

日

口い

る

な

ー

え

え

す

扱

扱

ま

が

が

い
語

語

願

本

本

入

日

同字
鞘
。

語
醐纏%

(2)日 本 語 版 口

一185一



7.ツ ー ル の カ テ ゴ リ(該 当□ に ×記 入 願 い ま す 。 複 数 回 答 可)

(1)DTD作 成 支 援 ツ ー ル

(2)バ ー サ

(3)SGMLエ デ ィ タ

(4)コ ン バ ー タ

(5)SGMLデ ー タ ベ ー ス

(6)フ ォ ー マ ッ タ

(7)ビ ュ ー ア

口

口

ロ

口

口

口

口

非SGMLか らSGMLへ 口

「三=㌶ 読一白

8.こ の ツ ー ル と接 続 した 実 績 の あ る ツー ル が あ れ ば 全 て ご記 入 下 さい 。

(ツ ー ル 名 、利 用 目的 、接 続 方 法 、 留意 点)
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9.ツ ー ル 共 通 の設 問

● タ グ名 に2バ イ トコー ドが 使 用 で き ま す か?

で き る 口

で き な い 口

● タ グ名 の 長 さの 制 限 は?(何 文 字 以 内 か バ イ ト数 で お 答 え下 さ い)

● タ グの区切 り記号(〈 ・〉)の 変更 がで きますか?

で き る 口

で きな い 口

●要 素内 の文字数 に制 限が あ ります か?

ない 口

● フ ァイル の大 き さに制限 が あ ります か?

●SGML宣 言 をユー ザが定 義で きますか?

口るあ

口

口

い

る

な

あ

口

口

いな

る

き

き

で

で

()バ イ ト

()バ イ ト

定 義 で き る機 能 を記 入 して 下 さい 。

●扱 えるDTDは?

任 意 口

限定 口 DTDの 種 類 を記 入 して 下 さい 。
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10.ツ ー ル 毎 の 設 問

7.で チ ェ ッ ク した カ テ ゴ リに のみ 、 お 答 え 下 さい 。

(1)DTD作 成 支 援 ツー ル

●DTDの 階 層 構 造 を グ ラ フ ィカ ル に 表 示 で き ます か?

表 示 で き る 口

表 示 で き な い 口

(2)バ ー サ

● エ ラー が 発 生 した とき の 処 理

エ ラー が 発 生 した 時 点 で 処 理 を 中 止 す る □

最 後 ま で チ ェ ッ ク を 行 う 口

(3)SGMLエ デ ィタ

●入力 可能 な タグの一 覧が表示 され選 択 で きます か?

でき る 口

できな い 口

●テ ンプ レー ト又 は質 問形式 で入力す るな どタグを意識 しないで入力 で き る機能 が あ

りますか?

ない 口

あ る ロ ー 入力 の形式 を記入 して 下 さい。

曽
.
カすまきで力入でG

口

口

YW

い

ー

る

な

S

き

き

Y

で

で

W●

ヨ
.
カすまきで一ユビレプてえ与をル

口

口

イタ

い

ス

る

な

に

き

き

グ

で

で

タ●
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(4)コ ンバ ー タ

● 非SGMLか らSGMLへ の 場 合

a.変 換 元 の 非SGMLデ ー タ の デ ー タ形 式 は 何 で す か?

(例:RTF、 複 数 回 答 可)

b.変 換 先 のSGMLのDTDは?

任 意 口

限 定 口DTDの 種 類 を記 入 して 下 さい 。

●SGMLか らSGMLへ の場 合

a.変 換 元 のSGMLのDTDは?

任 意 口

限 定 ロDTDの 種 類 を記 入 して 下 さい 。

b.変 換 先 のSGMLのDTDは?

任 意 口

限 定 口DTDの 種 類 を 記 入 して 下 さい 。

●SGMLか ら非SGMLへ の 場 合

a.変 換 元 のSGMLのDTDは?

任 意 口

限 定 口DTDの 種 類 を記 入 して 下 さい 。

b.変 換 先 の 非SGMLデ ー タ の デ ー タ形 式 は何 で す か?

(例:RTF、 複 数 回 答 可)
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(5)SGMLデ ー タ ベ ー ス

● デ ー タ ベ ー ス の タ イ プ は?

オ ブ ジ ェ ク ト指 向 デ ー タ ベ ー ス

リ レー シ ョナ ル デ ー タベ ー ス

そ の他

日

口

口

名

名

名

品

品

品

製

製

製

(

(

(

)

)

)

●デー タベー ス照会言 語 は?

SQL口

その他[コ ご記入 下 さい

●DSSSLの ロケー シ ョンモ デル(上 位 の要素 また は属性 に依 存 した検 索な ど)に

対応 して いますか?

対応 してい る 口

対応 していな い 口

わか らない 口

● 文書 のバー ジ ョン管理が で きますか?

で き る 口

で きな い 口

●要素 毎のバ ー ジ ョン管理 がで き ます か?

で き る 口

で きな い 口
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(6)フ ォー マ ッタ

● 出 力 可 能 な デ ー タ の 形 式 を全 て 記 入 して 下 さい(例 Postscript)

●組版 機 能 として以 下 の もの はサ ポー トしてい ますか?

文字禁則 口
文字修飾 口

縦横混在 口

見出 し段 末禁則 口

均等割 付 口

段組み指 定 口

ノレビ

行 幅 な どの設 定

頁 サイ ズ変 更

口

口

口

● 取 り込 め る イ メー ジ のデ ー タ 形 式 は何 で す か?(例:TIFF)

● 取 り込 め る グ ラ フ ィ ク ス の デ ー タ形 式 は何 で す か?(例CGM)

●取 り込 め る表 の作成 形式 は何 です か?

SGML形 式 口 対 応 して い るDTDは 何 で す か?(例:CALS)

非SGML形 式 口 対応 してい るデー タ形式 は何 ですか?

表 は イ メ ー ジ ま た は グ ラ フ ィ クス と して 扱 う 口

●取 り込 め る数式 の 作成形 式 は何 です か?

SGML形 式 口 対 応 して い るDTDは 何 で す か?(例:TR9573)

非SGML形 式 口 対 応 して い るデ ー タ 形 式 は 何 で す か?(例:TeX)

数 式 は イ メー ジ ま た は グ ラ フ ィ ク ス と して 扱 う 口
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●取 り込 め る化 学式 の作成形 式 は何 ですか?

SGML形 式 口 対応 してい るDTDは 何 です か?(例:TR9573)

非SGML形 式 口 対応 してい るデ ー タ形式 は何 です か?

化 学 式 は イ メ ー ジ ま た は グ ラ フ ィ ク ス と して扱 う 口

r
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(7)ビ ュ ー ア

● ハ イ パ ー リ ン ク機 能 を サ ポ ー ト して い ま す か?

サ ポ ー ト して い る ロ

サ ポ ー ト して い な い □

●検 索機 能 と して以 下 の もの をサ ポー トして い ますか?

数値 比較 に よ る検 索

キー ワー ド検 索

シ ソー ラス検 索

全文検 索

SGMLの 階層構 造 を用 いた検索

口

口

口

口

口

● 出 力 可 能 な デ ー タ の 形 式 を全 て 記 入 して 下 さ い(例:Postscript)

●組版機 能 と して以 下 の ものはサ ポー トして いますか?

文字禁則 口

文字修飾 口

縦横混在 口

見 出 し段末禁 則 口

均等割 付 口

段組み 指定 口

定設

更

の
変

ど

ズ

な

イ

ビ

幅

サ

ル
行

頁

口

口

口

● 取 り込 め るイ メ ー ジ の デ ー タ 形 式 は 何 です か?(例:TIFF)

● 取 り込 め る グ ラ フ ィ クス の デ ー タ形 式 は 何 で す か?(例:CGM)

●取 り込 め る表 の作 成形式 は何です か?

SGML形 式 口 対 応 して い るDTDは 何 で す か?(例:CALS)

非SGML形 式 口 対応 してい るデー タ形 式は何 です か?

表 は イ メ ー ジ ま た は グ ラ フ ィ ク ス と して扱 う 口
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● 取 り込 め る数 式 の 作成 形 式 は 何 で す か?

SGML形 式 口 対 応 して い るDTDは 何 で す か?(例:TR9573)

非SGML形 式 口 対 応 して い る デ ー タ 形 式 は何 で す か?(例:TeX)

数 式 は イ メー ジ ま た は グ ラ フ ィ ク ス と して 扱 う[コ

● 取 り込 め る化 学 式 の作 成 形 式 は何 で す か?

SGML形 式 口 対 応 して い るDTDは 何 で す か?(例:TR9573)

非SGML形 式 口 対 応 して い るデ ー タ形 式 は 何 で す か?

化 学 式 は イ メー ジ また は グ ラ フ ィ ク ス と して扱 う □
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11.他 に この ツ ー ル の 特 徴 が あ れ ば記 載 して 下 さい。

ご記 入者 名 ご記 入 日1995..

会 社 名

部 課 名

お 名 前

電話番号

FAX番 号

あ りが と うご ざ い ま した 。
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SGML文 書 作成 ツー ルの相互接 続の概 要付録K





付属資料KSGML文 書作成ツールの相互接続状況と概要

文書記述(非SGML)－

lnterleaf5

一
㊤
べ

－
FrameMaker (M)一

(M)
]

文書構造記述(SGML)一
製品情報入力システム(F)

Mark-lt

lnterleaf5〈SGNL>(Mark-1t)

(M)DynaTag

MS-Word

MS-Word

－

OpenXpress (M)(F)一
+SGMLTagWizard

SGML-PLUS

DOClNTEGRA/SE

GRANT

検 証一
(A)

(A)

(A)

(A)

(A)

蓄積(DB)－

lnterleafRDM

-

DMSGML(未)

DynaBase

-

DM

lndexer

-

SGML

レイアウ ト記述一
(F) JOB-S

(A)Interleaf5〈SGML>ツ ールキット一
(F) Cyberleaf (F)－
lnterleaf

MS-Word

(A) lnStEd

HＴML

P

GranParse (A)

(A)

㈲
↑
|
－

DynaWeb (F)一

(A)DOCINＴEGRA/AL版下(日立独自)
一

(C) GRACE

可視化一
版 下(タイプ セッター)

MS-Word 紙 画(W)

WorldViewCD-ROM紙 画(U)(W)－
DynaTextCD-ROM紙 画(U)(W)－
Mosaic 紙 画(U)(W)(MAC)－

DOCINTEGRA/BB画(W)一
版下(PS)画(U)

(M):Mapping独 自フォーマットとタグ との 対 応 表 を使 って タグ 付 け を 行 う。 但 しDTDに 適 合 す る か は保 証 され な い。(A)

(W):Windowsか らの 印刷 機 能 を利 用 可 。(U)=UNIXの ウインド ウで 表 示 可 。 点 線 は 、 接 続 した 実 績 を示 す 。

任意のDTDに 対応。 (F):固 定DTD(C):カ スタマイズ に ょ り任 意 のDTDに 対 応 。

1995.2.8現 在EDSC/WG1で 入 手 した アンケート資料 に 基づ き作 成



SGML前 処理 ツールー 覧(ア ンケート集計結 果)

|
9
1

OpenXpreSS δ朋LPIus Doclntegra/SE GranParse Urant

共通 カテ ゴ リ コンバー タ/フ ォー マ ヅタ SGMLEditor Editor/バ ー サ バーサ SG肌Editor

メー カ名 アステ ック 日商岩井 日立製作所 日本ユニテヅク 日本工テヅク

代理店名(電 話番号) ア ス テ ヅ ク(03-5261-5972) 日商岩 井(03-3588-4598)

日商 岩井 イ ンフォコム

(03-5800-9177)

日 本 ユニテック(03-5570-9775) 日 本 ユニテック(03-5570-9775)

ハー ドウエア

OS

メモ リ容量

disk容 量

Sun

UNIX

DOS系PC

DOS2.11,Windows3.0以 上

600KB

DOS/Vマ シ ン

Windows3.1

1.2MB

2MB

DOS系PC

windows3.1

8MB

DOS系PC

windows3.1

8MB

販売実績(国 内)
販売実績(国 外)

1995年3月 リ リー ス 1995年2月 リリース 1995年 内 リ リース 予定

価格例 59.6万 円 12万 円 29800円(標 準)

対応言語 日本語 日本語 日本語 日本語

日本語タグ ● ● ● ●

タグ長 16バ イ ト 16バ イ ト 8バ イ ト SG汎宣言による

タグ区切 り変更 × × × ●

ファイルサイズ制限 タグ要素が2048以 内 な し な し な し

要素内文字数 28M8 64KB 64KB

SGML宣 言の変更 × × × ●(容 量集合の指定)

DTD 任 意(要 コンバー タ) 任意 任意 任意

Editor タグの一覧表示 ● ● ●

入力の簡易性 使用可能タグ表示機能 タグ選択機能 タグ選択機能

WYSIWYG対 応 ● × ×

プレビュー × ● ×

コ ンバータ 変換 非SGML→SGML

変換元テ㌧タ OpenXpress専 用 形式

,

変換先デ汐
SGML→SGML なし
DTD OpenXpressDTD

バーサ エラー時の処理 処理 中止 処理 中止 最後 まで確認

参考 コメ ン ト
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SGML前 処理 ツールー覧(ア ンケート集計結 果)

－
qっ
qっ

製品情報入力システム Mark-lt lnterleaf〈SGML> DynaTag SGMLTagWizard

共通 カテゴリ SGMLEditor バ ー サ/コ ンバー タ itor/コ ンバ ー タ/DB/ビ ュ ー コンバ ータ バ ー サ/Editor

メー カ名 凸版印刷(株) SEMASoftwareTechnology |nter!eaf EBT NICETechnology

代理店名(電 話番号) 日商岩井(03-3588-4598) CTC(03-3419-9102)

日本 ユ ニ シ ス(5546-4539)

富 士 通,INS,沖 電 気 他15社

学研(03-3447-8168)

東 芝 ア ドバ ンス トシステ ム

(03-3226-3684)

なし

ハー ドウエ ア

OS

メモ リ容量

disk容 量

Windows3.1

8MB

lMB

DOS系 マ シ ン,UN【Xマ シ ン

DOS,UNIX

l6MB

540MB

UNIXWS

UNIX

32MB

l2MB,(ス ワ ッ プ80MB)

DOS系 マ シ ン,UNIXマ シ ン

Windows3.1,UNIX

l2MB

40MB

DOS/Vマ シ ン

MS-Windows

販売実績(国 内)
販売実績(国 外)

1995年4月 リ リース 数社

約2000サ イ ト

3社

数100社
価格例 150万 円 ZOO万 円 69万 円 本体$179送 料$30

対応言語 日本語 英語/日 本語 英語/日 本語 英語/日 本語 英語
日本語タグ ● ● × × ×

タグ長 制限な し SGML言 言 による 240バ イ ト(SGML宣 言 による) SGML吉 言 に よる

タグ区切り変更 × ● × ● ×

ファイルサイズ制限 あり なし な し なし ?

要素内文字数 制限な し なし な し なし ?

SGML宣 言の変更 × ● ●(制 限あり) ● ×

DTD 製品情報DTD 任意 任意 任意 任 意(llTML,ISOBOOKを 保 証)

Editor タグの一覧表示 ● ● ●
入力の簡易性 対話機能あり メニr表 示、 テ ンプ レー ト な し

WYSIWYG対 応 ● ● ●
プ レビュー ● ● ●

コ ンバー タ 変換 双方向 双方向 非SGML→SGML

変換元デづ 一太 郎
,MIFES等 lnterleaf,MS-Word,

WordPerfect(RTF)

MIF(FrameMaker),RTF(Word)

IAF(lnterleaf)

変換先テ㌧タ RTF,HTML,Latex,Tex等 lnterleaf,RTF,PS

SGML→SGML 任 意DTD→ 任 意DTD RainbowDTD→ 任 意DTD

D↑D 任意(APIに よ る) 任意 任意
バ ーサ エラー時の処理 処理 中止?最 後まで確認? 処理中止?最 後まで確認? 最後まで確認

参考 コメ ン ト
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SGML後 処理 ツールー覧(ア ンケート集計 結果)

「

営
o

1

ツ ール名 DynaBase 1皿terleafRDM Inerleaf5<SGML>toolkit GRACE DOCINTEGRA/AL DOCINTEGRA/BB DynaText

カ テ ゴ リ SGMLデ ー タベ ース SGMLデ ー タベ ース フ ォ ー マ ッ タ/ビ ュ ー ア フ ォ ー マ ッ タ フ ォ ー マ ッ タ ビュー ア ビュ ーア

メ ー カ名 米国EBT社 米 国lnterleaf社 米 国lnterleaf社 (株)日 本ユ ニ テ ック 日立製作所 日立製作所 米国EBT社

代理店名 東 芝 ア ドバ ンス トシ ステ ム 日本ユニシス(株)他 日本ユニシス(株)他 (株)日 本 ユ ニ テ ック 日立製作所 日立製作所 東 芝 ア ドバ ンス トシ ス テム

代理店電話番号 03-3226-3684 03-55464539 03・55464539 03-5570-9771 03-3226-3684

代理店名 (株)学習研究社 沖電気 INSエ ン ジニ ア リ ング (株)学習研究社

代理店電話番号 03-3447-8168
03-3447-8168

ハ ー ドウ ェ ア SUN,HP,DEC,SGI,IBM,PC SUN,HP SUN,HP,IBM SUN 日立3050RX,3500 DOS〃 マ シ ン SUN,HPDEC,SGIJBM,PC

OS UND(,Windows,NT SUNOS4.x,HP-UX9.x SUNOS4.x,HP-UX9.x SUNOS4.L2,4.L3 HI-UX/WE2 DOSIV,Windows3.1 UNIX,Windows,Mac

メモリ容量 12MB以 上 32MB以 上 16MB以 上 10MB以 上 2.5MB以 上 12MB以 上

ディスク容量 10MB以 上 1GB(含 デ ー タ) 20MB以 上 3MB以 上 2MB以 上 2MB以 上

販売実績(国 内) 95.6リ リ ー ス 20本 30本 60本 20サ イ ト

販売実績(国 外) 95.3リ リ ー ス 2000サ イ ト 500万 ユ ーザ

価格例 1725万 円(英 語 版) 200万 円 60万 円 30万 円 8万円 400万 円前 後(10ユ ーザ)

対応言語 英語版 英語版 日本語版 日本語版 日本語版 日本語版 日本語 版(Windowsの み)

日本語タグ × × × × ○ ○ ×

タグ長 制限なし 240バ イ ト 240バ イ ト 8バ イ ト 63文 字 制限なし

タグ区切り変更 ○ × × × × × ×

要素内文字数 制限なし 制限なし 制限なし 制限なし 28,000バ イ ト 28,000バ イ ト 制限なし

フ ァイル の 大 き さ 制限なし 制限なし 制限なし 制限なし 制限なし 制限なし 制限なし

SGML宣 言の変更 ○ ○ ○ × × × ○

DTD 任意 任意 任意 ISO8879サ ブ セ ッ ト

TR9573表 サ ブセ ッ ト

他DTDは 要 カス タマ イズ

任意 任意 任意

DB名 ObjectStore ORACLE

DB照 会言語 独自 SQLベ ース の独 自

DSSSLロ ケー シ ョンモ デ ル ○ 準拠予定
'

バ ー ジ ョン管 理(文 書) ○ ○

バ ー ジ ョ ン管 理(要 素) ○ ×



ー

N
2

SGML後 処理 ツールー覧(ア ンケート集計結 果)

ツ ール名 DynaBase InterleafRDM Inerleaf5<SGML>toolkit GRACE DOCINTEGRA!AL DOCINTEGRA/BB DynaText

出力データ形式 Postsc巾,HP-PCL

WorldView形 式

Postsc巾t

OuΦutlnstance(SGML)

'独 自
Windows印 刷 形 式 P・stschpt(UND(版)

Windows印 刷 形 式

文字禁則 ○ ○ ○ ・ ○ ×

見出し段末禁則 ○ ○ × × ×

ル ビ × × × × ×

文字修飾 ○ ○ ○ ○ ○

均等割付 ○ ○ × × ×

行幅設定 ○ ○ ○ ○ ○

縦横混在 × × ○ ○ ×

段組指定 ○ ○ ○ ○ ×

頁サイズ変更 ○ ○ ○ ○ ×

入 力 デ ー タ形 式(イ メー ジ) TIFF

SunRaster,xwd

TIFFの2値 デー タ OLEオ ブ ジ ェ ク ト OLEオ ブ ジ ェク ト G4,TIFF,GIF,SunRaster

BMP,pbm、Pgm,PPm

入 力 デ ー タ形 式(グ ラフ ィ クス) CGM,IGES,HPGL,PICT なし OLEオ ブ ジ ェ ク ト OLEオ ブ ジ ェク ト

.

CGM,PICT,CGM

入力データ形式(表) CALS.RTF等

Lotus1-2-3(APIの リ ン ク)

TR9573サ ブセ ッ ト グラ フ ィ クス グ ラ フィ クス CALS,AAP,SoftQuad

ArborText

入力 データ形式(数式) TR9573(予 定) グ ラ フ ィ クス グラ フ ィ クス グ ラフ ィク ス TR9573,AAP,ArbotTexしTeX

入力データ形式(化学式) グ ラ フ ィ クス グ ラ フ ィ クス グラ フ ィ クス グ ラフ ィ クス CALS,TeX

ハ イ パー リ ンク × ○

検索機能 全文,SGML構 造





「





委託先

禁無断転載

平成7年3月 発 行

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス振 興 セ ンタ ー

東 京 都 港 区 浜 松 町 二 丁 目4番1号

世 界 貿 易 セ ンタ ー ビル7階

TELO3-3459-8581

電子 デバイ ス情報 サー ビス株 式会社

東京 都千代 田区平 河町二丁 目4番14号

平 河町KSビ ル5階

TELO3-5275-3699

株 式会 社 青 巧社

東京 都文京 区本郷2-15-12
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